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　　　　　プロローグ











　神と人間が一ひと所ところに寄り合うには掟おきてを定めなければなりませぬ。

　秩序が社会を安定化させ、規律が相互の尊厳を守りまする。すなわち、『神じん権けん』とは平安の世を作るために敷かれた法であり、今日の日本を支える柱なのでございます。

　しかし神々が一いつ斉せい現げん界かいを果たされて間もなく施行された『神権』があらゆる思おも惑わくと犠ぎ牲せいの上に成り立ったことをゆめ忘れてはならず、わたくし品しな部べ人じん永えいには『語り部べ』として、やおよろず神しん議ぎ会かいの職員として、『神権』が成立した経けい緯いを正しく伝え行く義務がございました。

　とは申せども、そんな昔のことなど知ったこっちゃないのが現状。神様と人間がうまくつき合っていけているのならばそれでいいではないでしょうか。過去に拘こだわっていても詮せん無なきこと。決して面めん倒どうだからというわけではありませぬ。ええ、本当でございますよ。

　などと日ひ和よりつつ、業務報告書をどう誤ご魔ま化かして書こうかと案じていたあの頃、新緑が芽吹く季節のことでございました。












　今日も今日とて神探しに奔ほん走そうし、神社の神かん主ぬしや地域住民に神の現界について理解を求め、無事『済さい世せい』が確認されればそれらを報告書にまとめて上司に提出、人永が業務から解放されるのはいつも日を跨またぐ時間帯である。

「つかれた」

　溜ため息いき混じりに吐はき出される「疲れた」という単語は、デスクに突っ伏す人永を尻しり目めに、同じくデスクの上に転がっているヘッポコに奪うばわれた。見た目がヌイグルミのくせに頭の上に張り憑ついて指示するだけの神様は、あたかも自分が勤労したかのようにくたびれていた。

「……その科白せりふはおまえら神様の専売特許じゃねえぞ。ったく」

　昨年十月に出雲いずも大たい社しやで行われた神々の宴えん会かいでたちまち大流行した呪じゆ詛そである。神様はこの一言をきっかけに一斉雲くも隠がくれしてしまったのだ。おかげで人永は現在所属している『やおよろず神議会』に引き抜ぬかれ、前の会社を辞やめることになった。今、神様が人永の前で最も口にしてはいけない単語である。

「今日も一日ご苦労様でした。ポコさんもお疲れ様です。……じんえい君、大だい丈じよう夫ぶ？」

　やおよろず神議会所長の高たか峰みね小こ町まちが、脱力しきっている人永とヘッポコを微ほほ笑えましく眺ながめながらそんな挨あい拶さつを口にした。人永の報告書に目を通さない限り彼女の業務も終了しないので、小町も必然的に夜中まで付き合う羽目に遭あっている。若じやつ干かん後ろめたくもあるが、

「なんのこれしき！　小こ町まちさんの為ためなら徹てつ夜やしたって平気っスよ！」

　体を起こし空から元気で威勢をアピール。充血しきった両目を向けられて小町は苦笑を浮かべた。

「頼もしいわね。若さの為なせる業ね」

　何を仰おつしやる。そう言う小町の顔には微み塵じんも疲れた様子がない。凛りんとした佇たたずまいはえも言われぬ色気を漂ただよわせており、それだけで疲れ切った人じん永えいの体にも活力が宿る。ヘッポコは冷ややかな視線でそんな人永を見つめている。

　夜はこれからだ、と盛る人永に小町は背中を向けた。

「申し訳ないのだけど、先に上がらせてもらいますね。事務所の戸締りお願いします」

　見れば、小町はすでに帰り支じ度たくを整えている。

「ま、待ってください！　すぐに終わらせますので！」

　せっかくなので小町と一緒に事務所を出たい人永は大急ぎでパソコンの電源を落とし机つくえの上を片付ける。傍かたわらで欠伸あくびをするヘッポコが何のつもりかパソコンを再び立ち上げる。テメエ、小町さんとの仲を邪じや魔まする気か!?

「ええい、どけヘッポコ！」

「やだ！」

「急がなくてもいいわ。ごめんなさい。じんえい君にはまだお仕事が残っているのよ」

「!?」

　その科白せりふには人永だけでなくヘッポコも驚きよう愕がくする。小町は言い辛づらそうに、しかし容よう赦しやなく人永とヘッポコに残業を言い渡す。

「やっぱり気付いてなかったみたいね。出しゆつ向こう先さきの神社の写真、まだまとめてないでしょ？　大した作業じゃないと思うけど、今日中に整理しておいてもらいたいの。いつもだったら忘れないのにね」

　人永は思わず頭を抱かかえた。出向先で神を現げん界かいさせる際、現場の写真を資料として残す決まりになっている。報告書には業務の経過を記さなければならず、現場の写真を添てん付ぷすることでより詳しよう細さいな状況を説明することができる。報告書を作成するときは必ず行う作業を人永はすっかり忘れていた。

「画像を取り込んでフォルダにまとめてもらえればそれでいいわ。明日あしたは別の場所でデジカメ使うでしょうから混乱が起きないようにね」

「……わかってます。今からやります」

「いい子ね。それじゃ、頑がん張ばってね」

　扉とびらの閉まる音とともに、人永の口からやる方かたない溜ため息いきが漏もれた。帰れるとばかり思っていたヘッポコも意気消沈してひっくり返る。

「さいあく」

「うるさい。なんにもしてないおまえが言うな。くそ、さっさと終わらせるぞ」

　ヘッポコがパソコンを立ち上げてくれていたおかげですぐに作業に入ることができた。デジカメからパソコンへ画像を抜き出し、日付と場所を記き載さいしてフォルダにまとめて、ファイルの整理を──。

「？　あれ？」

　キーボードを叩たたく指が止まった。画面に並ぶ画像を流し見ていたそのとき違和感を覚えたのだ。過去のデータ画像も引っ張り出して横に並べて見比べる。

「なあ、おいヘッポコ」

「あい？」

　ヘッポコに確認させるように画像を全画面に表示させてスライドさせる。一枚の写真のある部分にカーソルを移動させて違和感の正体を見せ付ける。

「これ、同じ車だよな？　……ほら、こっちの写真にも写ってる」

　黒塗りの高級セダンである。遠目なので車種やナンバーまでは特定できないが、型はどれも同じに見えた。その日出しゆつ向こうした神社を参さん拝ぱいに来た客の車だろうか。しかし確認してみると、ここ一ヶ月の間ほとんどの現場写真に似たような車が写り込んでいる。

「ぐうぜん」

　ヘッポコはにべもなく言い捨てた。人じん永えいだってそう思う。けれど、頭には言い知れぬ不快感がこびり付いたまま。

　うんうん唸うなっているとヘッポコが早く帰ろうと騒さわぎ始めた。気づけば、終電の時間が迫っていた。疲れが思考を低下させていたらしい。そう思うと、途と端たんに馬鹿馬鹿しくなった。ヘッポコの言うように偶ぐう然ぜんだろうと結論づけて、人永はパソコンの電源を落として欠伸あくびを一つ。

「ふああっと、帰って寝よ」




　時間は半日ほど遡さかのぼる。

　都内にある神社の境けい内だいで人永とヘッポコが雲くも隠がくれした神様を探して走り回っている頃、来客用駐ちゆう車しや場じように一台のメルセデス・ベンツが停車した。黒塗りのいかにも高級車と言わんばかりに厳いかついその車には、運転手と一人の少女が乗っていた。

　後部座席で優ゆう雅がに足を組む少女は詰まらなげに窓の外を眺ながめている。高校の制服姿と年とし相そう応おうの容姿からしてもこの時間この場所に居ることは不自然なのだが、車中を占しめる高貴な存在感と貫かん禄ろくがこの状況を肯定的なものに変えている。一般的な見方では量はかれない、縛しばれない。有う無むを言わさぬ迫力が少女にはあった。

「到着致しました。…………真ま曜ようお嬢じよう様？」

　運転席でハンドルを握にぎっていた黒服の男がシート越しに後部座席を振り返ると、真曜と呼ばれた少女は視線を車内に戻し男を睨にらみつける。

「なに？」

「いえ、お休みになられているのかと思いましたので」

　移動中、二人の間に会話は無かった。あまりにも静せい寂じやくがすぎたので同乗者が眠ねむっている可能性は確かにあった。しかし、男はバックミラーで真ま曜ようの様子をつぶさに見ていたので眠っていないことも初めからわかっていたが、わざわざ確認したのは雇やとい主ぬしである真曜への気き遣づかいである。

　真曜はそんな男の態度が気に入らなかった。バックミラー越しに様子を窺うかがっていたことも知っている。それなのに返事を求めてくるのは、一向に心を開こうとしない自分への嫌いや味みのつもりだろうと考えている。部外者ならともかく、使用人にいちいち愛あい嬌きようを振りまくほどお人好しではないのだ。譲ゆずることのできないプライドがそうさせていた。

　言葉を返さない真曜に男は慣れた調子で口を開いた。

「それで、如何いかがなさいますか？　せっかくですから神社を参さん拝ぱいしてみるのも、」

「物もの見み遊ゆ山さんに来たのではなくてよ。無む駄だ口ぐちは慎つつしみなさい」

「失礼しました」

　男は即座に非礼を詫わび、顔を正面に戻す。それから車中はしばらく沈ちん黙もくした。何をするでもなく、静かに振動するエンジン音を二人は聞いていた。窓の外を眺ながめることにも飽あきて、真曜はついに苛いら立だたしげに男に命令した。

「さっさと行きなさい。何をしているの？」

「もうしばらくお待ちください。神様が現げん界かいするのを確認してからです」

　真曜は若じやつ干かん眉まゆを吊つり上げたが、平静を装ってシートに体を沈めた。

「……ふん。貴方あなたがどんな方法でそれを確認しているのか、今は不問にしておきますわ」

「恐れ入ります」

「その代わり、わたくしのためにきっちり働きなさい。もしも成果を上げられないようでしたら解かい雇こも覚かく悟ごしておくことですわね。わざわざ学校を早退してまで来ましたのよ？　手ぶらでは帰れませんわ」

　男は「お任せください」とだけ言い、フロントガラスの向こうに見える境けい内だいを凝ぎよう視しする。真曜は憮ぶ然ぜんとした面おも持もちで再び窓の外に目を遣やった。

　真曜が早退したのはもちろん自主的にである。連絡を受けて迎えに行くと、男に与えられた任務に同行すると言い、ここまでついて来たのだ。そんなお嬢じよう様の気まぐれに、男は咎とがめることなく従った。使用人の鑑かがみとも言える対応ではあるが、男にそのような意識はない。

　あくまでも従順な使用人と、そんな男を毛け嫌ぎらう少女。神の現界を待ち続ける間、この不思議な取り合わせが車中の空気をさらに重くさせていた。

　三十分ほど経たった頃、真曜は駐ちゆう車しや場じようにおかしな人物がやって来るのを見つけた。人形を頭に載のせたスーツ姿の男性だった。独り言を口にしては挙動不ふ審しんに歩き回り、デジカメで辺りの様子を何枚も写している。────変質者だろうか。

　そのとき、運転席のドアが開かれた。見ると、男が外へ出ていこうとしていた。

「神様が現げん界かいしました。それでは行って参ります。…………お嬢じよう様はどうなさいますか？」

「行けば見せてくれるのでしたら行きますわよ」

「……申し訳ございません」

　真ま曜ようは、はぁ、と軽く嘆たん息そくした。

「ここで待っています」

　男は運転席から降りると背筋を伸ばして慇いん懃ぎんに一礼し、静かに運転席のドアを閉める。

　その間ま際ぎわ、

「神の捕ほ獲かくにどれほど時間が掛かるか知らないけれど、なるべく早く済ませなさい。ここは退たい屈くつですわ」

　かしこまりました、という言葉はドアに遮しや断だんされたために真曜の耳には届かなかった。








　なにやら穏おだやかでない雰ふん囲い気きでございます。

　まさかわたくしが仕事をしている間近でこのようなやり取りがあったとは夢にも思わず、ましてやこのことが『神じん権けん』の意義を揺るがす大事件へと発展するなど誰が想像できたでありましょうか。

　嗚あ呼あ、心憂うし。深刻シリアスな展開は性しように合いませぬ。もっとこう、見み目め麗うるわしい女神様との組んず解ほぐれつと言った桃ラ色ブ喜コ劇メを所しよ望もうしたいところではございますが。なにぶん過ぎたことでございますので、わたくしも心苦しくはございますが、『神権』にまつわる正史を語り継つがなければなりませぬ。最後までお付き合いくださりますよう。

　小こ噺ばなし『入じゆ破は』──とくとご覧らんあれ。（『神しん怒ど記き　入破ノ章』冒頭より抜ばつ粋すい）








[image: 巻ノ一神隠れ]






「────え？」

　近所の定食屋で昼食を済ませ、商店街を抜けて大通りと接する十字路の真ん中で突然声を掛けられた。──気がした。振り返っても、周囲を見渡してもこちらに気を配る人は見当たらず、歩行者は人じん永えいを障しよう害がい物ぶつのように避さけて横断歩道を行き交った。

　信号が点滅し、慌あわてて道路を渡りきったところでもう一度辺りを確認してみたが、誰も人永を意識していない。いや、不ふ審しん者しやを見るような視線は若じやつ干かん集めたみたいだが。

　頭上から額ひたいをペシペシと叩たたかれる。物心ついたときから頭に鎮ちん座ざする神様──ヘッポコが、周囲の歩行者に負けないくらい訝いぶかしげな目つきで人永を見下ろす。

「ぼけた？」

　失礼な。まだ二十五歳さいになったばかりだ。いや、そんなことよりも。

「今、誰かに声をかけられたと思ったんだけど」

　それはとても近くで、耳元で囁ささやかれたくらいに近距離で。名前を呼ばれたのではなく、ただ「あの」とか「ねえ」といった呼びかけを聞いたのだ。か細い声は助けを求めているようでもあり、それも女の子の声だったので人永は咄とつ嗟さに振り返ってしまったのである。

「……気のせいか」

　それとも、本当に幻聴でも聞いたのか。女日照りが続いてついに頭が現実逃とう避ひを始めたか。いやいやそんなはずはない。毎日のように小こ町まちさんの手を握にぎっては振り解ほどかれているので、刺し激げきだけは充分得られているはず。……それはそれで寂さびしいな。

「じんえい」

　立ち止まる人永にヘッポコがいよいよ心配げに名前を呼んだ。いくらか憐あわれみが混じった声こわ音ねが腹立たしい。軽く頭を振って、何事も無かったと言わんばかりに事務所目指して闊かつ歩ぽする。

　人永の頭の上で、ヘッポコは首を回して遠ざかる十字路の真ん中を見つめて──、

「バイバイ」と手を振った。




　　　　＊




　五月中旬。気温は立りつ夏かを追い越した辺りから上昇し、涼しげだった春を遠い場所に置き去りにした。クールビズ着用とは言え昼間は蒸すかのように暑く、しかし日が落ちるに従い気温は急激に下がるので体温調節が難しい、そんな季節である。事務所まで足早に戻ってきたせいか顔が汗あせを掻かき、ハンカチで拭ぬぐうものの頭の上の物体ヘツポコが余計に暑苦しいのでまた汗を掻く。

「あちぃ」

「……おまえのせいで俺おれはもっと暑い！」

　所内は適温に設定されているが、外から帰ってきたばかりですぐに涼しくはならなかった。

　今年もまた嫌いやな季節がやって来た。年々温暖化とかなんとかで夏の暑さは酷ひどくなる一方だというのに、ヘッポコが邪じや魔まで帽ぼう子しは被かぶれないし、ヘッポコの体温がさらに頭を茹ゆだらせる。今はまだ五月の中旬だ。今後、夏本番にかけて更なる拷ごう問もんが待ち受けているかと思うと気が滅入ってしまう。

　しかし、何も嫌いやなことばかりではない。何を隠かくそう人じん永えいが勤務する『やおよろず神しん議ぎ会かい』には至し高こうの美女──高たか峰みね小こ町まち所長がいるのだから。黒のジャケットを着こなす小町もかっこよくて素す敵てきだが、上着を脱ぬぎ、ブラウスの胸元をはだけさせている姿もとてもとても魅み惑わく的てきである。あくまでも想像上の話だが。

　テーブルを挟はさんだ対面の席でコーヒーを啜すする小町は、妄もう想そうに浸ひたる人永の視線に気づいても取り合わず、微ほほ笑えみを湛たたえてヘッポコを見つめた。

「ポコさんはいつもその着物を着ていますからね。そろそろ衣ころも替がえしたら如何いかがですか？」

　衣替えという単語に敏感に反応したヘッポコが人永の額ひたいをペシペシ叩たたく。

「かって！」

　服を買え、と来た。

「嫌いやだ。そんなお金は無い」

「買ってあげたら？　ポコさんだっていつも頑がん張ばってくださっているのだから」

　そうだそうだと暴れるヘッポコの顔を指で弾はじき、人永は軽く息を吐はいた。

「こいつを甘あまやかしちゃ駄だ目めです。体小さいから特注で作るしかないんですけど、安物の生き地じだと絶対に袖そで通そうとしないんですよ。昔っから」

　実家暮らしのときは母と姉が着せ替え人形感覚でヘッポコを着飾っていた。ヘッポコの洋服一つにウン万円も掛かける母たちの情熱は異様なもので、それに慣れきってしまったのか、はたまた神としてのプライドか、ヘッポコも高級な衣服でなければ着ようとしなくなったのだ。

　実家を離れてからはヘッポコとの間で衣服を巡めぐる喧けん嘩かが頻ひん繁ぱんに起こった。ヘッポコは「服を買え」とうるさかったが、人永は決して甘えを許さなかった。衣服に掛ける金銭感覚は男女で違うと言うけれど、人形の服となると話は変わってくる。だってなあ。高い金払はらって人形を着せ替えているなんて単なる変態じゃないか。人永の最大の敵は世せ間けん体ていなのである。

「でも、やっぱりオシャレしたいじゃない？　女の子なんだもの。ポコさんもじんえい君のために綺き麗れいでいたいのよ」

「あい！」

　小町を味方につけたヘッポコは頭の上でコロコロと笑った。絶対に嘘うそだ。こいつは自分に自信があるから洋服一つで見み窄すぼらしくなるなどと思っちゃいまい。

　それもそのはず。ヘッポコの正体はこの世の最高神・天アマ照テラス大オオ御ミ神カミ──の分身なのだから。傲ごう慢まんで傍ぼう若じやく無ぶ人じん、この世のすべては自分の物であると本気で考えている最悪の女王様である。機はた織おりの女神でもあるから衣服に関しては着飾る以外の拘こだわりがあるらしい。

　そんなの知ったことか。

「でも駄だ目めだ。何度でも言うが、ヘッポコに服は買ってやらん。その着物でいいじゃねえか。俺おれはそれが一番好きだぞ？」

　じたばた暴れていたヘッポコが最後の一言でぴたりと動きを止める。そしてモジモジし始めた。今着ている柿かき色いろの着物はヘッポコが自ら編み出した一品らしく、初めて褒ほめられたので照れたようだ。小こ町まちは「罪作りね」と妖よう艶えんに笑った。
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「ところで、お話というのは？」

　区切りと見て話題を変える。これ以上言い合いしていても埒らちが明かないのだ、この問題は。小町も無む駄だ話が過ぎたと気づいたのか、姿勢を正す。ふと投げかける視線に真剣味が帯びていたので反射的に背筋が伸びた。なんだなんだ、何事だ。

「ちょっとね、厄やつ介かいなことがあったのよ」

　そう前置きを言われた。午後に控えていた仕事を先送りにしてまで開かれた会議なのだ、仕事でミスでもあったのかと思わず身構える。

　ここは『やおよろず神しん議ぎ会かい』、神探しと布教をメインに活動している。昨さく年ねんに一いつ斉せい雲くも隠がくれした神々にもう一度元もと居た場所に鎮ちん座ざしてもらい、人間に神しん徳とくを与えるよう説得するのが人じん永えいの主な仕事だ。神様が雲隠れしたままだと日本経済がうまく回らなくなるらしいので、言うなれば人永は国家の救きゆう世せい主しゆなのである。仕事のほとんどは『上うえ』と呼ばれる霞かすみヶが関せきの組織から通達され、国家の一大事を任されているので失敗は絶対に許されないのだ。

　今さらではあるが、どうして俺おれなんかがこんな仕事してるんだろう、と不思議に思う。

　首をひねっていると、小こ町まちから意外な人物の名前が挙がった。

「カグツチさんを憶おぼえてる？　以前、出しゆつ向こう先さきでお世話になった」

「ええ、もちろん。忘れるわけがありません！」

　瞬しゆん間かん、テンションが上がった。可か愛わいい女の子のことは死んだって忘れるものか。

　カグツチは以前人じん永えいが出向した先にある袴こ子こ里り山やまに鎮ちん座ざしており、仕事の依頼人でもあり「神探し」にも協力してくれた心優しき女神様である。しかしてその実態は記き紀き神話において神すら焼き殺す灼しやく熱ねつの化け身しん──火ヒ之ノ迦カ具グ土ツチノ神カミその人で、興奮するとところ構わず発火させてしまう困った属性をお持ちなのだった。恐い一面を差し引いても、人永はカグツチの可か憐れんさにはほとほと心奪うばわれたものである。

「じんえい君、顔がにやついているわよ」

「っ、あ、ああ、カグツチさんですね。ええ、憶えてますよ」

　過去にカグツチを口く説どいた過去があり、それを知る小町はだらしのない人永に呆あきれた視線を送った。人永は誤ご魔ま化かすように咳せき払ばらいを一つ。

「えー、それでカグツチさんがどうかしたんですか？」

「昨日きのう、連絡がありました。仕事の依頼、と言えばいいのかしらね。『上うえ』は通さず、直接じんえい君にお願いしたいことがあるのよ」

　人永への個人的な要よう請せい。『上』を通さないともなれば、それはつまり国に対応を求めないということである。

「これまでも、そしてこれから先も『やおよろず神しん議ぎ会かい』は政府の指示で神探しを行っていきます。ですが、カグツチさんが友人であるじんえい君にする『お願い』に対して、政府に口出しする権利はありません。もちろんじんえい君には一般人への守秘義務が生じますので必要以上に動かれるのも困りますが、カグツチさんは神様ですし、一般人には該がい当とうしません。これから話す内容も『上』には報告致しません。あくまでもプライベートなことと思っていてください」

　人永とヘッポコが同時に首を傾かしげた。どうしてこんな回りくどい前置きが入るのか。直感的に悟さとったことは、これから聞かされる『お願い』とやらが人永の独断で処理されるのが望ましいということだ。

「どういうことですか？　なんとなく不ふ穏おんな空気を感じてしまうんですけど」

「そうね。繕つくろうつもりはないわ。わたしも頭を抱かかえているのよ」

　自じ嘲ちよう気味な笑みを浮かべて、小町は淡々と語り始めた。

「カグツチさんの話だと、じんえい君が山の神様を現げん界かいしてくれたおかげで、袴子里山周辺のすべての神々も現界してくれたようなの。けれど、それからしばらく経たったある日、町にいた道どう祖そ神じんが突然いなくなってしまったらしいわ。カグツチさんはまた雲くも隠がくれしたのかと思って探したらしいのだけど……」

「……見つからなかったんですか？」

「ええ。山の神様や精せい霊れいたちに事情を説明して、みんなで道どう祖そ神じんを探したけれど見つからなかったって。そして、道祖神がいなくなって数日後のことです。地方を巡めぐる風の精霊が、他ほかにも一度現げん界かいした神様が何者かに連れさられていると教えて下さったんですって。それも人間の手によって」

「…………え？」

　おそらく事の核心であろう部分をさらりとつけ加えられて、人じん永えいの思考が鈍にぶった。ヘッポコが頭の上で身じろぎして思わずハッとなる。

「人間が現げん界かいした神様を連れ去っている!?」

　なんで!?　と心の中で叫ぶ。ヘッポコに憑つかれている人永からすれば何を好き好んで神様を誘ゆう拐かいしようと言うのか理解不能である。人永の内心を読んだヘッポコがすかさず額ひたいをペシ。

「事実です。わたしも気になって調べてみたのよ。少数ではあるけれど、そのような事件が全国的に起こっています。誰が何の目的でしているのかまではわかりませんでしたが」

　小こ町まちは眩暈めまいを抑おさえるかのように眉み間けんを指で摘つまんだ。

「わたしはこのことを『上うえ』に知らせるべきではないと判断しました。その理由は、政府内に込み入った事情があるからです」

　そこで一いつ旦たん言葉を句切り、小町は改めて人永を、ヘッポコを見み遣やった。

「神様の拉ら致ちは『神じん権けん』を著しく侵害した行為です」

　厳おごそかな口く調ちように、人永はごくりと唾つばを飲み込んだ。

　神権とは、人間に対して『侵おかすべからず』をまとめた法律である。具体的には、神じん社じや仏ぶつ閣かく等の神の住居への無断侵入。供く物もつや祈き祷とうの断絶。神しん界かいの調査、又は神個人のプライバシーへの干かん渉しよう、等々。実体を持って暮らす神様を敬うやまって崇あがめ奉たてまつれ、というお達しだ。

　それで考えると、神様の誘拐は『神権』を侵した立派な犯罪である。

「本来ならば刑けい事じ事件として取り上げられるべき事例なのですが、正直なところ前例がないから二の足を踏んでいるのよ」

「……前例がないんですか？」

　神々が一いつ斉せい現界を果たしたのが二十三年前だ。『神権』が確立したのは、たしか二十年ほど前だったと思う。思おも惑わくはどうあれ、その間に神様の誘拐とかがあってもおかしくないと思うのだが。

「じんえい君、例えばカグツチさんを人間の力でねじ伏せられると思う？」

　言われて、そりゃそうかと納なつ得とくする。ヘッポコはともかく、神々の力は強大で人間如ごときで太た刀ち打うちできるものではない。

「わたしたち人間も祟たたりが怖いから迂う闊かつに手を出そうなんて思いません。それに、過去に誘拐を企くわだてた人がいても不思議じゃありませんから、もしかしたら公おおやけにならずに失敗したのだと思います。言い換えれば、神様の誘ゆう拐かいに成功した初めてのケースということね」

　なるほど。確かにそれならば多少の混乱は仕方ないのかもしれない。しかし、

「だったらなおさら『上うえ』の指示を仰あおいだ方が良くないですか？　神様たちも黙だまっている気はないのでしょうし。それに、神様の誘拐なんてどう考えても組織ぐるみの犯行だと思いますから、政府と神様で協力するのが一番だと思います」

　言いつつ、小こ町まちの言う「込み入った事情」が思い浮かんだ。それができないからこそ二の足を踏んでいるのだ。

「『上』と呼ばれる組織内に問題があるんでしょうか？」

　人じん永えいが促うながすと、小町は深刻な表情で頷うなずいた。

「今回の誘拐事件はカグツチさんの話だとここ一ひと月つきの間に頻ひん発ぱつしているそうです。約一ヶ月近く前、その時期に一体何があったか、じんえい君憶おぼえてる？」

　いきなり問われ、咄とつ嗟さに思い出す。今が五月の半ばなのだから、一月前は四月。日常的に神様探しを行っているので変わったことがあれば引っかかるはずなのだが。四月頃に関わっていた案件と言えば、────あ。

「神様と人間の結婚式」

　正確に言えば三月の下旬頃だ。世間的にも大きく取り上げられた出来事である。小町は「その通りよ」と口にし、トーンを低めて言った。

「雲くも隠がくれした神様たちが少しずつ現げん界かいしていることは世間にも知られています。前にじんえい君が企画した神様と人間の結婚式がテレビ中継されて、そこに神々が写っていたのだから感づいている人も多いでしょう」

　縁えん結むすびの神・ククリを現界させる目的で、ククリの意中の女神・咲さき姫ひめ様を花はな嫁よめに担かつぎ上げて嘘うその結婚式を挙げたことがある。その際、咲姫様の信仰を変えるためにメディアの力を借りて全国に報道したのだ。反はん響きようが大きかったのでそれだけ世間の注目度も高かったことがわかる。

「神様が再び現界している。犯人はそれに気づき、あの報道から今日までの間に神様を誘拐し始めたんだと思うの。問題はね、犯人がどこの神様が現界したかを正確に突き止めているということなの。短い期間に何なん柱ばしらもの神様が誘拐されているのは、逆に言えば、じんえい君がどこに出しゆつ向こうしていたかを知っているからなのよ。時間的にも、手て際ぎわの良さから見ても間違いないと思います」

　人永の『神探し』は世間には秘ひ匿とくにされている事こと柄がらであった。というのも、「疲れた」を理由に雲隠れした神々は人間に追いかけられることを嫌きらい、騒さわぎ立てればますます隠れてしまうと懸け念ねんされたからだ。ヘッポコに憑つかれた人永が優しく説得しなければ現界してくれない。

　秘匿されているにも関わらず神の現界を知ることができるということは、そのポジションは限られてくる。

「もしかして、政府内に犯人がいるってことですか？」

「可能性は高いわ。もっとも、実行犯は別でしょうけれど。裏で手を引いている高官がいてもおかしくないわね」

　ヘッポコが、くわあ、と欠伸あくびをした。不ふ謹きん慎しんだと人じん永えいが諌いさめると、小こ町まちはそれを別の意味で受け取り苦笑気味に続けた。

「ポコさんが呆あきれるのも無理はないわ。政府と言っても一枚岩じゃない。個々人で思想は異なるし、利権が絡からめば平気で国益を損そこねることだってします。今回のことも、おそらく反神じん権けん思想が関わっているものと思われます」

　耳慣れない単語に、人永とヘッポコは揃そろえて首を傾かしげた。反神権思想──なんだそりゃ？

「簡単に言えば、神様の存在を認めないという考え方よ。思想の問題なので個々人が何を訴えても構わないけれど、組織だって行動することも稀まれにあるのよ。正式に団体を興おこしているわけじゃないから実態は掴つかめていませんが、彼らグループのことは『反神権組織』と呼称されています」

　初耳である。呼称もそうだが、思想に準じて何かしらの運動を起こしている団体がいるとは知らなかった。テレビや新聞で報じられることが少ないのもその一因だ。

「ずっと前に『神権』を巡めぐって大きな暴動がありました。スピリチュアルパニックなんて横文字を使うから軽く見られがちだけど、本当は国家瓦が解かいの危機だったの。当時の政治家や官かん僚りようが強行して成立させた『神権』は、何も神様の保護だけを訴えたものじゃないわ。裏には大きな利権が関わっています。……言いたくないけれど、『やおよろず神しん議ぎ会かい』のような組織は他ほかにも九つあって、どれも官僚たちの天下り先に使われています。また『神権』を拡大解釈して外交の取引にしていたりと、背景は真っ黒なのよ。それを憂うれえる人たちが法務省や文もん科か省、政治団体の中にもいて後は足の引っ張り合い。彼らの極論は、そもそも神様がいなくなれば済むというところにまで偏かたよっていて、『神権』撤てつ廃ぱいを第一義としながら神様の完全排はい除じよを目指しています」

　そこで今回の事件に結びつく。

　反神権思想を持つ人間が省庁内部にいて神様を排除しようと目もく論ろんでいるならば、やおよろず神議会の活動記録を盗ぬすみ見するのが手っ取り早い。実行犯はんは別にいるのだろうが、根回しはおそらく地位のある人間がしているものと推測される。

「あくまでも憶おく測そくよ。けれど、もしも反神権組織が絡からんでいるのであればわたしたちが誘ゆう拐かいの事実に気づいていることを悟さとらせない方がいいわね。何の要求もないうちに騒さわぎを大きくするのは犯人グループを刺し激げきするだけですから」

　小町が『上うえ』に報告しないのはそのためだ。どこで情報が漏もれるかわからないし、今はまだ誘拐に気づいていないと思わせた方がこちらも動きやすい。

「そういうわけで、じんえい君。カグツチさんの力になってもらえないかしら？　じんえい君はカグツチさんから相談を受け、好意で真相を探るだけ。わたしは何も知らないし、『上』にも報告しません」

　小こ町まちはやや嘲ちよう笑しよう的てきに本音を吐と露ろした。

「人間が作った『神じん権けん』を自ら破るなんてこと、神様に対して失礼よ。その上、政府内部のゴタゴタを神様たちに押しつければ不ふ審しんがられるわ。少なくとも『やおよろず神しん議ぎ会かい』だけは信頼してもらわないと今後の活動に支障がでます。じんえい君が偶ぐう然ぜん真相を掴つかんだとしたら、今回のことで『上うえ』に貸しを作ることができるかもしれないしね」

　ということは、小町は正確ではないにしろ事件の黒幕に心当たりがあるのかもしれなかった。人じん永えいが動いて真相を暴いた方が有利になることを見越した計算だ。

　小町がゴーサインを出したならば従うまでだ。それに、困っているカグツチを放っておくことなど死んでもできない。

「お任せください！　小町さんとカグツチさんのためならば、不ふ肖しよう私がどんな真相だって暴いてみせますよ！」

　胸を叩たたいてふんぞり返る。頼られるって気持ちがいいんだなあ。

　それはそうと、

「で、具体的に僕は何をしたらいいんですか？　犯人を探すにしたって探たん偵ていまがいのことなんてしたことないですよ」

「じんえい君は地道にいなくなった神様が祀まつられている神社を巡めぐって神かん主ぬしさんへの言い訳に励んでください」

　え？　そんな役回りですか？　と、不満が顔に出た。ここまで煽あおっておきながら何もするなとはきつい。

「もちろん犯人の割り出しも行って頂きます。神様から信頼を得ているじんえい君の方が実みのある情報を手に入れることもあるでしょうし。カグツチさんを介かいすると手間がかかりますから、直接神様を尋ね回るのもいいかもしれません」

　今後の方針が決まった。人永は神社を巡り、小町は信頼できる関係者に打だ診しんし反応を窺うかがいつつ犯人の割り出しを目指す。

　くわぁ、と気の抜けるような欠伸あくびがまた響ひびく。終始つまらなそうに話を聞いていたヘッポコが眠ねむたそうに眼めを擦こすりあげる。小町が苦笑気味にヘッポコに言い添えた。

「そういうわけですので、ポコさんにも協力をお願いします。いつもの神様探しとは勝手が違いますからご面めん倒どうをおかけしますが」

　小町に見つめられて、ヘッポコは投げやりがちに呟つぶやいた。

「ほっとけ」

　一いつ瞬しゆん、意味がわからなかった。小町も虚きよを突かれて言葉が出てこず、見かねた人永が問い詰める。

「なんだよ、ほっとけって？　神様が誘ゆう拐かいされたのを黙だまって見とけってのか？」

「そう」

「お、おいおい。同どう胞ほうが誘ゆう拐かいされたってのになんとも思わないのかよ？」

「なんも」

　なんつー奴やつだ。いや、らしいと言えばらしいか。唖あ然ぜんとする小こ町まちとは逆に、人じん永えいはむしろ納なつ得とくしてしまった。遺い憾かんではあるが、ヘッポコのことなら誰よりもわかる。伊だ達てに長年連れ添っていない。ヘッポコは、詰まるところ我が身に火の粉が降りかからなければそれでいいのである。他ほかはどうでもいいのだ。

　反対に、興味を持ったことならば全力で、それこそ他人の迷めい惑わく顧かえりみず首を突っ込もうとする。で、潮が引くのもまた早く、掻かき乱すだけ掻き乱してあっさり興味をなくすこともしばしばだ。要するに気まぐれなのだ。今回のことも単純に興味がないだけ。

　ヘッポコがそういう奴なのは今に始まったことじゃないが、他人に斟しん酌しやくを加えないのはどうかと思う。空気くらい読めというのだ。

　気を取り直して小町に顔を向けた。

「ヘッポコはともかくとして、カグツチさんたちはどうするつもりなんでしょうか？」

　神々の力を結集させれば犯人グループを一いち網もう打だ尽じんにすることなんて容た易やすいのだろうが、そうするつもりが無いからこそ人永を頼ったはずだ。

　小町はハッと我に返り、すかさず平静を取り戻す。

「人間が犯した罪には人間の手で罰するのが一番だと仰おつしやっていたわ。神々は人間社会の事情に介かい入にゆうする気は無いみたい。まあ、そのために『神じん権けん』が作られたわけですし。法を破ったのなら、制裁は人間の手で行われるべきだというスタンスよ」

「……つーことは、カグツチさんが会いに来てくれるなんていう嬉うれしい報しらせは、」

「ないわね。あの方も神様なのだからお忙いそがしいのよ。けれど、困ったことがあったらどんな協力も厭いとわないとも仰っていたわ。じんえい君の頼みならって。よかったじゃない、好意的で」

　そのお言葉は素直に嬉うれしく、反して小町の口く調ちようはどこか刺とげ々とげしい。

「……今回は女神様がいないのか。残念だな」

　女神が関わっていないと仕事に対するモチベーションは極きよく端たんに下がってしまう。せめてカグツチが傍そばにいてくれればやる気も出るのだが。

　心を読んだヘッポコに頭をかじられていると、ふと凍いてつく気配に身が竦すくんだ。見ると、小町が冷たい目で睨にらんでいた。

「じんえい君、ふざけないで。仕事をなんだと思っているの？」

　殺気すら感じられた。

「いっ!?　いや、冗じよう談だんですよ。真ま面じ目めにやります、真面目に」

「あい！」

　こくこく、とヘッポコも慌あわてて首を縦たてに振る。小町の迫力に思わず立ち上がってしまう。

「……じゃあ、早速だけど」

　溜ため息いき混じりに席を立つ小こ町まち。その背中を追いながら、人じん永えいとヘッポコは額ひたいの汗あせを拭ぬぐう。

　小町は怒らせたら恐いと知った。




　　　　＊




　小町から出しゆつ向こう命令が下された。行き先は、二日前に現げん界かいさせた神様が祀まつられている神社である。済さい世せいして間もないことから狙ねらわれる可能性が高いと踏んだのだ。都内にあるので行って帰ってくるだけの時間的余よ裕ゆうもあった。

　もしこの神社の祭神がすでに連れ去られているのであれば、小町の憶おく測そくは正しいものとなる。『やおよろず神しん議ぎ会かい』の活動記録が漏もれている。そしてそれは、省庁内に犯人に繋つながる人間がいる可能性を高めることでもあった。

　事務所を出てから二時間半かけて神社が建こん立りゆうされている山の麓ふもとに辿たどり着く。そこからはケーブルカーと徒歩で山を登るのだが、駅前の駐ちゆう車しや場じようで人永は思わず足を止めていた。

　頭の片かた隅すみにわずかに残っていた記き憶おくが、その車を見かけた瞬しゆん間かん映像としてピタリと当てはまった。黒の高級車。資料用に残した現場写真の中に写り込んでいた件くだんの車である。間違いない。

「………」

　立ち止まる人永に、ヘッポコが訝いぶかしげにペシリと額ひたいを叩たたいた。「どした？」と問いかけられて、人永は何でもないと答えてケーブルカーに乗り込んだ。

　だからなんだと言うのか。偶たま々たま同じ参さん拝ぱい客きやくが、偶々人永の行く先々にいただけのことだ。それに同一人物という確証はない。車種が同じなだけで所有者は別人だってこともあり得るし、むしろその可能性の方が高い。神を誘ゆう拐かいしている謎なぞの組織などと吹き込まれていたせいで、思考が偏かたよっているようだ。目に見えるすべてを疑っていては真相には決して至れない。

　今日いきなり犯人が見つかるわけがないんだから。

　ケーブルカーを降りてしばらく歩くとようやく境けい内だいに辿たどり着いた。ここにはいくつも社しや殿でんがあり祀られている神様も複数いるのだが、二日前に現界させた神様は一ひと柱ばしらだけだ。

　人ひと気けもなく奥まった場所に建立されたその社やしろには、大おお神かみ様が祀られている。オオカミすなわち狼おおかみのことである。有名な「犬いぬ神がみ」や「御お犬いぬ様」も信仰元は同じで、善神か悪神かは地方によって解釈が異なる。ここの大神様はもちろん善神だ。『上うえ』が何を基準にして大神様を現界させよと出しゆつ向こう命令を出したのか不明だが、現界した大神様を見た瞬間人永も心奪うばわれたものである。

　可か愛わいかった。すごく。

　中型の日本犬が尻尾しつぽ振って足元にすり寄ってきたときはもう、撫なでるのも煩わずらわしく思わず抱だきしめていたほどだ。人永は大の犬好きなのだった。

　ヘッポコを大おお神かみ様の背中に乗せて写真を撮とろう、とワクワクしながら社やしろに近づいたそのとき、ぞくりと背筋に悪お寒かんが走った。

　ほぼ反射的に手前にある社に身を隠かくし、そっと大神様が祀まつられている社を窺うかがった。

「なんだ、あいつッ!?」

　黒い背広を着た男が立っていた。不ふ審しんなところはどこにもなく普通に参さん拝ぱいしているふうにも見えるのに、なぜか人じん永えいは吐はき気けを催もよおさずにはいられなかった。

　纏まとう雰ふん囲い気きに悪意が満ちているとでも言えばよいのか。それでも悪寒を感じた理由にはほど遠いようにも思える。言葉が見つからない。アレは、────人間か？

　男が踵かかとを踏み鳴らした。一歩二歩と近づいた先には怯おびえて縮こまる大神様がいた。男の顔を見上げて乞こうようにか細く鳴く。人永からは男の背中しか窺うかがえないが、そこに一切の感情は見つけられなかった。

「────」

　ゆっくりと男は両手を広げ、右足を引いて半はん身みに構える。広げた両手が頭上に持ち上がり、左ひだり掌てのひらが空を掴つかみ、右掌が空を摘つまんだ。下ろされると同時に左右の腕うでが体の正せい中ちゆう線せんを軸じくにして横に広がり、見えない何かを引き絞しぼるように筋肉が脈動する。一連の動作と構えから弓射であるとわかるものの、空から手てで行われるそれにどのような意味があるのか判然としない。しかし、薄うす気き味み悪さだけは倍に膨ふくれあがった。

　十分に引き絞った弓ゆ弦づるが放たれる。その瞬しゆん間かん、男を中心に突風が四方に吹き抜けた。人永が思わず目を瞑つむり再び開けたとき、大神様がその場に崩くずれ落ちていた。男は大神様を担かつぎ上げると、脇わきに放置してあったスポーツバッグに大神様を詰め込み、何事も無かったようにバッグを抱かかえて歩き出す。

　図はからずも出会ってしまった。小こ町まちの予測は的中である。一連の誘ゆう拐かい事件の犯人はこの男で、『やおよろず神しん議ぎ会かい』の情報を元に神社を巡めぐっている。

　去りゆく後ろ姿を見つめながら、人永は拳こぶしを握にぎった。

　どうする？　ここで見逃してしまえば結局何もわからないままだ。しかし、迂う闊かつに手を出すのは危険すぎる。組織だった犯行ならば当然仲間がいるはずで、人永だけでどうにかなる相手ではない。

　頭上でヘッポコが一言呟つぶやいた。

「やめとけ」

　顔がカッと熱くなる。ヘッポコに案じられたことで自分を情けなく思った。喧けん嘩かは苦手だが、無防備に背中を向ける男一人くらい不意打ちでなら倒せるのではないか。このまま大神様が連れて行かれるのを黙だまって見送るなんてできない。カグツチのためにも手掛かりの一つくらい手に入れなければ顔がないではないか。

「────っ」

　息を呑のんだ。やれる。やってやる。後ろから殴なぐりかかってバッグを奪うばい取るだけだ。あわよくば男の素す性じようを割り出すことだってできるかもしれない。

　そろそろと前傾姿勢で男の背後に忍しのび寄る。面めん倒どう事ごとは避さけたいのかヘッポコが額ひたいをペシペシ連打して無言で抵抗するが、完全に無視した。男にだけ意識を集中し、男が空気を察して振り返る前に飛びかかろうと考えて、この上なく緊きん張ちようする。心臓がばくばくとうるさい。神様相手なら図太くなれるというのに。俺おれの神経おかしいんじゃあるまいか、と妙みようなことを考えた。

「──何をしているの？」

　その声は唐とう突とつに響ひびいた。見ると、男の前方に少女が一人立っており、明らかに人じん永えいの方を見つめていた。

　男が振り返る刹せつ那な、やけっぱちになって殴りかかっていた。「大おお神かみ様を返せ！」と叫びながら飛び込むと、男は驚いた顔も見せず平然とかわし、突き出した右腕うでを取られるや、ぐるん、と視界が回り、ふわり、と地面に転ばされていた。柔じゆう道どう技わざか何かだろうか。地面に叩たたきつけられる直前引き手を引かれたことで衝しよう撃げきが緩かん和わされた。

　呆ぼう然ぜんと男を見上げる。年の頃は人永と同じくらいだろうか。少年っぽさを残した顔つきは悔くやしいが美形と呼べるもので、「美青年」という単語が当てはまった。肉にく薄はくしてみてわかったことは、意外にも華きや奢しやで背もあまり高くない。威圧感はまったくなく、むしろ吹けば消えてしまいそうな儚はかなげな印象がある。先ほどまであった嫌けん悪お感かんが嘘うそのように無くなってしまっていた。

「申し訳ありません。つい投げてしまいました。お怪け我がはありませんか？」

「え、あ、その、」

　襲おそいかかった人永が逆に気き遣づかわれてしまい、言葉がうまく出てこない。呆ほうけたままでいると、男が自然な動作で人永のネクタイを外し、次いでうつ伏せに転がされる。両腕を後ろに回されネクタイで縛しばられてからようやく我に返り声を荒げた。

「おい!?　なんの真ま似ねだ！」

「大人おとなしくしていれば危害は加えません。拘こう束そくさせて頂きます」

　両腕はしっかりと固定されてしまい、両足も男のネクタイで縛られて身動きできない。

　すっと影が差した。見上げると、先ほど声を上げた少女が人永を見下ろしていた。

「……無ぶ様ざまですこと」

　非常に失礼な物言いに、しかし人永は反はん駁ばくすることなく黙だまって二人の様子を窺うかがった。

「お嬢じよう様。車でお待ちになっていたのでは？」

「後をつけていたことに気づいていたくせによく言いますわ。神をどのように捕ほ獲かくしているのかこの目で見てみたかったけど、少し遅かったみたいね」

　さして残念そうでもなくそう切り返した。このやり取りからしても主従関係は窺えたが、それよりも「神を捕獲」とはっきりと聞かされて人永は目を見開いた。

　少女は綺き麗れいな小顔をしていた。くっきりとした輪りん郭かくの中に意志の強さを感じさせる瞳ひとみが光る。服装は制服で、白のブラウスの上からグレーのダブルジャケット、黒のミニのプリーツスカートはたしか有名なお嬢じよう様学校のものだ。ハイソックスを辿たどって見上げた先には秘密の花園が広がっている。

　唖あ然ぜんとした面おも持もちで見上げる人じん永えいに、少女は鼻を鳴らして高圧的に言った。
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「何か文句がおありのようですわね？　聞いてあげますから言いなさい」

　言葉を失ったのは何も威圧されたからではない。その、女子高生にしてはなんというか、

「大人おとなっぽいの穿はくんだな。赤いのが好きなのか？」

「なっ!?」

　スカートを押さえて顔を紅潮させた。次第に怒りが湧わいたのかカチューシャでさらけ出された額ひたいにはっきりと青筋が浮かび、下着が見えるのも厭いとわずに容よう赦しやなく人永の頭を踏みつけた。

「続つづ木きッ、なんですの!?　この男は!?」

　──ちょ、痛い!?　いやーっ、ぐりぐりしないでぇ───────ッ！

「お嬢様、あまりはしたない真ま似ねはお控ひかえください。──移動します。少々時間をかけすぎてしまいました」

「収穫は？」

「ここに」

　スポーツバッグを掲かかげる。少女は「ならいいわ」と首しゆ肯こうし、人永の頭から足をどけて踵きびすを返す。男も少女に従って歩を進めた。……どうでもいいが俺おれのことはほったらかしですか？　二人とも人じん永えいには一切目もくれない。

「……ところで続つづ木き、あれも神様じゃなくて？　あれは持っていかないのかしら？」

　立ち止まった少女の視線の先には、人永を置いてスタコラと距離を取るヘッポコの姿が──って、テメェ何ひとりで逃げてんだよ!?

　少女は男を振り返ると、試すように指さし図ずした。

「見せてくださるかしら？　神を捕つかまえるその業わざを。ねえ続木、わたくしの命令が聞こえませんの？」

　男は逡しゆん巡じゆんするかのように深く目を閉じ、しかし一いつ瞬しゆん後には逃げ惑まどうヘッポコに体を向けて空から手てで弓矢を射るポーズを取る。

「これ以上のことは不問にして頂きます」

「いいわ。あまり興味もありませんし」

　瞬しゆん間かん、人永は正体不明の悪お寒かんに再度襲おそわれる。もしかして、男が何なに某がしかの力を行使するときだけ感じてしまうのか。

　男の右手が見えない矢を放った。突風が起こり、まっすぐヘッポコに突き刺ささる。

「あうっ」

　コテンと地面に転がった。少女が駆かけ足で近づき、意識を刈かり取られたヘッポコを持ち上げてその胸に抱だいた。

「あら、可か愛わいい。決めましたわ。わたくし、この子を飼かいます」

「かしこまりました。それでは真ま曜ようお嬢じよう様、参まいりましょう」

　──マヨウ。それが少女の名前らしい。

　遠ざかる二人に向かって人永は腹の底から叫んだ。

「待てコラァ────ッ！　ヘッポコはやるからネクタイ外してくれぇ────ッ！」




　十数分後、他ほかの参さん拝ぱい客きやくの手を借りて芋いも虫むし状態から解放され、急いでケーブルカーに乗り込み発車を待って麓ふもとまで下りてきたが────遅かった。ケーブルカーを一便ずらしただけでもかなりのタイムロスだ。三十分もの開きがあったと思われ、それだけ余よ裕ゆうがあれば撒まかれるのも無理はなかった。

　黒塗りの高級車はどこにも見当たらなかった。




　　　　＊




「──というわけなんです」

　ヘッポコが連れさられておめおめと事務所まで戻り、その一部始終を大おお雑ざつ把ぱに説明したところで小こ町まちは頭を抱かかえて項うな垂だれた。

「なんてこと……」

　普段の小町であったら「困ったわね」と溜ため息いきを吐ついて黄昏たそがれるところだが、どうやらヘッポコが誘ゆう拐かいされたことがよほど衝しよう撃げき的てきだったようだ。

　ふーっ、と息を吐はき出し、幾分落ち着きを取り戻した小町が深刻な声で言う。

「よく落ち着いていられるわね。この事務所はポコさんがいて初めて成り立つの。ポコさんがいなければ『神探し』はできないし、『やおよろず神しん議ぎ会かい』の意義も損そこなわれてしまいます。じんえい君にとってもポコさんは大切なパートナーのはずよ」

　小町の言うとおりである。実際にヘッポコがいなければ「やおよろず神議会」は発ほつ足そくさえしていなかっただろう。大切なパートナーかどうかは、さて、沽こ券けんに関わるので考えない。

　ヘッポコが誘拐されたのは事実だし、取り乱したところで状況は変わらないのだ。すべきこと、考えるべきことがあるうちは気を沈ませていても仕方がない。一切打つ手なしならば、人じん永えいとて気を揉もんでいるだろうが、幸い明るい材料は揃そろっている。

「それで、……あちらの方は？」

　小町は顔を上げて、応接用のソファで待たされている男性に目を遣やった。中肉中背の中年。見るからにサラリーマンのお父さんという風ふう貌ぼうの男性は、小町の視線に気がつくと被かぶっていた帽ぼう子しを脱ぬいで立ち上がった。

「お話は終わりましたかな？　初めまして、お嬢じようさん。噂うわさには聞いておりましたが、いやはや本当にお美しい方だ。このような美人な方とお仕事をご一緒できるなんて、品しな部べさんが羨うらやましいですなあ」

　人永と肩かたを並べて、小町に向かってウィンクを投げる。小町は目を白黒させながら人永と男性を交互に見比べた。珍めずらしく動揺しながら、「誰？」と視線で訴える。

「こちらは思兼神オモイカネ様です。ヘッポコの世話人で、知恵袋ぶくろの神様でもあるんです。オッサンがいればどんな些さ細さいな情報でも犯人への有力な手掛かりになるはずです」

　オモイカネが両手で顔を擦こすり上げてのっぺらぼうに変身すると、小町はびくりと肩を震ふるわせた。相変わらず親おや父じ臭くさい、寒い嫌いやがらせが好きな神様である。

　知恵の神・オモイカネはヘッポコがピンチになるとやって来る天アマ照テラス大オオ御ミ神カミの家け来らいである。今は本体ではなく分身であるヘッポコに仕えているようで、ヘッポコが誘拐されたことを察知して直ちに駆かけつけてくれたのだ。

「……お会いできて光栄です、オモイカネ様。やおよろず神議会所長の高たか峰みね小町です」

　すぐに平静を取り戻し、にこやかに手を差し出す小町もさすがである。のっぺらぼうについて触ふれないのは単純に見なかったことにしているのかもしれない。

「──ということは、じんえい君、何か情報を掴つかんだのね？」

　知恵の神様同伴で、しかも人永の落ち着き払はらった態度から小町は察したらしい。

「はい。実際に犯人とかち合った僕が感じた印象は、反神じん権けんとかそう言った思想的なものはなかったと思います。女子高生お嬢じよう様とその使用人って感じの二人組でした。オッサンも見たでしょ？」

「いいえ。何かしら悪い予感がしたもので、駆かけつけてみたら品しな部べさんが転がってましたな」

　のっぺらぼうは悪びれた様子もなく言いのけた。説明するときはすでに知っているくせに、いざ尋ねてみると知らないときた。もしかして、狙ねらってやっているんじゃないか？

「二人組の特徴を詳くわしく教えてください。二人が交わした会話など覚えている限りでいいです」

　オモイカネも人じん永えいを見つめて頷うなずいた。人永はぽりぽりと頬ほおを掻かき、

「ていうかですね、会話も何もお互いの名前を口にしてましたから大体の素す性じようは割れているんです。女の子の着ていた制服も有名ですし」

　少女の名はマヨウ。男はツヅキと呼ばれていた。そして、男が矢を射る動作をすると神様が意識を失って倒れたことも説明した。

　なぜか沈ちん黙もくが下りた。オモイカネはのっぺらぼうなので何を考えているのかわからないが、小こ町まちは困ったように顔を伏せ、「なんてこと」と消え入りそうな声で呟つぶやいた。

「……その少女が着ていた制服というのは華か月づき学園のものですか？」

「え？　そ、そうです！　小町さん知ってるんですか!?」

　沈ちん痛つうな面おも持もちでゆっくりと頷いた。

　華月学園は都内にある超のつくお嬢様学校として知られている。その歴史は古く、明治の頃からの名門で大富ふ豪ごう御ご用よう達たしと言われるほど格式の高い学園だ。その存在は知られても、生徒の大多数が車の送迎で登下校するか敷しき地ち内にある学生寮りようで生活しているため、華月学園がどこにあるかまでは一般的に認知されていない。半ば都市伝説のようなもので、華月の制服を街中で見かけようものなら、それを写メで撮とった画像がネットに流出し話題を呼ぶこともしばしばだ。人永が制服を一目見て華月学園のものと断じることができたのはそういった背景があったからだ。

　小町は確信すると同時に再び重い溜ため息いきを吐つく。

「マヨウ。その娘こはおそらく嵐あらしノ宮みやグループ会長・嵐ノ宮陽よう介すけ氏の御ご息そく女じよ、真ま曜ようさんに違いないわ。……盲もう点てんだったわ。たしかに嵐ノ宮家ならばわたしたちの情報を得ることなんて造ぞう作さもないわね」

　オモイカネも何かを察したのか、物言わず沈黙を保っている。人永だけが要領を得ず、一体何に驚いているのか恐る恐る問いかけた。

「あの、……何か問題でも？」

　二人から同時に顔を向けられ、人永は怯おびえるように身を竦すくませた。

「嵐ノ宮という名前を聞いて察しがつかないとは、品部さん少々勉強不足ではありませんか？」

「……申し訳ありません。上司であるわたしの指導が至らないばかりに」

　なんだなんだ。無知であることが罪と言わんばかりのこのやり取りは。

　小こ町まちはまるで教師のように「いい？」と前置いてレクチャーの姿勢に入る。どうでもいいが、そんな教師然とした小町も素す敵てきだった。

「嵐あらしノ宮みや家は財界でも屈くつ指しの資産家です。そして、前会長の嵐ノ宮喜き一いち郎ろう氏は『神じん権けん』の提てい唱しよう者しやなのです」




　　　　＊




　翌朝、人じん永えいは単身で嵐ノ宮家の屋や敷しきを訪れていた。

　訪問に一晩置いたのは、昨日きのうの作戦会議が夜まで長引いたことと、小町が背後関係を少しでも明らかにさせるために時間を取ったためだ。

　徹てつ夜や明けで重い瞼まぶたを擦こすり上げながらその住所を目指す。屋敷を目にした瞬しゆん間かん、眠ねむ気けは一気に吹き飛んだ。初め博物館か何かだろうと疑ったのだが、門もん扉ぴ前に立つ守しゆ衛えいに住所が正しいことを教えられて二度驚いた。

「品しな部べ人永と申します。……ツヅキ、という方がいらっしゃると思うのですが」

　守衛に取り次ぎを頼み連絡を取ってもらう間、改めて門の向こうを眺ながめた。

「……ここ、都内だよなあ？」

　背の高い鉄てつ柵さくが周囲を固め、その中には広大な敷しき地ちが広がっている。区画ごとに整備された芝しばの緑と噴ふん水すいのオブジェが西洋風庭園を作り上げ、まるで城を思わせるゴシック建築がその中央を占せん拠きよしていた。あれ、絶対人が住むところじゃない。しかも一族だけの住まいと言うのだからどれだけお金持ちか計り知れない。

　嵐ノ宮家とは戦前は財ざい閥ばつとして知られ、現在ではかつての財閥の流れを汲くむ「嵐ノ宮グループ」の中心に立ち各分野に事業を展開する、日本を代表する資産家である。小町の説明を聞きながら、そういえばテレビのＣＭでよく見かける名前だなあ、と人永は遅まきながら気がつき、何よりも驚いたのが財界からいち早く神様の保護を訴えたのがこの嵐ノ宮家だということだ。

　詳くわしい流れは端は折しよられたが、二十三年前に一いつ斉せい現げん界かいした神々と交流を密にした嵐ノ宮家は『神権』を提唱し、経済界の観点から保護の緊急性を当時の内ない閣かくに訴えたという話だ。

　一ひと息いきに話の内容が世俗離れしてしまい、人永が眩暈めまいを起こして待ったをかけたとき、小町はこう結んだ。




　──『神権』を提唱した嵐ノ宮家は、もちろんわたしたちの業界では強い影響力を持っています。その嵐ノ宮家のご令れい嬢じようが神を捕ほ獲かくして回っているなんてことが知られれば、これは反神権組織にとって最大の攻こう撃げき材料になるでしょう。『神権』の基盤を揺るがす、下へ手たをすれば『神権』そのものが撤てつ廃ぱいに追い込まれる大事件に発展しかねません。

　真ま曜ようさんが率先して行っているのか、反神じん権けん組織のメンバーに唆そそのかされたのか確かめる必要があります。いいえ、その前に神の捕ほ獲かくを即刻止めて頂いてゴシップが流れる前に証しよう拠こを隠いん滅めつしなければなりません。

　現会長の陽よう介すけ氏は海外を飛び回っていて捕つかまえるのは難しいでしょうから、直接嵐あらしノ宮みや家を訪問した方が早いでしょうね。……じんえい君、命令です──。




「真曜ちゃんを説得しろ。ヘッポコも取り返せ。それまで戻ってくるな、か」

　簡単に言ってくれる。こんな大豪ごう邸ていを目の前にしたら弱気にしかなれない。

　もちろん小こ町まちとて無む為い無む策さくで人じん永えいを送り出すはずもなく、むしろヘッポコがいなくて役立たずに成り下がった人永を遊ばせるくらいなら突とつ貫かんさせて相手側の反応を窺うかがおうという魂こん胆たんだ。小町は小町で省庁内部に探さぐりを入れつつ、面識があるという嵐ノ宮陽介氏となんとかコンタクトを取るつもりだ。

　鉄てつ柵さくの所々に仕掛けられた防犯カメラを眺ながめた。レンズの向こう側で人永を確認している人間は、果たしてまっとうな使用人だろうか。使用人を雇やとう際、経歴は訊きいても思想までは確認できない。反神権組織のメンバーが潜ひそんでいないとも限らないのだ。しかし、

「可能性は薄うすいって小町さんも言ってたしな。お嬢じよう様の単なる娯ご楽らくだろう」

　そう思うに足たる理由があった。ツヅキという青年がすべての誘ゆう拐かいの実行犯であるならば、当然やおよろず神しん議ぎ会かいの情報を得ていて、人永のことも知っていたはず。にも関わらず、人永の前で不用意に名前をさらした。まるで捕まえにきてくださいと言っているようなものだ。

　しばらく待たされた後、門前に車が一台やって来て、中からあの青年が降り立った。

　人永に顔を向けると、

「お待ちしておりました、品しな部べ人永様」

　青年──続つづ木きは、深々とお辞じ儀ぎをした。







「────え？」

　立ち止まり振り返る人永に、先を歩く続木が尋ねた。

「どうかなさいましたか？」

「え、いや、…………なんでもないです」

　まただ。声が聞こえたのだ。今度は耳元ではなく、どこか遠くから呼びかけるような声だった。空そら耳みみだと言われれば納なつ得とくしてしまいそうではあるが。

　嵐ノ宮家の屋や敷しき内は外観に似つかわしく豪ごう奢しやな造りをしていた。玄げん関かんから西館一帯は床ゆかに大理石、天てん井じようは巨大なシャンデリアが吊つるされていて絵に描いたような館やかたぶりである。ここ西館は主に来客の接待用に使用されるため外そと履ばきのまま入ることができる。反対に東館は嵐あらしノ宮みや一族の住居で、そっちは住みやすいように床ゆかはカーペットが敷かれ靴も脱ぬぐようだ。

　廊ろう下かの両りよう端たんに等とう間かん隔かくで置かれた台座の上には高価そうな壺つぼやら花か瓶びんが載のっていて、それらに一々目を奪うばわれながら歩いていくと不意に続つづ木きが立ち止まった。

「こちらです」

　通されたのは使用人室だった。二十畳じようほどの広さで中央に庶しよ民みん的てきなソファとテーブルが設置されており、キッチンも完備されているのでダイニングルームも兼ねているようだ。

「ここは私たち使用人の休きゆう憩けい室しつです。楽にしてくださって結構です」

　そう言って着席を促うながされたが、人じん永えいはテーブルの上を見つめて軽く溜ため息いきを吐ついた。

「ぷはあ」

　ヘッポコが優ゆう雅がに紅茶をすすっていた。周囲にはお菓子を食い散らかした形跡があり、何食わぬ顔でカップを受け皿に戻してゲップする。あー、やっぱりな。どうせこんなことだろうと思ったよ。

「おまえ、誘ゆう拐かいされたのに随ずい分ぶん余よ裕ゆうがあるじゃねえか」

　ヘッポコは今気づいたとばかりに人じん永えいを見つめて、よっ、と片手を上げた。目を線にして、はう、と息を吐はく。

「ごくらく」

　あーそうかい。たった一晩で順応しやがって。

「お騒さわがせして申し訳ありませんでした。ヘッポコ様にはできる限りお持てなしさせて頂きましたが、窮きゆう屈くつな思いを強いたことには深くお詫わび致します」

「きにすんな」

「と、ヘッポコも言っておりますので気にしないでください。むしろお菓子をいっぱい食べられて喜んでいます」

　テーブル越しに対面して座る。テーブルの上で大の字になって転がるヘッポコが興味津しん々しんに人永と続木を眺ながめていた。真ん中にヌイグルミを挟はさんだこの状況ではどうやっても重たい雰ふん囲い気きになりそうになかった。

「続木と申します。嵐ノ宮家の執しつ事じ、と言えば聞こえはよいのですが、実際は真ま曜ようお嬢じよう様の世話人に任命されております。──さてどこから話したものでしょう」

「なぜ神々を誘ゆう拐かいしているんです？」

　真まっ向こうから訊きいてみた。順序立てて聞くにしてもまず、可能性は限りなくゼロに近いが、反神じん権けん組織が関わっているかどうかの確認をすべきだ。

　続木もどうやら人永の腹の内に気づいているらしく、あっさり否定した。

「反神権思想によるものではありません。もちろん背後に組織だったものもありません。ご心配なく、ここは嵐ノ宮家です。対極する立場の人間は一切出入り致しません。──なぜ、と問われればすべてお嬢じよう様のご命令だったとお答えする他ほかありません」

「……まあ、予測はしてましたけど」

　溜ため息いき混じりに吐はき出すと、続つづ木きは苦笑を浮かべた。

「お嬢様、──嵐あらしノ宮みや真ま曜よう様は私に神探しをご命じになられました。どこかに必ず存在するとある神様を探し出せと言われるのです。しかし、…………」

「？　なんです？」

「お嬢様が探している神様の手掛かりは何一つありません。名前も、特徴も、探している理由さえも教えて頂いていないのです」

「……んな馬鹿な」

　神探しを生業なりわいにして約四ヶ月、ヘッポコを頼りにしているとは言え、人じん永えいであってもなんの情報もなく目当ての神様を探し出すのは至し難なんである。日本中から地図もなく宝を掘り当てろと言われるようなものだからだ。

「お嬢様は頑がんとして譲ゆずらず、私に神様を連れてくることだけを命じたのです。一月ほど前でしょうか、真曜お嬢様は雲くも隠がくれした神々が徐じよ々じよに現げん界かいしていることを知ると、ただちに私に神探しを命じました。どの神様を探しているのかわかりませんでしたから、神社や祠ほこらに鎮ちん座ざする神様を一ひと柱ばしらずつ確認して頂くために真曜お嬢様の元へ直接お連れするしかなかったのです。お嬢様は遠出することを嫌きらう方ですので」

　──おいおい、そんな理由かい。人永がどうしたものかと顔を渋しぶくしていると、ヘッポコが代わりに溜め息を吐ついてくれた。呆あきれているのだ。

「幸い、嵐ノ宮家は『神じん権けん』の関係上、文もん科か省や法務省、果ては内閣にまで顔が利き、やおよろず神しん議ぎ会かいの情報を得ることも難しくありませんでした。……どうやらそのことでご迷めい惑わくをお掛けしたようですね」

「そういうことでしたらまず先に我々に相談して頂きたかったというのが本音です。やおよろず神議会は神探しを行う組織なのですから。また、嵐ノ宮家は『神権』と深い関わりがあります。反神権組織に神の捕ほ獲かくのことを知られてしまえば致命的でしょう。『神権』の権威が地に落ちてしまう恐れがある。その危険性は考こう慮りよしなかったのですか？」

　昨日きのうまで反神権組織の名前すら知らなかったくせに、そう諌いさめた。ヘッポコに、どの面つら下げて、と言わんばかりに指を差されてコロコロ笑われる。シリアスが台無しだ。

「……罰ばち当あたりなこと、嵐ノ宮家にとって重大な禁きん忌きであることは重々承知しておりました。お連れした神様には丁てい重ちようにお持てなしさせて頂くことで納なつ得とくして頂いておりますが、許されることではないと自覚もしております。神社で鉢はち合あわせした品しな部べさんに手の内を晒さらしたのは潮しお時どきだと悟さとったからです。本来ならばそちらに謝しや罪ざいに伺うべきだったのですが」

　そこで言葉を区切ると、どこかやりきれない苦く渋じゆうに満ちた表情に変えて、

「神様を捕つかまえていることを知っているのはお嬢様と私だけです。ですので、やおよろず神議会に連絡を取って品しな部べさんをお招まねきしたとしたら真っ先に私が疑われ、下へ手たをすれば解かい雇こを言い渡されてしまいます。お見苦しいかと思いますが私も生活がかかっておりますので」

　そう言われると同情しか出てこない。使用人は雇やとい主ぬしの命令を聞いてなんぼである。クビが掛かっている瀬せ戸と際ぎわで倫りん理りは大した盾たてにならないのだ。

「言い訳にしかなりませんが、私としてもお嬢じよう様の希望はできる限り叶かなえて差し上げたいのです。お嬢様が探しているという神様をなんとしても見つけ出して差し上げたい。……手段は褒ほめられたものではありませんが」

「それです。貴方あなたはシャーマンなんですか？」

　個人的に興味を惹ひかれることだった。昨日きのう、オモイカネに「その青年はシャーマンかもしれません」と説明されていた。

　シャーマンとは神や精せい霊れいと接せつ触しよくすることで呪じゆ術じゆつを施ほどこす能力者のことである。能力の種類は多た岐きにわたり、予知、治ち癒ゆ、憑ひよう依い、悪あく霊りよう払ばらいがその代表例だ。続つづ木きの場合、神を無力化させて捕とらえることから「悪霊払い」のカテゴリーに属すると思われた。しかし、「悪霊払い」は神の力を借りることで実現する能力なので、動力源である神を無力化させる続木の能力とは矛む盾じゆんする。オモイカネはその能力が特殊すぎるので、そもそも続木がシャーマンであるかどうかさえわからないと、結局は結論を保留にしたのだ。

　人永の質問に、続木は「はい」と即答した。

「生まれつき霊れい感かん、と言うのでしょうか、が強かったので少々修行したことがございます。お嬢様に神様を捕つかまえている方法を問われたときもご説明致しました。このように悪用したのは初めてでしたが、今は後悔しております。明るみになれば師に殺されても文句は言えません」

　続木なりに葛かつ藤とうと闘いながら誘ゆう拐かい事件を起こしていたようだ。

　真ま曜ようのためとは言え、これ以上神々を捕ほ獲かくして回ればどこかで誰かに気づかれてしまう。これまで人目に触ふれなかったのは奇き跡せきとしか言いようがなく、そんなギリギリの綱つな渡わたりも限界にきていた。

　続木は神々を解放する気でいるようだ。

「ヘッポコを誘拐したのもそのための布ふ石せきだったわけですね」

　やおよろず神しん議ぎ会かいに暴ばく露ろすることでストッパーを求めたのだろう。外部から横よこ槍やりが入ればさすがのお嬢様も引くしかないはずだ。いいように利用されている感は否めないが、利害は一致しているので協力せざるを得ない。人永はこれから解放された神々を元の場所へ再び祀まつり、事の隠いん蔽ぺいを計る。続木や続木に情報を漏ろう洩えいした官かん僚りように対しての責任追及は小こ町まちに任せることにする。

　続木が一つ頷うなずき、申し訳なさそうに弁べん明めいした。

「品部さんが嵐あらしノの宮みや家を訪れるきっかけを作るためにあえてヘッポコ様を連れ去ることに決めました。ご気分を害されるでしょうが、今ここに品部さんがいることは私が望んだ結果です。お嬢じよう様のためにも品しな部べさんにはどうかご協力を頂きたい」

「……」

　ん？　なんだそれは。含むニュアンスが人じん永えいの考えとは若じやつ干かん異なって聞こえた。お嬢様のためにも？　人永で協力できることが他ほかにあるのだろうか。

「どうかお嬢様が探している神様を見つけ出してください。お連れした神様たちを解放するためにも」

「────はあ!?」

　素すで声が裏返った。人永と続つづ木きで話が噛かみ合っていない。お菓子を食べていたヘッポコも嫌いやそうな顔をして続木を見上げた。

「どういうことですか!?　私をここへ呼んだのは神様を解放した後の処理を任せるためですよね!?　真ま曜ようさんには神様探しをいったん諦あきらめてもらう形で！」

「いえ、違います。品部さんにお嬢様から情報を聞き出して頂きたいのです。神探しのプロである貴方あなたならば些さ細さいな発言からでもお嬢様が探している神様を特定することができるかもしれませんから。ああ、品部さんがやおよろず神しん議ぎ会かいの職員であることは秘密にしてください。お嬢様は人見知りなさる方でして、政府の肩かた書がきをお持ちの方には特に心を開きません。お恥はずかしい話ですが、私もお嬢様について一年になりますがいまだに距離を置かれている有様で」

　苦笑混じりに不ふ甲が斐いなさを告白する。いやいや、お嬢様がどんな性格かなんて知ったこっちゃないから！

「優先すべきは神々の解放でしょう！　お嬢様のご機き嫌げん取りはその後にでもっ」

「それがそうもいかないのです。お嬢様はお気に召めした神々をペット感覚で飼かおうとなさり、あるお部屋に軟なん禁きんしてしまったのです。軟禁と言ってもそれほど不自由は強いていないつもりですが。お部屋の鍵かぎはお嬢様が持ち歩いておりまして」

「……つまり、神様を解放するのもお嬢様の気分次第ってことですか？」

「はい。お嬢様が探している神様を見つけ出すことを交換条件にして神様の解放をお約束致します」

　毅き然ぜんとした面おも持もちでそう言ってのけた。

「めんどい」

「ヘッポコ、今はそういう問題じゃない」

　いくら大富ふ豪ごうのご令れい嬢じようの命令とは言え、秤はかりにかけるのは『神じん権けん』失しつ墜ついの危機だ、ワガママを聞いている場合ではない。鍵は取り上げてしまえば済む話だし、それで真曜の反感を買ったとしても雇やとい主はその父親なのだから、真曜の顔色を終始窺うかがう必要はないはずだ。

　執しつ事じとしての矜きよう持じがそれを許さないのか。ともかく、続木が背負う任務と責任がいつの間にかやおよろず神議会に移っているのが曲くせ者ものだ。続木はあくまでも神探しを続行し、そのためなら神の誘ゆう拐かいも続けるだろう。それが嫌なら手伝えと言っているのだ。やおよろず神議会としては決して野放しにできない問題を交換条件にして強ごう引いんに協力を要よう請せいしている。

　優やさ男おとこの割に随ずい分ぶんと策士である。

「──お受けできません。真ま曜ようさんが探している神様を見つけ出すお手伝いは、神々を解放した後協力させて頂きます。それではいけませんか？」

「お嬢じよう様がお気に入りの神様を手放すとは思えません。私も今さら止まることはできませんので。……品しな部べさんがそう仰おつしやるのなら無理にお頼みしませんが、今後誘ゆう拐かい事件が反神じん権けん組織に知られないとも限らない。それはお互い望むところではありません」

　それは、反神権組織に誘拐のことをバラすぞ、という脅きよう迫はくにも聞こえる。

　続つづ木きは真曜のためにのみ動くことを信条としており、神様を人ひと質じちにすることも厭いとわない。思想や倫りん理りは二の次なのだ。こいつは厄やつ介かいだ。己の理り不ふ尽じんさを自覚した上で理不尽を押しつける者には何を言っても聞く耳持たない。

　現当主である嵐あらしノ宮みや陽よう介すけ氏に事情を説明すれば続木は解かい雇こされるかもしれないが、その抑止として今この話を人じん永えいに聞かせているのだ。

「何も難しい話ではありません。私は神様を粗そ雑ざつに扱いませんし、『神権』の権けん威いを損そこなわすつもりもありません。ただ真曜お嬢様のワガママにつき合って頂きたいだけなのです。お嬢様が探している神様を見つけ出すことさえできればすべて円満に解決します」

　円満、と白しら々じらと言ってのける図ずう々ずうしさには脱だつ帽ぽうである。

　いろいろと文句を言いたいところだが、諦あきらめた。誘拐された神様も『神権』の弱味も続木の手しゆ中ちゆうにある以上従うしかない。

　人永は渋しぶ々しぶと頷うなずいた。

「……協力致しましょう。一刻も早く目当ての神様を見つけ出しましょう」

「やだ！」

　ヘッポコが嫌いや々いやと首を振る。どの口が言うのかこの野や郎ろう!?　人ひと質じちはおまえも含まれているというのに！

　続木はヘッポコを一いち瞥べつするだけで、無視するように先を続けた。

「品部さんにはお嬢様と親しくなって頂く必要があります。人見知りの激しい方ですが、神様のことに関して大変興味をお持ちのようですからその手の話し相手になって頂けたらと」

「それはいいですけど、でもどうやって？」

　問題はきっかけである。女子高生の話し相手にいきなり二十五歳さいの男をぶつけてうまくいくとは思えない。

　そのとき、低い振動音が響ひびいた。携帯電話がバイブで鳴った音だ。続木はジャケットのポケットから携帯を取り出して立ち上がり、「失礼」と断って電話に出た。

「もしもし。──はい。──はい。…………しかし、それでは、……いえ、かしこまりました」

　難しい表情で携帯を片手にしたまま部屋から出て行く。その際、人永に振り返り「少々お待ちください」と小声で言った。

　ヘッポコとふたりきりになって、思わず深い溜ため息いきが溢あふれ出た。




「──というわけなんですが、どうしましょう？」

　続つづ木きがなかなか戻ってこないので、今のうちに小こ町まちに連絡を入れてみた。噛かみ砕くだいて現状を説明すると、小町も仕方がないというふうに同意してくれた。

『真ま曜ようさんの気性はわたしもよく知っています。そうね、下へ手たに刺し激げきして敵てきに回られても厄やつ介かいだわ。彼女は目的のためなら平気で反神じん権けん組織に情報を渡しかねませんし』

　どんなお嬢じよう様だ。家いえ柄がらや立場くらいは考こう慮りよしてほしい。

『良くも悪くも子供なのよ、彼女は。大だい丈じよう夫ぶよ。ポコさんも居心地良いと仰おつしやっているみたいですし、他ほかの神様たちもいい待たい遇ぐうで持て成されているはずです』

　頭の上にしがみついて聞き耳を立てていたヘッポコが「らくえん」と評価した。お菓子と食い物が出てくればどこへ行っても楽園だろうさ、おまえの場合。

『神様が逗とう留りゆうなさっていると考えればそれほど問題にならないでしょう。あ、だけど神様の様子も一応確認してください。神様の数も把は握あくしておいてね』

「わかってますって。それで、父親の方とは連絡ついたんですか？」

　すでに連絡がついているならばすべて解決である。続木の脅きよう迫はくも意味を成さなくなる。

『真曜さんのお父様には連絡がつかなかったわ。捕つかまるまで時間がかかりそう』

「ということは、お嬢様のワガママにつき合うしかないってことですね」

『それが一番かもしれません。けれど、安心して。真曜さんは根が優しい子だから。多少天あまの邪じや鬼くなところもあるけど、慣れたら可か愛わいいわよ。猫ねこみたいで』

　小町の口く調ちようがとても優しかったので本音なのだとわかった。直後、打って変わって警けい戒かいする声が耳に届いた。

『続木という人には用心して。口では後悔していると言っても、実際にシャーマンとしての力を悪用しているのだから信用できません。それはペテン師のやることだから』

　霊れい感かん商法とかで人を騙だますアレか。だが、能力は本物で、実力がある分厄やつ介かいだ。

『続木についてオモイカネ様が調べてくれるそうだけど、それまでは十分気をつけて』

「オッサンはあれからなんの音沙さ汰たなしですか？　結構意外だったな」

　昨日きのう、オモイカネは「嵐あらしノ宮みや」の名前を聞いてからというもの口数が少なくなった。人じん永えいにシャーマンのことを説明するとすぐに退室してしまったのだ。てっきり一緒にヘッポコを迎えに行くものとばかり思っていたのに。

「へたれ」

　薄はく情じようなオモイカネにヘッポコがぷんすか怒った。口では疎うとましいと罵ののしっているが、内心では一番信頼を置いている従者なのだと分かり微ほほ笑えましくなる。




　携帯を切って再び続つづ木きを待つ。かれこれ三十分は経たっていた。少しばかり不安を覚え始めた頃、ヘッポコがペシと額ひたいを叩たたいた。

「おしっこ」

　頭の上で漏もらされても困るので、躇躇ためらいながらも使用人室を出てトイレを目指す。ヘッポコの道案内で長い廊ろう下かを渡って玄げん関かんまで戻り、西館を出て東館入り口の上あがり框がまちで靴くつを脱ぬぐ段に入ってから気後れし出す。

「お、おい、こっちは嵐あらしノの宮みや家の住まいじゃないのか？　いいのか？　勝手に入って」

「ゆるす」

　今さらながら我が物顔のヘッポコをすげえと感心する。そういえば、昨さく晩ばんはお嬢じよう様の部屋に軟なん禁きんされていただろうから東館の構造の方が詳くわしいのかもしれない。やがて辿たどり着いた『ＴＯＩＬＥＴ』の札が貼はられた（来客用トイレなのだろう）ドアを開け、ヘッポコを放り込む。一人きりになって改めて廊下を眺ながめた。

　西館とは違い生活感があって温ぬくもりを感じる。足元のカーペットは驚くほど柔やわらかく、沈むような感かん触しよくが足裏をくすぐる。高級ホテルばりの造りにさぞ手入れが大変だろうと感かん慨がいを覚えたとき、この屋や敷しきに入ってから続木以外の人間に会っていないことに今さら気づいた。清掃する従業員くらい居てもおかしくないはずだが、辺りはしんとしており、まるで人じん永えい以外の人間はすべて出で払はらってしまっているかのような静けさだった。

　急に心細くなり、次いで他人の家に勝手に入り込んでしまった後ろめたさに襲おそわれて、人永は早く出てこいとヘッポコが籠こもるトイレのドアを縋すがるように眺めた。

　と、声が聞こえた。か細く高い声は悲鳴のようだった。

　咄とつ嗟さに天てん井じようを仰あおぐ。ンアァ、という猫ねこの鳴き声にも似た音はたしかに上の階から聞こえた。空そら耳みみだとは思えなかった。何度も何度も、一定の規則を保ってその声は鳴き続けている。ぞわりと鳥とり肌はだが立ち、寂しさが一気に不安に変わる。

　ヘッポコがドアを押しのけてトテトテと出てきた。顔には満面の笑み。

「すっきり！」

「……そいつぁよかったな」

　ヘッポコが体をよじ登って頭の上に着くまでの間に心を落ち着ける。ヘッポコが戻ってきたことで若じやつ干かん安心している自分が嫌いやになる。子供か俺おれは。

「……なあ、ヘッポコ。変な声が聞こえないか？」

　声はまだ鳴き止やんでいない。当然ヘッポコにも聞こえているだろうと尋ねてみたが、ヘッポコは逆に訝いぶかしげに人永を見下ろした。

「だいじょぶ？」

「っ、俺は至ってまともだよ！　……たぶん」

　ヘッポコに聞こえてないとすると、いよいよ幻聴の疑いが強い。あっれー？　疲れてんのかな、俺おれ。

　とはいえ、気になる。誰もいない屋や敷しきに響ひびく悲鳴を無視するのも後味悪い。もしかすると本当に猫ねこか何かが高い所から下りられなくなったとかで鳴き声を上げているのかもしれないし。むしろ、そうあってほしいと強く願う。幻聴の疑いを晴らす意味でも確かめるべきだ。

　二階へ続く階段を上る。ヘッポコは探検気分なのか鼻歌交じりで「ごー」と叫び、ある扉とびらの前で人じん永えいが足を止めたとき「まようのへや」と教えてくれた。

　この部屋の中から聞こえる。──まだ、聞こえる。それもはっきりとだ。ここが真ま曜ようの部屋だとわかり捕つかまっている神様の叫び声だろうかと疑ったのだが、ヘッポコにはやはり聞こえていないようだった。

「…」

　ヘッポコがいよいよ心配げに人永を窺うかがっている。マジか？　マジなのか!?　これだけはっきり聞こえているのにそれは俺だけなのか!?　ヘッポコの哀あわれむ視線が心に痛い。

　ドアノブに手をかけて、ふと思い出す。そういえば鍵かぎがかかっているんじゃなかったか。自室の鍵は真曜が持ち歩いているという話だった。だが、何気なく回して引いてみると、外側にあっさりと滑すべりよく開いた。

「……開いた」

　開いてしまったどうしよう。牙が城じようとされたお嬢じよう様の部屋にあっけなく潜せん入にゆうできて、人永は逆に申し訳なくなる。神様を捕とらえられていることが弱味だったが、ここで解放してしまえばすべて解決してしまう。真曜のためにいろいろと手回しをした続つづ木きの苦労が水の泡あわだ。

「ま、いっか」

　姑こ息そくな続木に気兼ねする必要なんてまったくない。悪いのはお嬢様の不用心さだ。

　真曜の部屋はとてつもなく広かった。最高級ホテルのスイートルームと言っても差さし支つかえない。天てん蓋がい付きのベッドはお約束で、私室なのにトイレと浴室も完備されており、クラシカルなデザインの家具が嫌いや味みなく溶け込んでいる。人永は自分の住むアパートと比較してさりげなくショックを受けた。

　頭の上から飛び降りてベッドの上でキャッキャとはしゃぐヘッポコを尻しり目めに、いまだ聞こえるか細い鳴き声の出で処どころを探す。部屋の隅すみ々ずみにまで意識を飛ばし、音の発生源と思おぼしき場所へと近づいた。

　クローゼットの中。薄うすい木製の引き戸の向こうに確かな息いき遣づかいを感じ取った。

「ここだ」

「…」

　ヘッポコが興味津しん々しんに人永を窺うかがっている。その視線は先ほどまでの哀あわれめいたものではなかった。ヘッポコの視線を意識しつつ、人永はクローゼットを勢いよく引き開けた。

　──目を見張る。あまりに衝しよう撃げき的てきな光景に唖あ然ぜんとする。

　一辺が五十cmほどの檻おりがあった。無ぶ骨こつなフォルムは中のものを閉じ込めておく意志の固まりで、そこに一片の情緒も見られない。その先、格こう子しを隔へだてた内部に収まる物体は反してカラフルな色彩を放っている。でっぷりした図ずう体たいの上から着飾られたフリフリのピンクドレスが痛々しく、ンアァと音を立てて上下するお腹なかは見ていて不快だ。

　閉じ込められているにも関わらず高いびきを掻かくその物体は、記き憶おくが正しければ縁えん結むすびの神である。

「……なんであんたがここにいる？」

　ふがっ、と息を吐はいて目を覚ましたそいつは、見覚えのあるデフォルメされたタヌキのヌイグルミだった。人じん永えいと目が合うと弾はじかれたように飛び起きた。

「──おおっ、おまえさんはたしか、」

　人はそいつをククリと呼ぶ。

「キモッ！　なんだその格好は!?　嫌いやがらせか！」

「なっ!?　きさま、高貴なわしを捕つかまえてキモイとは何事か!?」

　ドレスを着たククリが格子に張りついて叫ぶ。「ッッッ」と声にならない笑いがベッドの上から聞こえた。見ると、ヘッポコが待ったをかけるように手を伸ばしたまま痙けい攣れんしていた。

「無礼者め！　不ぶ細さい工くなおまえさんの面つらよりはマシじゃわい！」

　クローゼットの戸を閉める。

「待て待てっ!?　言葉のアヤじゃ！　わしの次くらいには格好いい！」

　その評価も微び妙みようだが、とりあえずクローゼットは閉めないでおいた。突然のことで驚いているのはお互い様。脱力したのか、ククリは檻の中で胡座あぐらを掻いた。

「おかしなところで再会しましたね。まさかあなたまで捕まっていたなんて」

「そういうおまえさんこそなぜここにいるんじゃ？　まさかあやつらの一味か!?　わしを売ったのはおまえだったのか!?」

「んなわけないでしょ。初めから捕まえる気があったのなら、わざわざ現げん界かいして頂くために働いていませんよ」

　前にククリを現界させるために奔ほん走そうしたことを思い出す。誘ゆう拐かいする気なら現界を待たず姿を見せた時点で有う無むを言わせず捕まえている。そう説明すると、ククリは素直に納なつ得とくしてくれた。

「確かにのう。咲さき姫ひめ様が笑顔を取り戻したのはおまえさんの策さくのおかげじゃったな」

「咲姫様のその後は？」

「うむ。咲姫様が鎮ちん座ざしておられる花はな降ふり神社は結婚式の予約でいっぱいだったそうな。今頃、多くの男女を結ばせていらっしゃることだろう」

　それを聞いて安心した。が、ククリが直じかにそれを見ていないことは言い回しでわかり、監かん禁きん期間の長さを窺うかがわせた。

　聞けば、ククリは現げん界かいして間もなく連れ去られ、一月近くもの間この檻おりに入れられているらしい。真ま曜ように着せ替え人形の如ごとく扱われて遊ばれているという。

「ほー」

　と、ヘッポコが檻まで近づいてククリが着せられているドレスを隅すみ々ずみまで観察し頷うなずいた。なかなか良い素材らしく、ククリよりも衣服に興味津しん々しんだ。

「あの娘むすめの目的がようわからん。一体何がしたいんじゃろうか？」

「他ほかに何かされましたか？　別の神様について質問されたりとかは？」

　真曜は自分の探している神様に関して少しでも情報が欲しいはずだ。質問の内容から神様の輪りん郭かくくらいは探さぐれると思ったのだが、

「何も訊きかれておらんわい。わしを見て、違う、とかぬかしておったがのう。……神様違いならさっさと解放せいっちゅーんじゃ！　──よし！　おまえ！　早くわしをここから出してくれ！　どうやって潜もぐり込んだか知らんが、わしを助けるために来たんじゃろう？　ここに捕とらえられている神々を救い出し、彼奴きやつら人間に目に物見せてくれよう！」

「そうしたいのは山々なんですけど、開いていたのはこの部屋の鍵かぎだけで檻の鍵までは開きそうにないです。もうちょっと辛しん抱ぼうしてください。今から部屋の中を調べますんで」

「急げ。娘は今学校に行っているじゃろうが、あの変な執しつ事じに見つかるのはまずい」

　どうやらククリも続つづ木きの能力で捕えられたようだ。警けい戒かいすべきは続木だと理解している。

　まさか続木も人じん永えいが真ま曜ようの部屋に忍しのび込んでいるとは思わないはずで、檻の鍵を探すなら今しかない。

　勉強机の引き出しや本ほん棚だなの隙すき間まを丹たん念ねんに調べたが鍵らしきものは見当たらず、隣となりのクローゼットにも衣服が掛けられている以外目立ったものはなかった。もしかしたら、檻の鍵も持ち歩いているのだろうか。可能性は高い。

　しかし、なんだ。女の子の部屋を本人不在の隙に物色するのは人として終わっている気がする。下着類が収納されていると思おぼしきタンスには近づくまいと最後の理性が働いた。

　鍵は一いつ旦たん諦あきらめよう。せめて他ほかの神様の安否だけでも確認したいところだ。

「この部屋にいるのはククリ様だけですか？　他の神様たちは？」

「他の部屋に捕われておる。この階のどこかの部屋じゃったと思うが」

「……どうして貴方あなただけ檻の中にいるんですか？」

　そういえば、ヘッポコも捕つかまっていたはずなのにこうして自由に動き回っていられるのはどういうわけか。ククリだけ特別扱いされている？

「ふふん、わしは高貴故ゆえにあの娘も四し六ろく時じ中ちゆう眺ながめていたいのじゃろう。その気持ちはわからなくもないがのう」

「監かん視しされているんですか？」

「ち、ちがわい！　わしの力に恐れおののきこうして檻に封じ込めたのじゃ！　そう！　奴やつらはわしを恐れておるのじゃ！　じゃからな、別にお仕置きとかではなくての？」

「さてと。なら、ここにいても仕方ないな」

「無視するなっ、絶対に誤解しておるじゃろ!?」

　どうせ好き放題暴れて閉じ込められたのだろう。ククリだけは信用されていないらしい。

　神々が軟なん禁きんされているという部屋に向かうことにしよう。正確な場所を探さぐるにはヘッポコの感知能力が必要だ。

　ヘッポコは人じん永えいがあえて避さけていたタンスの引き出しを引っ繰り返し、案あんの定じよう出てきた下着を真剣に物色している。絶対に別の目的で家や探さがししている。きわどい物を見つけては嬉うれしそうにこちらに掲かかげて見せた。──俺おれにどうしろってんだ？

「もってく？」

「俺は変態か!?　そんなもんより神様の気配を探ってくれ。早くしないと続つづ木きが探しにくるかもしれない」

「ておくれ」

　ヘッポコの呟つぶやく声とほぼ同時だった。

「……続木から鍵かぎが掛かっていないと連絡を受けて戻ってみれば、面白いものに出くわしましたわ」

「ッ!?」

　ドクンと心臓が飛び跳はね、反射的に声のする方に体を向けた。

　扉とびらのすぐ側そば。制服姿の真ま曜ようが腕うでを組み憤ふん然ぜんとした眼まな差ざしで人永を睨にらみつけていた。背後には能面のような顔をした続木が控えている。

　真曜は散らかった部屋の惨さん状じように──特に投げ出された下着の山に、顔を嫌けん悪おに歪ゆがめた。うわあ、最悪の誤解を招まねいている気がする。

　動揺がもろに出て、口が勝手に開いた。

「これはその、理由があって……ッ！　お、俺は怪しい者じゃな、」

「お黙だまりなさい、泥どろ棒ぼうさん。──ねえ、続木、言いましたでしょ？　わたくしの嫌いやな予感は当たりますの。学校を抜け出して来て正解でしたわ」

　そこでようやく続木の目が人永を捉とらえた。どうして使用人室で待っていなかったのか、と非難している。

「続木ッ、この者を捕とらえなさい。防犯カメラの記録をつけて警察に引き渡しなさい」

　まずい。西館はともかく東館は完全に不法侵入だ。防犯カメラ──こんな大豪ごう邸ていにならば仕掛けられていてもおかしくなく、映像として証しよう拠こがあればどんな言い訳も通用しない。東館の廊ろう下かを歩く人永は明らかに挙きよ動どう不ふ審しんだったはずだ。

　冷や汗あせを流すだけで何も反論できない人永に、真曜が口こう角かくを吊つり上げた。

　──いや、待てよ。防犯カメラにはヘッポコも一緒に写っているはずだ。

「そうだ！　ヘッポコ！　俺おれはこいつの──」

「お嬢じよう様。彼は泥どろ棒ぼうではありません。私の知人です。どうやら、彼は親切にもヘッポコ様をお部屋に連れ戻してくださったようです」

　真ま曜ようは続つづ木きを振り返り、眉まゆを顰ひそめた。

「どういうことですの？」

「今日、彼を屋や敷しきに招いたのは私です。先ほどまで休きゆう憩けい室しつでご一緒していたのですが、私がお嬢様に呼び出されて車を回している間に、ヘッポコ様を見つけてくださったのでしょう。ヘッポコ様が内側から鍵かぎを開けて逃走したことはすでに伝えてありましたので」

　目を白黒させたのは人じん永えいだった。真曜の部屋のドアに鍵がかかっていなかったのは、元々中にいたヘッポコが外へ出るために内側から解かい錠じようしたためらしい。そこまでは本当だろう。それから先、──ヘッポコが逃走し、人永がそれを捕つかまえるためにここまで入り込んでしまったというのは続木のアドリブである。

「彼は品しな部べ人永様。神様のことにお詳くわしい方ですのでお嬢様とお話が合うのではないかと思い、今日お越し頂いたのです」

　人永を庇かばっているわけではない。当初の目的──真曜から神様の情報を聞き出すために、真曜に不信感を持たせないように言い繕つくろっているのだ。

「品部様は信頼できる方です。間違っても盗ぬすみを働くような人ではございません」

　そう言って、続木は思わせぶりに人永を一いち瞥べつした。

　しまった。これも脅きよう迫はく材料か。無理にでも話を合わせなければ警察に突き出されてしまう。

「え、ええ、そうです。私は続木さんの友人でして。知らなかったとは言え勝手にお部屋に入ってすみません」

「……神に詳しい、と言いましたわね？　ふん、とてもそうは見えませんわね」

　真曜は散らかされた室内を見渡し、人永、続木、ヘッポコと順に眺ながめてから、クローゼットの方に顔を向けた。

「彼の言っていることは本当ですの？　フランソワーズ？」

「う、うむ。いや、わしゃなんも知らんぞぃ！　なんも見ておらん！」

　答えたのはククリだった。────フランソワーズ？

「……あんた、フランソワーズって呼ばれてんのか？」

「いや、まあ、……ううん」

　檻おりの中でもじもじと体をくねらし、ポッと頬ほおを赤らめた。……なぜ照れる？

「フランソワーズが言うのならばそうなのでしょう。お部屋を散らかしたのもあなたのようですわね。言いつけを守らない子にはフランソワーズのようにお仕置きしますわよ、エミリエンヌ」

「ヘッポコ！」

「あら？　あなたの名前はエミリエンヌよ。ヘッポコじゃありませんわ」

「やだ！」

　真ま曜ようはどうやらヘッポコという名前がお気に召めさないらしい。人形に名前をつける辺り内面は子供っぽいようだ。

　そして、ククリはやっぱり監かん視しされていた。

　真曜がヘッポコを抱かかえて言い聞かせている隙すきに、続つづ木きが人じん永えいに耳打ちする。

「お嬢じよう様は顔覚えの悪い方です。昨日きのう境けい内だいにいた人物と今ここにいる品しな部べ様が同一人物だと気づいておりません。ですので、ヘッポコ様を連れ戻しにきたと疑わせるような発言は控ひかえて頂きたい」

　うっかり口を滑すべらせそうになったことを責められた。いくら犯罪者に間違えられたとしても、──実際不法侵入したのだが──女子高生に問い詰められたぐらいで身の潔白を必死に言い繕つくろおうとするのはあまりにも落ち着きがなさすぎる。自身の未熟さ加減にうんざりして顔を顰しかめた。

　続木は真曜の傍そばまで歩み寄ると、人永に向けて手を差し出した。

「お嬢様。品しな部べ人永様は今日よりお嬢様の家庭教師です。ご了りよう承しよう頂けますか？」

「────っ」

　その発言に声を出しかけたが、堪こらえた。ここで驚いていてはますます不ふ審しんがられる。なるほど。真曜に無理なく接せつ触しよくするならそういった肩かた書がきが必要になるのか。確かに、『お友達』では無理がありすぎる。

　また、ただの使用人だと逆に接点がなくなってしまう。真曜の世話人は続木だけで足りる。

　その他ほかは屋や敷しきの管理が主な仕事のはずだ。

　家庭教師、と幾分うんざりした声音で呟つぶやいてから、真曜は続木を見た。

「……またお父様の指示かしら？」

「旦だん那な様はどのようなときもお嬢様のことを気にかけていらっしゃいます。先日、私に手配するようにとご命令がございましたので」

「若い男を宛あてがうなんて大だい胆たんなこと。これまでは年配の女性ばかりでしたのに」

「お嬢様がすぐにクビになさるので、私なりに考えた結果です。いかがでしょうか？」

　ふん、と鼻を鳴らし、人永を見み据すえて言う。

「これはこれで退屈しのぎにはなりそうですわ。神についてどこまで詳くわしいのか、少し興味が湧わきましたわ。品部と言いましたわね。わたくし、決して勉強は不ふ得え手てではありませんから余計な口出しさえしなければ雇やとって差し上げてもいいですわよ？」

　若じやつ干かんの抵抗はあったが、ここは空気を読んで「お願いします」と頭を下げた。真曜の腕うでに抱だかれたヘッポコが不ふ機き嫌げんそうに「あほう」と呟つぶやいた。




　午後の授業にまだ間に合うということで、真ま曜ようは学校に戻ることになった。

　ヘッポコは真曜の部屋に再び閉じ込められた。今度は出てこられないようにつっかえ棒ぼうでドアを押さえ、外側からも鍵かぎをかけた状態だ。今は即席で間に合わせたが、今晩中にちゃんとした鍵をつけるようにと続つづ木きに命じていた。

「品しな部べもついてきなさい。学校がどこにあるかくらい把は握あくしておきなさい」

　真曜を追う背後で、続木が小声で言った。

「お嬢じよう様から神様の情報を聞き出し見つけ出すまでの辛しん抱ぼうです。どうかご理解ください」

　こうなったらやるしかないだろう。

　最後にもう一度ヘッポコが閉じ込められている部屋を振り返って、やけくそ気味に歩き出した。






　　　　　幕間　　其の壱










　嵐あらしノ宮みやの姓せいを名乗れば誰もが頭を下げる──そんな環境の中でわたくしは育った。




　物もの心ごころついたときから蝶ちようよ花よと持ち上げられ、お父様の客人たちも子供であるわたくしに深々と頭を下げる。こんな、なんの力も持たない小こ娘むすめ相手にだ。

　悪い気がしないわけがない。周りにいる大人おとなは皆言うことを聞き、本来ならばワガママを叱しかるはずのお父様も猫ねこ可か愛わいがりする人なので、誰もわたくしを止めなかった。

　そう、咎とがめることさえしなかった。

　ワガママ放題好き放題するわたくしは、それが当たり前の権利であると信じて、時には他人の人格を貶おとしめるようなことも平気でやってのけた。人間は平等ではないと生まれつき教わってきたわたくしは暴君にでもなった気でいたのだ。

　小中高一貫校とする名門女子校へと入学してからもそれは変わらない。似たような財ざい閥ばつの子供もいたけれど、プライドが邪じや魔まをするのかお互い自分から歩み寄ろうとせず、近づいてくるのは格下の家柄の子供たちだけで、そのことがますますわたくしをつけ上がらせる。

　学内に女王は二人もいらない。他ほかの財閥の子たちとは仲良くなる代わりに、腰こし巾ぎん着ちやくを引き連れてどちらが優位かを競うという馬鹿馬鹿しいパワーゲームを学内で繰り広げていた。

　わたくしは自分自身に誇ほこりを持っていた。

　嵐ノ宮の名に恥はじない選ばれし人間だという自負があったのだ。




　その価値観が崩くずれ去ったのは、とても些さ細さいなこと。

　対立するグループの女子に陰口を叩たたかれたのだ。

　陰口なんて人を貶める常じよう套とう手段だ。わたくしもこれまで多くの人間を悪く言っていたし、有ること無いことを学友たちに吹き込んで対立する人間を陥おとしいれたこともある。逆も然しかりだ。しかし、誇りさえ保っておけば悪意など痛くも痒かゆくもない。陰口は心が折れなければ武器にすらならないはずだった。

　けれど回り回って耳にしたその陰口は、わたくしの心をひどく揺さぶった。




　──彼女を好きな人間なんて誰もいないわ。腰巾着の子たちも陰で大だい嫌きらいって言ってるし。




　根も葉もない、根こん拠きよのない悪口だ。対立するグループの子が、わたくしの子分の気持ちをどうして知ることができようか。彼女たちもその陰口に対して一緒に憤いきどおってくれた。

　しかし、本当にそうか？　彼女たちが信頼できるという根こん拠きよも果たしてあっただろうか。わたくしにくっついているのは、本当にわたくしが好きだからだろうか。もしも嵐あらしノ宮みやの名前を対立する子が名乗っていたらそちらに靡なびいたのではないか。

　──ああ、そうか。彼女たちにとって、わたくしの価値はこの名前だけだったのだ。

　自分自身がひどく滑こつ稽けいに思えた。わたくしはいつだって『嵐ノ宮』の名前を掲かかげて注目を集めてきた。それは裏を返せば、名前以外に価値が無いことを自分で認めてしまっていることなのだ。

　それからというもの、わたくしは誰も信用しなくなった。表面的には以前のまま振る舞ったが、近づく者はすべて敵てきであると認識した。

　すると、聞こえなかった声がはっきりと聞こえるようになる。

　傲ごう慢まん。高たか飛び車しや。ワガママ。勘かん違ちがいも甚はなはだしい世間知らずのお嬢じよう様。

　それまで仲の良かった子たちはわたくしが気づいていないと思って陰でこっそり悪口を叩たたいていた。わたくしは気づかないふりをして徹てつ底ていしてそうあろうと努めた。落ち込んでなんかやるものか。あなたたちなんかにわたくしの価値を貶おとしめられてたまるものか。

　天あまの邪じや鬼くな性格もあって開き直ることに決め、そうなると今度はそんな歪ゆがんだ人間に育つよう教育した周りの環境に反感を覚えた。

　蝶ちようよ花よ、と持ち上げた誰か。

　小こ娘むすめ相手に畏かしこまって頭を下げる大人おとなたち。

　慕したうふりをしてわたくしに取り入ろうとした学友たち。

　皆、思おも惑わくを腹の内に秘めて表面だけを繕つくろってわたくしに接してきた。

　わたくしの本心を知ろうともせず。

　わたくしの社会的身分だけを利用しようと四し苦く八はつ苦く。

　けれど、誇りだけは失わない。わたくしの価値は名前だけじゃない。誰もが認めるような立派な人間になってみせる。わたくしの頑かたくなさと人間不信はそうやって形成された。




　十六歳さいの誕たん生じよう日びを間近に控えたある日のことだ。

　学業も人間関係もそつなくこなすわたくしにとって心休まるときは休日だけだった。その日も、学友からのお誘さそいをすべて断って屋や敷しきに籠こもっていた。お父様の大切なお客様がいらっしゃるということで使用人はすべて西館に行き、住まいである東館にはわたくし独りだけだ。

　誰もいないはずの東館の廊ろう下かで声をかけられた。

「こんにちは、お嬢じようさん。どうやら迷ってしまったようです。応接の間というのはどちらでしょうか？」

　お父様のお客様だろうか。白しろ髭ひげが似合うその顔は老人と言っても差し支つかえない。物もの腰ごし柔やわらかく、とても紳しん士し的てきな人だった。素直に場所を教えるとその人は慇いん懃ぎんに礼を述べ、そして、

「初めまして。私、こう見えても神様なんですよ？」

　おどけるように笑い、片目を瞑つむってみせた。わたくしはただただ呆ぼう然ぜんとその人を見上げた。

　それが小お父じ様との出会いだった。






[image: 巻ノ二深窓の檻]







　人は誰しも複数の仮面を心に抱かかえているものでございます。

　多元的に絡からまった社会生活を送るには一つの顔だけでは足りず、あらゆる場面に応じて仮面をつけ替える必要がございます。例えば、学校での自分だったり家での自分だったりという具合に。

　わたくし品しな部べ人じん永えいもまた、ひょんなことから大だい富ふ豪ごう・嵐あらしノの宮みや家に仕つかえることになり使用人然とした振る舞いを強制させられておりまする。不ふ真ま面じ目めなわたくしが四し六ろく時じ中ちゆう真面目顔を保つのは正直肩かたが凝こって仕方がありませぬ。一刻も早く解放されて、女の子を追いかけ回すいつもの助すけ平べえ面づらを被かぶりたい。素すの自分を晒さらすことが一番心に癒いやしを与えるのでございますので。

　しかし、主である真ま曜ようお嬢じよう様は学校であろうとお屋や敷しき内であろうといつも毅き然ぜんと振る舞っておられます。まるで公私の境目など存在せぬが如ごとく。一体いつ肩の力を抜いているのでありましょうか。溜ためすぎは心身に悪影響を与えますれば、わたくし心配でなりませぬ。

　わたくしからお嬢様にして差し上げられることがあればよいのですが。






　　　　＊




　基本的に、真曜の勉強は真曜独自の方針のもと進められる。

「品部は遊んでいてくださって結構ですわ。むしろ、邪じや魔まなだけです」

　お言葉に甘あまえさせてもらって、人永は今、真曜の部屋でヘッポコと檻おりから出されたククリを相手にトランプの七並べをしている。おやつとその日の夕食を賭かけた負けられない戦いがここにはある。

　人永とて、最初の日だけは意気揚よう々ようと真曜の勉強を見てやろうと息巻いていたものだ。




　──俺おれはこう見えてもそこそこの大学を出てるんですよ？　お任せください！

　そう言いつつ真曜が広げた問題集を食い入るように見つめて、言葉を失う。

　──そういえば、どこの大学の出と言いましたかしら？




　嵐ノ宮家の屋敷に住み込みで働き出した二日目、すでに家庭教師は廃業となった。

　真曜の学力について行けない教師など傍そばに置く価値はない。さっさとクビにされて外に放り出されるものと覚かく悟ごしていたのだが、真曜はなぜか人永をクビにしなかった。

「品部を辞やめさせてもすぐに別の人が来ますもの。一々紹しよう介かいされるのも面めん倒どうですわ」

　というわけで、大変お気楽なことに、真曜の勉強を邪魔しない範囲で遊びに徹していてよいということになった。……大人おとなとして社会人としてこれでいいのか、俺。

「むむむ！　ハートの９で止めているのは誰じゃ!?　貴様か！　性格悪いぞ！」

「しらん」

　憤いきどおるククリを鼻であしらうヘッポコ。ヘッポコはこう見えても（性格悪い故に）トランプや賭かけ事には強い。見た目も憎にくたらしいので挑ちよう発はつすればミスも誘さそえる。単純なククリは体のいいカモであった。

「パ、パス……」

「三度目のパスなのでアウト。お菓子は没ぼつ収しゆうです、フランソワーズ」

「フランソワーズ言うなっ！」

　打ちひしがれるククリと嘲あざ笑わらうヘッポコを尻しり目めに背後を振り返ってみると、真ま曜ようは机つくえにかじりついたまま勉強に集中していた。

　まだ二日間しか真曜と接していないが、人じん永えいは真曜への印象を改めていた。初めこそ世間知らずのワガママお嬢じよう様だろうと思っていた。しかし実際のところ、真曜が使用人を必要以上にこき使うことはないし、勉学に関しても努力家だった。本ほん棚だなには種々の実用書や神様関連の専門書が並び、漫画やノベルスの類たぐいは見当たらない。年頃なのだからファッション誌くらい置いていてもよさそうなものだが、そこを尋ねると、

「洋服は有名なデザイナーの方に見立ててもらっていますわ。わたくしがあれこれ考えるよりもプロに任せる方が効率的と言えるでしょう？」

　身も蓋ふたもないことを言われる。ちょいと淡泊すぎやしないかと呆あきれもしたが、人形（ヘッポコやククリ）相手の衣装に拘こだわる子供らしさにはちょっとだけ安心する。ヘッポコも衣服が充実していて嬉うれしそうだ。ちなみにヘッポコは今ククリと同様フリフリのドレスを着ている。

　一いつ瞬しゆん、真曜が俯うつむいた姿勢のままこちらを窺うかがった気がした。まさか指導を求めているのかと勘かん繰ぐったが、真曜からお声がかかることは最後までなかった。
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　嵐あらしノ宮みや家の食堂では、どこにいたのかと疑いたくなるほど多くの使用人が食事をしていた。人永が訪れた初日は嵐ノ宮家の別荘で給仕していたために続つづ木き以外はすべて出で払はらっていたらしく、本来は二十人の使用人がローテーションを組んで屋や敷しきに詰めている。また、パーティーなどの催もよおしが行われるたびにアルバイトを雇やとうので、その数は百を超すというから顔を覚えるのも難しかった。

　けれど、人永にとってメイドさんは別である。

「今度オフの日にデートしましょう！」

　なかなかレベルの高いメイドさんたちに手当たり次第声をかけた。ヘッポコは真曜のお気に入りに認定されたために常に連れ回されており、邪じや魔ま者ものが居ない分思うがままにナンパが可能だった。なんて天国なんだ、ここは。

「品しな部べさんって面白い人ですね！　今みんなの話題の的まとですよ」

　二人組のメイドさんと一緒に食事を取った。キャッキャとはしゃぐ二人の言げんから、陽気な人じん永えいはこの屋や敷しきにおいて珍めずらしいという。そりゃあ同どう僚りようを口く説どいて回る新入りはさぞ珍めずらしかろう。

「そうそう、品しな部べさんって続つづ木きさんと仲良いじゃないですか。女の子の間でちょっと噂うわさになってますよ？」

「仲が良い？」

　首を傾かしげる人永を無視してクスクスと好奇の目を寄せる彼女たち。

「だってぇ、続木さんって寡か黙もくで近づきがたいっていうかぁ」

「品部さんだけだよね？　続木さんが話しかけてるのって」

　なんとなく察しがついた。彼女たちの言うように、続木はあまり人と接しようとしない。夕食も後で一人きりで食べるという徹てつ底ていぶりだ。それは続木の性格だろうし、人永に声をかけるのは別の任務があってのこと。蓋ふたを開ければその程度の話だが、彼女たちからすれば下げ世せ話わの温おん床しようとして十分だった。

「変な想像はやめてくれよ」

　一気に食欲が失せた。思えば、続木は人永に対して必要以上に構ってきた。続木らしからぬと言われればその通りで、真ま曜ようにも不ふ審しんに思われる恐れがある以上、人永は無防備がすぎた自分を反省する。

　今後は続木とも極力距離を取るか。小こ町まちさんにも警けい戒かいするよう言われているし。

　そんなことを考えたそばから、

「品部さん、食事の後少しお時間よろしいですか？」

　背後から続木の声。彼女たちのキャアという歓声が取り返しのつかない誤解に発展しているようで恐ろしい。

　振り返らずに手を振って応こたえると、足音は遠ざかっていった。




　監かん視しモニターが並ぶその部屋は、西館の奥まった場所に位置しており一部の使用人しか訪れない。屋や敷しき中に張り巡めぐらされた防犯カメラからリアルタイムで流されている映像を、人永は続木と肩かたを並べて見入っていた。

「仰ぎよう仰ぎようしいですね」

「嵐あらしノ宮みや家は日本を代表する資産家です。どのような賊ぞくが紛まぎれ込むかわかりませんので、セキュリティだけは万ばん全ぜんにしておかなければなりません」

　なんてことを言いつつ続木がチャンネルを切り替えると、モニターには可か愛わいらしい洋間が映し出された。中央の絨じゆう毯たんの上にはくつろいで座る真曜お嬢じよう様の姿があった。

「覗のぞきの趣味はありませんけど」

「……勘かん違ちがいなさらないでください。このお部屋は神々の軟なん禁きん部屋。お嬢様しか入ることの出来ない空間です」

　よく見ると、真ま曜ようの周りには小動物やヌイグルミらしきものが蠢うごめいており、それらはすべて人じん永えいにも見覚えのあるモノたちだった。

「以前現げん界かいしてくれた神様たちだ。──って、一体何なん柱ばしら誘ゆう拐かいしてきたんですか!?」

「モニターに写っている分です。ヘッポコ様、ククリ様を含めますと七なな柱はしらです」

「七？　そんなはずないでしょう。ここには大おお神かみ様がいません。ほら、ヘッポコを誘拐したときの犬の神様です。大神様は一体どこに？」

「その神様でしたらすでに解放してあります。ここにいるのはお嬢じよう様が気に入った神様だけです。お嬢様が心を許していらっしゃるのは旦だん那な様の他ほかはこの神様たちなのです」

　モニターの光を浴びる続つづ木きの顔にはどんな感情も浮かんでいない。

「お嬢様は少々人間不信の気けがございまして。……立場上、外では社交的に振る舞っていらっしゃいますが、学友や使用人に対して一定の距離を置いてお付き合いしています。近づかず、踏み込ませずに築いた人間関係の中で安らげる場所はこのお部屋だけなのです」

　真曜はトランプの札を手に持って中央に並べている。神々と談笑しながら行うそれは、数時間前に人永たちがしていた「七並べ」だ。

「……なんというか」

　不器用な娘むすめである。混ざりたかったのなら素直にそう言えばよかったのに。こうして自分だけの空間に身を置かなければ好きなことも出来ないというのは、見ているこっちが息苦しい。

「品しな部べさん、今の世の中をどう思いますか？　神と人間が共存するこの社会を」

　続木はモニターに視線を向けたまま質問した。意図するところが見当たらず、人永は眉まゆ根ねを寄せた。

「お嬢様は、幸か不幸かこの環境に慣れきっています。『神じん権けん』の代表たる嵐あらしノ宮みや家の中で生き、神々を守ることが最善であると教え込まれ、家いえ柄がらでしかお嬢様を見ない心ない人々に囲まれたこともあって、神様だけを信用するようになったのです。それを憐あわれむことは一いつ介かいの使用人には出過ぎた真ま似ねなのでしょうか」

　表情を一切変えないくせに殊しゆ勝しようなことを言う。どこまで本気か知らないが、この問いには真剣に答えなければならない気がした。

「主の幸せを願ってこその使用人、ではないですか？　お嬢様を想う心は間違っていないと思いますよ。けれど、さっきの質問の答えですけど、神様は実際に実在してこうして生きているんだから受け入れるしかないでしょう。環境のせいにするんじゃなく、その中で変わる努力をするべきだと私は思いますけど」

　嵐ノ宮家の令れい嬢じようだから仕方がないとするのは間違っている。仮に真曜本人が現状に満足しているのであればそれこそ出過ぎた真似だろうが、傍そばに仕える使用人が主を案じて悪いはずがない。それだけ今の真曜はどこか危うい気がした。

「人を遠ざけようとする意地っ張りは今のうちに矯きよう正せいしておいた方がいい。その一因はきっと使用人にもあると思います。ワガママを許すからつけ上がるんです。命令されたから神を誘ゆう拐かいするなんてその最たるものですよ」

「耳に痛い言葉です。……ですが、安心しました。貴方あなたのように前向きな方ならばお嬢じよう様をお任せできます。この場所に呼んだのは本来のお嬢様の姿を見て頂きたかったからです。明日あしたから品しな部べさんは家庭教師だけでなく私の代わりにお嬢様付きの執しつ事じになってください」

　驚いて振り返り、してやられたと実感する。

　続つづ木きは初めからそのつもりで人じん永えいを屋や敷しきに迎え入れたのだ。本心はどうあれ、真ま曜ようの世話業を押しつけられた感は否めない。続木を非難した手前断りづらくもあった。

「くれぐれもお嬢様の機き嫌げんを損ねる真ま似ねだけはしないでください。たとえば、このお部屋に無断で立ち入ったり、脈みやく絡らくもなく神々の様子を尋ねてみたりなど。不ふ審しんに思われたら即刻クビにされてしまいますから。追い出されたら私であっても庇かばいきれない」

「っ、わあったよ。やりますよ！　神様の情報を自然に聞き出せばいいんでしょう！」

　真曜の人間嫌ぎらいを治す。

　言葉にするとなんとも根気の要いりそうな命令ではあるが、多感な年頃なのできっかけさえ掴つかめればすぐに克こく服ふくできるかもしれないと安あん易いに思ってみる。

　モニター越しにまだ人じん永えいに向けられたことのない笑顔を見つけて、悔くやしさと苛いら立だちと──少しばかりのやる気を喚かん起きさせられるのだった。
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「お嬢様、朝食の用意が整いました」

「すぐに行きます。下がっていてよろしいですわ続木、……あなた、誰？」

　人永を見つめて眉まゆを顰ひそめる。何度繰り返したやり取りだろうか。

「品部です。続木の代わりを務めさせて頂いております」

「……ああ、そうでしたわね」

　真曜は人の顔を覚えない。一日中つきっきりでいるにも関わらず、人永に関心がないためか続木と間違えられた挙あげ句く顔を見る度に尋ねられるのだ。まったく困ったものである。

　食堂に向かう真曜を見送って頭を下げ、登校の準備をしに使用人室に戻ろうとしたとき、

「────って、何を馴な染じんでいるんだ俺おれはっ!?」

　廊ろう下かの壁に手をついて項うな垂だれる。この屋敷で働きだしてもう一週間も経たっている。真曜から神様のことを聞き出すためにあえて従じゆう順じゆんな使用人を演じてきたつもりだが、いつの間にか本物の使用人になってしまっている。しかも、順応してるし！

　さすがは嵐あらしノ宮みや家と言うべきか、一いつ介かいの使用人でも住み込みならばそこそこに贅ぜい沢たくな暮らしができる。出てくる料理は一流シェフお手製のものだし、宛あてがわれた部屋も立派だ。ヘッポコやククリはなんだかんだでここの暮らしを気に入っている節ふしがあって、捕つかまった神々もむしろ解放されない方が幸せなのかもしれないと若じやつ干かん思ってしまう。

「いかんよなあ。さっさとお嬢じよう様から神様のこと聞き出さないと」

　小こ町まちに怒られる。個人的にはそれが一番嫌いやだ。

　続つづ木きは人じん永えいがやって来てからは約束通り神様を誘ゆう拐かいしていないようだった。真ま曜ように小言を言われてもうまく誤ご魔ま化かしてくれている。

　それもいつまで続くかわからない。そろそろ手を打つ必要があった。

　しかし、顔すら覚えてくれない真曜に心を開いてもらうにはどうすりゃいいのだろう。




　真曜を学校まで送り届ける。

　車中は沈ちん黙もくに包まれていて息苦しさをも感じさせた。ちらちらとバックミラーに映る真曜を窺うかがいつつ、会話の一つでもしてみようと決意する。

「あの、お嬢様」

「………」

　真曜は無言のまま眉まゆひとつ動かすことなく外を眺ながめている。くそ、負けるか。

「神様のことに興味がおありなんですよね？　私でよろしければ話相手になりますが」

「………」

「い、いりませんよね？　は、ははは、申し訳ございません」

　バックミラー越しに人じん永えいを一いち瞥べつし、つまらなげに溜ため息いきを溢こぼして再び沈ちん黙もく。

　初戦は人永のリタイアで呆あつ気けなく終了し、ほどなく車は華か月づき学園に到着するのだった。

　学校の駐ちゆう車しや場じようは車で登下校する令れい嬢じようが多いためか半はん端ぱなく広かった。真曜は終始無言のまま車を降り、他ほかの生徒に混ざって校内へと歩き出す。その後ろ姿を車中から眺ながめた。

「嵐あらしノ宮みやさん、ごきげんよう」

「おはようございます。嵐ノ宮先せん輩ぱい」

　いろんな生徒から次々と挨あい拶さつされている。それらに特に愛あい想そを浮かべるでもなく挨拶を返し、挨拶された下級生と思おぼしき生徒たちはキャイキャイと騒さわいで真曜を遠巻きから賞しよう賛さんした。

「嵐ノ宮真曜、十六歳さい。華月学園高等部二年、生徒会副会長。成績優秀スポーツ万能、才さい色しよく兼けん備びでありながらそれらを鼻にかけない品ひん行こう方ほう正せいな人ひと柄がら、非の打ち所がないお嬢様、か。そりゃ人気もあろうってもんだ」

　風評は学校の警備員に聞いたものだ。真曜ほどの有名人のことならば警備のおじさんも自じ慢まんげに教えてくれて、人永が真曜の付き人と知ればなおさら「あんたラッキーだよ！」と訊きいてもないことまで教えてくれた。

　──上級生も含めて彼女と並ぶ人間はそうはいないよ。いつも一人で行動しているみたいだが、そりゃあんだけ立派ならお近づきになれる生徒も限られてくるだろう。やっかみを持たれることもあるんだろうが、彼女はいつも堂々としてるから特に気にしてないんだろうなあ。

　と、真ま曜ようの内面の強さまで語ってくれた。

　他ほかの家の運転手や学校関係者にも尋ねてみたが、似たような感想が返ってきた。生徒もほとんど同じ印象を真曜に感じているようで、今日みたいな朝の挨あい拶さつラッシュでは親しげに接してくる生徒をまだ見たことがない。下校時も遠巻きを除けば必ず一人だ。意地っ張りもここまでこなせばある意味立派である。

「ま、これだけイメージ持たされたら遠巻きも近寄りがたいんだろうな」

　付き人の人じん永えいでさえ攻めあぐねているのだ。憧あこがれが混ざっている分、ファンの女の子たちは声をかけることすら勇気が要いるはずだ。

　人永は運転席のシートに体を沈ませると、天板を眺ながめて物思いに耽ふける。

「………」

　誰に対しても壁を作って距離を置く真曜。唯一心を許せる相手が人間以外の何かだなんて悲しすぎる。特に気にしていないだと？　そんな人間、いるものか。

　人永はにやりと嫌いやらしい笑みを浮かべた。

「近づかせないのなら、こっちから踏み込んでやる」




　下校時間を過ぎて夜の帳とばりが降り始めた頃にようやく真曜は駐ちゆう車しや場じように現れた。

「生徒会の雑務がありましたの。待たせたわね、続つづ木き」

「いえ、品しな部べです。続木は屋や敷しきにおります」

「……ああ、そうでしたわね。ご苦労様、品部」

　いくらなんでも顔覚えが悪いというレベルでは済まされない間違いにいい加減うんざりしてきた。車を出して公道に乗った辺りで声をかけてみた。

「お嬢じよう様、一つ提案があるのですが。よろしいでしょうか？」

「……」

　無言。バックミラーで寝ていないことを確認し、無視されるのも覚かく悟ごでそのまま続けた。

「いい加減疲れたんで敬語止やめてもいいですか？」

　案あんの定じよう、真曜は驚いたようにバックミラー越しに人永を見た。その目が徐じよ々じよに訝いぶかしげなものに変わっていく。

「どういうつもりかしら？」

「それです。ようやく俺おれの目を見てくださいましたね」

　真曜の顔が少し怯ひるんだ。

「お嬢様が続木さんと俺を間違えるのはそもそも顔を見てないからでしょう？　そりゃあ事務的な会話なら顔を見る必要はないでしょうけれど、何度も間違えられるのは結構辛つらいもんがあるんですよ」

「……それと敬語がどう関係あると言うの？」

「関係ありますよ。屋や敷しきの使用人はみんな畏かしこまった話し方しかしないから結局事務的なことしか言わなくなります。会話をしないとその人のことわからないじゃないですか。もっとお嬢じよう様のこと知りたいのに、敬語だと変に壁を感じるんで話しにくいんですよ、俺おれの場合。あ、あと呼び方も変えてくれますか。できれば『人じん永えい』か『先生』でお願いします」

「……先生というのは？」

「仮にも家庭教師なんで。嫌いやならこのままでもいいですけど」

　少々砕くだけすぎな感はあるが、これくらい思い切った方がいいだろう。

　他人と距離を縮める一番の手段は会話である。親近感というものは遠えん慮りよを挟はさんでいては生まれない。人や場合によりけりだが、大の大人おとなが女子高生相手に畏まっていてはいつまで経たっても親しくなんてなれやしない。

　真ま曜ようを取り巻く環境の中でざっくばらんに会話ができる人間は少ないはず。もしかしたら真曜の愛あい想そのなさはそれに起因しているのでは、と考えたのだ。

　呼び名も変えられればベターなのだが、そこから先は真曜側に歩み寄ろうとする意志がなければ無理だろう。とりあえず、人永と他の使用人を分けて認識してくれればそれでいい。

　真曜をそっと窺うかがうと、窓の外に視線を外している。

　怒ったかな、と落らく胆たんしかけたそのとき、

「わたくし、別に話し方まで強制したつもりはありませんわよ。好きにしたらいいですわ」

「……それって、普通に話しかけてもいいってことですか？」

「……好きにしなさいと言いました。嫌なら話しかけるなと命令するだけです。ただし、人前では相そう応おうの言葉遣づかいを選びなさい。あくまでも貴方あなたは使用人なんですから」

「わかってますって！　公私くらいは弁わきまえますよ、お嬢様！　あー、肩かた凝こった。堅かた苦くるしいのは苦手なんだ」

　真曜の許しが出てようやく肩の力が抜けた。

「おかしな人。貴方のような使用人は初めてですわ」

　小さく、見逃してしまいそうなくらい小さく笑みを作った真曜に、一いつ瞬しゆん見み惚とれた。

「なんだ、笑うと可か愛わいいんだな」

「っ、………」

　真曜は面めん食くらったように固まり、ぷい、とそっぽを向いてしまった。やべ、失敗したか？

　とりあえず、最初の一歩目を踏み出せたのでよしとしておく。真曜に反感を持たれたらどうしようかと冷や冷やしたが、これで取っ掛かりができた。これからゆっくりと信用を得て、神様のことはその後聞き出そう。

　鼻歌交じりにハンドルを切ると、後部座席からぼそりと一言呟つぶやかれた。

「……………………………、真曜ですわ」

　うまく聞き取れず、信号待ちの間に背後を振り返る。真ま曜ようはそっぽを向いたまま、その顔は耳まで赤くなっていた。

「真曜、とお呼びなさい。…………先生」

　吹き出しそうになるのを堪こらえ、顔を正面に戻して「はい」と答えた。

　真曜の素すの表情を一部だけでも引き出せたことが、思っていた以上に嬉うれしかった。
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　──で、少々調子に乗ってみた。

　夕食後、家庭教師付きの勉強タイムである。

「こっちきて。ほら真曜、これ持って。そう、包み込むように」

「ちょ、ちょっと、お待ちなさい!?　先生、一体何の真ま似ねですの!?」

　せっかくなので別のお勉強を試みた。今の人じん永えいに教えられることはこれだけだ。

「なんだ、怖いのか？」

「べ、別に怖がってなどいませんわ！」

「ならいいじゃないか。真曜くらいの年頃の子はみんなやってるぞ。初めてなんだろ？　こういうの」

「～～～～～～～～っ」

　こういうことに縁えんがなかったことを見抜かれて羞しゆう恥ちに顔を赤らめた。

　開いた心の風穴をさらに広げるのに遠えん慮りよしてはいけない。せっかく歩み寄ることを許されたのだから変にラインを引かれる前に図ずう々ずうしく踏み込んでやろう。

「大だい丈じよう夫ぶ。優しく教えてあげるからさ」

　大人おとなの余よ裕ゆうを見せつつ真ま曜ようをリードする。真曜もぎこちないながらも人じん永えいに言われるままに手を動かし始めた。

「こ、こう？」

「そうそう。そんな感じ。うん、うまいじゃないか」

　ヘッポコが「返せ！」と真曜の足元に縋すがりつく。いつからおまえの物になったというのか。けれど、真曜はヘッポコにも気づかずに夢中で体を動かした。

「せ、先生、もう、無理、ですわ!?　や、あ、だめ、きゃあ先生!?」

「ッ、頑がん張ばれ！　あと少しの辛しん抱ぼうだ！」

「でも！　もう！」

「そのまま一気に！　行くんだ！　真曜う！」

「いやあああああ─────っ!?」

　絶叫が木こ霊だました。それは、清せい閑かんな嵐あらしノ宮みや家においては珍ちん事じである。




　壁に接するように設置された巨大薄うす型がたテレビの画面上には、血を零こぼした跡あとの上に『ＧＡＭＥＯＶＥＲ』の文字が浮かぶムービーが流れている。床ゆかを這はう端たん子しコードは家庭用ゲーム機に接続されており、それらは全部人永の私物だ。今まさにプレイしていたソフトはガンシューティングゲームで、サバイバルホラーと呼ばれるジャンルである。ゾンビやら怪物やらが襲おそってくるわ、グロテスクなシーンが目白押しだわで免めん疫えきの無い人間にはハードルの高いゲームと言えるだろう。真曜はプレイ中ずっと涙なみだ目めで、いざ終わると腰こしを抜かして尻しり餅もちをついた。プレイヤーが無む惨ざんにも食い殺されるシーンはトラウマを誘さそうことで有名なのだ。

「面白かっただろ？」

「怖いだけですわ！　こんなもの！」

　スティック状のコントローラーを投げ捨てる。慌あわてて拾いに走ったのはヘッポコで、恨うらみがましく人永を睨にらみつけた。

「かさない！」

　もう貸してあげない、とプリプリ怒る。プレイ中に横から取り上げたことに怒っているようだ。ていうか、それ、俺おれのだからな？

「やっぱり怖かったのか。勉強してるときいつもこっそり覗のぞいてただろ？　やりたいのかと思ってたんだけど、違ったか」

「っ、背後で不ぶ気き味みな呻うめき声や悲鳴が聞こえてくるのに勉強に集中しろという方が無理ですわ！　なんなんですの!?　このゲームは!?」

　怒り心しん頭とう、というよりは虚きよ勢せいを張っているようにも見えた。トラウマになったようだ。

「……今日覚えた公式がすべて吹き飛びましたわ」

　それはよかったと笑うと、「笑いごとじゃありませんわ！」怒られた。

「わたくしの勉強の邪じや魔まだけはするなとあれほど言っておきましたのにっ」

「たまには息抜きしてもバチは当たらないよ。それに、こういう遊びを知っておくことも勉強だぞ？　学校で友達同士の話題にもなるし」

　女子高生が殺さつ戮りくゲームの話で盛り上がるのもどうかとは思うが。

　真ま曜ようは知識が豊富だし実際に頭もいいから勉強を教えてやることができない。だから、それ以外の無む駄だな知識を教えることに決めた。

「大きなお世話ですわ。わたくしに友人なんて必要ありません」

「そんなこと言うなよ。友達いないと寂さびしいだろ？」

「遊び相手なら神様がいますわ。それにお父様も」

「お父様？　遊び相手がか？」

「ええ。少々子供っぽいところのある人ですから、昔からわたくしに寂しい思いをさせまいと遊んでくださいました」

　誇ほこらしげに言う。まあ、このくらいの年頃で父親を慕したうのは感心するが、その親おや父じも年に数回しか会わないと言うし。そもそも家族と友達は根本的に違うだろう。

　何が真曜をここまで追い詰めているのだろう。頑かたくなすぎると周囲からますます孤立してしまうというのに。

「ま、とにかく。俺おれが家庭教師でいるうちは勉強時間はぜんぶ遊びに費やす。真曜とはもっともっと仲良くなりたいからさ」

　すると、真曜の目が怪け訝げんなものに変わった。

「……どうして？　どうしてわたくしと仲良くなりたいなんて言いますの？　貴方あなたは使用人よ。わたくしに構わずとも仕事に徹てつしていればよろしいのに」

　やべ。もっともなことを言われて焦あせる。どうしよう、神様のことが聞きたいからなんて言えないし。咄とつ嗟さに切り返せず首を傾かしげて考えていると、真曜が低い声音こわねで言った。

「先生もわたくしを利用しようとしていますの？」

　驚いて真曜を見つめる。疑念が宿った双そう眸ぼうに人じん永えいは思わず息を呑のんだ。

「のわ────ッ、やられた───────ッ!?」

　ククリの奇声が響ひびいた。コントローラー片手に床ゆかにひっくり返るククリと、それを見て大笑いするヘッポコ。テレビ画面には血みどろの『ＧＡＭＥ　ＯＶＥＲ』の文字が浮かんでいる。

「……勉強しますわ。できれば出て行ってくださるかしら？」

　お開きとばかりに立ち上がり机つくえに向かう。ヘッポコもククリも何事かと真ま曜ようを見み据すえた。

　それから真曜に何度か話しかけてみるものの一切を無視され、言い訳すらできないまま家庭教師の時間が終わった。







　嵐あらしノ宮みやの姓せいを名乗ることがどれほどの重じゆう責せきか計り知れない。

　真曜は幼い頃から英才教育を施ほどこされ、嵐ノ宮家の息そく女じよとして恥はじない人間になるべく努力してきたはずだ。そうしてできた周囲を隔へだてようとする頑かたくなさは、ある意味真曜が目指した理想なのかもしれない。高貴に振る舞い、俗世に惑まどわされない知性を持ち、信念を曲げず、──『嵐ノ宮』に相応ふさわしい人間を形作ったのだ。……孤立を生むことを知りながら。

　その生き方を否定する権利は人じん永えいにない。姓の重さは当人にしかわからない。

　しかし、何者かを演じ続けることは不可能だ。やがてはそれが素すの自分になると信じて邁まい進しんした道だとしても、心の奥底に十六歳さいの少女『まよう』がいる限り叶かなわない。友達など要いらないと言ったその口は、数時間前には人永に歩み寄ることを許可したのだ。『先生』と呼んでくれたのだ。あれは嵐ノ宮の姓に縛しばられていない、真曜の本心だったはずだ。

　だから構わず踏み込んだ。肩かた肘ひじ張るばかりでなく俺おれの前くらいは自分の姓を忘れろと、そう言ってやるつもりだった。ゲームをする真曜は単なる十六歳の女の子で、あれが正しよう真しん正しよう銘めいの真曜なんだと確信した。

　どこで間違ったのか。役者としての信念以外にも他者を寄せ付けない心の壁がもう一つ顔を覗のぞかせた。

　──先生「も」わたくしを利用しようとしていますの？

　過去に甘あまい顔をして近づいてきた誰かによって傷つけられたであろうことが容易に想像できる。何と言っても嵐ノ宮家のご令れい嬢じようだ。名前を利用しようとした奴やつがいても不思議じゃない。近づく者すべてを疑ってかかってしまう、そんな女の子の出来上がり。

「まいったな。神様も大切だけど、真曜のことも気になっちまった」

　気がかりはヘッポコにもあった。時々、調子悪そうにくたびれていることがあるのだ。それはククリも同じらしく、単調な生活に気け怠だるさを覚えているのかもしれない。

　もう一つ、人永に関する問題。夜な夜な幻聴を聞いてしまうことだ。前にククリのいびきを幻聴と勘かん違ちがいして拾い聞いたことから、もしかしたらこれら幻聴は神様の声を聞いているのではないかとも考えられる。が、反面本当に頭がおかしくなってしまったのかもしれないと怖くもなるのだ。迷めい惑わくなことに耳を塞ふさいだところで幻聴はなくなってくれない。ほら、今だって、

「──っ」

　ベッドの上で膝ひざを抱かかえる。毎晩、神経を研とぎ澄すまして周囲を警けい戒かいし、やがて疲れ果てたときようやく眠ねむりにつくことができた。ノイローゼになりそうだ。

　ベッドから降り、ふらふらと窓際に向かう。夜風に当たれば気持ちも随ずい分ぶん楽になるはずだ。カーテンをずらして窓を開けようと手を伸ばしたとき、何気なく外を眺ながめた。

　眼下の庭に真ま曜ようがいた。ネグリジェ姿のままなので散歩というわけではなさそうだ。それに用事が済んだのか屋や敷しきに戻っているところだった。

　どこへ行っていたのか、と考えても無む駄だだろう。外と言っても敷しき地ち内なのだから真曜にとっては家の中だ。ネグリジェ姿でも不自然ではあるまい。

　彼女のことを考える前に自分の使命を思い出せ。そう思いつつも、

「……真曜のこと、放っておけなくなっちまったな」

　窓を開けて夜風に当たる。あと数時間はこのまま過ごすことにした。
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　翌日の放課後は生徒会の用事が無かったらしく、通常よりも早い帰宅となった。

　屋敷へと向かう道中で、人じん永えいはバックミラー越しに真曜を何度も窺うかがった。昨日きのうの一件が尾を引いて話しかけるのが躊躇ためらわれたためだ。真曜もまた人永を無視するように一切目もくれない。

　密室に無言で二人きりというこの状況は重たすぎる。運転に集中したくても真曜が気になってうまくいかない。スピードを上げられないのでその分帰宅時間が遅くなり、なおさら空気を重くした。なんという悪循環か。

「…………あのさ、」

　意を決して声をかけてみた。しかし、

「無む駄だ口ぐちをたたく暇ひまがあるなら運転に集中なさい」

　にべもなく切り捨てられる。

　緩ゆるんだはずの頑かたくなさは人永への疑心でさらに結び目を強くした。あまりこちらから話しかけない方がよさそうだ。変に繕つくろえばますます意い固こ地じにさせるだろう。…………。

　思った以上に心が痛い人永であった。




　屋敷に戻り、部屋まで鞄かばんを運ぶ。真曜が鍵かぎを取り出して自室の扉とびらを開け、中に入った。

　異変はすぐに見て取れた。

「……エミリエンヌ」

　真曜がすかさずヘッポコの名を口にしたのは、散らかった部屋の惨さん状じように辟へき易えきしたからだろう。ひっくり返ったタンスから下着があふれ出し、クローゼットも開け放たれて衣服がそこかしこに散らばっている。ククリがいるクローゼットだけ閉まったままで、真曜はすぐにククリを引っ張り出した。

「フランソワーズ！　起きなさい！」

　ククリは豪ごう快かいにいびきを掻かいている。事情を訊きこうとしたのだろうが、この様子だと何も見ていないはずだ。

　人じん永えいは窓に近づき手で押した。窓の鍵かぎは解かい錠じようされていてあっさりと外側に開いた。

「あいつ、ここから外に出たみたいだ」

　部屋は内側からも外側からも施せ錠じようしてあった。ヘッポコが室内から抜け出したのなら考えられるのは窓だけだ。

「ここからって、二階ですわよ？　まさか飛び降りたというの？」

「軽いしヌイグルミみたいにフカフカした体だから、これくらいの高さから落ちても大した衝しよう撃げきは受けない。仮にも神様だからこれくらいで死にはしない」

　ヘッポコ再びの脱だつ走そうである。部屋を散らかしたのは単なる嫌いやがらせだろう。

「探すか？」

「……当然ですわ。わたくし、エミリエンヌは気に入っていますの」

　軟なん禁きん部屋に押し込まないことからも執しゆう着ちやくしていることは知っていた。そんなヘッポコが脱走したのだから気が気でないだろう。

「じゃあ行ってくるよ」

　人永だけで探すつもりで部屋を出たのだが、真ま曜ようも距離を置いてついてきた。

「部屋で待ってな。あいつ一人くらい俺おれだけで十分だよ」

「……」

　これにも無視される。まるで監かん視しするかのような視線で人永の動向を見つめてくる。そんなに警けい戒かいされるようなことしたかな、と首を傾かしげた。利用するとかしないとか疑われているのだから仕方がないのかもしれないが。

　西館の廊ろう下かを歩いていると、背後から真曜を呼ぶ声が聞こえた。

「お嬢じよう様。屋内プールの更こう衣い室しつに水着をご用意致しました」

　主に西館の管理を任されているメイドだった。眼鏡めがねが似合う大人おとなしそうな娘こで、人永は初日から出会うたびに彼女を口く説どいている。

「水着？　なんのことですの？」

「え？　いえ、あの、ですからお嬢様のご学友の方をプールにご案内致しましたので、お嬢様の分の水着も一緒に……」

「……何を仰おつしやっていますの？　友人を招しよう待たいした憶おぼえはありませんわよ」

　真曜にそう言われて、狼狽うろたえ始めた。だって、でも、と口にしながら失態を演じたことを自覚して顔を青ざめる。

「はっきり言いなさい！　どういうことですの!?」

　ひぃ、と身を縮ませる。真曜とあまり接点のない使用人はこの迫力に免めん疫えきがない。憤ふん怒ぬ一発で解かい雇こを言い渡されると思い込んでいる。……いや、事実か。気に入らないというだけで解雇するようなお嬢じよう様だった。

「まあ、落ち着け。俺おれが話を聞きましょう。一体どういうことですか？」

　メイドさんを宥なだめつつ、ちゃっかり手を握にぎる。メイドさんは、今度は人じん永えいのアプローチに顔を真まっ赤かにして狼狽うろたえて、ますます混乱した。

「ああああのですね！　先ほど、真ま曜ようお嬢様のご学友と名乗る方からプールはどこかと尋ねられたものですからご案内して、てっきりお嬢様もご一緒するものと思ったので水着を一式ご用意してしまいましたすみませんでしたごめんなさいぃぃ！」

「いや、きっちりとした対応だと思いますよ。な？　真曜」

　振り返ると、真曜はさっさと先を歩いていた。聞くだけ聞いておいて使用人へのフォローは無しかい。メイドさんに気にするなと言い置いて、急いで真曜を追いかけた。

「この屋や敷しきにはプールまであるのか？」

　追いついてから横に並ぶ真曜にそれとなく訊きいてみた。

「……一々民間のプールを貸し切る手間が省けますから」

　すげえ金持ち発言である。この辺の感覚が庶しよ民みんとの差なのかもしれない。

　屋敷の裏手にはもう一つ建物があり、そこは主にパーティ会場に使われるらしいが、広間の他ほかにもプールや娯ご楽らく施し設せつがあるという。温水プールはいつでも利用できるように一年中管理されており、突然の来客が遊泳を所しよ望もうしても対応できるようになっている。

　ヘッポコよりも『ご学友』が気になる真曜は、足早に屋内プールに向かった。人永も真曜の背中を追いかけながら、頭の中では嫌いやな予感で埋うめ尽つくされる。

　いなくなったヘッポコ。突とつ如じよ現れたご学友。

　──まさかなあ。

　湿しつ気けと塩素の臭においが漂ただよう通路を抜けてプール場に入ると、二十五メートルプールが目の前に現れた。プールサイドにはベッドのようなビーチチェアとトロピカルなジュースが載のったテーブルが際立っており、その傍かたわらには見慣れた着物が脱ぬぎ捨てられている。すでに視界に入っていたので確認するのも馬鹿馬鹿しいが、プールに浮かぶ人影を意識して見た。

　浮き輪にお尻しりをはめ込んでだらしなく足を投げ出しプカプカ浮かんでいるのは、真の姿に変身したヘッポコ──アマテラスであった。側面の窓から注ぎ込まれる入いり日ひ影かげが水面に反射して輝き、その中を優ゆう雅がに漂うアマテラスはまるで湖面に浮かぶ睡すい蓮れんのよう。思わず見み惚とれてしまい、人永は苦い顔をする。いつもこうだ。あいつの登場には良くも悪くも目を奪うばわれる。

　アマテラスは二人に気づくと気さくに手を上げた。

「遅かったではないか！　早ぅ着替えてくるがよい！　なかなか快適じゃぞ！」

「誰ですの？　貴女あなた」

　眉まゆを顰ひそめる真曜に、アマテラスはにやりと口元を緩ゆるませた。

「なんじゃ？　まだ気づかぬのかよ。想像力の乏とぼしい小こ娘むすめよ」

　浮き輪を外し飛沫しぶきも立てず滑なめらかにプールサイドまで泳ぎ着くと、梯はし子ごを使って上がってきた。水すい滴てきを滴したたらせた肢し体たいは見事なプロポーションで、詰め寄ろうとした真ま曜ようも思わず、うっ、と声を上げて後あと退ずさる。

「構わぬ。極上なものに目を奪うばわれるは無理なきことよ。褒ほめ称たたえるがよい」

「ッ、何を言ってますの。ってそれ、わたくしの水着ですわ!?　さっさとお脱ぬぎなさい！」

　赤色のビキニである。そうか。基本的に赤が好きなのか、真曜は。

「そうであったかよ。胸辺りが少々窮きゆう屈くつじゃとは思っておったが、なるほどのう。特注品ではサイズの幅も誤ご魔ま化かせぬしな。小こ娘むすめ専用では儂わしに合うはずもなし」

　すまぬな、と爽さわやかな笑みを浮かべてこき下ろす。ああ、紛まごう事なくアマテラスだ。真曜も額ひたいに青筋を浮かべていることだし、これ以上の紹しよう介かいは必要なさそうだ。

　なんだか面めん倒どう臭くさそうなので退場しようと背中を向けた人じん永えいに、アマテラスが意地悪く声をかけた。

「どこへ行くのじゃ、人永？　この小娘に早ぅ儂のことを紹介してたもれ」

「…………先生？　この無礼な方のことご存じですの？」

　どうしてくれる、アマテラス。ここでヘッポコだとバラせば、人永がヘッポコを取り戻すために屋や敷しきに入り込んだと知られ、ますます真曜の心は閉ざされる。真曜から神様のことを聞き出せなければ続つづ木きによって神の誘ゆう拐かいは進行し、最悪『神じん権けん』の権威が貶おとしめられる事態にだって発展しうるのだ。

　アマテラスはいつまでも黙だまり込む人永に痺しびれを切らし、

「もう茶番は飽あいた。ここでの暮らしもな。小娘に気き遣づかっておるばかりでは大局を見失うぞ。真に注意すべきは他ほかにあることを忘れたか」

　説教をもらい、ぐうの音ねも出ない。確かに、最も注意すべきは神を捕つかまえることのできる続木だ。真曜に振り回されている場合ではない。それはわかっているのだが──。

「先生？」

　不安げな真曜に応こたえたのはアマテラスである。

「聞けぃ小娘、儂は貴様らに捕とらえられておったヘッポコじゃ。そこにおる人永は儂を救いださんがためにこの屋や敷しきに忍しのび込み、小娘の従者のフリをしておったのじゃ。小娘の懐かい柔じゆうに手間取っておるようじゃからのう、こうしてわざわざ元の姿に戻って説明しに来たというわけじゃ」

　な？　と同意を求められて、青ざめる。何言ってくれやがんだこの女王様は!?

「真曜！　話せば長くなるんだが、落ち着いて聞いてくれ！　確かに俺おれはヘッポコを取り返しにきた。でも、真曜を利用しようとかそんな気は一切なかったんだ。そりゃ、おまえを騙だましてたことには変わりないけど、おまえと仲良くなりたいって気持ちは本当だったんだ！」

「それを懐柔と言うのじゃ。心を許した隙すきに掌てのひら返していなくなるつもりだったのじゃからな。今から言い繕つくろっても未来は変わらぬ。──ま、時間はかけすぎじゃがのう」

「いちいち言わなくてもいいだろ！　んなもんわかってんだよ！　でもな、俺おれはこいつの家庭教師だ！　こいつを裏切ることだけはしたくなかった！」

　真ま曜ようの頭に手を置いて真まっ向こうからアマテラスを見つめる。突然撫なでられた真曜はしかし特に反応を示さず、アマテラスも冷めた目で人じん永えいを見た。

「ふん。よほど小こ娘むすめのことを気に入ったようじゃのう、『先生』」

「なんとでも言え！」

「先生、先生、先生、──阿あ呆ほう」

「何度も言うな！　──阿呆だとぅ!?」

「今さら何を言うかと思えば。裏切るも何もそれを承知でこの屋や敷しきに潜もぐり込んだのではないかよ？　続つづ木きにうまいこと丸め込まれおって。奴やつの脅きよう迫はくがそのまま奴の保身になると思うたか？

　逆じゃ。奴こそ警察に突き飛ばせば済む話じゃし、反神じん権けんなんたらのことは時間が経過するだけこちらが不利になるぞ」

「……どういうことだ？」

「詳くわしい話は後じゃ。それよりも先に、──まあ、放っておいてもよいか」

　アマテラスの視線の先で、真曜が魂たましいの抜けた表情を人永に向けていた。

「こやつへの言い訳はもう十分じゃろう。ショックじゃろうが、そもそも小娘が神を誘ゆう拐かいしたことが原因なのじゃ。そのしわ寄せを小娘が被こうむるは当然のこと、同情に値せんわ」

　取られたものを取り返す。それは当たり前のことで、加害者が同じ目に遭あおうと因いん果が応おう報ほうとして受け入れるべきだ。アマテラスの言い分はその通りだが、真曜が受けたショックは別にある。

「真曜、──ッ」

　頭に乗せた手を払はらいのけられる。そして、憎にくしみを込めた視線で人永を射い貫ぬいた。

「だから！　だから、人間は大だい嫌きらいなんですわ！」

「おい、真曜！　ちょっと待てっ！」

　足早に出て行く真曜を慌あわてて引き留とめようとした。が、背後から足を引っかけられてその場にすっ転ぶ。

「痛ぇなチクショウ!?　なんだってんだよ!?」

「続木じゃ」

　プール場の入り口に続木が立っていた。真曜と、プールサイドにいる人永とアマテラスを視界に入れて目を細め、近づく真曜に一礼する。

「お嬢じよう様。ピアノのお時間でございます。先生もお待ちですのでお急ぎを」

「ええ。わかってますわ！」

「それで、お嬢様。あちらの方は？」

　アマテラスのことを訊きいていた。真曜はアマテラスという真ま名なまでは知らなくてもヘッポコだと説明することはできる。背後でアマテラスが舌した打うちした。今はまだ続つづ木きに知られるのばまずいらしい。

　真ま曜ようはアマテラスを一いち瞥べつし、

「……同級生ですわ。一度我が家にお招まねきしたいと思っていましたので」

　嘘うそを吐ついた。

「お珍めずらしい。お嬢じよう様がご友人を招かれるとは。では、ピアノのお稽けい古こはキャンセル致しますか？」

「いいえ。それには及びませんわ。彼女のことはせ、……品しな部べに任せてありますので。続木はわたくしについていらっしゃい」

「かしこまりました。では、失礼致します」

　アマテラスに一礼し、続木は真曜についてプール場から立ち去った。取り残され、先に沈ちん黙もくを破ったのはアマテラスの溜ため息いきだった。

「はあ。まさかこの場にあやつが来ようとは思わなんだわ。少々緊きん張ちようしてしもうた」

「……おまえでも緊張するのか。あいつ、ただの人間だろ？」

「人間には違いないが厄やつ介かいじゃ。──うむ、そのことも含めて人じん永えいに話があったのじゃ。もううかうかしておれぬのでな。心して聞け」

　いつになく真剣な声に背筋が伸びた。

「昨日きのう、オモイカネが屋や敷しきに潜せん入にゆうした。その折、受けた報告じゃ」

　オッサン、来てたのか。どうせまた清せい掃そう員いんか何かに化けていたりするのだろうか。

「続木に関してじゃがな、あやつのことはようわからんらしい。偽ぎ名めいばかりを使って経歴を隠かくし、過去まで遡さかのぼることができぬからじゃ。この屋敷に雇やとわれたのも別の人間に成り代わってのことじゃ。『続木』ではないが、正式には違う名の人間が採用されておったという話じゃ」

「な、なんだよそれ!?　まるっきり映画か何かのスパイみたいじゃないか！」

　ということは、警察と関わることを最も恐れているのは続木の方なのだ。背景にどんな組織がいようとも素す性じようを隠している人間が表おもて沙ざ汰たになるのはまずいはずだ。

「うむ。まあ、続木の過去なぞどうでもよいが、用心すべきはあの能力じゃ。神の偉力を無力化させるなどという反則技を使う人間がこの世に二人もいるとは思わなんだぞ」

　他ほかにもいるのか。それでも、二人しかいないということはよほど稀まれな能力なのだろう。アマテラスは忌いま々いましげに己の手を見下ろした。

「真に恐ろしきはこの能力を応用しておることじゃ。この屋敷に入れば無条件に偉力を封じられる。嵐あらしノ宮みや家の敷しき地ちに張り巡めぐらせた結けつ界かいが神の力を制限させておるのじゃ」

「結界!?　制限って、もしかしておまえやククリ様が調子を崩くずしているように見えたのもそのせいか？」

「ほう。よく見ておるではないか。その通りじゃ」

　不ふ承しよう不ぶ承しようと頷うなずいた。

「どうしてそんな結けつ界かいなんてものが屋や敷しきにあるんだ？」

「続つづ木きが施ほどこしたからに決まっておろう」

「……そういやあいつ、ここに勤め始めて一年経たつって言ってたな。それくらいあれば、よくわかんないけど結界ってのも張れるんだろうな」

「そういうことじゃ。目的は知らぬが此こ度たびの騒さわぎはよほど綿密に計算されて行われたものじゃろう。──ああ、ついでじゃが、儂わしらの霊れい力りよくもわずかずつじゃがすり減らされておる。時間をかければ儂らの存在もいずれ消えてしまう」

「なっ!?」

「神々を憎にくむ者からすれば、自然消滅してくれるならこれほど喜ばしいこともあるまい」

　吃驚びつくりだ。何に驚いたかってそんな大切なことをついでとして言うアマテラスの神経にである。

「い、急いで外に出ないと！　まだ大だい丈じよう夫ぶなのか!?」

「心配無用じゃ。胃い袋ぶくろの中で消化されるのとは訳が違う。儂は別格故、一年ほど掛かけねば完全には滅ぼせぬ。しかし、下しも々じもの神であればわからぬがな」

　そして、「残念じゃが」とアマテラスは首を横に振った。

「敷しき地ちの外へは出られぬ。オモイカネ曰いわく、結界は神々そのものを封じ込めておくことができるらしくての。この屋敷は真まことの檻おりと化したわ」




　　　　＊




　アマテラスはヘッポコの姿に戻ると人じん永えいの頭の上に張り憑ついた。思えば、屋敷に来てからというものこの重みを感じるのも久しぶりだ。ヘッポコも嬉うれしいのか、鼻歌交じりでご機き嫌げんだ。

　しかし、置かれている状況は極めて深刻である。ヘッポコたち神々はこの屋敷にいる限り偉力を発はつ揮きすることができなくて霊力も徐じよ々じよにすり減らされており、時間を掛けすぎれば最悪の場合存在が消滅するかもしれないから、一刻も早く敷地を出なければならないのに結界のせいで外に出られない。

　鼻歌歌っている場合じゃねえのである。

　続木は一体何者なんだろうか。

　続木の素す性じようが明らかにされない限り事態は泥どろ沼ぬまに飲み込まれ続ける。敵てきであることは間違いないが立ち位置が難しい。反神じん権けん組織のメンバーではないと明言しているがどこまで信用できるか。仮に、組織の一員で結界を張ったのが続木ならば、神様の誘ゆう拐かいはこの屋敷で働き出した頃から計画していたことになる。神々の誘拐を世間に晒さらし、嵐あらしノ宮みや家に罪を被かぶせ、『神権』の基盤を揺らがせることが狙ねらいだ。

　だが、それにしては時間をかけすぎている感はある。わざわざ人永を招き入れる必要はないし、真ま曜ように取り入る必要もない。

　……必要？　もしや狙ねらいは別にあるのか。人じん永えいと真曜を利用する必然性が続つづ木きの思おも惑わくの中にはあるのかもしれない。

「かもしれない、なんて言い出したらきりがないな」

「あい？」

　逆に、背後に組織めいたものがなかった場合でも、続木はやはり信用できない。真曜のためと謳うたって平気でやおよろず神しん議ぎ会かいを強ゆ請すってくる手合いだ。いつ反神じん権けん組織に情報を売りに走るかわからない。

　どちらにせよ、…………真曜が悲しむことにはなるだろう。

　もはや真曜が探している神様なんて二の次である。真曜には悪いが、とにかく今は結けつ界かいとやらをぶち壊こわすことが先決だ。オモイカネがその基点を探さぐって屋や敷しき内を調査しているというので報告を待つしかない。

「けが」

　唐とう突とつに、ヘッポコが労いたわるように声をかけた。

「あ、血が出てんじゃん!?　ったく、さっきおまえに転ばされて擦すりむいたんだぞ」

　前受け身の要領で着いた掌てのひらに擦り傷ができていた。気づいた途と端たんにひりひりと痛み始めた。

「消毒しておくか。救急箱が使用人室にあったはずだ」

　そうして西館の使用人室の扉とびらを開けると、目の前に続木が待ち構えていた。

「ご苦労様です。品しな部べさん」

　今の今まで頭の中で疑っていた人物が不意打ちで登場すると、さすがに言葉が出なかった。続木の視線は頭の上のヘッポコへと注そそがれ、その目を訝いぶかしげに細めた。

「本日はお嬢じよう様が一人きりになりたいとご所しよ望もうでしたので、家庭教師は中止致しました。品部さんは自室で待たい機きしてくださって結構です」

「そ、そうですか。なら、お言葉に甘あまえて」

「お待ちください」

　傷の手当てを諦あきらめて逃げるように踵きびすを返すと、扉を閉め切る前に呼び止められた。

「品部さん、ヘッポコ様をどうしてお連れしているのですか？　お嬢様が塞ふさぎ込まれていることと何か関係があるようにも見受けられますが？」

　口く調ちようは相変わらず丁てい寧ねいだが、だからこそ責められると凄すご味みが宿る。人永は努めて平静を装よそおい笑顔を作った。

「さあ。真曜、……お嬢様に預かっておいてくれと頼まれたので。一人になりたかったからじゃないですか。ヘッポコは関係ないと思いますよ？」

　ヘッポコも「そうそう！」と不自然なくらい相あい槌づちを打つ。続木の目には一切の感情がなく何を考えているかわからない。うまく誤ご魔ま化かせただろうか。

「断っておきますが、お嬢じよう様はやおよろず神しん議ぎ会かいのことを存ぞん知じ上げております。高たか峰みね所長とは懇こん意いの仲ですので」

　小こ町まちも真ま曜ようのことを知っていたので予想はしていた。ということは、

「品しな部べさんがヘッポコ様の従者であると知られれば、すぐにやおよろず神議会の職員であるとお気づきになるはずです。そうなっては、品部さんのことを今後信用してくださらなくなるでしょう」

　身分を隠かくすことは真曜にとって最大の裏切りだったはずだ。悪気が無かったにしろ家庭教師という立場を、真曜の存在を利用したのは消せない事実である。今さらになって罪悪感が込み上げてくる。

「くれぐれもお気づかれにならないようお願いします」

　この発言は果たして真曜のためか、続つづ木きの計画のためか。表情からは読み取れない。

「あと一つ。先ほどのお嬢様のご友人の方はどうなさいました？」

　今度こそ出て行こうとした矢先の質問である。揺さぶりのつもりだろうか。

「あ、ああ、あの子なら帰りました。迎えの車に乗って」

「……そうですか。お引き留とめして申し訳ありません。ゆっくり休んでください」

「失礼しました」

　ようやく使用人室の扉とびらを閉めた。溜ため息いきはヘッポコも同時に吐ついていた。

「へたくそ」

　自室は西館の二階にある。人じん永えいの足音が大理石の床ゆかに響ひびく中、先ほどの問答に対するヘッポコの評価が混じって聞こえた。

「んなこと言ったって。俺おれ、あいつ苦手だよ」

「みなおなじ」

　そりゃ得意な奴やつはいないだろうが、それにしたってヘッポコも挙きよ動どう不ふ審しんだったと思う。

「えんぎ」

　大根め。







　夜になると雨が降り出した。窓を叩たたきつける雨あめ風かぜの勢いは時間を経へるごとに凄すさまじさを増していく。時期はずれの台風とも言わんばかりの天候に、人永は嵐あらしノ宮みや家のお屋や敷しきが俗世から完全に切り離されてしまったのではないかという感覚に陥おちいった。半分は精神的な行き詰まりから来ていることも自覚しているが、屋敷から抜け出せない現状を視角的に思い知らされたようで甚はなはだ不ふ愉ゆ快かいである。雨音がなんとかしてみろと嘲あざ笑わらっているように聞こえる。

　オモイカネの報告を待つ間、何かできることはないだろうか。真ま曜ように会ってすべてを打ち明けて神様探しを手伝わせてほしいと訴えてみるか。しかし誰にもその正体を話そうとせず、誘ゆう拐かいの実行犯である続つづ木きにも明かさない神様のことを、果たして人じん永えいに教えてくれるだろうか。それも素す性じようを隠かくして近づいてきた政府の人間に。

　真ま曜ようの人見知りは政府高官や財界の名士、あるいはその関係者と言った腹黒さに長たけた人間に囲まれて育ったからに他ほかならない。それでも心許せる人間くらいはいただろうが、一度でも裏切りを経験すれば近づく人間に対して疑り深くなるのも仕方がない。まだ十六歳さいなのだ。それこそ世の常つね人ひとの常つねと達観せよ、と言うのは酷こくである。

　世間知らずの箱入り娘むすめならばまだよかった。特殊な環境にいることを認識せずにいられれば姓せいの重みも感じずに済んだはず。だが、特殊であることに気づいた場合、環境そのものが重圧となってのしかかる。真曜の利発さはその意味では不幸だったのだ。

　窓に反射する自分の顔はそんなに醜しゆう悪あくに見えるだろうか。真曜の、あの裏切られたという顔は思い返すだけで胸を締め上げた。

　顔を歪ゆがめた人永の背後で、対照的に笑みを浮かべるアマテラス。

「じ～ん～え～い～」

　猫ねこ撫なで声を出しつつ背中にピタリと密着し、窓越しに人永の顔を覗のぞき込む。

「遊んでたもれ♪」

　せっかくのシリアスが台無しだ。

「何を黄昏たそがれておるのじゃ。似合わぬぞ？　気に病やむことがあるのなら、ほれ、儂わしに相談するがよい。優やさしく慰なぐさめて進ぜようあ痛っ」

「誰のせいで落ち込んでると思ってやがる」

　プール場で真曜に洗いざらい喋しやべったことを言っていた。そりゃアマテラスの話は深刻なもので早いうちに人永の耳に入れておこうとする判断はよかったが、何も真曜の前でしなくてもいい話だ。アマテラスは叩たたかれた頭を押さえ、涙なみだ目めで人永を睨ねめつけた。

「そなたは忘れておる。儂は気が短いでな、ちまちまとされるのは性しように合わぬ。小こ娘むすめの顔色ばかり窺うかがっておっては無む駄だに時間を浪ろう費ひするだけじゃ。いずれバレることならばさっさと明かしてやったほうが小娘のためとなろう」

「あのなあ、小こ町まちさんも言ってただろうが。真曜の機き嫌げんを損そこねたら誘ゆう拐かいのことを反神じん権けん組織に話しかねないって。だから俺おれは慎しん重ちようにやってたんだ」

「ふん。確かに小娘の性格ならばやりかねんが、さて。人永とて小娘が馬鹿でないことくらいわかっておるはずじゃ。感情に任せてお家いえを窮きゆう地ちに貶おとしめる真ま似ねを本気ですると思うか？」

「……思わない」

　真曜にもそれくらいの分ふん別べつはある。神々の捕ほ獲かくを続木にだけ命じているのは事を公おおやけにしないためだろう。やることは大だい胆たんだが目立つことは嫌きらう。その辺、アマテラスとは大違いだ。

「子供扱いしすぎているのかな、俺」

「そうじゃのう。世間的に子供でも出るとこは出ておるぞ？　人永、目移りするなよ？」

　いつもの悪い癖くせで真ま曜ようを口く説どくなと釘くぎを刺さされる。ばかな。相手は高校生だぞ。俺おれは大人おとなっぽい女性が好きなんだ。余よ裕ゆうを表情に浮かべると、アマテラスはにいと嫌いやらしく笑った。

「んふふ。そなたの好みは知っておる。儂わしに惚ほれておることもな。じゃが、余よ所その女に目移りするのが男の性さがじゃ。繋つなぎ止めておくは女の義務か。儂の体の虜とりこにしておかねばならんのう。良い機会じゃ。久方ぶりに契ちぎりを結ぼうぞ」

「おいこら、激しく誤解を招くような表現すんな！　いつ、誰がおまえと契った!?」

「照れるでない。時間ならある。今こ宵よいは朝まで楽しむぞ」

「ば、馬鹿なこと言ってんな!?　さっさとヘッポコの姿に戻れ！　そうでなくても霊れい力りよくを消費するんだろうが！」

　敷しき地ちに施ほどこされた結けつ界かいによって霊力がすり減らされていることは先刻聞いた。にも関わらず、ヘッポコは人目が無い場所ではアマテラスの姿を維持し続けていた。理由を問えば、せっかく豪ごう華かなホテルに滞たい在ざいしているのだから堪たん能のうしないのは損、というふてぶてしいものだった。大富ふ豪ごうのお屋や敷しきもこいつにかかればホテル呼ばわりである。

「偉力は出せぬが霊力の消費はさほど苦ではない。心配せずとも一晩くらいは保もつじゃろう。体力には自信があるでな」

　人永ににじり寄ってその手を掴つかむと、アマテラスは掌てのひらにできた擦すり傷に舌したをチロチロと這はわせた。舌したの感かん触しよくがくすぐったく、同時に傷口に染しみてゾクリと背筋が震ふるえた。上うわ目め遣づかいに人じん永えいを見み遣やり、蠱こ惑わく的てきに舌した舐なめずりする。

　あまりに官能的なアマテラスに思考が停止するも、すぐに手を振り払はらって逃げるように一歩後ろに下がった。

「ばっ、馬鹿！　何考えてんだ!?」

「んふふ、愛うい奴やつじゃ。この程度で狼狽うろたえておっては身が保たぬぞ？　───んむ？」

「大体だな、今はそんなことしてる場合じゃないだろう!?　オッサンにだけ働かせているのも悪いし、俺おれたちも何かできることを考えて、──って、どうかしたか？」

　なぜかアマテラスはキョトンとした顔で己の体を見下ろしている。次いで、首を傾かしげて人永を見つめた。

「そなた、……一体」

　数秒間見つめ合って、人永の顔が見る見るうちに紅こう潮ちようしていく。

　口を開けば誤ご魔ま化かしも利いて自制を保てるが、無言で見つめられると否いや応おう無しにアマテラスの美び貌ぼうに気づかされてしまう。

　なおも呆ぼう然ぜんとするアマテラスであったが、人永はとりあえず誘ゆう惑わくから逃れようとわざとらしく窓を振り返る。

「あ、あー、すごい雨だなあ。これじゃあ外を出歩けないなあ」

　出歩く気などさらさらないが、何か喋しやべっていなければ雰ふん囲い気きに呑のまれそうである。無言で見つめてくるアマテラスが窓に反射して背後に映っていた。目が合ってドギマギする。

「そういえば、昨さく夜やのこのくらいの時間に真ま曜ようが外を出歩いていたんだっけ。あいつ、一体何してたんだろうな？　ヘッポコは何か知ってるか？」

「………」

　──なんとか言えよ、頼むから。これって、もしかして新たな策さく略りやくか？

「……あれ？」

　何気なく中庭に視線を落としたとき、人影を視界の隅すみに捉とらえた。昨夜と同じように、ネグリジェ姿の真曜が周囲を警けい戒かいするように歩いていた。

「傘かさも差さずにどこ行くつもりだ、あいつ」

「敷しき地ちの中じゃ。どこへ行こうと勝手じゃが、少し不可解じゃのう。あれではまるでこそ泥どろじゃな」

　肩かた越ごしに覗のぞき込んできたアマテラスに心臓が跳はね上がる。至し近きん距離から笑みを溢こぼす。

「んふふ、何やらきな臭くさいのう。追うかよ？」

　いつものアマテラスだ。人じん永えいは視線を外し、大おお袈げ裟さに首を縦たてに振るのだった。

　アマテラスはヘッポコの姿に戻ると人永の頭に飛び乗り、コロコロ笑いながら「しゅっぱつ！」前方を指差す。心はすでに冒険気分である。自室を抜け出し、足音を極力潜ひそめながら玄げん関かんホールへと向かった。

　玄関の扉とびらを開けて外に出ると、横よこ殴なぐりの暴風に襲おそわれた。予想以上に激しい風力に傘を差すことが難しい。濡ぬれるのも覚かく悟ごして急いで中庭に回ると、身を屈かがめて歩く真曜がいた。目的地はどうやらプールが入っている別べつ邸ていのようだ。何もわざわざ外から行かずとも昼間みたいに西館を渡って直接屋内から入ればいいのに、なぜこんな人目を忍しのぶ真ま似ねをするのだろう。俄が然ぜん、興味が湧わいた。

　不意に、いつもの幻聴が耳に届いた。どこからともなく響ひびく悲鳴のような声。真曜を追うごとにその声が近くなる。

　初めて見る別邸の外観は屋や敷しきと同じくゴシック式で、体育館のようなものを想像していたのだが、遙はるかに格式の高そうな建築である。パーティ会場にも使われるためかそれなりの格好が必要なのだろう。真曜は建物の入り口を目指さずに迂う回かいして裏手へと回った。

　そこが終点であるらしい。真曜は立ち尽くしてその先にある空間を凝ぎよう視しする。

　建物の脇わき腹ばらに二メートルほど下る階段があり、そこには錆さびた鉄てつ扉ぴが暗くら闇やみに沈んでいる。おそらくはプールの管制室か建物全体の配電室、──物置という可能性もある。何にせよ、隠かくし部屋と言えるほど大袈裟でもない部屋の鉄扉を見下ろして、真曜は躊躇ためらうように足を踏み出した。錆びた鉄扉に掛かった南なん京きん錠じようを解かい錠じようすると驚くほど音もなく扉が開く。真曜がその中に身を滑すべらせたのを確認し、すぐさま鉄扉に駆かけ寄った。

　真曜に気づかれぬよう三十秒数えた後、扉を開けた。ゆっくりと中を覗き込むと、そこには長い通路があり、機械の作動音だろう、奥から重低音が振動となって響ひびいている。やはりここは管制室か、それにしては随ずい分ぶんと長い通路である。真ま曜ようの姿がなかったことからすでに奥まで進んだのだと思う。建物の中心部にまで伸びていると思われる通路を人じん永えいは足音を殺して進んだ。

　通路はやがて突き当たりを左に折れた。人永は背を壁に預け、光が漏もれる左手通路を頭だけで覗のぞき込む。地面から生はえた大小様々なパイプが天てん井じようへと伸び、這はい、四方へと分散する──そこは管制室であった。よくわからない機械がごちゃ混ぜになったような空間で、仕切りがないので「室」と呼べるか甚はなはだ疑問であるが、一ひと際きわ大きい達磨だるまのような機械が中央を占せん拠きよしているせいで奥行きがどれほどあるのか見て取れない。

　真曜の姿は無い。きっとさらに奥に進んだはずだ。そして、そこに何かがあるのだ。でなければ、こんな蒸むし風ぶ呂ろのような場所に好き好んでくるはずがない。ヘッポコが「あちい」と茹ゆだる。さっさと出よう、と額ひたいをペシペシ叩たたかれるが、そういうわけにもいかなかった。

　不意に、ぞわり、と背せ筋すじが凍こおった。初めて続木つづきを見たときのような、あの感覚に襲おそわれる。パイプに触ふれないよう注意をしながら奥を目指した。ざわつく肌はだは何の前触ぶれか。人永の感覚はヘッポコにはわからないようで、心配そうに額を撫なでられた。

「かえろ？」

　ヘッポコの制止を無視しながら歩を進ませる。機械の障しよう害がい物ぶつを超えて先にある光景に思わず目を見開いた。

「──」

　息を呑のんだのは目の前に現われた真曜の背中だ。手で口元を押さえ、わなわなと肩かたを震ふるわせている。

「真曜、それ、なんだ？」

　振り返り、真曜は人永を見てさらに驚きよう愕がくする。次第にその顔は親に悪戯いたずらがバレたときのばつの悪いものに変化し、俯うつむいて視線を逃した。

「どうしてここにいますの？　さっさと戻りなさい」

「質問に答えろッ！」

　怒ど鳴なり声が管制室全体に響いた。真曜は石のように固まり、ヘッポコもまた唖あ然ぜんとして身動きが取れない。怒鳴った人永自身その声量には驚いている。

　けれど、怒り心しん頭とうなのもまた事実。

　真曜の背後、そこにはククリを閉じ込めているものと同じ檻おりが上に四段重なり横に列を成して置かれてあった。中に閉じ込められているのはもちろん神様だ。軟なん禁きん部屋にいた神様ではない。解放されていたはずの神々がそこにいるのだ。

　人永は再度問い直した。

「ソレは、なんだ？」

「わ、わたくしにも、わかりませんわ……ッ！　だって、こんなの……」

　神と呼ぶには難しい、歪いびつな形をした黒い塊かたまりが蠢うごめいている。元の形がどういったものであったか判然としないが、人間や動物などではない、歴れつきとした神々である。その証しよう拠こに、

「大おお神かみ様っ」

　一番手前の檻おりに入っているのは数日前に目の前で誘ゆう拐かいされた大神様だった。人じん永えいは真ま曜ようを押しのけて檻に飛びつき、力なく伏せっている大神様に呼びかけた。

「大神様、無事ですか!?　目を開けてください！　大神様っ！」

「じんえい！」

　ヘッポコが大おお慌あわてで人永の頭から跳ちよう躍やくすると、そのままアマテラスに変身した。人永を後ろから羽は交がい締じめにして檻から離す。

「馬鹿者っ！　下へ手たに刺激するでないわ！　こやつらはもはや悪あく神じんに成りかけておる！　小こ娘むすめ、貴様、知っておったな!?　なぜこのようなことをした!?」

　ヘッポコの変身に唖あ然ぜんとしていた真曜は、突然の詰きつ問もんにすかさず首を横に振った。

「し、知りません！　本当ですわ！　だって、こんな、続つづ木きは何も言ってませんでしたのに!?」

「この場所を知っておったではないか！　毎夜ここに様子を見に来ていたのではないのかよ!?」

「違いますわ！　つ、続木が夜よ更ふけにこの場所を訪れているのを前に見かけましたの。だから、人ひと気けのない深夜を見計らって確認しに来ただけですわ」

　アマテラスはあっさりと納なつ得とくし、つまらなげに鼻を鳴らした。

「ふん。小こ娘むすめもあやつに利用されておったというわけじゃ。どうせ、捕とらえた神々はすぐに元の神社に解放しているとでも言われて誑たぶらかされていたのじゃろうて」

　言葉を無くしたのはアマテラスの言うとおりだからだろう。人永は二人の会話を聞いている間も大神様を窺うかがっていた。やつれたように見えるのは錯さつ覚かくではないはずだ。他ほかの神々もどこか見覚えがあるのに、一回り小さく醜みにくい容よう貌ぼうに変わっていて判然としなかった。大神様が原型を留とどめているのは誘ゆう拐かいされてから一番日が浅いためだろう。

　不意に、大神様が目を覚ました。上体を起こし、歯を剥むいて真曜を睨にらみつける。

『人間めッ！』

　低く唸うなるような声が真曜を射い貫ぬく。動けない真曜に目に見えた呪のろいを吐はき出した。

『去いねッ！』

　言こと霊だまが青い光となって真曜に襲おそいかかる。人永が真曜を庇かばって言霊を直じかに受け止めたのは、アマテラスが声を上げたのと同時のことだった。

「この阿あ呆ほうがっ！」

　真曜を抱かかえたまま派は手でに吹き飛ぶ。壁に激突し、苦く悶もんに顔を歪ゆがめる。

「せ、先生!?　どうして、」

「小こ娘むすめ！　人じん永えいを抱かかえてこの場から脱だつ出しゆつじゃ！　時間を稼かせぐ！　そこを動くでないぞ！」

　言いつつ、アマテラスは人永に駆かけ寄り、人永の腕うでを掴つかんで顔を近づけた。

「許せよ。緊急事態じゃ。そなたの魂たましいの一部を貰もらい受ける」

　人永の指先を歯で噛かみ切る。流れる血を舌したですくい舐なめ、残ざん忍にんな笑みを浮かべた。

「よもや人永にこのような変態があるとは思わなんだわ！　んふふふは！　摩ま訶か不思議じゃが、この際僥ぎよう倖こうとするかのう！　──誰に牙きばを剥むくか下げ郎ろうっ！　我が名はアマテラスじゃ！　大人おとなしゅうしておくがよいわ！」

　瞬しゆん間かん、後ご光こうが弾はじけた。神聖な光に当てられたせいか、大おお神かみ様はおろか檻おりの中で蠢うごめくモノたちも縛しばりつけられたように固まった。

「小娘、人永の足を持て！　行くぞ！」

「え、あ、はい！」

　残光が地下室を照らしつけている隙すきに、二人は人永を抱えて外へと飛び出した。







　西館ではなく東館を選んだのは続つづ木きと鉢はち合あわせしないためである。必然的に真ま曜ようの部屋に駆かけ込むことになり、人永は真曜のベッドに寝かされた。

「ふむ。大事ない。霊れい力りよくに当てられて体が驚いておるのじゃろう。しばらく安静にしておれ」

　アマテラスに診しん察さつされている間も、真曜は俯うつむいたまま一言も発しなかった。

　地下室で見た光景。あれは、続木の真曜に対する明確な裏切りであった。そこにどのような思おも惑わくがあろうとも、隠かくし事をされていたことは真曜にショックを与えたようだった。

　人永も混乱していた。結けつ界かいに加えて神々を監かん禁きんしていたのだから、続木が敵てきであることは確定した。しかし、そうなるとこれまでの前提が崩くずされる。続木をシロと断じていた理由が人永を頼ったことによるからだ。反神じん権けん組織のメンバーであるならば、対立する人永をわざわざ屋や敷しきに招まねく必要などない。……何が何やらわからなくなった。

　続木は何を企たくらんでいるのだろうか。

　あるいは、真曜は何か知っているのではないか。そう思い、頭を起こして真曜を見ると、真曜は肩かたを抱だいて小刻みに震ふるえていた。

「──くちゅん」

　可か愛わいらしいくしゃみが響ひびいた。若じやつ干かん顔を赤らめた真曜は誤ご魔ま化かすように立ち上がると人永の傍そばに近づいた。

「先生、服をお脱ぬぎになって。濡ぬれたままでは風か邪ぜを引きますわ」

　構わず服を脱がしにかかる真曜を手で抑おさえた。

「い、いい！　自分でやる！　それより、真曜も風ふ呂ろに入って着替えろよ。冷えたままだとおまえも風邪を引く。俺おれは大だい丈じよう夫ぶだから」

　どちらかと言えば真ま曜ようの体の方が冷え切っていた。アマテラスに目め配くばせすると、渋しぶ々しぶと頷うなずいてくれた。

「あい、わかった。小こ娘むすめ、儂わしにも着替えを用意せよ。時間が惜おしいでな、一緒に沐もく浴よくじゃ」

「え、ちょっと、なぜ貴女あなたと!?　きゃ────────ッ」

　強ごう情じようを張るであろう真曜を有う無むを言わせず連行する。

　黄色い声が浴室を満たした。

「ッッッ、な、なんで、そんなところ触さわるんですの!?　キャッ、揉もむな────っ！」

「よいではないか。儂わしが触ふれるなぞ有り難いことと知るがよいわ。ふうむ、思ったとおり体型は儂に近いようじゃな。これならば、んふふふふ」

　なおも「よいではないか」が木霊こだまする。思うように体を動かせない人じん永えいは、服を脱ぬぐのも億おつ劫くうでタオルで体を拭ふくに留とどめ、浴室に目を向けてちょっとだけ寂さびしい気持ちになった。

　風ふ呂ろ上がり。真曜の私服を借りたアマテラスはまるで良いところの令れい嬢じようと言った趣おもむきで、真曜と並んでも遜そん色しよくがない。ワンピースの袖そでを摘つまんで嬉うれしそうにくるくる回っている。

「良い代しろ物ものじゃ。小娘、この服儂にくれぬかよ？」

「……差し上げますわ。………………悔くやしいくらい似合ってますもの」

「そうじゃろう。よければ他ほかの服ももらってやるぞ？　サイズは合うでな。遠えん慮りよするでない」

「勝手になさったら！」

　裸はだかの付き合いを経たせいか、なんとなく二人の仲が緩ゆるいものになっていた。洋服を着たアマテラスは着物時とは違い、若じやつ干かん幼く見える。人永と目が合い、含み笑い。

「どうじゃ？　可か愛わいいかろ？」

　不覚にも赤面する。そっぽを向くようにアマテラスから視線を外した。ちくしょう。

　──可愛いじゃねえか。

　と、気を緩ませている場合ではない。人永はなんとか上体を起こし、窓を流れる雨の雫しずくをぼんやりと見つめる真曜に声をかけた。

「真曜。もう気づいていると思うけど、俺おれはやおよろず神しん議ぎ会かいの職員で高たか峰みね小こ町まちの部下だ。ここへはヘッポコを、誘ゆう拐かいされた神々を取り返しに来た。……騙だまして悪かった」

「……」

「続つづ木きに依頼されたんだ。真曜が探している神様のことを聞き出すことができれば神々を解放するって条件つけられて。大した学がくもないのに家庭教師をやっていたのはそのためだ。なあ、教えてくれないか。神々を誘拐してまで探している神様ってなんなんだ？　真曜にとってそれほど重要なことなのか？」

　それでも口を開かない真曜に、アマテラスが補足する。

「小娘が一言この一件から身を引くと宣言すれば、続木の悪あく行ぎようも半ばで崩くずれるかもしれぬ。奴やつが何を計画しているかは知らぬがな。小娘はまんまと続木に利用されておったのじゃ、意い趣しゆ返がえししたくば儂わしらに協力せい」

　窓がガタガタと風にぶつかる。風の勢いが増す一方で雨は完全に止やんでおり、追うべき雫しずくを見失った頃、真ま曜ようはゆっくりと振り返った。

「……続つづ木きが何を考えていようと関係ありませんわ。わたくしはわたくしで彼を使っていたのですから。お互いさまですわ」

「それは違う。あいつはおまえの想いに便びん乗じようしただけだ。その証しよう拠こに、あいつは地下室のことを黙だまっていた。真曜に嘘うそを吐ついて、真曜に責任をおっ被かぶせてやがった。俺おれはあいつを許さない。真曜、おまえが探している神様の名前を教えてくれ。力になれるかもしれない」

　続木にこれ以上神様を誘ゆう拐かいさせないためにも。口実さえなくなれば続木は止まらざるを得ないはずだし、これまでの行いを続木に糾きゆう弾だんすることもできる。

　真曜の逡しゆん巡じゆんは一時間にも及んだ。沈ちん黙もくの中、人じん永えいの意識が眠ねむりに落ちる寸前に、真曜はようやく重い口を開いた。

「この名を口にすれば、もしかしたら会えなくなるかもしれないと思いましたの」

　首を傾かしげたのは人永だけで、アマテラスは「なるほど」と顎あごを掻かいた。

「願がん掛かけじゃろう。言こと霊だまは現象を引き寄せる力と引き離す力を併せ持つ。やたら滅めつ多たに口にすると想いは軽くなり、願いは逃げていくものじゃ。が、それをコントロールできる人間はそうはおるまい。小こ娘むすめのそれは単なる杞き憂ゆうじゃ。心配せずとも人永が見つけ出す」

　俺かよ、と苦笑する。まあ、真曜がどうしてもと言うのならやぶさかではない。

　真曜は一つ頷うなずき、決意を込めた顔を人永に向けた。

「わたくしが探している神様の名は、────オモイカネ。そう言いますわ」

　人永とアマテラスは派は手でにずっこけた。






　　　　　幕間　　其の弐










　小お父じ様が屋や敷しきを訪れるとき、わたくしは庭先で小父様を待ち伏せするようになった。

　神様だと自ら語ったその老人は本当に本物の神様だった。わたくしに『変身』を見せては驚かせ、──秘密です。内ない緒しよにしてくださいね、とおどけて笑う。

　わたくしは雛ひなが親鳥について回るように小父様の後を追った。その甲か斐いあって、小父様はお父様との大事な会談以外の時間をわたくしに使ってくれた。構ってほしい、と無自覚に訴え続けたわたくしにいつも優しく接してくれたのだ。

「名前ですか？　まあいいのですが、誰かに言っちゃ嫌いやですよ？」

　小父様は真ま名なを思兼神オモイカネと言った。誰にも秘密なのは、よくわからないけれど大人おとなの事情らしかった。その「誰にも秘密」をあえて教えてくれたのが嬉うれしくて、わたくしは小父様の真名を誰にも言わなかった。もちろんお父様にも。

　神様に興味を持ったわたくしは関連する本を読み漁あさった。オモイカネが実はすごく有名な神様だと知ってますますその世界にのめり込んだ。

　思兼神──知恵の神様。その他ほかにも演出・脚本の神様としても有名だ。求められれば人間の世界に介かい入にゆうし、いろんな人間に化けてその人の物語じんせいを軌き道どう修正するという。それは古典にはない小父様だけの特技らしく『変身』しやすくするために顔無しになったと聞いたときは、おどける小父様の意に反して、わたくしは言葉を失った。

　顔無しになった。それはつまり、当たり前の話だが、小父様には顔無しになる以前はちゃんと本来の顔があったということだ。

　本当の顔を見せてと一度だけせがんだことがある。そのとき小父様は軽く首を振り、ほんのわずかだけ寂さびしげに目を細めた。

「私に個性は必要ありません。そうあれと生み出された神様ですからね」

　その夜、わたくしは自室で泣いた。どうして小父様に惹ひかれたのか、ようやくわかった。

　わたくしと小父様は同じなのだ。

　他人から求められた形に当て嵌はめて、本心とは別の自分を演じている。嵐あらしノ宮みやという姓せいがオモイカネという名前に置き換わっただけの話。本当の顔を、弱い心をひた隠かくして評判どおりの「ワガママお嬢じよう様」を演じ続けている。プライドで塗り固めて自身を追い込み身動きすらできない。まるで人形だと思い、ならば人形たりたいと願った。人形のように操あやつられるだけの能なしならば傷つくこともなかったから。

　思い上がりと自覚しつつ、小父様を哀あわれに思った。そうすることで自分を慰なぐさめていたのだ。心優しい小お父じ様ならばきっとわたくしを理解してくれる。小父様はわたくしの鏡だ。

　──本当のわたくしを理解してくれる「人」なのだ。

　ずっと傍そばにいてくれたら、と願った。

　十六歳さいの誕生日。お父様がお屋や敷しきで盛大にパーティーを催もよおしてくれたが、あまり嬉うれしくなかった。近づく者は皆一様に似たような世せ辞じを吐はく。その中に本心を語る者は果たしてどれほどいただろうか。

　噂うわさされるのには慣れているが、晒さらし者にされるのだけは嫌いやだった。気分が悪くなったとパーティを途と中ちゆうで抜け出したのは、半分は本当で、半分は口こう実じつだった。どうしようもなく泣きたくなってお屋敷に戻ると、当然のように小父様がそこにいた。

「……よく頑がん張ばりましたね」

　頭を撫なでられて、我が慢まんしきれずに小父様の胸で泣いた。小さな子供のようにわんわんと。

　やがて泣き止やんだわたくしに、小父様は赤ん坊をあやすように、

「これ、バースディプレゼントです。気に入って頂けるといいのですが」

　懐ふところから髪かみ留どめのカチューシャを取り出した。千せん差さ万ばん別べつある髪飾りの中でもっとも無ぶ難なんなものを選んだところが小父様らしい。きっとわたくしに似合う物をと思って手に入れたのだろうけど、女の子は好みにうるさいから無難にならざるを得なかったのだろう。

「センスありませんわね」

「これは手て厳きびしい。貴女あなたの御お髪ぐしはそれだけで綺き麗れいですし、もっとおしゃれな髪飾りをお持ちでしょうから、あえてシンプルな物を選ばせてもらいました。受け取ってはくれませんか？」

「いいえ。とても嬉しいですわ。ありがとう。今までで一番、素す敵てきな贈り物です」

　それは等身大のわたくしを見ていてくれている証あかしだった。

　決して高価な物ではない。でも、真心は感じ取れた。

「小父様ったら誰にでもこういうことなさるの？」

　特別でありたいと願う気持ちと小父様を独占したいという醜みにくい心が口に出た。不安げに見上げると、小父様は穏おだやかな笑みを湛たたえていた。

「お嬢じようさんは私と仲良くしてくださった初めての人間ですから。特別です」

　その言葉がとても嬉しい。

　打算も下した心ごころもない、誰かにとっての「特別」は、きっと生きる糧かてになり得るのだ。

「小父様に出会えてよかった」

「私も貴女に会えて嬉しく思いますよ。──さて、来年はどんなプレゼントがいいですかね？」

「くす。もう来年のお話？」

「いえ、これからずっと。毎年、悩みの種たねになりそうです」

　──ああ、ずっと傍にいてくれるんだ。

　そう思ったら涙なみだがまた溢あふれ出た。小お父じ様は急に泣き出したわたくしに慌あわてふためいて、見当違いなことを謝り続けた。そんな小父様の仕し草ぐさがおかしくて、可か愛わいくて、温かくて、涙が止まらない。

　友情でも恋愛でもない不思議な感情。小父様に対する信頼は、そのままわたくしの自信となって返ってきた。

　小父様の前でだけは『嵐あらしノ宮みや』の姓せいを忘れられる。わたくしはわたくしのままでいられる。いていいのだと許される。

　それが何よりも嬉うれしかったのだ。

　そしてそれが、何よりの、バースディプレゼントだ。
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　皆様は「のっぺらぼう」という名の妖よう怪かいをご存じでしょうか。

　古くから語られる怪かい談だんの中でも代表的な妖怪でございます。その正体は諸説ございますが、多くの場合のっぺらぼうは人を驚かす悪戯いたずらをするのみで別段害はございませぬ。人々の噂うさわに上り、嘘うそか真まことかと囁ささやかれ、それらを陰から眺ながめて笑っていたのかもしれませぬ。そう考えますと、どこか微ほほ笑えましくも感じられますなあ。

　けれど、こうも思うのです。人間のフリをして人間を驚かす所しよ業ぎようは、のっぺらぼうにとっては存在を証明する唯一の手段だったのではないかと。人間のフリをしても顔が無いために怯おびえられ、あるいは追い払はらわれたことでしょう。ならば、人間に接するには驚かす他ほかありませぬ。のっぺらぼうは、もしかしたら、ただただ人間と仲良くなりたかっただけなのではないでしょうか。

　ここに思兼神オモイカネ様を探す少女がおりました。

　本来の顔を隠かくして人間に紛まぎれる思兼神様を見つけ出すは至し難なんであり、また権けん謀ぼう術じゆつ数すうに長たけた彼かの神を出し抜くことも難しい。それでも、少女は禁きん忌きさえも侵おかして思兼神様を見つけ出さんと努力なさっておいでです。

　少女が思兼神様を追い続けるは如い何かなる理由でございましょう。

　懸けん命めいに探し続ける少女をご覧らんになって、のっぺらぼうはその顔にどのような感情を浮かべていらっしゃるのでしょうか。






　　　　＊




　夜が白しら々じらと明け始めた早朝に、人じん永えいは目を覚ました。

　窓の外は昨さく晩ばんの嵐が嘘うそのように静まりかえっている。

　真ま曜ようの部屋。ベッドに仰あお向むけで眠ねむっていた。天てん蓋がいの裏側をぼんやり見つめていると、傍かたわらから小さな寝息が聞こえてきた。横を向くと、真曜が体を抱だき込むようにして眠っており、反対側ではヘッポコがヌイグルミの姿で高いびきを掻かいている。

　全身からだるさは抜けていない。大おお神かみ様から受けた言こと霊だまの影響か、体に力が入らなかった。軽く嘆たん息そくし、呆ぼう然ぜんと虚こ空くうを見つめる。だが、人永の瞳ひとみには別の影が映っていた。

　ほんの数時間前に見た真曜の涙なみだを思い出していた。







　オモイカネ、と真曜が口にした瞬しゆん間かん、人永とアマテラスは呆あつ気けに取られていた。探すも何もない。しょっちゅう顔を突き合わせている神様である。それどころか、この屋や敷しきにまで潜せん入にゆうしているのだ。結けつ界かいのせいで外には出られないはずだからまだどこかに潜ひそんでいるに違いない。

　声をかければ出てくるかもしれない、と思い、人永は真曜に笑いかけた。

「その神様のことだったら──、」

「知ってはおるが、どこにおるかまではわからぬな。なるほど。あやつを探すとなると一苦労じゃのう」

　言葉を遮さえぎられた。驚いてアマテラスを見ると、諌いさめるような視線とぶつかった。それも一いつ瞬しゆんのことで、アマテラスはすぐに真ま曜ように向き直った。

「儂わしは天アマ照テラスじゃ。知ってのとおりオモイカネとは旧知の間あいだ柄がらじゃが、何な故ぜ小こ娘むすめはあやつを探しておるのじゃ？　理由如何いかんによっては探してやってもよいぞ」

　真意を質ただすアマテラスの顔つきは厳きびしく、情は感じられなかった。

　…………そうか。遅まきながら気づいた。真曜が信用できないからこんな質問をしているわけではない。逆だ。オモイカネが姿を現さない理由こそ斟しん酌しやくするべきなのだ。オッサンのことだからきっとここでの会話を物陰から聞いているはずで、真曜が「オモイカネ」と真ま名なを口にしてもなお現れないのには何かしらの事情があるはずだった。

「真曜はオモイカネと面識があるのか？」

　俯うつむくように小さく頷うなずいた。

「……オモイカネに伝えたいことがありますの。言こと伝づてでは駄だ目め。直接本人に、わたくしの口から言わなければならないことですわ」

「言いたいことがある、と。ただそれだけのために無関係の神々を巻き込んでおったのかよ。なんとも呆あきれた話じゃな」

「わたくしは嵐あらしノ宮みやです！　わたくしが神様を捕ほ獲かくしていると知れば、オモイカネもすぐにやって来てくれると思いましたのに！　オモイカネは嵐ノ宮家とは深い関わりがありますから」

　これにはアマテラスも初耳らしく、「あの阿あ呆ほう」と不ふ愉ゆ快かいそうに舌した打うちした。

「深い関わりってなんだ？」

「……先生には関係ないことですわ。お家いえの秘密ですのでおいそれと口にはできません」

　まあいい。きっと事情があるのだろう。それよりも、真曜の目的を把は握あくすることはできた。

「つまり、真曜とオモイカネを結ぶその間に続つづ木きが入ったことで混乱が起きてしまっているわけだな。あいつがシャーマンでなく、ただの人間だったなら」

　それこそ真曜は小こ町まちを頼ってやおよろず神しん議ぎ会かいを訪れていたかもしれない。使用人が予想以上の働きをしてなおかつ従順であったとしたら、他人に頼らず自ら探し出したいと思うのも無理はない。嵐ノ宮の姓せいを背負う真曜ならなおのこと秘密を抱かかえ込むだろう。

「……わたくし、続木のことは最初から信用しておりませんわ」

　ただ騒さわぎを起こしてオモイカネを召しよう喚かんしたかった。だから、続木に探させている神様の真ま名なを伝えなかったという。皮肉にもその処置が続木をつけ上がらせる結果となった。

「あいつは一体何を企たくらんでいるんだ？　神様を地下に閉じ込めて、それを真曜にも黙だまっているなんて」

「それは奴やつに直接問い質ただせばよいことじゃ。しかし、すぐに動くわけにはいかぬ。ここには奴の結けつ界かいが張られておる。儂わしらではどうすることもできん」

　シャーマンである続つづ木きに対抗する手段がなかった。神々を人ひと質じちに取られたこの状況でうかつに手を出せば何をされるかわからない。神様に為なす術すべがなければ、あとは──。

「わたくし、警察に話します」

　人じん永えいが今まさに思い浮かべたことを口にしていた。敷しき地ち内だと神様は偉力を発はつ揮きできず逃走も難しい。けれど、人間相手ならば霊れい的てきなものを縛しばるための結界なんてなんの拘こう束そく力りよくも持たない。警察を呼び寄せ、続木を誘ゆう拐かい犯はんとして捕つかまえれば神々も即時解放されるだろう。

　だが、それは、

「待て！　それだけは止やめてくれ！　嵐あらしノの宮みや家が神様の誘拐に関わっていたなんて知られたら大変なことになる！『神じん権けん』の危機だ！」

　もちろん財力と権力でもって事件そのものを無かったことにもできるだろう。しかし、それでも確実に情報は外に漏もれる。警察も上を見上げれば官かん僚りよう機構であり、どこに反神権思想を持つ人間がいるかわかったものではないのだ。

「でも、でも！　続木に利用されて、わたくし…………っ！」

　唇くちびるを噛かみしめる。真ま曜ようは、ともすれば泣きそうな表情でベッドに駆かけ寄り人永に縋すがった。

　そこにある痛みの種類を人永は理解してしまった。責任や罪悪感の重みももちろん覚えているのだろうが、真曜が一番呵か責しやくを覚えることは続木に付け入らせた自分の心の弱さである。

　真曜は、続木を、信用していたのだ。

　真曜が続木とどんな日々を送っていたのかは知らない。けれど、続木に命じるときの真曜の迷いの無さは信頼の表れであったし、人永を何度も続木と言い間違えたのはすでに心が依い存そんしていたからだ。築き上げた信頼と絆きずなはそれまでの日々が決して不幸なものではなかったという証明に他ほかならず。

　その想いを容た易やすく裏切った続木に怒りを覚えた。

　無意識に伸びた手が真曜の頭を強く撫なでていた。

「真曜のせいじゃない。誰もおまえを責めたりしない。そりゃあやり方は褒ほめられたもんじゃないが、本当に運が無かったのはおまえを叱しかってくれる人が傍そばにいなかったことだ。それは真曜の責任じゃない」

　遠えん慮りよのない撫で方にされるがままの真曜が、一ひと際きわ大きく瞳ひとみを見開いた。

　続木への一方的な信頼の上に胡座あぐらを掻かいたのは真曜の弱さが原因だ。けれど、それを十六歳さいの女の子にどうして責めることができようか。

「神様を無事に助け出して、世間にも誘拐のことは秘ひ匿とくにする。それさえできればすべて丸く収まる。全部片付いたそのときは、おまえは親おや父じさんや小こ町まちさんにたくさん怒られろ。それでチャラだ。もちろん俺おれも叱ってやる。大だい丈じよう夫ぶ、心配するな。あとは俺に任せろよ。続木のこともちゃんと殴なぐっておいてやるから。あいつは誰が相手でも利用しようとする悪い奴やつだ。仮に真ま曜ようがオモイカネを探していなくたって、あいつは別の誰かを利用して同じことをしているはずだ。間違いねえよ。────だから、」

　どんな慰なぐさめを吐はいても起きた事実は覆くつがえらない。だから、言うべき言葉は限られた。

「真曜が傷つくことはない」

「────っく、ひぐ、う、う、うぐっひっく」

　ぼろぼろ涙なみだを零こぼしても、懸けん命めいに声を押し殺す。ひたすら頭を振って頷うなずき、傷つくまいと努力する。

「いい子だ」

　褒ほめられた。だから、これは嬉うれし泣きだ。言い聞かせ、真曜は人じん永えいの胸に飛びつき泣いた。

　アマテラスはふて腐くされたようにそっぽを向いて、人永に甘あまえる真曜を無視してくれた。

　いつしか真曜は泣き疲れ、そのまま寝入ってしまった。

　──なあ、オッサン。見てるか？　せめて姿だけでも現してくれよ。真曜はあんたに会いたくてこんなに頑がん張ばったんだからさ。

　この心の声がオモイカネに届くと信じて、人永も眠ねむりに落ちていった。







　身じろぎする気配につられて再度横を向くと、目を覚ました真曜がばつの悪そうな顔で苦笑した。

「おはようございます、先生。お加減は如何いかがですか？」

「……悪くないけど、体に力が入らない。もうしばらく寝ていたいかな」

「なら、わたくしも付き合いますわ」

「ばか。学校があるだろう。休む気か？」

　土曜日。本来ならば休日であるはずなのに、真曜が通う華か月づき学園では半日授業が行われている。壁にかかった時計を見ると、すでに午前八時を指していた。目を覚ましてからこんなに時間が経たっていたのかと驚いた。それとも気づかぬうちに二度寝していたのか。

「こりゃ遅刻コースだな」

「いえ、今日は欠席致しますわ。こんな、泣き腫はらした顔で登校なんて死んでもごめんですわ」

　思わず笑ってしまった。さすがはお嬢じよう様だ。ワガママっぷりは健在で、それが少しだけ人永を安心させた。

「それに、明日あしたはわたくしの誕たん生じよう日びでしょう。準備がありますから今日は大人おとなしく屋や敷しきに籠こもっていますわ。使用人たちもその方が都合がよいでしょうし」

　同意を求める真曜に対し、人永は目が点になる。相互に噛かみ合わない視線は真曜から解とかれ、肩かたを竦すくめる。

「まさか、ご存じなかった？」

「初耳だ」

　真ま曜ようの十七回目の誕たん生じよう日びである。そんな大切なイベントなら一度聞いたら忘れるはずがない。知らないということは誰も教えてくれなかったということであり。

「はあ。続つづ木きの先生に対する評価がよくわかりましたわ。使用人は来らい賓ひん客きやくをおもてなしするために朝から大わらわで、猫ねこの手も借りたいほど忙いそがしくなると言いますわ。先生に黙だまっていたということは頭あたま数かずに入れられなかったのでしょう。……無ぶ様ざまですこと」

　ひどい言われようだが、真曜は楽しそうにくすくす笑った。その笑顔もそうだが、続木の名前をあっさりと口にしたことにも驚きだった。真曜の心はすでに整理がついているらしく、続木のことも一使用人として割り切って語っている。

　──強いな。いや、だからこそ「嵐あらしノの宮みや真曜」なのか。

　傷つくなと命じられた真曜は精一杯傷ついていない自分を演じるのだろう。吹っ切れたように見せているだけかもしれないが、真曜が望んで笑うのならばそれでいいと思う。

「なら、母の命めい日にちのことも知らないのでしょう？」

「はは……おや？」

「ええ。わたくしのお母様。十年前、わたくしの誕生日の翌日に亡くなりましたの。体が弱くて社交の場も得意じゃないくせに、わたくしのお披ひ露ろ目めパーティには強引に出席して。お医者様のお話ですと本当は長くなかったらしいのですが、わたくしのためにとご無理をなさったんです。だからわたくし、自分の誕生日がお母様を殺したみたいで若じやつ干かんトラウマですの」

　事ことも無げに話す。真曜にとっては隠かくすことのほどでもないらしく、人じん永えいに聞かせているのも下へ手たな同情を誘さそわないための牽けん制せいなのかもしれない。

「そんなこともあってお父様はどんなに忙しくても毎年必ず誕生日と命日には家に帰ってきますの。わたくしのトラウマも承知で、だからこそ天国にいるお母様を安心させるためにも強引にパーティをお開きになるの。パーティーはお父様が取り仕切っていますわ。唯一の楽しみとか言って、逃げ出そうとするわたくしを泣いて引き留とめなさるのよ。そんなやり取り、使用人たちも見たくないでしょう。だから、今日お屋や敷しきに籠こもっていると皆が安心するんですわ」

　呆あきれたように父親を語る真曜の顔には親愛が見え隠れしている。

　しかし、パーティーそのものには不快感を露あらわにしていた。気き遣づかわれたり同情されたりするのは不得意で、かといって腫はれ物に触さわるように接せられるのも癪しやくに障さわる。パーティーには来賓も多く出席するのだろう。上うわ辺べだけで人付き合いをする真曜が逃げ出したくなるのも無理はない。

　とはいえ、パーティーの開かい催さいは決定済みで、しかも本番は明日あしたなのだ。真曜が覚かく悟ごを決めているならば、人永が今さらどうこうと口出しすることではない。

「……あー、誕生日プレゼント、買ってない。悪い」

「当たり前でしょう。今知ったのにどうして用意できますの？　先生からは何も期待していませんわ。それに、毎年山のように贈おくられますから、本当は少ない方がありがたいんですの」

　そうか。いや、でもなあ。女の子の誕たん生じよう日びを聞いたからにはプレゼントの一つでも贈らないと気が済まない。人じん永えいは天てん井じようを見つめながらプレゼントのことを考えていると、真ま曜ようは起き上がってベッドから降りた。

「……早く起きないと続つづ木きが様子を見に来ますわ。お休みすることを伝えてきます。先生はゆっくりなさっていてください。今日一日、わたくしのベッドを使っていても構いません」

　髪かみを掻かき上げ指で梳すき、お決まりのカチューシャを付ける。出て行こうとする真曜に呼びかけた。

「真曜。ヘッポコを連れていけ」

　いびきを掻くヘッポコを持ち上げて放り投げる。涎よだれをまき散らしながら飛ぶヘッポコが見事に真曜の腕うでに収まった。すげえ、滑かつ空くうしたくせにまだ起きないでいやがる。真曜はそんなヘッポコの憎にくたらしい寝顔を見て微ほほ笑えんだ。

「続木がおまえに何かするとは思えないけど、そいつも一応神様だ。それも最強最悪のな。用よう心じん棒ぼうにはもってこいだ」

「……なら、先生が連れていた方が、」

「俺おれは一人でも平気だからな」

「───」

　真曜はヘッポコをギュッと抱だきしめると、踵きびすを返して扉とびらへと歩いて行く。出て行く寸前、「キザですわね」と怒ったような声で言われた。素直に「ありがとう」と言えない天あまの邪鬼じやくなところは慣れてみると確かに可か愛わいいものであった。

　一人きりになって時を数える。五分ほど経過したところで声をかけた。

「いるか？　オッサン」

「はい。ここに。品しな部べさんには気づかれていましたか」

　天てん井じよう裏うらか壁の隙すき間まか、どこからともなくオモイカネの声が聞こえてくる。姿を現さずともこの部屋に潜ひそんでいるに違いないとカマをかけてみたら当たりだった。

「……どうして真曜を避さけるんですか？　というか、なんで姿見せないんです？」

　いつものオッサン面づらで執しつ事じの格好をして現れるものとばかり思っていたのだが、屋や敷しきに潜せん入にゆうしてから一向に音おと沙さ汰たがなかった。ヘッポコには会っていたらしいけど。

「アマテラス様にも姿をお見せしていませんよ。無ぶ礼れいながら声だけで対応させて頂きました。厄やつ介かいなもので、ここでは偉い力りよくを発はつ揮きすることができません。だから私、隠かくれちゃいました」

「真曜はあんたを探してたんだ。努力に報いてやることくらいしてください」

　探し人がすぐ近くにいるのに会えないなんて、第三者からすればものすごく歯は痒がゆいのだ。適当な理由だったら許さないぞ、と口く調ちようを強める。

　オモイカネの声は相変わらずすっ惚とぼけていた。

「品しな部べさん、ここ最近体の様子がおかしいことに気づかれていますか？　私が姿を見せない理由も含めて、ぜひお伝えしたいことがありましたので伺いました」

　人じん永えいはぱくぱくと口を開く。てっきり言い訳が来ると思い反はん駁ばくしようと待ち構えていたところを、別の話題に飛んだので咄とつ嗟さに声が出なかった。

「…………どうぞ」

「ありがとうございます。では早さつ速そく。品部さんは遠くにいる神様の声を聞くことができる体になっていますよね？　日頃の貴方あなたの挙きよ動どう不ふ審しんはそこから来ていると思うのですが、……どうなんです？　違いますか？」

　またも呆あつ気けに取られる。最近悩まされていた幻聴の正体を（想像はしていたが）神様の声であると断じてくれた。

「そ、そうです！　やっぱりこれ、神様の声だったんだ。……………………迷めい惑わくな」

「ぼそっと本音を漏もらしちゃ嫌いやですよ。──話は変わりますが、昨さく夜や、別べつ邸ていの地下より脱だつ出しゆつする際、アマテラス様は後ご光こうを差して荒れる神々を沈ちん黙もくさせました。なぜだと思います？　なぜ後光を使うことができたのでしょうか？」

「なぜって、何が？　だって、それはあいつの得意技だろ？　これまでも何度も見てるし」

「お忘れですか？　結けつ界かいを張られたこの敷しき地ち内では偉い力りよくを発はつ揮きすることができないのです」

「あ」と間の抜けた声が出た。

　霊れい力りよくと偉力は別物である。霊力というのは、神々にとっての生命力、もしくは体力と言ってもよい。その身を存在せしめるエネルギーなのだ。霊力は霊れい気きを得ることで補充され、霊気は霊れい脈みやくと呼ばれる川から吸い上げることができるらしい。

　一方、偉力とは、霊力を転換させて外に放たれた力を指す。人間に与える神しん徳とくがこれにあたる。偉力の種類は神々によって異なり、アマテラスならば「後光」、カグツチならば「炎ほのお」という具合に神様のアイデンティティに関わってくる。神位の上下は偉力の差で決まるらしい。

　言うなれば、神は霊力の量と偉力の質で構成されている。そして、その質こそが神々にとって己の存在意義と同意なのである。

　昨夜、アマテラスは確かに後光を差した。それはつまり、弾たま詰づまりした拳けん銃じゆうが奇き跡せき的に発はつ砲ぽうできたようなもの。間かん一いつ髪ぱつの状況だったのであまり深く考えていなかった。

「アマテラス様は貴方に何かしませんでしたか？」

「……そういえば、血を舐なめられた気がするな」

　絆ばん創そう膏こうが貼はられた指を見み遣やる。アマテラスに噛かまれた痕あとはいまだくっきりと残っていて絆創膏の下に隠かくされている。

「あいつのことだからいつもの奇行だと思ってましたけど、意味があったんですか？」

「あります。いやあ、こればかりは私も想像しておりませんでしたが、なんというか今回ばかりは大変好都合な変態っぷりです。品しな部べさん、貴方あなたはとことん幸運な方だ」

　変態と言われて眉まゆを顰ひそめる。直後に「体質が作り替えられたという意味ですよ。性せい癖へきのことではありませんから安心してください」となぜか慰なぐさめられる。

「どういうことですか？」

「落ち着いて聞いてください。憶おぼえていますか？　以前、貴方が瀕ひん死しの重体に陥おちいったとき使用したスクナビコナの神しん薬やくを。あのとき貴方の内臓はとにかくボロボロで本来ならば死んでもおかしくなかった。それを神薬の効果で体の隅すみ々ずみまで再生したのです」

　それは、今クローゼットの中で眠ねむるククリを現げん界かいさせたときの一件だ。ククリたち神々に殴なぐり飛ばされた折、オモイカネが持っていた万能薬のおかげで一命を取り留とめたのである。

「神薬は読んで字の如ごとく『神の薬』です。本来、神々に対して有効である薬を人間である貴方に使ってしまった。その効力は凄すさまじいもので、怪け我がを完かん治ちさせるどころか貴方の体を丸ごと作り変えちゃったみたいなんです」

　完全に他ひ人と事ごとのような口く調ちようでオモイカネは結論を出す。

「どうやら今の品部さんはシャーマンの資質が開花し、その上神様にとっての『お薬』になっちゃったみたいでして。…………傑けつ作さくです」

「ぅおい!?　傑作ってなんだ、傑作って!?　オッサン、楽しんでるだろ!?」

「そこそこには。ですので、昨さく夜やのアマテラス様は品部さんから『お薬』を頂ちよう戴だいして、無理やりにですが偉い力りよくを放出することができたというわけです。いやあ、大変興味深い。ここから出られたなら真っ先にスクナビコナに報告したいものです。品部さんも晴れてシャーマンになれるわけですし、良いことずくめですな」

　唖あ然ぜんとした。両手を掲かかげてよく見てみると、見慣れたはずの体の一部分がまるで他人のもののように感じてしまう。夜な夜な睡すい眠みんを邪じや魔ましてくれた幻聴はすべてこれが原因だったのか。シャーマンの資質と聞いても嬉うれしくもなんともない。

　むしろ、不快だ。

「元に戻せ」

「無理です」

　予あらかじめ用意されていたかのように即そく答とうされる。本当に無理なのかどうか怪しいところだ。

「いいじゃないですか。シャーマンの資質なんて欠片かけらもなかったんですから。アマテラス様が憑ついていたことで耐性があったのでしょう、神様受けする体になれたのですから今後はシャーマンの真ま似ね事ごとくらいはできるようになるでしょうし、神様探しも随ずい分ぶん楽になるはずです」

「……せめて神様の声を聞こえなくする方法はないんですか？　このままじゃノイローゼになりそうですよ」

「修行次第ですね。その能力は憑ひよう依いの中でも最もポピュラーな『託たく宣せん』です。メジャーすぎて面白みのないところが実に品部さんらしい。尊敬しちゃいます」

「いちいち嫌いや味みを言うな！　くそ、なんてこった…………っ！」

　やおよろず神しん議ぎ会かいに就職してからこっち、いつでも辞職するつもりでいたのだ。神様の『お薬』になっただけでもショックなのにシャーマンの力も手に入れてしまうなんて。この世界にずっぽりと足を踏み込んで引き返せなくなってしまったような危機感を覚える。ああ、俺おれだけは普通の人間でいたかったのに。

「品しな部べさん、泣かないでくださいよ。今泣きたいのはこっちなんですから」

　そういえば、まだオモイカネが姿を現せない理由を聞いていない。前置きが長く重くなりすぎたためにもはやそっちはどうでもいいように思えた。

「結けつ界かいのせいで神々は偉い力りよくを発はつ揮きできない。そこなんです。私の偉力はご存じの通り『変身』です。いつでもどこでも人間に化けておりました。しかし偉力を発揮できない今、私は真の顔を晒さらしているわけなんです。姿を見せたくないのはそういうことです。私は素顔を見られることを嫌きらいますので」

「気にすんなよ、そんなこと。化け粧しようを落とした女みたいなこと言いやがって」

　ふて腐くされて言葉遣づかいも乱暴になる。しかし、オモイカネはいたって真ま面じ目めに口にする。

「たとえアマテラス様であっても私の素顔を見ることは許されません。これは思兼神オモイカネである私にとっては死活問題なんです。真ま曜ようお嬢じようさんがいくら私に会いたいと言っていても叶かなえてあげることはできません」

「───」

　……ようやくオモイカネが言わんとしていることが見えた気がした。

　偉力が使えず人前に顔を晒せないオモイカネと、神しん薬やくの効果を持ち偉力を発揮させる体を手に入れた人じん永えい。真曜にオモイカネを会わせたいならば、その身を犠ぎ牲せいにしろと言っているのだ。

　真曜の誕たん生じよう日びは明日あしただけど、プレゼントくらいフライングしてもいいだろう。

「いいですよ。俺おれの、血？　でよければ差し上げますよ。それで真曜に会ってくれるなら、」

「何言ってんですか。嫌いやですよ、会いませんよ。どうして私があの娘むすめに会わなければならないんです？」

　互いにキョトンとした声を出す。

「は？」

　おいおい待て待て。ここは普通、感動のご対面に繋つながる伏線の場面のはずだろう。オモイカネは人永に頭を下げ、真曜もオモイカネに会えて感動し、犠ぎ牲せいになった人永に感謝するのだ。そういう筋書きじゃないのか脚本の神!?　ええ!?

「私が言いたいのはですね、さっさとこの屋や敷しきから出て行きたいので品部さん頑がん張ばってねという応援です。結界の基点は発見できましたし、これからそれらを壊こわして回ろうと思いますが、しかしどこも人目がつきそうな場所でして、決行するには闇やみに紛まぎれる深夜がいい。結界を壊せばさすがに続つづ木きにも私の存在が知られるでしょう。あの男が再び結界を敷く前に、品部さんには地下に閉じ込められた神々を救出してほしいのです。やり方はお任せします。今夜決行しますので心の準備を。──では、ご健闘をお祈りします」

「待てこら！　勝手に話を終わらすな！」

　下がっていく気配を感じたので慌あわてて引き留とめる。迷めい惑わくそうに、

「なんですか、私も忙いそがしいんですよ。用件があるなら手短にお願いします」

「あんたなっ、真ま曜ようのことはどうするんだ!?　聞いたぞ。オッサンは嵐あらしノ宮みや家と懇こん意いの仲だって言うじゃないか。義理くらい立ててもいいんじゃないか？」

　盛大に溜ため息を吐はく音がした。オモイカネには珍めずらしく苛いらつきを見せている。

「大きなお世話です。私にもいろいろあるんです。くだらない話には付き合いきれません。では、失礼」

　今度こそ気配が消えていった。呼びかけてみても、もう返事は来ない。

「……どうなってんだ？」

　真曜がオモイカネに言いたいこととは何か。オモイカネが真曜に会いたくない理由とは何か。

　考えてみても部外者には到底わかるはずもなく、大きなお世話と言われたことがあまりにもショックで人じん永えいはいじけた。寝た。




　　　　＊




　高たか峰みね小こ町まちから連絡が入ったのは昼時を過ぎた頃だった。

　できるだけ誰にも気け取どられないように屋や敷しきを出てくるように。そのように言われて首を傾かしげながらも、人永は本調子に戻らない体を引きずって屋敷を出た。

　門を潜くぐり、敷しき地ちを出てから再び携帯を取り出して小町に繋つなげる。電話口から小町の指示を聞き、屋敷から二百メートルほど離れた道の角を曲がると、見慣れた白のポルシェが一台停車していた。駆かけ寄ると、運転席側のドアガラスが開き、小町が顔を出した。

「乗って。少し話があるの」

　助手席に乗り込み、車は静かに走り始める。

　小町の車に乗るのは二度目だった。一度目はやおよろず神しん議ぎ会かいに就職して間もない頃、駅まで送ってもらったことがある。小町と高級車の組み合わせが様さまになっていて感動し、そんなに儲もうかる仕事なのかとも思い鼻息を荒くしたが、小町は苦笑気味に、

「わたしのお給料だけじゃ維持するのでやっとよ。これは頂いた車なの」

　小町の謎なぞが深まった最初の出来事だった。

　そんなことを思い出していると、小町はバックミラーを注意深く確認しつつ口を開いた。

「続つづ木きのことでわかったことがあります。正確には、彼に情報を提供していた人物を特定することができました。内通者は文もん科か省の高官で、反はん神じん権けん思想の持ち主でした。さらに背後関係を明らかにした後に告発するつもりです」

「──ということは、続木も反神権組織の一員ってことですか？」

「いえ、そこまではわかりません。協力関係を結んでいるだけなのかもしれない。動機は思想か、お金か。どちらにしろ、『神権』を揺さぶろうとすることには変わりありませんけど」

　小こ町まちの報告を受け、人じん永えいも昨さく夜やの出来事と、心の中で詫わびながら真ま曜ようが探していた神様がオモイカネであることを打ち明けた。小町の表情が普段からは想像もつかないほど厳きびしいものに変わっていた。

「薮やぶを突いたおかげで蛇へびどころかとんでもない大物が出てきそうね。これは、政財界に激げき震しんが走るかもしれないわ」

　何かに気づいたらしい口く調ちようは、しかし多くを語らなかった。しばらく黙もつ考こうしながら車を走らせ、やがて人永を外に呼び出した理由を口にした。

「明日あしたがなんの日か知ってる？　真曜さんの誕たん生じよう日びよ。毎年、嵐あらしノ宮みや家ではパーティが開かい催さいされて、裏では各界の著ちよ名めい人が融ゆう資しや情報を都合する場としても使われているわ。わたしも招しよう待たいされています」

「え？　じゃあ小町さんも来るんですか？」

「ええ。それで、じんえい君には事前に知らせておこうと思ったの。電話だと誰かに聞かれる恐れもあるし、屋や敷しき内の声を続木が盗とう聴ちようしていないとも限らないから。じんえい君はその辺り警けい戒かい心しんが薄うすいみたいですし」

　ざっくりと非難される。確かにそこまで考えは及ばなかったが、小町の用心深さから事の深刻さが窺うかがえた。しかし、警戒すべきことが漠ばく然ぜんとしていて腑ふに落ちない。

「続木がパーティで何かを起こす可能性があるってことですか？」

「そうよ。彼が反神権思想に与くみしていて、しかも神様を手しゆ中ちゆうに収めている。神様の誘ゆう拐かいを暴ばく露ろして嵐ノ宮家に責任を被かぶせるには明日ほど都合の良い日はないわ。オモイカネ様のことが続木に知られていないのは不幸中の幸いね。わたしの考えが正しければ、神様の誘拐以上の爆ばく弾だんになる恐れがあるわ。知恵の神様と懇こん意いの間あいだ柄がらにある財ざい閥ばつなんて、事情はどうあれ良くないことしか思い浮かばないもの」

『神権』を提唱した嵐ノ宮家が、裏では神様の知恵を借りて事業を興おこしていた。そのように解釈できてしまうのだ。真しん偽ぎなどこの際どうでもいい。反神権組織からすればこれ以上ないスキャンダルである。

　政財界に疎うとい人永にも容易に想像がついてしまったのだ。世論を刺激するにはこの上ない爆弾に違いない。

「誘拐の件は続木のせいにすればどうにかできそうですけど、オッサンのことは難しいですね。──そうか、だからオッサンは真ま曜ように会うのを避さけているのか」

「他ほかにも事情があるのかもしれませんけどね。顔を見せたくないと仰おつしやっているのも本心でしょうし。とにかく、じんえい君には多少無理をしてもらわないといけないわ。オモイカネ様の言うように、明日あしたまでに屋や敷しきにいるすべての神様を解放することはできますか？　続つづ木きにとってのカードは事前に取り除のぞいてほしいのよ」

　信号で止まり、横断する人間を眺ながめながら考える。

　続木に悟さとられずに檻おりの鍵かぎを盗ぬすんで地下の神々を解放する。同時に、オモイカネが結けつ界かいを解くのも待たなければならない。解放しても敷しき地ちから出られなければ意味がないからだ。時間とタイミングが勝負である。

　そして、万が一にも備える必要があった。

　信号が青に変わり、発車する。小こ町まちはハンドルを切って屋敷に引き返すルートに乗った。

「大変かもしれないけれど、できれば真曜さんには関わらせないであげて。あの子のことだから責任感じていると思うし」

「……わかってます。真曜には内ない緒しよでやりますよ。それより、小町さんにもちょっと協力して頂きたいことがあるんですけどいいですか？」

　万が一の備えを提案する。小町は話しを聞きながら、徐じよ々じよに呆あきれ顔になっていく。

「……また、手間の掛かることを思いつくわね」

「真曜の親おや父じさんと連絡はつきました？」

「まだよ。大きな商談中らしくて、秘書の方が警けい戒かいしているのよ。──わかったわ。今日中になんとかしてみます。『神じん権けん』と嵐あらしノの宮みや家の危機ですもの。そのくらいの備えは必要よね」

「ありがとうございます！」

「……じんえい君、くれぐれも気をつけてね。続木にとっても明日は勝負どころかもしれないわ。何をされるかわからないから」

　最初の場所で降ろされ、カモフラージュのために近くにあった自販機でタバコを購入した。小町はそこまで見届けると、「頑がん張ばってね」と口にして去って行った。







　屋敷に戻ると真曜が玄げん関かんで待ち構えていた。

「どこに行っていたんですの!?　わたくしに断りもなく！」

　腰こしに手を当てて仁に王おう立だち。口く調ちようこそ怒っているが、その顔はどこか拗すねているようにも見えた。詰きつ問もんされたことよりそっちの方が腰を引かせた。

「あ、タバコ、買いに行ってたんだ」

　ほら、と用意しておいた言い訳を口にしながらタバコの箱を見せた。真曜はそれをちらりと一いち瞥べつし、納なつ得とくいかない面おも持もちで、

「タバコくらい他ほかの使用人に買いに行かせればいいでしょう！？　先生はわたくし付きの使用人です！　どうしても自分で買いに行きたいのでしたら、まずわたくしに外出の許可を申し出るのが筋ではなくて!?」

　人に買いに行かせるのはともかく、真ま曜ようの言うことは正しい。主従関係がある以上、真曜に断りを入れて然しかるべきである。しかし、体調を崩くずした人じん永えいを素直に外に出してくれるのならば黙だまって床とこを抜け出す真ま似ねはそもそもしちゃいないのだ。真曜もその辺わかっているからこそ目くじらを立てている。

「……勝手な行動は慎つつしんでくださらないかしら。病人は大人おとなしくしていなさい」

　不安にさせたのかもしれない。続つづ木きの裏切りに気づいたばかりで心が安定していないのだ。もぬけの殻からとなったベッドを前にして真曜が何を思ったのか想像に難かたくない。今度は人永が──、と疑われても仕方がなかった。

「悪い。心配させたか？」

「べ、別に心配していたわけではありませんわ！　主人が使用人の健康に配はい慮りよするのは当然のことです！　これで倒れられたりでもしたらわたくしの沽こ券けんに関わりますもの！」

　ありゃ。もしかして、本当に体を気き遣づかわれただけなのか。そっぽを向く真曜の顔は耳まで赤い。どうやら、真曜に黙って姿を消したことを咎とがめられているわけではないらしい。

　人永を、信用してくれている。

「ありがとう」

「な、何がですの？」

「体なら大だい丈じよう夫ぶだ。どこも痛くないし、気分も悪くない。今日からまた家庭教師再開だな」

「っ、遊ぶだけの教師ならいりませんわ！　大体、先生が来てからというもの勉強が疎おろそかになっていますの！　全部が片づいたらっ、……先生は元の職場にお戻りください」

　事情を察したときからこの関係が長く続かないと悟さとっていたようだ。人永とてずっと真曜のお世話をするつもりもなかったが、いざ口にされると一いち抹まつの寂さびしさを覚えてしまう。

　すべてが片付いたら──神々を解放し、続木と決着をつけたそのときは、人永が屋や敷しきを去るときだ。

「けど、それまではおまえの先生だからな」

　頭に手を乗せて撫なでつけると、払はらいのけられた。

「き、気安く触さわるんじゃありませんわ！　わたくしを子供扱いしないで！　っ、そ、そうですわ！　先生に来て頂きたかったの！　こっちにいらして！」

　羞しゆう恥ちに顔を赤くして、動転し、それを取り繕つくろうかのように焦あせりながら人永の手を引いた。ここまで感情を露あらわにした真曜を見るのは初めてだ。素すの真曜が見られたのだから喜ぶべきなのだろうが、頑かたくなさが取れて子供っぽさだけが残ったのだとしたらそれはそれで不安になる。真曜を柔やわらかくしようと奮ふん闘とうしていた手前、誰だれ彼かれにでも隙すきを見せる令れい嬢じように変えてしまったのではないかと後悔も過よぎる。

　ずんずんと憤ふん懣まんやるかたない様子で行き着いた場所は、東館三階の一室である。そこがなんの部屋であるか人じん永えいは知らない。真ま曜ようは振り払はらうように人永の手を離し、大きく呼吸してドアをノックし、返事も待たずに中へと入った。

　向かって正面の椅い子すに座っていたアマテラスは人永と目が合うと席を立った。

「おおっ、ようやく来たかよ！　待ちくたびれたぞ！　小こ娘むすめよ、一体どこまで探しに行っておったのじゃ？」

「……先生が無断で散歩をなさっていたものでしたから、見つけるのに苦労しましたわ」

「そうかそうか。そなたも落ち着きのない男じゃのう。大人おとなしく体を休めておればよいものを。──ん？　なんじゃ？　何を驚いておるのじゃ？」

　驚く。そりゃ驚く！　腰こしをフリフリ近づいてきたアマテラスはなぜか白のチャイナドレスを着ていた。金きん糸しで縫ぬわれた竜りゆうが踊おどるその胸元はふくよかな丸みを際立たせ、ざっくりと切り上がったスリットからは太ももをこれでもかと晒さらし、そこから伸のびる生なま足あしはドレスの色に合わせたハイヒールと相あい俟まって普段よりも白く綺き麗れいに映えた。着物姿のときとはひと味違う魅み力りよくがある。直視できずに顔を赤らめる人永を、アマテラスは鼻で笑う。
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「新しん鮮せんじゃのう。人永が儂わしを見て照れておるわ。何度も言うておろうが。服飾一つで女はいくらでも変わるのじゃ。そなたは普段より儂に服を買わぬと誓ちかっておるようじゃが、その考えを改めるつもりはないかよ？　そなた好みに儂わしを着せ替えてもよいのじゃぞ？」

　手に持った小こ洒落じやれた扇子せんすをパチンと閉じ、艶つややかに流し目を人じん永えいに向けた。抗あらがいがたい誘ゆう惑わくに膝ひざを屈くつしかける寸前、真ま曜ようがわざとらしく咳せき払ばらいする。こほん。

「先生、ここは衣装部屋ですわ。明日あしたのパーティで着る服を選んでいましたの。エミリエンヌはその服がお気に入りのようですわね」

「エミリエンヌと呼ぶなと言うておろうに。……まあよい。儂の美しさを際立たせられる服はこれ一着しかなかったわ。あとは小こ娘むすめに似合いの幼よう稚ちなものばかりじゃ」

「なっ！？　失礼ですわね！　ここにあるのはどれも世界に名を轟とどろかす一流デザイナーが仕立てた物ばかりですわ！　エミリエンヌの目が節ふし穴あななんですわ！」

「たとえ一流であっても小娘をモデルにしたところで作れる服など高たかが知れるというものじゃ。自身を省かえりみてから物を申せ、未み熟じゆく者め」

「～～～～～～～～～～～～～っ」

　大変仲のよろしいようで、人永はその甲か斐いあってアマテラスの魅み惑わくからなんとか解放される。改めて室内を見渡すと、横に果てしなく長いハンガーラックに洋服がぎっしりと掛けられていて、それがさらに五つも並び、広い空間を埋うめ尽つくしている。着替えるスペースは奥にあるカーテンの仕切りで確保してあるだけで、姿すがた見みと裁さい縫ほう用ようの作業台がある以外は殺風景な、あくまでも衣装の収納にのみ特化された部屋である。これらすべて真曜の私服か。ということは、

「そのチャイナドレスも真曜の私物か？」

「ち、違いますわ！　あれはお父様が勝手に取り寄せたものでわたくしの趣味ではありませんわ！」

　実の娘にスリットの入ったチャイナドレスを贈おくるなんてどんな親おや父じだ。いやに親近感を覚えるのは気のせいか。

「どんどんイメージとかけ離れていくな、真曜の親父さん。ぜひ会ってみたいよ。明日あした帰ってくるんだろ？　一年ぶりに」

「ええ。例年でしたら前日には帰ってきているはずですけど。嵐あらしノ宮みや家の養子になる前から海外でお仕事をなさっていたから、当主になった今でも日本にいる期間が短いんです。性格も子供っぽいし脳天気だから娘の嗜し好こうなんてすぐに忘れるんですわ。……そこが憎にくめないところでもあるんですけれど」

　そう言って、真曜は複雑な顔をする。居心地悪いのか「着替えてきます！」と宣言してカーテンの中に消えていった。

「なあ、なんで俺おれ呼ばれたんだ？」

「せっかく着飾るのじゃからな、殿との方がたから褒ほめ言葉の一つも欲しいと思うが女の心理よ。まあ、儂は何を着せても似合うでな。端はなから世せ辞じなど求めておらぬ」

　大した奴やつだと思う。それでこそ女王様の貫かん禄ろくか。

　不意に、アマテラスに詰め寄られ耳元で囁ささやかれた。

「今宵こよい、そなたは地下へ行くのじゃろう？　オモイカネに聞いたわ。一人で平気かよ？」

　アマテラスの双そう眸ぼうが不安を訴えていた。人じん永えいの内面までも見み透すかしたような瞳ひとみに息を呑のむ。

「続つづ木きは儂わしらが地下のことを知っておると気づいているはずじゃ。昨さく夜や、儂らは小こ娘むすめの後を追って偶然にもあの場所を見つけた。が、どうにも胡う散さん臭くさい。一年近くかけて築いたものがこうも都合よく露ろ見けんするはずがない。続木は初めから小娘に見せるために夜な夜な地下室に通っていたと見るべきじゃ」

　それは人永も考えていた。これまで暴かれずにいた秘密が、人永がやって来てからドミノ倒しで暴かれ始めた。過か剰じようすぎた神々の誘ゆう拐かい、地下室の監かん禁きん、反神じん権けん組織との関連性。それは、人永というファクターが介かい入にゆうしたことで暴ばく露ろされたとも考えられるが、いかにも神経質そうなあの男がそんな隙すきを見せるとは到とう底てい思えない。そもそも人永を屋や敷しきに迎え入れたのは続木である。人永を使うことで為なせる目的があるべきなのだ。

「……罠わなだろうな。あいつが何かしでかすとしたら明日あしただろうって、みんな考える」

「その前日の晩に敵てきの切り札を取り除のぞかんとするは当然のことよ。十じつ中ちゆう八はつ九く、罠を敷いておるはずじゃ。が、座して待てるほどの余よ裕ゆうがこちらにない以上、やはり今宵虎こ穴けつを行く他ほかない。なんじゃ、続木め。初めからこれが狙ねらいであったかよ」

「目的はわからないけど、俺おれをどう利用するつもりなのか興味あるな。──でも、神様を助けるにも肝かん心じんの鍵かぎがない。あの檻おり、頑がん丈じようそうだからきっと壊こわせないだろうし。地下室に行くきっかけがないんだよな」

　まさか続木が都合よく目の前で鍵でも落としてくれるのか。わざとらしすぎる。

「……お膳ぜん立だては整っておるぞ。ほれ」

　アマテラスは胸元から（なぜそんなところに？）黒光りする細長い鍵を取り出した。

「ククリを閉じ込めた檻の鍵じゃ。真ま曜ようから預かっておったのじゃ。檻はすべて同じ型らしくてな、鍵もこれ一つで十分じゃ」

　参まいった。これで筋書きは完かん璧ぺきになってしまった。──神様を助けにやって来た人永は、偶ぐう然ぜん神様が閉じ込められている場所を突き止め、偶然檻の鍵も手に入れた。さあいよいよ救出に出発だ。タイムリミットは明日あしたのパーティが始まるまで。はたして人永は続木に悟さとられることなく無事神様を救い出すことができるのじゃろうか」

「変なナレーション入れんな」

「癇かんに障さわるのう。罠とわかっておっても行かねばならんとは、ここまで計算されておったか」

「さあな。あいつにしてみれば、俺が行こうが行くまいが案外どっちでもよかったはずなんだ。反神権思想に則のつとれば続木はすでに目的を達成しているんだから」

　やはり、人永を誘おびき出すことに意義があるのだ。神々の誘ゆう拐かいを嵐あらしノ宮みや家に被かぶせたいのであれば、わざわざ人永を屋や敷しきに招まねく必要はなかったのだから。この日のために続木も何らかの仕掛けを用意しているはずだ。

「これで今夜神々をあっさり解放できてしまったら笑い話じゃな。続つづ木きが何を企たくらんでおるか知らぬが、そなたも当然策さくを練っておるのじゃろう？」

「失敗したときの保険くらいはな。できれば今夜中に片を付ける。おまえは真ま曜ようの傍そばにいてやってくれ。俺おれにもしもがあれば、そのときはおまえが助けに来てくれ」

　アマテラスはそれまでの不安げな表情を一いつ掃そうし、人じん永えいの頬ほおにキスをする。「御ご利り益やくじゃぞ♪」可か愛わいらしく首を傾けた。

　そのとき、カーテンが荒々しく開いた。真曜は（あたかも）抱だき合っている（ふうに見える）二人に憤ふん然ぜんと近づき、何か言ってやろうと口を開きかけるも、途と端たんに複雑な顔をして視線を泳がせた。

「い、いちゃいちゃしないでくださるかしら」

「え、──あ、違うっ！　これは違うぞ、真曜！　俺おれたちは別にそういう関係じゃない！」

　慌あわててアマテラスを引き離すと、真曜だけでなくアマテラスにもじと目を向けられる。いかん。真曜の前ではストイックで頼れるお兄さんを演じていたかったのに。どうにか言い訳しようと頭を働かせるが何も思いつかない。

　つい、と真曜に袖そでを摘つままれた。

「……あまり熱心に言い訳されるのも癪しやくに障さわりますわ。それよりも、他ほかに言うことはありませんの？　その、……わたくしの服、おかしくありません？」

　ピンク色の膝ひざ丈たけパーティードレスである。肩かた口ぐちと腰こしにリボンが咲き、フリル仕様のスカートの裾すそがふわふわと揺れる。清せい楚そ可か憐れんなお姫ひめ様と言った趣おもむきで、アマテラスとは真ま逆ぎやくの魅み力りよくに溢あふれていた。そわそわと人永の言葉を待つ真曜の頭を軽く撫なでた。

「うん、よく似合ってる。お姫様みたいで可愛いよ」

　ぱあっと表情を明るくした刹せつ那な、唇くちびるを尖とがらせてそっぽを向いてしまった。

「どうせ子供っぽいとか思っているんでしょう。いいんです。わたくし、エミリエンヌのように大人おとなじゃありませんから」

　人永は首を傾かしげてアマテラスを見た。「何か失敗したか？」と視線で訴えると、アマテラスはやれやれと肩を竦すくめるのだった。




　　　　＊




　アマテラスは自身を学友と騙かたって真曜と同じディナーの席に着いた。着物姿ではなく、真曜からもらったワンピース姿のアマテラスは真曜と同年代に見えなくもない。

　続木は真曜の傍そばに立ち用心深げに場を観察するが、それが取りも直さず続木への監かん視しにもなった。真曜の「学友」を警けい戒かいするあまり続木とアマテラスは幾度も目が合い、しかし何気ない所しよ作さで互いに偶ぐう然ぜんを装う。豪ごう華かな料理に舌した鼓つづみを打つアマテラスの正面で、なぜか一番緊きん張ちようしている真ま曜ようの箸はしは進まない。

　人じん永えいはそんな食堂の実じつ況きようを、自室で、姿を見せないオモイカネから聞かされている。

「アマテラス様の正体を感づかせてはまずいのですが」

　続つづ木きはまだアマテラスがヘッポコであると気づいていないはずだ。

「あいつが言い出したんだからどうしようもないですよ。大だい丈じよう夫ぶですって。真曜にはとにかくフォローに回ってもらって、少しでも続木を引き留とめておかないと」

　時刻は夜の八時。普段より遅めの夕食なのは少しでも夜よ闇やみを深めるための悪あがきだ。その甲か斐いあって、使用人にとっての主な仕事はディナーの後片付けが最後となり、あとは見回りの不ふ寝しん番ばんしか残されない。

　人永は今日一日を体調不良で休ませてもらっている。続木が真曜の傍かたわらに立つのはそのためだ。

　動くなら今だ。続木がアマテラスに気を取られているうちに、オモイカネは結けつ界かいの破は壊かいを、人永は神々の解放を目指して立ち上がる。

「何度も言いますが、私は品しな部べさんに何があっても助けに出ることはできません。それだけは肝きもに銘めいじていてくださいね」

「ま、最悪死ぬようなことはないでしょう。続木に見つかったとしても逆に聞きたいことがありますから、とにかく地下室には俺おれ一人で十分です」

「段取りはさっき説明した通りです。品部さんは神々を解放することを最優先に考えてください。では、後ほど」

　オモイカネの気配が消えた。人永もまた音を立てずに部屋を出て、周囲に注意を払はらいつつ速やかに玄げん関かんまで移動して外に出た。

　明日あしたパーティー会場となる別べつ邸ていは深く影を落とし、まるで巨人が居い眠ねむりしているかのようにひっそりと夜明けを待っていた。裏手に回ると、管制室に繋つながる鉄てつ扉ぴがどういうわけか青白い光を放って闇やみ夜よに浮かんで見えた。くすねておいた鍵かぎで南なん京きん錠じようを外し、なんの躊躇ためらいもなく扉とびらを押し開けた。気持ちが昂こう揚ようしている。聞こえてくる怨えん嗟さにも似た神々の声が、今なら理解できる、助けを求めていた。

　長い通路を抜け、管制室を埋うめ尽くす機械を乗り越えて、再び悪あく神じんになりかけている神々と対面する。大おお神かみ様はまだ原型を留とどめていて、少しだけ安心する。

　背後から声がした。

「ようこそ。品部人永さん、隙すきだらけです」

「────っ!?」

　振り向く間もなく、容よう赦しやない足あし払ばらいが人永を宙に浮かした。落下の滞たい空くう時間の隙すきに、うつ伏せに倒れた背中にのし掛かられる。すぐさま後ろ手を掴つかまれ、両りよう腕うでを固定される。大神様を誘ゆう拐かいされたときの再現である。

「テメェ、続つづ木きッ！」

　顔を見ずともわかる。しかし、食堂にいるはずの続木がいつの間にこの場へやって来たのか。

「驚かれましたか？　不思議でしょう、真ま曜ようお嬢じよう様のお傍そばにいたはずの私がどうしていつ来るとも知れない貴方あなたを待ち伏せることができたのか」

　人じん永えいのネクタイを奪うばうような真ま似ねはしない。続木は懐ふところから縄なわを取り出して手て際ぎわよく人永の両腕うでを拘こう束そくする。次は足。

「くそっ、離せぇええっ！」

「付ツク喪モ神ガミをご存じですか？　古こ物ぶつが神格を得て神になったものと言われますが、何も古物でなくてもすべての道具には魂たましいが宿っています。つまり万ばん物ぶつが神と言えるわけです。私はこれを利用して人工的に神を作り出すことができるんです。貴方の部屋の扉とびらに色いろ紙がみを貼はり、貴方が外へ出たら直ただちに色紙がそのことを伝えに来るように施ほどこしておいたのです。ですので、少しも時間を無む駄だにすることなく貴方の後を追うことができました」

　陰おん陽みよう道どうにおいて「式しき神がみ」と呼ばれる術である。続木は「昔、少々学んだことがありまして」と嘯うそぶきながら、器用に両足を縛しばり上げた。直後、人永の腕に刺さすような痛みが走った。

「催さい眠みん剤ざいを打たせて頂きました。このままパーティーの開始時間まで眠ねむって頂きます」

「っ、俺をどうするつもりだ!?」

「食堂を出る際、お嬢様とご友人の方が私を引き留とめようとなさったので、無ぶ礼れいを承知で『得さ物つ矢や』を使わせて頂きました。神の力を封じる矢です。やはりご友人はヘッポコ様でしたね。たちまちお人形の姿に戻られました。お嬢様にもお部屋に籠こもって頂いております。貴方を人ひと質じちにしたとお伝えしてね。それ以外に危害は加えておりませんのでご安心を」

「──てんめえ……っ！　真曜にそんなことを言ったのかッ!?」

　騙だましたり利用したりするだけじゃ飽あきたらず、脅きよう迫はくまでしやがったのか。真曜は裏切られてもなお使用人としての続木を買っていたのだ。それを、その最後の一線さえもぶち壊こわしやがった！

　人永の拘束を終えると、片かた隅すみに置かれたスポーツバッグを開き、中から気を失ったククリを取り出した。人永に見せつけるように地面に転ばせる。

「ククリ様…………っ！」

「ヘッポコ様まで取り上げるのはさすがに良心が痛みましたので。これでもお嬢様には一年近く仕つかえてきましたので情が湧わいたようです」

「ぬけぬけと！」

　常に人ひと質じちを手しゆ中ちゆうに収めておく抜かりの無さに吐はき気がする。

「軟なん禁きん部屋にいた神々もすでにこの場所に連れてきていますよ。気づきませんでしたか？」

　そういえば、檻おりの数が若じやつ干かん増えていることに気づく。まだ悪あく神じんになりかけていないが、弱り切ったように蹲うずくまっていた。

「おい、一体何が目的なんだ!?　俺おれに用があるんなら直接言いに来いッ！　こんな回りくどいことしやがって！」

　そこで続つづ木きは初めて感情らしい感情を顔に貼はり付けた。それは意外と言うような、呆あつ気けに取られたときの表情だった。

「貴方あなたに御用が？　なんの話でしょうか？　私は初めから貴方に興味なんてありません」

　片かた膝ひざをつく。人じん永えいの髪かみを引っ掴つかんで顔を上に向かせる。覗のぞき込んできた双そう眸ぼうは作り物の眼球のように光りを宿しておらず、ぞくりと全身を震ふるわせた。
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「私の目的はこの誘ゆう拐かい事件の罪を嵐あらしノ宮みや家に被かぶせることです。これをきっかけに『神じん権けん』の是ぜ非ひを国民に問い、再びスピリチュアルパニックを引き起こすことが同志たちの悲願です。貴方という駒こまはさほど価値あるものでもありませんでしたが、駄だ目め押おしに都合することができるので、その点では感謝しております」

「……なんのことだ？　俺はおまえらなんかに協力したりしねえぞ！　……ああでも、おまえの言うように価値が無いってんならこの拘こう束そくを解といて見逃してくれよ」

　精一杯虚きよ勢せいを張りながら、頭では懸けん命めいに続木の思考を把は握あくしようと努める。

　この屋や敷しきに人永を招まねいたことは元々計算外のことだったとでも言うのか。たまたま現れたイレギュラーを、逆に奇き貨かとして反神権組織の利に変えようとした。……「利」とはなんだ？　人じん永えいをこの場に誘おびき寄せたこととなんの関係が、

　続つづ木きは目を細めて笑った。

「逃がしません。貴方にはここで死んで頂きます。神々と共に焼しよう身しん自殺を図って頂き、政府機関である『やおよろず神しん議ぎ会かい』が嵐あらしノ宮みや家と共きよう謀ぼうして誘拐を企くわだてていたこと、またその実行犯としての葛かつ藤とうに苛さいなまれついに自決を決意した、という内容の遺い書しよを残すのです。ご心配なく、遺書はこちらでご用意させて頂きました」

「………………」

　寒さむ気けがした。

　この男は、思想に準ずることで殺人を正当化できるものと本気で考えている。迷いや罪悪感をまるで覚えていないのは目を見ればわかった。ただ居たから利用した。

　人永への殺意はそれだけで十分だった。

「狂ってるぜ、おまえ。神様が気に入らないからって人を殺すのか？　まるで子供だな。おまえがどんな人生を送ってきて何をきっかけに反神権思想を取り入れたか知らないけど、社会のルールを犯してまで貫く思想に正義はない。『神じん権けん』が気に入らないなら法の下で争えよな。こんなことをしてもいずれケチがつくだけだぞ」

　あるいは、続木もまた組織に利用されているのかもしれない。失敗すれば、続木は人生を棒ぼうに振り、反神権組織への世論の風当たりも厳きびしいものになる。失敗のリスクを最小限に緩かん和わする方法は、組織が続木を切り捨てることだけだ。謎なぞに包まれたこの男はおそらくそれすら覚かく悟ごの上で今回の件に関わったはずで、背後で笑う人間がいることを失念している。

　ただひとり罪人になることを名めい誉よであるとでも吹き込まれたのか。

　目を覚ませ。

「おまえがやろうとしていることは重犯罪だ。確かに世間の話題にはなるだろうが、そんなもの一時だけの消しよう耗もう品ひんだぞ！　おまえはそんなつまらないことのために罪を被かぶるつもりか!?　逃げ果おおせると思うな！　おまえが神々を誘ゆう拐かいしていたのを知る人間は、俺おれと真ま曜よう以外にもいるんだぞ！　俺に罪を被せるなんて本気でできると思ってん、」

「よく喋しやべる。私がそんな説教で改心すると思うのか？　貴様に何がわかる」

　続木の口く調ちように凄すご味みが宿る。高いところから見下ろされているからだけじゃない。威圧感は続木の内面から漏もれ出ていた。

「正義と語ったな？　では聞くが、今の世のどこに正義があるというんだ？　ここは人間の世界だ。人間が作った社会だ。そこに突とつ如じよ現れた神々に迎合したことにどんな正義があるというのだ？　神々を保護だと？　なぜ奴やつらを優先する？　神々が現げん界かいしたことで不幸に陥おちいった人間がいることを世間はどれくらい知っている？　強行して成立させた『神権』が臭くさいものに蓋ふたをするための詭き弁べんであると考えたことはないのか？　現行法を利用して悪事を働く人間などいないと本気で思っているのか？　私には貴様らの方が理解できない。神々と人間は決して相あい容いれない存在なのだ。無理が通ればいずれ破は綻たんはやって来る」

　闇やみが深い。言葉を紡つむぐたびに続つづ木きとの距離が見えてくる。手を伸ばしても届かない場所に続木は立っており、伸ばすべき手も人じん永えいには元々なかったようだ。

　でも、諦あきらめない。こうまで感情的に走るのは人永の言葉が効いた証しよう拠こだ。この状況を打開するためには口くち八はつ丁ちようで応じるしかないのだ。

　人永が反論しようと口を開きかけたとき、不意に頭を離された。

「失礼。つい感情的になってしまいました。申し訳ありません」

「くっ……」

　出で鼻ばなを挫くじかれる。感情を瞬しゆん時じに切り替える冷静さが憎にくい。でも、打てば響ひびくのならば何度でも挑ちよう発はつしてみせる。

「言いたい放題言いやがって。おまえの方こそ詭き弁べんじゃねえか。どんな不幸を背負ったのか知らねえけど、『神じん権けん』が憎いなら政治家にでもなって改正でもなんでもしやがれ。正当な手続きを無視しておいて反骨精神を振りかざすんじゃない。それで高こう尚しような人間にでもなったつもりか？」

「品しな部べさんの言う通りです。完全に『神権』を葬ほうむるには然しかるべき場所で闘うしかありません。ちゃんと政界にも組織の人間を送り込んでいますよ。あくまで私は裏で事件を起こすだけの役割なのです。──訂正しましょう。貴方あなたに興味がないと言ったのは嘘うそです。貴方を殺すのは単なる私の八つ当たりです」

「────は？」

　穏おだやかな顔で続木はとんでもないことを口走った。這はいつくばる人永の周りを歩きながら、歌うように本音を吐と露ろする。

「やおよろず神しん議ぎ会かいを調べ、貴方の存在を知ったとき、私の中には憎ぞう悪おと憐あわれみが同時に湧わき起こりました。それは、素す性じようを消失した私にとって少なからずショックなことでした。他人に対する感情が欠乏したとばかり思っていたのに、貴方に対してのみ私は生きている実感を覚えたのです。この人間を殺したい、──そう思ったのですよ。神に愛された人間。そして、神々を再び現げん界かいさせる救きゆう世せい主しゆ。笑わせる。貴方にそこまでの価値がありますか？　貴方という人間の何が神々を魅み了りようすると言うのでしょうか？　甘あまく、未熟で、青あお臭くさい貴方なんかに本当に日本の将来を託たくせるわけがありません」

　ぎり、と奥歯を噛かみしめる。婉えん曲きよくされた言葉が人永の心をチクチクと突き刺さす。鼓こ動どうが心臓を打ちのめす。痛い。でも、目を逸そらす必要はない。

　──戯ざれ言ごとを。続木なんかに俺の本心がわかってたまるものか。

「何が言いたいんだよ？　俺おれなんかがチヤホヤされて面白くないってか？　それを嫉しつ妬とって言うんだよ。おまえなんかに憐れに思われる筋すじ合あいはねえよ」

「いえ。とても可か哀わい想そうだと思いました。確かに嫉妬もしましたがね。私とは対極する生き方だ、羨うらやむのも仕方がないでしょう。それは私も認めるところです。しかし、もしも私が貴方あなたの立場にあったとしたら、…………私はきっとその孤独に耐えられそうにない」

「…………おまえ、それ以上、」

　頼むから言うな。

「調べはついています。貴方は神探しの仕事なんて本当はしたくないのでしょう？　ずっとヘッポコ様と一緒にいたせいで神々と接することにうんざりしている。わかりますよ、特に女性にフラれるのは男として辛つらいものと同情できます。フラれるとわかっていながら女性に声を掛け、またフラれ、そのことを肴さかなに周囲の人間に愚ぐ痴ちを溢こぼしている」

　だからなんだと言うのか。反はん駁ばくをその胸に宿しても、言葉にすることができなかった。追い込まれた心は何も聞きたくないと駄だ々だを捏こねる。しかし、人じん永えいの目は、耳は、意識はすでに続つづ木きに取り込まれていた。

「そうでもしなければ貴方の自我が保もたない。軟なん派ぱな性格は貴方が自ら作り上げた防衛機構だ。それを、私は憐あわれに思う」

　言うな。




「ヘッポコ様がいなければ、貴方は一体何者だったのでしょうか？」

　………。




「頭に神様が憑ついていなければ、貴方はなんの取り柄えもない人並み以下の存在です。誰も貴方を必要としないし、気にも留とめない。品しな部べ人永が人間たりえるのは偏ひとえにヘッポコ様のおかげなのですよ。誰かが貴方に声を掛けるのも、貴方を慕したいあるいは嫌きらうのも、貴方と共に泣き笑い怒るのも、すべてヘッポコ様がいたからです。貴方はその付属品にすぎない。わかっていたんじゃないですか？　品部人永という個性はヘッポコ様でしかなかった。周りの人間もそのようにしか認識していない。それがわかっていたから、貴方は神々と関わるこの世界から抜け出したいと願っていたんじゃないですか？　惨みじめになるだけですからね。けれど、そのぬるま湯が心地よくて抜け出せなかった。たとえヘッポコ様が目当てでも、馬である貴方にも脚きやつ光こうは当たっていましたから。聞いていますか？」

　人永は顔を俯うつむかせて、目の前の地面を一心に見つめている。

　残ざん酷こくな言葉は悉ことごとく人永の本心を突き刺さした。誰にも言えなかった、幼少からのコンプレックス。ヘッポコに憑かれたことで消失していく『品部人永』という名の個性があまりにも惨めだった。それを誤ご魔ま化かしながらも受け入れ、ヘッポコありきの自分を主張しながら、次第に自分を見失っていったように思う。徐じよ々じよに孤独を感じるようになったのだ。

　よりにもよって、なぜ続木なんかに悟さとられてしまったのか。

　悔くやしくて涙なみだが出た。

「立場は真ま逆ぎやくですが、私も貴方あなたと同じで神様のせいで人生を失った人間ですから。その痛いたみに気づくことができた。そして、解放してやりたいとも思いました。貴方を殺すことは私にとっても覚かく悟ごを試ためす試し練れんであると考えます。そう、覚悟。この状況は覚悟の差において生まれたのです。貴方の仕事に臨むときの薄うすっぺらい覚悟が今の地べたに寝転ぶ結果を招まねいたと言えます。──少々お喋しやべりが過ぎましたか。頃合いのようです」

　催さい眠みん剤ざいが回ってきたのか、人じん永えいの瞼まぶたが重くなる。全身から力が抜けていき、気力も削そがれ声を出すことができなくなった。続つづ木きは依い然ぜん気を失っているククリを人永の横に置いた。次いで、灯油を撒まく。おそらくパーティーの開始前後に火を点つけて火災を起こすつもりだ。警察と消防が駆かけつけたとき、そこには人永と神々の焼死体が残され、誘ゆう拐かい事件は明るみになる。

「色いろ紙がみを置いておきます。時間になれば発火する仕掛けです。では、最後に良い夢を」

　遠ざかる背中を見つめながら、意識がだんだんと沈んでいく。

　──俺おれ、何しにここに来たんだっけ？

　そうだ。神様を解放しに来たんだ。……けど、どうして俺がこいつらを救わなければならないんだ？　俺はどうしてこんなことに、…………………。

　無情にも、管制室を施せ錠じようする音が鳴り響ひびいた。






　　　　　幕間　　其の参










　続つづ木きが陰おん陽みよう道どうを囓かじっているのは確かだ。しかし、その背後には別の術じゆつ理りが見え隠かくれしている。

　敷しき地ち内ないに円えん陣じんをなぞって敷かれた呪じゆ符ふは、五ご行ぎよう相そう生しようを成して土ど公こう神しんを鎮しずめる働きがある。すなわち土地から防ぼう御ぎよ力りよくを奪うばい取る術なのだが、続木はさらに独創的な式を用いて結けつ界かいを上乗せしていた。相そう克こく環かんの流れを無視した一いつ斉せい無力化。霊れい物ぶつを鎮めるのではなく抑おさえつける効力を持つ術式は称しよう賛さんに値した。屋や敷しきの中にも同じような仕掛けが張り巡めぐらされていて、こちらは宅たく神しんを鎮めているのだが、所々隙すき間まを作っているのは霊れい脈みやくを完全に遮しや断だんしないためだろう。霊れい気きの流れが無ければ敷地に入る前に神々に気づかれてしまうからだ。偉い力りよくを封じ霊力を削けずるこの『檻おり』は芸術的なまでに真価を発はつ揮きしており、見る者が見れば指導を仰あおぎたくなるほどだろう。

「────ま、私からすれば邪じや道どうですがね」

　このような真ま似ねは特殊能力を持つ続木にしかできないはずだ。神々の力を借りるのではなく、人工的に神しん力りよくを生み出すことは摂せつ理りに反する。他人が真似をすればしっぺ返しを喰らうのが関せきの山やま。オモイカネは嘆たん息そくしながら伏された呪じゆ物ぶつをひとつひとつ取り除のぞいていく。

「残りはあと二つ。ここを潰つぶせばチェックメイトですね。──しかし、品しな部べさんは何をもたもたしているんでしょうかね」

　そこは西館三階にある会議室である。使用人室を三部屋合わせた広さがある。窓際のカーテンに身を隠かくしながら正面に見える別べつ邸ていを眺ながめた。時刻はもうすぐ十二時を回って日を跨またぐ。神々が解放された気配は依い然ぜん感じられず、オモイカネは足止めを喰らっていた。とりあえずこの部屋の呪物をチョキン。最後の一つは人じん永えいが神々を解放するまで保留である。

　オモイカネは改めて室内を見渡した。呆あきれるほど長いテーブルは両側にずらりと並んだ椅い子すによって囲まれており、その光景が二十三年前のあの日を想起させた。




　八や百お万よろずの神が一斉現げん界かいして間もなくのことだ。世間がスピリチュアルパニックと称される混乱の真まっ只ただ中なかにあるそのとき、嵐あらしノ宮みや家では財界の主要人物たちが一堂に会していた。それは『八百万信仰を基盤とした神様の保護及び憲法問題に関する懇こん談だん会かい』という名の組織で、一斉現界以前から嵐ノ宮家に接せつ触しよくしていたオモイカネが助言して作り上げたものだった。

「総理には緊急に諮し問もん会議を開く旨むね伝えております。本日これより財界側の要求をまとめ上げて議題として持ちかけるつもりです」

　会長は、真ま曜ようの祖そ父ふで、当時嵐ノ宮家当主であった嵐ノ宮喜き一いち郎ろうが務め、列席する経営者たちを眺めて厳おごそかに開会を宣言する。傍かたわらには、老紳しん士しに化けたオモイカネの姿があった。

「神様が現げん界かいしたことで国勢にどんな影響があるんだ？　それがわからなければ話にならん」

　大企業の経営者が我われ先さきにと意見を出す。それに答えたのはオモイカネだった。

「どのような影響があるかを考えるよりもまず、どんな影響も生み出さないように処置を執とることが肝かん要ようかと思います。我々から提案することは一つ、神々の権利を法的に認めて頂きたいということです」

　瞬しゆん時じに場がざわつく。憲法を変えろというのか、財界からは過ぎた提てい言げんではないのか、宗教上の問題はどうする、対外的に反発を喰らうぞ、────。

「落ち着いてください。これはあくまでも経済的問題として提言できることです。神の力は人じん智ちを超える。当然のことです。この力を悪用されればそれこそ日本経済は破は綻たんするでしょう。これまで築き上げた社会基盤が壊こわれる恐れもある。そうなる前に、神々に手を出させない法案を作ることが必要なのです。海外からも注目を集めている今、現政権にはリーダーシップを示して頂き、早急に混乱の沈静化を図ってもらいます。現政権が崩ほう壊かいしてお困りになるのは貴方あなたたちでしょうし、我々のことを奇き貨かとして政治力をアピールするチャンスだと考えることもできますよ？」

「わっはっは、まあそういうことです。これを契けい機きに政治への参加を位置づけることができる。これは政界財界にとっても大きな転機だ。ただし、財界が立場を一つにしなければ政治は暴走してしまう。皆様には今ここではっきりと意志を固めて頂きたい」

　喜き一いち郎ろうは鼻下に蓄たくわえた立派な髭ひげを撫なでながら、老ろう獪かいさを窺うかがわせる視線を列席者たちに投げかけた。鶴つるの一声は企業経営者たちを俯うつむかせるのだった。

　財界内で発言力のある喜一郎に『神じん権けん』の提唱者として急きゆう先せん鋒ぽうに仕立て上げたのはもちろんオモイカネである。天アマ照テラス大オオ御ミ神カミの命めいにより、そのためのお膳ぜん立だては一いつ斉せい現げん界かいが起こる一年前から進められていた。そしてこの日より後もオモイカネの脚本通り進んでいくのである。

　こうして『神権』は尋じん常じようでない早さで成立し、現代にまで続いていく。




　あの日の熱気がまだこの会議室に漂ただよっているように思えて、オモイカネは少しだけ昔を思い出した。今では海外に隠いん居きよしている喜一郎とも久しぶりに顔を合わせたい、などと郷きよう愁しゆうに浸ひたる。人間の生はほんの一いつ瞬しゆんだ。そのうちに、と思っていたらあっさりあの世に逝いってしまう。寂さびしいものだ。

　──小お父じ様っ。

　声。咄とつ嗟さに扉とびらの方を振り返る。この場所に居ようはずもないと頭ではわかっていたのに、オモイカネは彼女の面おも影かげを懸けん命めいに探してしまった。なんと愚おろかなことか。未み練れんはとっくに捨てたはずなのに。人間の一生が短いなんて千年前から変わらない。死別は慣れているのだから、今さら心に引きずることではなかったはずだ。

　それでも、瞼まぶたを閉じれば彼女の顔が思い浮かぶ。疲れ果てたとき、その笑顔は癒いやしを、慈いつくしみを与えてくれたのだった。

　いつも。






[image: 巻ノ四　惟神～カンナガラ～]







　これは、走そう馬ま灯とうが如ごとく夢が零こぼした記き憶おくの断片でございます。

　夏の日の蝉せみ時雨しぐれの洪こう水ずい。仰あおげば襲おそい来る入にゆう道どう雲の影。木陰にて涼りようを取りラムネで喉のどを潤うるおすも束つかの間ま、子供のはしゃぐ声につられて小さな足が陽ひの下を駆かけていきまする。

　何が祀まつられていらっしゃったのか今となってはわからぬ神社の境けい内だいは、幼き子供の視界には広大な遊び場としか映りませぬ。友人の背中を追う両の手。蝉時雨に負けぬ笑い声。汗あせの流るるを感じて夏の暑さを代弁す。在りし日のその映像は眩まぶしく光り輝いておりました。

　一緒に遊んでいるこの予らは一体誰でございましょう。成長するに従い道を別にしたかつての友の面おも影かげは、夏陽炎かげろうにぼやけて候そうろう。思い出せぬ悔くやしさが胸に迫るも虚むなしく、記憶の中のわたくしは無む邪じや気きに笑い声を立てておりまする。

　境内で必ず行っていた遊びは隠かくれんぼう。わたくしは鬼おにから隠れ、神社本ほん殿でんの裏うら手てに潜ひそんでおりました。世界には蝉の声とわたくしの息いき遣づかいしか聞こえませぬ。どれほどの時が経たちましたでしょうか。誰も探しに来ぬ苛いら立だちと不安に襲われて、鬼に見つかるのも構わずに表おもてへと出て行きました。友人らは逃げ水が如く姿を消し、誰もいなくなった境内にわたくし一人が立ち尽くす。探し回るも友人らはどこにもおらず、意地を張って元の場所へと戻り、誰かが見つけてくれると信じ続けて、わたくしは膝ひざを抱かかえて静かに泣きべそを掻かいておりまする。

　嗚あ呼あ、懐なつかしき日の幻まぼろし。走馬灯の夢は白く霞かすんで消えゆくのみ。



「──なんじゃ、小こ僧ぞう。意地悪でもされたのかよ？　泣くでないわ」

　唐とう突とつに覚かく醒せいした。

　目が覚めて最初に視界に入ったのは、縄なわで縛しばられたククリの必死の形ぎよう相そうだった。

「こりゃーっ、はよ起きんかい!?　絶体絶命のピンチなんじゃぞ!?　わしの！」

　身を起こし、肌はだを灼やく攻こう撃げき的てきな熱気に気がついた。管制室は煙に覆おおわれ、目前で猛たける炎ほのおが命を狩らんと触しよく手しゆを伸ばす。身動き一つしないまま、人じん永えいはじっと炎を見つめた。

　ああ、そうか。勝手に納なつ得とくしてしまった。炎の熱気が夏の暑さを思い出させたのだ。けれど、依い然ぜん靄もやにかかった情景の中で最後に声をかけてくれたのは誰だったのだろうか。

　一体いつ頃の記憶なのか。そもそも本当にあったことかどうかすら自信がない。情報をごちゃ混ぜにして見せられた荒こう唐とう無む稽けいなフィルムだったとしか思えない。

　ククリの叫び声には耳を貸さず、人永は放心したまま夢の内容を思い返す。

　思い返そうとして、掌てのひらからこぼれ落ちるように瞬またたく間に霧む散さんした。何について思いを巡めぐらせるつもりだったのかもわからなくなって、意識は徐じよ々じよに現実の光景を受け入れ始めた。

　──俺おれ、ここで死ぬのかなあ。




　　　　＊





　わたくし、姓せいは品しな部べ、名は人じん永えい。

　人呼んで『語り部べじんえい』と申します。

『神じん権けん』を巡めぐる陰いん謀ぼうに巻き込まれ、嵐あらしノ宮みや家お屋や敷しきの地下室にて差し迫る炎ほのおに為なす術すべなし。もはや絶体絶命の窮きゆう地ちに候そうろう。果たして続つづ木きの奸かん計けいを止めることはできるのか!?　真ま曜ようお嬢じよう様と思兼神オモイカネ様のご関係とは!?　そしてそして、わたくしの命運や如い何かに!?

　ご静聴願いまする。

　巷こう説せつ・神かみ隠がくれ誘ゆう拐かい事件──明あ日すありと思う心の仇あだ桜ざくら、余よ話わに嵐の吹かぬものかは。












　午前九時。嵐ノ宮家駐ちゆう車しや場じように高たか峰みね小こ町まちの運転する白のポルシェが入ってきた。

　車を降り立った小町は黒のパーティードレスを着ていて遠目からでも目立つ。屋や敷しきに向かっている途と中ちゆうで、玄げん関かんから真曜が飛び出してきた。

「小町姉ねえ様っ！」

　抱だきつかん勢いで小町の手を取り、頭を小町の胸に寄せた。二人は十年来の付き合いがあり、真曜が小町に甘あまえるときの癖くせは昔から変わらない。

「一年ぶりかしらね。真曜さん、お誕たん生じよう日びおめでとう」

「ありがとうございますっ！　嬉うれしいですわ。こんなに早く来てくださるなんて」

　パーティーが十一時から始まることは招しよう待たい状じようにも記き載さいされている。予想外に早い来訪の意味を深く考えることなく、真曜は素直に歓迎した。

「こちらにいらして。パーティーが始まるまでお話ししましょう！」

　はしゃぐ真曜に微ほほ笑えみを浮かべつつ、小町は玄げん関かん先に立つ若い執事を眺ながめた。一年前の誕生日パーティーにはいなかった使用人である。視線が交わり、執しつ事じが慇いん懃ぎんに頭を下げた。

「ようこそお越しくださいました。お荷物とお車の鍵かぎをお預かりしましょうか？」

「結構よ。ありがとう」

　すれ違う。それまで楽しげだった真曜の顔がわずかに曇り、それだけで空気が察せられた。

　──あれが続木、ね。

　小町の手を引いて先を歩く真曜に、小声で耳打ちする。

「ヘッポコ様に会えるかしら？　少し話があるの」




　真曜に席を外してもらい、アマテラスの姿をしたヘッポコと二人きりになる。

「……じんえい君はどうなりました？」

「失敗したようじゃ。続木に捕とらわれておる。どこにおるのか知らぬが、まあ、死にはせんじゃろう。ちと気がかりではあるが、儂わしは続木を監かん視しすることにする。人永には自力で脱だつ出しゆつしてもらうしかあるまい」

「信頼なさっているんですね」

「んふふ。おぬしと同じくな。──それで？　儂わしに何か用でもあるのか？」

　小こ町まちは予あらかじめ用意してあった紙を差し出した。そこにはオモイカネとの面会を取り計らってほしいと書かれてある。アマテラスは面白くない表情を浮かべたが、その要望に応こたえてくれた。

「その代わり、人じん永えいの策とやらを教えよ。もちろん、筆談でな」

　別の紙をすかさず渡す。用意のいい小町にアマテラスは苦笑を浮かべ、その内容を目で追った。そうして、くつくつと肩かたを震ふるわせる。

「大だい胆たん不ふ敵てきとはこのことよな。よかろう、筆を貸せぃ。この場所に行くがよい」

　アマテラスが書いた場所に、小町はわずかに眉まゆを顰ひそめた。




　指定された場所はトイレだった。小町は内側から鍵かぎを掛けるとすぐに呼びかけた。

「……いらっしゃいますか？」

「お久しぶりです。こんな所で申し訳ありません」

　天板の上から声が聞こえた。そんな場所に潜もぐり込んでいるのか、と若じやつ干かん呆あきれもしたが、よほど素顔を晒さらしたくないのだろうと納なつ得とくする。

「盗とう聴ちようの心配は？」

「大だい丈じよう夫ぶですよ。この場所を指定したのはそのためです。で、私になんのお話ですか？」

「はい。じんえい君からの言こと伝づてなのですが、……昨さく夜やのうちに神様を解放することはできなかったみたいですね」

「ええ。不ふ甲が斐いないお人ですよ、まったく」

　呆あきれ声からは事態の深刻さが微み塵じんも感じられなかった。人永の行方ゆくえがわからなくなっており、それが続つづ木きの手によるものであることも承知の上でのこの落ち着きようは、人永の安否を気き遣づかっていない証しよう拠こでもある。

「……不思議です。以前お会いしたときと今とでは印象が異なっています」

「聡そう明めいな貴女あなたのことだ。隠かくしても仕方ないので白状しますと、私、大変苛いら立だっています。ここは私にとって少し面白くない土地でして。理由はご想像にお任せしますが」

　やはりオモイカネは裏で財界を操あやつっていたに違いない。『神じん権けん』のための布ふ石せきで関わっていたのだとすれば、前当主がいない今、無む闇やみに立ち入れる場所ではないのだ。

　苛立ちの理由は他ほかにもあると踏みつつ、小町はあえて言げん及きゆうしなかった。

「じんえい君にもしものことがあった際の指示です。オモイカネ様は正しよう午ごちょうどに結けつ界かいを壊こわしてください」

　数秒間、沈ちん黙もくが下りた。あらゆる可能性を思い巡めぐらせるも妙みよう案あんには至らなかったようで、やや不満げな声で問い返された。

「どういうことです？　結けつ界かいを取り除のぞいた瞬しゆん間かん、それは続つづ木きにも気づかれてしまいます。再び結界を張られてしまうと今度はさらに強固なものに変えられる恐れがあります。結界を壊こわしたからと言ってすぐに神々の力が復活するわけではありませんし、ましてや続木の前では神々は無力に等しく、彼を捕とらえることができるとは思えません」

　その上、人じん永えいの話によれば続木は体術にも覚えがあるらしい。人間でも続木を圧することが難しい状況でこちらの優位をわざと切るのだから、オモイカネが訝いぶかしく思うのも当然だった。

「確かに続木のシャーマンスキルは神様を圧倒するほどに強力なのでしょう。しかし、それはあくまでも一対一での話です。違いますか？」

「はあ。まあ、そうかもしれませんが。しかし、私とアマテラス様以外は檻おりに閉じ込められたままですし、事情を知る人間も貴女あなたと真ま曜ようお嬢じようさんだけだ。とても太た刀ち打うちできるとは、ん？」

　ようやく思い至ったのか、オモイカネは溜ため息いきとともに言葉を紡つむいだ。

「……もしかして、そういうことですか？」

「そういうことみたいです。下へ手たをすれば続木に手て土産みやげを渡す結果になりかねない無む謀ぼうな賭かけです。しかし、明るいうちから神々を解放すれば人目は避さけられませんし、じんえい君がどんな状況に置かれているかわかりませんが昨日きのう事前に打ち合わせていますので、計画通り行いたいと思います」

　前提として、嵐あらしノ宮みや家に神々が捕えられていることを関係者以外の人間に知られてはならない。このハンデとも言える状況を逆さか手てに取った大だい胆たんな作戦は、オモイカネでは絶対に思いつかない奇策であった。オモイカネは自じ嘲ちよう気味に短く笑った。

「脱だつ帽ぼうです。いや、立場が違えば思いついたのでしょうが。いけませんな、守りに入ると視野が狭くなる」

「その守りというのは真曜さんのことですか？」

　オモイカネは『神じん権けん』を指して「守り」と口にしたはずで、小町も知っていてわざと訊きいていた。立ち入った質問に答えはなかった。

「何かあったら真っ先に真曜さんを助けてあげてください」

　──たとえ素顔を晒さらしてでも。言げん外がいに伝えておく。

「善ぜん処しよ致しましょう」

　政治家の答弁のような科白せりふに苦笑して、小こ町まちはトイレから出て行った。




　　　　＊




　午前十時。毎年この時間帯は招しよう待たい客きやくが続々と屋や敷しきに集まり出し、挨あい拶さつ代わりに他社の財政状況を称しよう賛さんし合うはずだった。西館のサロンは各界著ちよ名めい人で埋うめ尽つくされ、誰それの子供が下へ手たなピアノを披ひ露ろうする。真ま曜ようも父・陽よう介すけの顔を立てて演奏し、日頃のレッスンがこの日のために集約されていたのだと感じて嫌いや気けを差す。それが、パーティーが始まるまでの例年の習いであったはずなのに。

　今年は少々勝手が違っていたらしい。東館二階の廊ろう下かの窓から賓ひん客きやくが次々と玄げん関かんを潜くぐるのを確認している。今頃サロンは人で溢あふれていることだろう。けれど、いくら待てども下へ手たくそな演奏は聞こえてこないし、使用人が真曜を呼びに来ることもなかった。このままパーティーの時間までのんびりしていていいのだろうか、と毎年逃げ出すことばかり考えていたくせに不安になる。せっかく今年はその気になっていたというのに。

　──先生もわたくしのピアノを聴けば少しは見直してくれるかしら。

　人じん永えいの前でいい格好がしたいとかそういうことじゃない。どこか子供扱いする彼に優ゆう雅がな演奏の一つでも聴かせてやれば見る目も変わるはずなのだ。そう、これはプライドの問題。淑しゆく女じよらしく扱ってもらわねば嵐あらしノ宮みや真曜の沽こ券けんに関わる。人永がどうとかそういうことではない。

　ぶつぶつと自らに言い聞かせつつも、使用人がやって来るのを今か今かと待っていた。自らサロンに向かえば済む話なのだが、それこそプライドが許さない。それではまるで腕うで前まえを披露したがっているみたいではないか。以前までの真曜なら割り切って考えるところだが、人永が来て以来頑かたくなさが取れてしまったことに本人は気づいていなかった。

　背後に人の気配を感じ、ついに来たかと心弾はずませ、それを悟さとらせまいと（あるいは自分でも認めたくないのか）不ふ機き嫌げんを顔に貼はり付けて振り返る。

「なんですの？　ピアノの演奏ならお断り、」

　悪態は使用人──続つづ木きの顔を見た瞬しゆん間かん引っ込んだ。知らず両りよう腕うでを胸元で交差させて一歩後あと退ずさる。真曜の反射的な警けい戒かいに続木は、しかし微み塵じんも表情を動かさなかった。

「こちらにいらしたのですか。お暇ひまなようでしたら、お客様にご挨あい拶さつなされたら如何いかがですか？　できれば私を紹しよう介かいして頂けると嬉うれしいのですが」

　これまでの続木ならば決して口にしない嫌いや味みな科白せりふである。それは内心の余よ裕ゆうが生み出した戯たわむれのようにも感じた。

　真曜は初対面のときから漠まん然ぜんと抱いだいていた嫌けん悪おをこのときはっきりと自覚した。今ならわかる。続木は一度だって真曜を人として見ていなかった。その目は道具を見るときのそれだ。

「なんの用ですの？　続木はもうわたくしの付き人ではありませんわよ！　今日お父様に言いつけてクビにして差しあげますわ！」

　敵てき意いを剥むき出しにして放った言葉も、続木は涼すずやかに受け流す。

「ご随ずい意いに。元々、正規に雇やとわれたわけではありませんから。私としてもお嬢じよう様のお世話をいつまでもし続けるつもりはありませんでした」

　不本意にも胸が痛んだ。続木はもう、真曜の知らない人間だった。

「続木、…………先生はお部屋にいらっしゃるのよね？」

「先生？」

「っ、し、品しな部べのことですわ。昨さく夜や、伏せっている先生に乱暴しない代わりにわたくしを部屋に押し込めたのは貴方あなたでしょう！　先生には何もしていませんわよね!?」

　続つづ木きは今思い出したというふうに「そのことですか」とつまらなげに吐はき出した。

「ご心配なく。まだ死んでおりません」

「────っ」

　一いつ瞬しゆん、何を言われたのかわからなかった。次第に理解の色が脳のう髄ずいを染め上げて、がくがくと膝ひざから震ふるえ始めた。生まれて初めて本物の悪意を目まの当たりにし、真ま曜ようは首を絞しめられたかのように呼吸ができない。

　胸が痛い。心臓を直接打ち付けられたかのようだ。

「パーティーはもうすぐ始まります。時間になりましたらお迎えに上がりますのでお部屋でお待ちください。間違ってもお部屋をお出にならないように」

　脅きよう迫はくを残して、続木は立ち去った。背中を見送り、真曜はその場に膝を着く。

「はっ、ふっ、うっくっ、あ、は、っ、は、はあ、はあ、っ────」

　呼吸が定まらない。知らず涙なみだが零こぼれ落ちた。小刻みに震える指先を見つめながら、全身の感覚が失われていくことに驚きよう愕がくする。虚きよ脱だつ感かんと眩暈めまいに完全に支配され、前のめりに倒れ込む。

　──起き上がらないと！　急いで部屋に戻らないと先生がっ!?

　思いに反して体は言うことを聞かず、助けを求めようにも声は出ない。パニック状態に陥おちいり、呼吸の仕方も忘れて芋いも虫むしのように這はいつくばる。

　不意に体が持ち上がった。目の前にアマテラスの顔が現れて、じっと見つめられた。

「落ち着くがよい。儂わしを見ろ。他ほかは何も考えるな」

　アマテラスの胸に抱だかれていると、不思議なことに呼吸が定まった。指先の神経が回復し、真曜はアマテラスの服を力一杯握にぎった。

「せ、先生が、先生が……っ!?」

「落ち着けと言うておろうが、たわけ。何を言われたか知らぬが人じん永えいなら無事じゃ。続木は小こ娘むすめが祝しゆく宴えんから逃げ出さぬようハッタリを口にしただけじゃ。安心せぃ。奴やつに一ひと泡あわ吹かせる算段はついておる」

　真曜の頬ほおを撫なで、口元を三日月に変える。

「見ておれ。儂に二度も牙きばを剥むいたことを後悔させてやるわ！」

　目を剥いて笑うアマテラスに、真曜は続木から受けたショックも忘れて戦せん慄りつした。











　祝宴の時間が刻こく一いつ刻こくと迫っておりまする。

　小こ町まち殿どのと思兼神オモイカネ様は神々を救い出さんがために結けつ託たくして策さくを講じ、天アマ照テラス様の士気も十分、続つづ木きとの直接対決に満を持して挑いどみまする。

　しかしながら、無情にも続木の放った炎ほのおが会場を飲み込まんと顎あごを開き始め申した。宴えん会かい場じようの地下で灼しやく熱ねつが蠢うごめいていると誰が想像できたでありましょうか。

　囚とらわれたるは我らが人じん永えい。火か中ちゆうにあって心こころ惑まどわしてございます。

　起き死し回かい生せいはありやなしや──。












　品しな部べ人永とヘッポコは二人で「一つ」だった。

　神に愛された人間として、あるときは拝おがみ奉たてまつられ、あるときは嫉しつ妬とを買った。それらに一いつ喜き一いち憂ゆうし、次第に注目を集めることにも慣れてしまい、高校に上がる頃には好奇の視線を煩わずらわしく感じるようになって、最後には目立つことを嫌きらった。

　人永は自分に友達と呼べる人間がいたかどうか疑問に思うときがある。ヘッポコの物珍めずらしさに近づいてくる人間は数多くいたが、ヘッポコのせいで壁を作られてしまうことも同じくらい多かった。それでも常に誰かが傍そばにいてくれて、馬鹿みたいに笑いあった日々は確かに存在した。きっかけはヘッポコでも、人永の人となりを認めて友達になってくれた人がちゃんといたのだと、そう思っていた。

　学校の食堂でヘッポコが昼食を食べている最中に、一人で教室に戻ったことがある。たらふく食べるヘッポコにつき合っていたら昼休みが無くなってしまう、とささやかな抗議のつもりで置き去りにしたのだ。人永は清せい々せいした顔で教室の扉とびらを開けると、いつもなら声を掛けてくるクラスメートたちが一いつ瞬しゆん「誰だこいつ？」という顔をしたのだ。

　──ああ、ヘッポコ様がいなかったから人永だって気づかなかったよ。

　彼らに悪気はなかったはずだ。髪かみをばっさり切ったり眼鏡めがねからコンタクトに変えたりしたとき、微び妙みような変化で個人をすぐに特定できないことがある。「ヘッポコを頭に乗せていない人永」もその程度の変化にすぎず、けれど、何気ない一言は人永の心に深い傷を負わせた。

　もしもヘッポコがいなかったら、みんなは俺おれを友達と呼んでくれただろうか？

　ヘッポコがいなかったら、俺はみんなに認識されていただろうか？

　ヘッポコがいないと、俺は「品部人永」じゃなくなるのか？

　じゃあ「俺」って誰だ？

　その日以来、人永は極力ひょうきんに振る舞い目立つようにした。男子に下品なことを言っては笑わせ、女子にちょっかいをかけては気を惹ひいた。ヘッポコはあくまでも話の種たねで主体は自分なのだと知らしめるように愚ぐ痴ちを吐はき、道どう化け者ものを演じた。そうやって「品部人永」をアピールしながら、徐じよ々じよに自分らしさを失っていくのだった。

　ヘッポコさえいなければ、と何度思ったか知れない。しかし、いざいなくなってしまうと心が保てなくなる。人じん永えいの生しよう涯がいはヘッポコによって与えられたのだ。今さら覆くつがえせない。

　やおよろず神しん議ぎ会かいの仕事も「ヘッポコありきの品しな部べ人永」だからこそできた。ヘッポコがいなければ品部人永に価値はない。受け入れろ。「俺おれ」が何者かなんて知ったことではない。必要とされているうちは些さ末まつ事ごとから目を背そむけろ。台座としての役割に没ぼつ頭とうしろ。

　続つづ木きにすべて見み透すかされて、奥底に追いやったはずの本心が暗くら闇やみから這はい上がってきた。

　避さけては通れない壁だった。抗あらがうことなどできやしない。けれど、自分が何者かなんて知りたくないのだ。メッキの下には空くう洞どうしかないはずで、どんなに傾けても価値ある物が転がり出てくるとは思えない。空からっぽなのだ。とっくの昔に認めているさ。それでいいだろう。わざわざ見せつけるなよ。いいや、もう疲れた。きっと、この「品部人永」がいなくなっても別の誰かが新たな「品部人永」の役割を被こうむるのだろうし。続木の言うように解放されるのも悪くない。

　一つわだかまりがあるとすれば、ヘッポコはどうして俺なんかに取り憑ついたんだろう。

「おいっ、こら、聞こえんのか!?　品部人永っ！」

「────っ」

　瞬しゆん間かん、目の焦しよう点てんが合う。ぼんやりとしたまま意識が現実に引き戻された。相変わらずドレスを着ているククリに気づき眺ながめていると、ふといくつかの疑問が思い浮かんだ。

　今何時だろうか。ポケットから携帯電話を取り出す。ディスプレイには11：03とデジタル表示されており、圏外であることも何気に確認した。そういえば、どうして動けるのだろうか。縛しばられていたはずではなかったか。すぐ側そばに落ちている注射器に気づいて、焼身自殺に見せるために拘こう束そくを解いたのだと理解した。催さい眠みん剤ざいを服用して夢心地のまま火を点つけた──そのように偽ぎ装そうするつもりなのだ。ご丁てい寧ねいに安っぽいライターも一緒に落ちていた。

「ははっ」

　笑えてくる。続つづ木きの徹てつ底ていぶりが滑こつ稽けいで仕方がない。たかだか品部人永を相手にここまでするなんて大した暇ひま人じんである。ああ、違うな。品部人永だからこそ徹底的に、か。仕掛ければ必ず嵌はまるのだから、罠わなを考える方もさぞ楽しかろうというものだ。しかし、あいつは一つ失敗した。殺すべきは俺じゃなくヘッポコだったのだ。俺は台座に過ぎない。将しようを射いんとせばまず馬を射よ、とはよく言うが、使い物にならない馬が相手では矢を無む駄だにするだけさ。俺一人が死んだくらいで何が変わるでもない。ヘッポコには不自由させるかもしれないけど、すぐに別の誰かにひっ憑くだろうさ。俺である必要性はどこにもないのだ。俺はヘッポコの付属品だ。俺を殺しても無む駄だだ。無駄骨だ。はっ、愉ゆ快かいだ。

「おおお、おまえさん、さっきから何をぶつぶつ言っておるんじゃ!?　気でも触ふれたか!?」

「……」

　──あれ？　どうしてククリがここにいるんだ？　ま、いっか。

　何もかもがどうでもよくなった。人永はその場で胡座あぐらを掻かき、管制室中に広がる炎ほのおの照り返しを浴びた。魅み入いられる。純然たる元素の力に圧倒される。しかし弱いな。大爆ばく発はつでも起こしてこの体ごと木こっ端ぱ微み塵じんに吹き飛ばしてくれたらいいのに。

「おおおい、なに怖いこと言うておるんじゃ!?　正気に戻らんか！　こら、こっちを向け！」

　ククリの声が煩わずらわしい。そっぽを向いて無視をする。そこへ、

『無む駄だよ。人じん永えいちゃんたらお薬打って暗示が効いちゃったみたいね。軽く鬱うつ入ってるわ』

「むおっ!?　誰じゃ、どこにおる!?」

『ここよ、ここ。あんたのすぐ後ろ』

　ククリの驚く声につられて、人永も振り返る。檻おりの中、一匹ぴきの白い毛色の犬がこちらを見ていた。

『はぁい。一昨日おとといの夜はごめんねぇ、振り絞しぼってなんとか吐はき出せた偉い力りよくだったから加減ができなくって。人永ちゃんに当てるつもりなかったのよ？』

　大おお神かみ様だった。真ま曜ように向けて言こと霊だまを投げつけたことを謝っていた。あのときは随ずい分ぶんと凄すご味みのある声をしていたと思うのだが、今は調子が軽い。こちらが素すのようだ。

『あら？　そういえば、人永ちゃんとお話しするのこれが初めてだったかしら？　じゃあ改めまして、アタシ、大神様って呼ばれている神よ。大オオ口クチノ眞マ神ガミとも呼ばれるわ。好きな方で呼んでちょうだい。ヨロシクね』

「おまえさん、雌めすじゃったのか。にしては野太い声じゃのう」

『失礼ね。アタシは男お神がみよ。こんなに可か愛わいいのに雌なわけないじゃないのよ、おバカ』

「なぬ!?　貴様、もしやオカマか!?」

『うるさいわね！　スカート穿はいてる狸たぬきに言われたくないわよ！　──っと、あんたに構っている暇ひまはないの。ねえ、人永ちゃん。お願いだから正気に戻って。早くここから出ないと丸まる焦こげよ？』

　ハッハッハッ、と舌したを出す大神様をじっと見つめて、微かすかに呟つぶやく。

「丸焦げか。俺おれの死に様ざまにはちょうどいいか」

『んもうっ、元気出しなさいよ！　あの続つづ木きって人間との会話なら聞かせてもらったわ。人永ちゃんが気に病やむことなんか一つもないじゃないのよ。貴方あなたが何者かだって？　品しな部べ人永よ！　決まってるじゃない！　ヘッポコちゃんは関係ない。貴方は貴方でしかないわ！』

　大神様が牙きばを剥むいて格こう子しに張り付いた。

『アタシは貴方を気に入っているの。人永ちゃんに見つけられて、人永ちゃんに説得されたから現げん界かいしたのよ。甘あまくて未熟で青あお臭くさくってもいいじゃない。お人好しな方が貴方らしいわよ。一いつ生しよう懸けん命めい背伸びしてるとこなんて可愛いって思っちゃう。そんな貴方だからアタシは現界することを選んだの。ああん、恥はずかしいこと言わせるんじゃないわよ！　そこの狸たぬきもどうせ同じよ！　人永ちゃんだから現界に応じたのよ。ね？　そうなんでしょ？』

　突然振られたククリは狼ろう狽ばいし、頬ほおを染め上げてモジモジし出す。

「わ、わしは高貴故ゆえ、おまえさんだからどうこうではなかったわい。その、なんじゃ、ちょっとした気の迷いというかの？」

『ちょっとーっ！　あんた何この期ごに及んで心にもないこと言っちゃってんのよぅ！　素直になりなさいよ！　あー、ほら人じん永えいちゃんが落ち込むじゃない!?』

　人永は膝ひざを抱かかえて丸くなる。慰なぐさめられるとますます惨みじめになる。ククリは溜ため息いきを一つ。

「わしはともかく、……なんだ、おまえさんが死ぬと咲さき姫ひめ様が悲しむ」

「………」

「咲姫様だけじゃないわい。ミキもハトリもおまえさんには感謝しとるんじゃ。今ここに捕とらわれておる神々は皆おまえさんが見つけ出してくれたのじゃ。おまえさんに説得され、現げん界かいすることを選んだのじゃぞ。わしらに現界を勧すすめておいておまえさんは死を選ぶのか？　そんなもんわしらが許さんぞ！」

『そういうこと。貴方あなたが自分で決めたことなら最後までやり遂とげなさい。まだ現界してない神様は全国にたくさんいるんだから責任取りなさいよ』

　責任という言葉が重くのし掛かる。きっかけはヘッポコで、なし崩くずし的に就職させられたけれど、最後にこの道を行こうと決めたのは自分だ。それすら放ほう棄きしたら一体どこに品しな部べ人永の意志があったのかわからなくなる。…………けれど、

『人永ちゃん、アタシたちは何がなんでも貴方を生かすわ。どうしてだと思う？　アタシたちが貴方の味方をするのはね、それがアタシたち神々の矜きよう持じだからよ。譲ゆずれないわ。アタシが認めた人間がこんなことで死なれたんじゃいい笑い種ぐさよ。それに、見くびってもらっちゃ困るわ。アタシたちは神様よ？　続つづ木きって人間とアタシたち、どっちを信用したいわけ？』

　そんなの、決まっているだろう。

『貴方にはアタシたちがついてる。それじゃ足りない？』




　──儂わしには人永しかおらぬ。




　遠い場所からそんな泣きそうな声が聞こえた、気がした。ヘッポコの顔が脳のう裏りを埋うめ尽つくす。

「────いえ、心強いです」

　神々の励はげましではなく続木の侮ぶ言げんにばかり気を取られていた。責任とは信頼することの裏返しだ。味方とさえ言ってくれた神々を問もん答どう無む用ようで信じなければ、この道を行く資格はない。

　それに、人永を必要としている奴やつが確かにいてくれたから。

　耳ではなく心に響ひびいたのは、シャーマンとして『託たく宣せん』を受けたからなのだろうか。鬱うつ屈くつした気持ちが嘘うそのように晴れていく。夢うつつにあった意識がはっきりと覚かく醒せいし、途と端たんにすごい勢いで咳せき込んだ。頭痛と吐はき気けを我が慢まんして、傍かたわらにいるククリに手を伸ばした。

「火が点ついてどれくらい経たった!?」

「え、ええっと、多分まだ五分くらいじゃろうか。火が点ついたのを見て、慌あわてておまえさんを起こしたんじゃから」

　長い間意識を飛ばしていたように思うが、それでも五分しか経たっていない。しかし、この火力だと煙けむりが充満するのに五分もあれば十分だった。

「悪い！　時間取らせた！　すぐにここから脱だつ出しゆつします！」

　ククリを拘こう束そくする縄なわを解ほどき、床ゆかすれすれに身を伏せ、ポケットからハンカチを取り出して口を塞ふさぐ。一酸化炭素中毒が一番やばいのだ。放心している間に煙を吸い過ぎたらしく、身体からだが思うように動かない。

『急いだ方がいいわね。アタシたちは煙なんかじゃ死なないけど、霊れい力りよくを失っている今ならただの火でも簡単に焼け死ぬわ。早くここから出してちょうだい』

　大おお神かみ様にそう言われて、檻おりの鍵かぎの存在を思い出す。あちこちのポケットをまさぐって鍵を探すも見当たらない。……くそ。続つづ木きのことだ、わざわざ鍵を見逃すはずがない。管制室の入り口も南なん京きん錠じようで閉ざされていると見ていいだろう。

　大神様が入っている檻の格こう子しを試ためしに揺すってみるがビクともしない。

「おのれっ、真の姿に化けさえすればこんな檻っ！」

　ククリが檻を蹴け飛とばした。『ちょっとぅ、乱暴にしないでよ！』大神様が抗議しながらも人じん永えいに視線を向けた。

『ほんと、不幸中の幸いね。どうしてそんな身体からだになったのか知らないけど、人永ちゃんにしかできないこと見つかったんじゃなあい？』

「………」

　責任と覚かく悟ご。人永に決定的に足りなかったものはその自覚らしい。

　本当に大馬鹿野や郎ろうだ。品しな部べ人永の価値を推おし量はかるのは、何よりもまず自身でなければならなかった。自分が信じてやらないでどうする。そして、自分を信じてくれる誰かがいることを理解すべきだった。神様たちに諭さとされ慰なぐさめられるなんて甘あまえもいいところだ。

　今だけは続木に感謝だ。こんな状況にでもならないと俺おれはいつまで経っても半人前のままだった。心に巣くっていたコンプレックスと向き合うことで志を胸に宿す。

　品部人永にしかできないことをやり遂とげる。それだけが唯一の存在証明。

「ククリ様！　大神様！　力を貸してください！　ここにいるみんなを檻から出します！」

　シャツの裾すそを捲めくり、左ひだり腕うでを露あらわにして突き出した。

　人永を信頼し、現界を約束してくれた神々を生かすためならば腕一本犠ぎ牲せいにしても惜おしくない。

　それが、覚悟だ。

「差し上げます！　俺に神しん徳とくをお授さずけください！」

　ほいきた、とばかりに大神様は格子から顔を出して人永の左腕を食い千ち切ぎった。











　わたくしの心を蝕むしばんでおりました劣等感は、自分らしさを消失していたことに起因しておりました。しかし、それは思い上がりに過ぎませぬ。勘かん違ちがいも甚はなはだしい。いまだ未熟者であるわたくしが「自分」を語るなどおこがましいにも程がありまする。

　いやはや、ヘッポコ様に合わせる顔がございませぬなあ。

　いざ成長致しましょう。ヘッポコ様が取り憑つくに相応ふさわしい男になってみせましょうぞ！

　さて、わたくしが左腕うでと引き替えに自信を取り戻しておりましたそのとき、宴えん会かい場じようでは真ま曜ようお嬢じよう様のご生せい誕たん祝賀会が始まり申した。

　絢けん爛らんたる宴うたげの中で、様々な想いが交こう錯さくいたします────。












　豪ごう奢しやで巨大なシャンデリアが見下ろすパーティー会場は、敷き詰められた赤い絨じゆう毯たんと、設置された丸テーブルとその上を飾る種々の料理によって、まるで赤土に白いヒナギクの花が咲き乱れているかのように幻想的である。立食を楽しむ賓ひん客きやくたちもまた高価な衣装に身を包み、身分の高さに恥はじぬ振る舞いをしている。紳しん士し淑しゆく女じよの社交界はゆったりと進行していた。

　毎年見るはずの光景を、真曜は驚きとともに眺ながめていた。会場に入り、パーティーの開かい催さいを宣言されてからもずっと何かの冗じよう談だんではないかと疑っているのだ。動揺が表おもてに出てしまい、不ふ審しんに思った続つづ木きが近づいてきたところを小こ町まちがさらった。

「いつもどおりに振る舞って。これはお芝しば居いと思ってくれていいわ」

　小声でそう言われて、真曜も小声で返す。

「お芝居って、……エミリエンヌが言っていた算段ってこのことでしたの？」

「エミリエンヌ？」

「……ヘッポコのことですわ。わたくし、この名前好きじゃありませんの」

　小町はふて腐くされる真曜に思わず吹き出してから、ヘッポコ──アマテラスの姿を探した。同性から見ても見み惚とれてしまいそうな美び貌ぼうを持つ彼女には「エミリエンヌ」の名前も似合うように思う。

「ポコさん、うまくやっているかしら」

　どこで続木に聞かれているかわからないので真ま名なは口にしない。最高神の名はそれだけで重みがあった。警けい戒かいしてし過ぎることはない。ふと真曜を見れば、訝いぶかしげな表情を浮かべていた。

「エミリエンヌがどうかしましたの？」

「ちょっとね。取り決めの最終調整というところかしら。この場合、わたしより威光あるポコさんの方が適しているの」

　首を傾かしげる真ま曜ようにそれ以上は説明せず、会場内の隅すみ々ずみにまで視線を這はわせるとチャイナドレス姿が神こう々ごうしいアマテラスを発見する。礼装姿の老人と二、三言葉を交わし、老人の会え釈しやくを受けると満足げな表情で歩き出す。

　その足は真まっ直すぐに続つづ木きへと向かっていく。

「……何をするつもり？」

　真曜も一緒になってアマテラスの動向を見守った。会話を聞こうと足早にアマテラスを追う。

　続木と対たい峙じすると、アマテラスはまず鼻で笑った。

「夜中に何やらこそこそとしておったようじゃが、そろそろ教えてはくれぬかよ？」

「………」

　意表を突かれたのか、続木はすぐに答えなかった。神を無力化させる続木に対して、恐れることなく堂々とするアマテラスを不ふ審しんに思ったのかもしれない。

「何もお答えすることはありません。最後までパーティーをお楽しみください」

「ほう？　楽しめと言うたか。では、仕掛けるとしたらやはりこの席であろうな。どうせ騒さわぎを起こして誘ゆう拐かい事件を明るみにしようという魂こん胆たんじゃろうが」

　腹の内を探るような真ま似ねはせず、ざっくりと狙ねらいを指し摘てきした。それを、観念したと捉とらえたのか続木は微び笑しようを湛たたえた。

「潔いさぎよい神様ですね。真相を問うことは敗者の権利なのでしょうが、やはりお答えできません」

「敗者とな？　んふふ、随ずい分ぶんと余よ裕ゆうがあるのう。昨日きのうまでの能面面づらはどこへ行ったのやら。喜びが顔に出ておるぞ」

　続木にとってその指摘は不本意だったようだが、取り繕つくろうことなく開き直る。

「ようやくここでの仕事から解放されるのだと思うと嬉うれしくもなります」

「同感じゃ。儂わしとて三日で飽あいたのじゃ、一年も居れば退屈もしよう。──で？　喜びとは別にそわそわもしておったようじゃが、一体何を待っておったんかのう？」

「………」

　続木の顔に険けんが宿る。それ以上の詮せん索さくは敵てき意いとして捉えたようだった。しかし、アマテラスは最初から開き直っている。

「勘かん違ちがいするでないわ。勝負はついておらぬ。化かし合いはこれからじゃぞ？　貴様が策を講じておる隙すきに、こちらも事前に仕掛けを用意しておったのじゃ。発案は人じん永えいじゃがの。さて、人永と貴様のどちらが上か決着をつけようかの」

　小こ町まちは息を呑のむ。なぜそのような挑ちよう発はつをするのか。黙だまっていれば油断を誘さそえたのに、これでは警けい戒かいしろと言わんばかりである。アマテラスの真意が掴つかめず、小町は押し黙だまる続木を見た。

　続木もまた疑るようにアマテラスを凝ぎよう視しする。

「……ハッタリのつもりですか？　品しな部べ人永はこちらの手にありますが？」

「ふはっ、事前に仕掛けておったと言うたろうが。貴様は人じん永えいの掌てのひらの上で転がされておるに過ぎぬのじゃ。人永はただでは転ばぬぞ。不利な状況を好機に変える天才じゃ。貴様があくせく働き積み上げてきたものを、あやつは閃ひらめきで一いつ蹴しゆうする。貴様にとっては天てん敵てきのような存在じゃ。んん？　なんじゃあ？　苛いら立だっておるのう。人永と比べられて面白くないのであろ？」

　続つづ木きからあらゆる感情が消えた。冷れい徹てつな目は油断や傲おごりを一切廃はい除じよしてアマテラスを敵てきと見なしている。だがそれは、明らかに図ず星ぼしを指されたことによる裏返しだ。

「んふふ。貴様は人永を意識しておった。何に利用しようとしていたかは知らぬが、人永に固こ執しつしておることだけは感じられたわ。最初からな。嵐あらしノ宮みや家を貶おとしめたいのであればそもそも部外者を招くことが不自然じゃった。たとえ人永に利用価値があったとしても、それは当初の目的にはない別のことに関してじゃろう。頭のいい貴様のことじゃ、人永でなくとも駒こまはいくらでも用意できたはずじゃ。誘おびき出し罠わなに嵌はめたい人間が人永でなければならぬ理由が他ほかに思いつかぬ」

「……与くみし易やすい相手だったとはお考えになりませんか？」

「儂わしなら放っておくがな。予定になかった人間をわざわざ加えれば綻ほころびは生まれやすい。一年という時間を掛けて慎しん重ちように事を運んでおった貴様がそのことを失念するとは思えぬわ」

　道理である、と小こ町まちは考える。初め人永を屋や敷しきに招まねき入れたのは真ま曜ようが探している神様を見つけ出してほしいという依頼からだった。ヘッポコを誘ゆう拐かいすることでやおよろず神しん議ぎ会かいにコンタクトを取ったという話だ。しかし、そもそもやおよろず神議会の活動記録を盗ぬすみ見て犯行に及んでいたのは続木である。人永がどの神社を調査しに来るか予測を立てられたはずで、誰にも悟さとられることなく今日という日を迎えたいのであれば、人永に気づかれないように誘拐を進めるべきだったのだ。ましてや、一年掛かりの長期的計画の実行日十日前にイレギュラーを加えたことは不自然極まりない。

「貴様が人永に執しゆう着ちやくしておらねば反神じん権けん組織に勝利をもたらせたものを。儂わしらをここに招いたこと後悔するがよい」

「もはやお話しすることはありません。失礼いたします」

　続木は踵きびすを返す。その背中にアマテラスは追いすがる。

「まだ話は終わっておらぬ。人永はどうした？　よもや殺してはおるまいな？」

　足を止める。振り返り、感情宿さぬ双そう眸ぼうがアマテラスを射い貫ぬく。

「お話しすることはありませんと言ったはずです。それ以上口にすれば、今すぐにでも品しな部べ人永を殺します」

　びくりと震ふるえたのは傍かたわらにいる真曜だ。先刻「まだ死んでおりません」と続木が口にしたことは小町も真曜から聞いている。いつでも殺害できる状況にあるとわかり、奥歯を噛かみしめた。

「んふふ。ちと挑ちよう発はつが過ぎたようじゃな。許せよ。しかし、あえて言わせてもらうぞ。もしも人永を殺しでもしたそのときは──」

　続つづ木きに接近し、手にしていた扇子せんすをその胸に押し当てる。

「この儂わしがじきじきに貴様をなぶり殺してくれるッ」

　威圧が風となって周囲に散った。真ま曜ように手を握にぎられ、小こ町まちも強く握り返した。震ふるえているのは真曜の手だろうか、それとも。

「──儂には人じん永えいしかおらぬ。人永が死ねば、そうするしかこの生に価値はない」

「………」

　今度こそ続木はその場から立ち去った。しかし会場からは出て行かず、隅すみの方に移動しただけだ。視線は向けてこないが、アマテラスに意識を集中させているのが傍はた目めからでもわかる。

「……どういうつもりですか？　なぜあのような挑ちよう発はつを」

　アマテラスは扇子を開いてつまらなげに顔を扇あおいだ。小町に目を遣やり、苦笑する。

「ちとな、あやつを苛いじめたくなったのじゃ。まあ、考えなしに挑発したわけではないので心配無用じゃ。んふふ、これであやつは意地でも人永の策を解とき明かそうとするじゃろう。何気ないフリをしておったが頭に血は上っているはずじゃ」

「確かに、彼は今貴女あなたを一番に警けい戒かいしています。……つまり、会場の空気を気け取どらせないために挑発したんですね？」

「そういうことじゃ。これより儂の一いつ挙きよ手しゆ一いつ投とう足そくばかりを目で追うじゃろう」

　アマテラスも気づかれるとしたら真曜からだと踏んでいるようだった。真曜は状況が飲み込めていないからどうしても挙きよ動どう不ふ審しんになりがちだった。

　この会場に漂ただよう雰ふん囲い気きから意識を遠ざける必要があったのだ。

　しかし、それも時間の問題である。パーティーはまだ始まったばかりで、作戦決行までまだ一時間近くもある。それまで誤ご魔ま化かし通せるかどうか。

　小町は作戦の時刻を前倒しにするべきか悩んだ。人永が生きて合流することが前提での作戦だったので、依い然ぜん囚とらわれたままでは安否が気き遣づかわれた。

「人永は死んでおらぬ。大だい丈じよう夫ぶじゃ。儂に挑発されたから直接殺しに行くなど、続木のプライドが許さぬはずじゃ」

　真曜を安心させようとして吐はいたであろう言葉に、小町が安あん堵どを覚えていた。

「しかし、間接的にであればすでに手遅れかもしれぬな」

「…………こほん」

　わかっていることをわざわざ口にするところがアマテラスらしい。小町は一いつ瞬しゆんでも楽観的に走った自分を戒いましめる。

「小町姉ねえ様、一体何が始まるの？　続木は何をしようとしているの!?」

　手段はわからないが目的に関しては見当がついている。十じつ中ちゆう八はつ九く、神々の誘ゆう拐かいを表おもて沙ざ汰たにしようとしている。だが、それを今真曜に話すことは躊躇ためらわれた。責任を感じた真曜がどんな行動をしでかすかわからないからだ。最悪、神々が監かん禁きんされているという地下室に出入りして、それを他人に目もく撃げきされれば言い逃れできない証しよう拠ことなる。

　この場で大人おとなしくしていてくれた方がいい。小こ町まちは非情に徹てつして真ま曜ようをお荷物と認めた。

「貴女あなたは何もしないで。すべて終わったら話します。それまでは大人おとなしくしていてね」

　小町は真ま曜ようを見ようともせず、そう言い放った。

　繋つないだ手が少し緩ゆるんだ気がした。







　続つづ木きは、思いの外動揺している自分に戸と惑まどっていた。

　ヘッポコが指し摘てきしたことはすべて的まとを射ていた。計画は当初やおよろず神しん議ぎ会かいの介かい入にゆうを想定しておらず、まして品しな部べ人じん永えいを屋や敷しきに招くなど冷静になって考えれば余分な一手だ。

　計画の下地を組むのに一年、計画が持ち上がってからは二年が経たっている。途と中ちゆう、神々の雲くも隠がくれで頓とん挫ざしかけた計画であったが、やおよろず神議会なる組織のおかげで神々は再び現げん界かいし、母体組織から続行を言い渡された。都合よく嵐あらしノ宮みや真曜が神様の捜そう索さくを命じてきたので利用した。組織からの信頼に応こたえ、真曜にも忠実に従い、そつなく立ち回った。うまくいっていた。

　なのに、なぜ。

　ヘッポコの言うように品部人永は無視して然しかるべきである。けれど、私情を挟はさんだ。品部人永を計画の一部に無理やりねじ込んだ。それは続木を知る人間ならば首を傾かしげる事態だろう。常に冷静沈着であり、必要最低限の働きで最大の効果を生み出す機械人間。そのような印象を持たれていることは知っていたし、自分でもそうあるよう心がけていた。

　それを、なぜ。

　品部人永を貶おとしめることは余分であっても、計画自体は完かん遂すいできる自信があった。……自信があるから暴挙に出ただと？　思想の前では一個人の感情など秤はかりにも載のらない紙かみ屑くず同然。紙屑に気を取られている自分は考えるだに理解できないものだった。

　──貴様が人永に執しゆう着ちやくしておらねば反神じん権けん組織に勝利をもたらせたものを。

　自分の勝利を疑るわけではないが、確かに隙すきを見せすぎた。背後に組織の影を匂におわせただけでも取り返しのつかない失態である。『続木』という偽ぎ名めいは個性を消すための手段であったはずなのに、『続木』という人間がいたことを印象づかせてしまっている。それは偏ひとえに、品部人永に固こ執しつしたことへの代だい償しよう。挽ばん回かいの目は、品部人永を葬ほうむり嵐ノ宮家と『神権』を貶めることだけだ。

　──儂わしには人永しかおらぬ。

　奥歯をギリと噛かみしめる。ヘッポコの告白は続木をいよいよ苛いら立だたせた。

　頭を切り換える。品部人永が敷いたという仕掛けの正体を見つけ出す。

　等身大の姿に変わったヘッポコは油断ならない。賢さかしさもそうだが、感情の機き微びを読み取ることにかけては続木も舌したを巻く。今こうして遠目から窺うかがっていることを知ってか、思わせぶりな行動をあくまでも自然にして見せている。挑ちよう発はつとわかってはいるが、どこまでがフェイクか推おし量はかれなかった。

　観察してわかることは、ヘッポコは実に社交的だということだ。ここにいる各界の著ちよ名めい人とはおそらく初対面のはずだ。すれ違う人には必ず声を掛け、二、三口にしては別れるを繰り返す。あれは、どんなフリなのだろうか？

　疑ぎ心しん暗あん鬼きに捕とらわれていることを自覚し、続つづ木きはあえてヘッポコから意識を遠ざける。

　自分の計画が盤ばん石じやくであるかを再度確認すべきだった。品しな部べ人じん永えいの策さくとやらは続木の計画を塗り替えるものなのか、はたまた破は綻たんさせるものなのか。

　地下の火か災さいは止められないし、地下からの脱だつ出しゆつはさらに不可能だ。今頃、品部人永は煙けむりによる中毒症状で死に至っているはず。ここまではいい。あとは時間を掛けて火事が広がるのを待ち、警察と消防に連絡する。混乱の隙すきを見て地下室の南なん京きん錠じようを外さなければならないのだが、そこも抜かりはない。地下の惨さん状じよう、監かん禁きんされた神々の存在を明るみにし、誘ゆう拐かい事件を暴ばく露ろする。財界ジャーナリストが毎年会場を訪れることも知っていたし、事前に連絡も取っていた。遅れているのかまだ姿は見えないが、彼らの役割は火災が起きてからなので問題ない。そして、

　ふと、思う。この会場にいる顔ぶれには…………見覚えがない。使用人は臨時で雇やとったアルバイトがほとんどのはずで見覚えがないのは当然だ。

　しかし、嵐あらしノ宮みや家と懇こん意いである財ざい界かい人は大物ばかりで報道にもたびたび取り沙ざ汰たされるので、見れば気づけるはずである。それとも大物は小こ娘むすめの誕たん生じよう日び会如ごときには出席しないものなのか。真曜の父・陽よう介すけの姿がないのも気がかりではあったのだが。…………。

「──まさかっ」

　もしやそれこそが人永の策であったとしたならば、……いや、しかし。

　そしてその直後、たくさんの偉い力りよくを感じ取った。

　一いつ斉せいに湧わき起こったそれは、自分の足元、地下室からだとわかりさらに驚きよう愕がくする。結けつ界かいの中で霊れい力りよくを感じるなんてありえない。

　咄とつ嗟さに身を翻ひるがえし、徐じよ々じよに近づいてくる神々の気配を待ち構えるように、続木は会場の入り口に目を向けた────。







　檻おりをぶち壊こわす勢いで巨大化する大おお神かみ様。白き狼おおかみは口元を血で濡ぬらしニヤァと嬉うれしげに歪ゆがめた。

『人ひと身み御ご供くうを喰らうのは初めてよ。思ってたよりもあっさりしていて美お味いしいわ』

　人永の肉を食べて増ぞう幅ふくした霊れい力りよくを使い偉力を放つ。蹲うずくまって見上げる人永の顔にも笑みが。

「存分に味わえ……ッ！　せっかく犠ぎ牲せいにした左腕うでだ……ッ！」

『なぁによっ。皮をちょっと囓かじっただけじゃない？　大おお袈げ裟さねえ』

「皮だけじゃない！　絶対肉まで行った!?　うおおおおお痛ぇえええよおおおッッッ」

　血を少し与えるつもりで差し出した左腕に思い切り牙きばを立てられ表面を食い千ち切ぎられたのだ。もうちょっと手加減してくれてもいいではないか、と涙なみだ目めで抗議する。

『唾つばつけとけば直るわよ。そんなことよりも、ほら、背中に乗って！　アタシにかかればこんな殺風景な場所あっさり脱だつ出しゆつできるわ！』

　心強い言葉に安あん堵どする。さっさとここから出て行きたいところだが、その前にしておくことがあった。ククリを先に大おお神かみ様の背中に乗せると、人じん永えいは膝ひざをついて他ほかの檻おりの中を覗のぞき込む。

『何してんの？　──って、まさかその子たちにもお肉あげちゃうわけ!?』

「いや、肉まではやらないけど」

『ちょっとちょっとちょっとぅ！　わかってんの!?　この子たちはもう悪あく神じんなのよ！　霊れい力りよくあげちゃったら間違いなくこの場で暴れ出すわよ！　あとで助けてあげればいいじゃない！』

　人間から虐ぎやく待たいを受けたことで復ふく讐しゆう心しんに駆かられる彼らはもはや人間に害を為なす現象でしかない。悪神に変わった彼らを元に戻す方法はわからないが、初めから決めていたことだ。

「みんなに約束してたんだ。必ず神々を解放するって。悪神だからって関係ねえよ」

　必死に引き留とめるククリと大神様を無視して、檻の中に少量ずつ血を垂らしていく。人永の血に触ふれるか、あるいは舐なめたモノたちは呻うめき声を発して暴れ出し、どす黒い偉い力りよくを放って檻を破る。地下室に雄お叫たけびが木こ霊だました。

『ああもうっ！　本当にバカなんだから！　行くわよっ、振り落とされないでね！』

　背中に飛び乗り姿勢を低める。掴つかんだ白毛の下の肉体は生温かった。

「しかし、どうするんじゃ!?　この巨体であそこの通路はさすがに通れんじゃろう!?」

　あ。

　ククリの指し摘てきはもっともだ。鉄てつ扉ぴくらいなら力任せに破れるだろうが、そこまで続く通路を通れるかどうか。まさか壁を抉えぐっていけるのか？

『うふ。大オオ口クチノ眞マ神ガミが炎ほのおを前にして黙だまって引き下がれると思わないでね！』

　それはどういう意味か。聞こうとした矢先、大神様はそこらで暴れ回る悪神たちに風圧のような偉力をぶつけた。悪神たちは一いつ斉せいに動きを止め、大神様に敵てき意いを向ける。

『ついてきなさいな。せっかくだからあんたたちも協力しなさい！』

　襲おそいかかる悪神をかわし、鼻先に空気の壁を作って天てん井じように突進する。ずしん、と地下であるこの空間すら揺れた気がしたのだ、上はもっと強い振動だっただろう。大神様は再度天井に体当たりし、背後から来る悪神たちが束たばとなって後押しする。偉力が渦うずを巻いて暴風を巻き上げ、とてつもない力が地下室に飽ほう和わしていく。ガスが充満する密室のようだ。火ひ種だね一つで爆ばく発はつを起こしてしまいそうな緊きん張ちよう感かん。

　コンクリートの壁に亀き裂れつが入る。破片が天井から落ち、隙すき間まが生まれ、その穴を目指すように大神様以下悪神たちは力任せに突っ込んでいった。

　爆ばく音おんを伴って偉力が弾はじけた。

　厚い天井が崩くずれ去る。直後、小さな満天から水が勢いよく流れ出した。塩素の臭においが混じったそれはプールの水だ。つまり、ここの真上はプールの底に繋つながっている。

『これで火は消えるわね。やっぱりアタシの勘かんって大したものだわ！』

　その言葉を聞いて、ようやく人じん永えいも理解できた。

　大オオ口クチノ眞マ神ガミ──火か難なん除よけの益えき獣じゆうである。真上に水があることを知っていたのか、はたまたこうなるよう引き寄せたのか定かではないが、御ご利り益やくどおりの結果を導いた。

　しかし、この神様の神しん髄ずいはこれだけにあらず。

「わ、わし、泳げないんじゃーっ！　こんなんどうせえっちゅーのじゃ！」

　二十五メートルプールの底を抜いたのだ。その水量を収めるだけの容積はこの地下室にはない。火難のお次は水難である。が、大おお神かみ様は不ふ敵てきに笑い、人永も信頼して背中にしがみつく。

『目的地まで無事にお届け。それが「送り狼おおかみ」のモットーよ！　それぇ！』

　前足を掻かいて滝のように落ちてくる水中を上っていく。息を止め、目を閉じ、ありったけの力で白毛を掴つかむ。後ろに引っ張られる感覚は大神様の泳ぐスピードが桁けた外はずれであるからだ。足に水掻きを有しているという伝説もあるいは本当なのかもしれない。

『いやん、全身ビショビショ。あとで毛け繕づくろいしなくっちゃ』

　水中から飛び出し、プール場に響ひびいた第一声がそれだった。人永もククリも目を回している。

　遙はるか昔、遭そう難なんしかけた倭ヤマト健タケルノ命ミコトを導いたと云いわれる白はく狼ろう。今、人永を乗せて同じ邸てい内ないにあるパーティー会場へと向かって突き進む。

『さあ、予定通りの展開よ！　存分にかましちゃいなさい！』

　後ろから追い迫ってくる悪あく神じんを引き連れて、大神様の背中に乗ったまま会場のドアを突き破り正面から突入した────。




　そして、人永と続つづ木きは互いに視線を交こう錯さくさせた。

「続木ぃいいいいい──────ッッッ！」

「……品しな部べ………………人永………ッッッ！」











　わたくしを先頭に殺到した悪神たちはすべてを破壊せしめんと暴れ出して候そうろう。悲鳴湧わき起こる会場はたちまち混乱の渦うずへと呑のまれてしまい申した。

　勝しよう事じなりけり。これでは続木の思う壺つぼでございます。

　勝利を確信した続木の顔には笑みが溢こぼれ、負けじとわたくしも不ふ敵てきに笑っておりまする。

　──片や、神々の寵ちよう愛あいを受ける者。此方こなた、神々を憎にくみし者。

　立場は違えども神様の現げん界かいによって生き様ざまを決めた両人が、ここで出で逢おうたはまさしく運命でございました。

　己の葛かつ藤とうを克こく服ふくせんがため、他方の言い分を認めるわけにはいきませぬ。

　化かし合いの行く末に軍ぐん配ぱいが上がるは何いず方かたか。

　いざ決戦の刻とき。












「続つづ木きぃいいいいい──────ッッッ！」

　続木の脇わきを駆かけ抜ける寸前、大おお神かみ様の背から飛び降りた。人じん永えいはあえて負傷した左手で拳こぶしを握にぎり続木の顔面に渾こん身しんのストレートをお見舞いする。

　油断か慢まん心しんか、身動き一つ取らずに殴なぐられた続木は二歩、三歩と後ろによろけた。人永は堪たまらずにガッツポーズ。

「いよっしゃあ！　見たかっ！」

　必ず一発は殴ると決めていた。正面からぶつかったのでは到底敵かなわないので奇き襲しゆうに頼るしかなかったのだが、うまくいった。続木が体勢を立て直すとすかさず距離を取る。基本的に喧けん嘩か慣れしていない人永はすでに逃げ腰こしである。

『いいの入ったわね。さぁて、今度はアタシの番よ！　──って言いたいとこだけど、こいつには敵わないのよね、神だと』

　続木には神を無力化する能力がある。正面からでは分ぶが悪い。

「なぜ奴やつらは偉い力りよくを使えているんだ？」

　殴られたことにまるで頓とん着ちやくせず、続木は悪あく神じんたちを見て当然の疑問を口にした。人永は得意げな顔をするだけで答えない。教えてやる義理はない。

「まあいいでしょう。この際、些さ末まつなことです。品しな部べ人永、貴方あなたに礼を言います。神々の死体を見せるよりよほどインパクトがある」

　火災などより、各界の著名人が神の暴行によって負傷した方が不ふ祥しよう事じとしては遥はるかに重みがある。これで嵐あらしノ宮みや家は絶望的だ。この惨さん状じように言い逃れはできない。

「これでようやく準備が整った」

　難しい顔をする人永に、続木は昏くらく笑うのだった。

　そのとき、少女が二人駆け寄ってきて、人永とククリをそれぞれ抱だきしめた。
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「人永さん！」

「ククリ！　ご無事で何よりです！」

　ククリは「ぬほほほほ」と照れ笑い、人永も少女の腰こしに腕うでを回して抱ほう擁ように応こたえた。

「協力してくれてありがとうございます。カグツチさん」

「お久しゆうございます、咲さき姫ひめ様ぁ！」

「なっ!?」

　続つづ木きの顔から瞬しゆん時じに余よ裕ゆうの色が消えた。辺りを見渡してさらに驚きよう愕がくに目を開かせる。悪あく神じんの出現で混乱していたはずの人間たちが皆続木を見み据すえていたのだ。

　その目は怒りに燃えていた。

「残念だったな。ここにいるのは全員神様だ」

　言葉を失う続木に、人じん永えいは朗ほがらかに笑うのだった。











　どうだ、見たか続木！　わははははっ！

　おっと失礼。語り部べであることも忘れて熱が入ってしまい申した。それにしても、このときの続木の顔は傑けつ作さくでございましたなあ。わたくしの策さくに見事引っかかってやがります。

　種たねを明かせばこの策は、小こ町まち殿どのと迦カ具グ土ツチ様の協力なくしては成り立たぬものでした。小町殿は嵐あらしノ宮みや陽よう介すけ氏に別会場の手配を依頼し、自らもまた本物の参会者へ祝しゆく宴えん会場の変更を伝えて回り申した。迦具土様は人型の神様を多く招集し、人間のフリをして会場に乗り込んだというわけでございます。たった一日でこれだけの仕掛けを敷いたお二ふた方かたには頭が上がりませぬ。

　つまりつまり、嵐ノ宮家の誘ゆう拐かい事件が関係者以外の人間に知られる恐れはなくなったということでございます。これで心置きなく続木に粛しゆく清せいを加えられると言うもの。

　とは言え、いまだ猛たけり狂う悪あく神じんたちを放っておいてはいらぬ惨さん事じを招まねきましょう。最後の詰めは大たい将しようの務めでございます。












　悪神を元に戻す方法は、この場で思いつく限り一つしかなかった。

　半ば放心する続つづ木きを無視して、踵きびすを返し走り出す。濡ぬれ鼠ねずみの人じん永えいだが、動きは鈍にぶくない。会場の端はしから端までは、走ってみると大した距離じゃなく、左腕うでからは止めどなく血が流れ、床ゆかに血と水を滴したたらせながらも全力で疾しつ走そうする。白く輝く女神の元へ。

「ヘッポコ」

　アマテラスは優しい笑顔で迎えてくれた。

「遅いわ、たわけ。まあ、心配はしておらなんだがな。あと少しでオモイカネに結けつ界かいを壊こわさせる指示を与えるところじゃったわ。続木に逃げられたのではあの間抜け面づらは拝おがめなかったであろう。んふふ、間かん一いつ髪ぱつ間に合おうたのう」

　知らず抱だきしめていた。どういうわけか涙なみだが溢あふれて止まらない。

「生きているぞ。俺おれは」

「……人永？」

　生きている。生きていてもいい。自分の価値を一番に信じてくれている奴やつが常に傍そばにいてくれたから、生きたいと思った。誰かにとっての「特別」は生きる糧かてになり得るのだと知った。

　おまえさえいなければ、じゃない。

『──儂わしには人永しかおらぬ』

　おまえがいてくれたから、俺は──。

　人永の体が小刻みに震ふるえていることに気づき、アマテラスは茶ちや化かすでもなく頬ほおを撫なでた。

「──なんじゃ、人永。意地悪でもされたのかよ？　泣くでないわ」

　いつか聞いたことのある科白せりふ。首に腕を回され、囁ささやく声。

「儂が傍におる。心配するでない」

　──ああ。ほんと、その通りだ。

「あやつらを元に戻すぞ。少量の血では足りぬな。人永、目を瞑つむれ」

　接せつ吻ぷんは優しく、人永の心までも温かく包んでくれる。──って、舌した!?　舌ァアアアアア!?

「んーんふふ。良薬は口に苦しと言うが、なるほど、これほど甘かん美びであれば毒にもなろう」

　唾だ液えきに濡ぬれた唇くちびるを艶なまめかしく舌で舐なめ、恍こう惚こつに目を細める。次第にアマテラスの体が白く輝き始める。天あま照てらす浄じよう化かの光が世界を染めた。
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　悪神たちの勢いが衰おとろえる。黒き影は泥どろを落とすように下に隠かくしてあった姿を露あらわにしていく。見る見るうちに元の姿を取り戻す神々は偉い力りよくを無理やり放出したせいかその場に崩くずれ落ちた。

「儂わしにかかればこんなもんじゃ。そなたも気が晴れたであろう」

　何もかも見み透すかしたような目は人じん永えいを見上げて薄うすく笑うのだった。




　そして続つづ木きは、平然と場を眺ながめていた。狼狽うろたえたのは最初だけで、殲せん滅めつ対象である神々が結けつ界かい内に出で揃そろっているのである、考えようによっては好機に思えた。

「────っ!?」

　そのとき、結界が破壊されたことを知覚する。

　これほどの罠わなが仕掛けられていたのだ、伏ふく兵へいがいたとしてもおかしくなく、あっさりその事実を受け入れる。

「………」

　結界が消滅したからと言ってすぐさま神々の霊れい力りよくが復活するわけではない。続木の能力なら如い何かなる神であろうと太た刀ち打うちできず、再び捕とらえることもできよう。だが、その考えを捨てる。

　いかに武芸に秀でている続木であっても多た勢ぜいに無ぶ勢ぜい。数に押しやられれば敗北は必至。そこまでを瞬しゆん時じに悟さとり、次の行動は誰よりも早かった。

　入り口まで駆かけ抜け脱だつ出しゆつを試みる。計画が失敗した以上ここに留とどまることは無意味である。大おお神かみ様によって破は壊かいされた入り口に差しかかったとき、背後から高たか峰みね小こ町まちの悲鳴にも似た声を聞き、目前に立ちふさがる人影に気がついた。

「逃がしませんわよ！　続つづ木きっ！」

　嵐あらしノ宮みや真ま曜ようだった。

「お嬢じよう様、失礼致します」

　足を止めることなく真曜に突進し、速度を落とさずに真曜を担かつぎ上げて外へと飛び出す。




「真曜───っ！」

「真曜さん！」

　人じん永えいと小こ町まちは同時に声を上げた。後を追おうとしたとき、後ろから抱だき竦すくめられた。

「人永はもうよい。早く傷の手当てをすべきじゃ。血を流し過ぎじゃ」

「そんなわけに行くか！　放せっ」

「人永さんっ、ここはわたしに任せてください！　見てました。人永さんの体液を口に含むと霊れい力りよくが増すんですよね!?」

　通せんぼするように立ち塞ふさがったのはカグツチであった。頬ほおを膨ふくらませて、ずずい、と身を寄せてきた。

「カグツチさん、一体なんのことっ!?」

「惚とぼけないでください！　アマテラスさんにはできてわたしにはできないって言うんですかぁ!?」

　先ほどのアマテラスとのキスを見られていたからだろう、他ほかにも好こう奇きと嫉しつ妬との視線があらゆる角度から突き刺ささる。小町からもじと目を向けられて体が固まった。──え？　あれ？　そんな場合じゃないってのに、なんで？

「と、とりあえずですね、キ、キ、キスをしてみたらどうでしょうか!?　わたしはいつでもオッケーです！」

　顔を真まっ赤かにして顎あごを突き出すカグツチを、アマテラスが光速で突き飛ばす。

「何を言うか、たわけ！　貴様如ごときに人永の髪かみの毛一本たりともくれてやるものか！」

「貴女あなたには言ってませんーっ」

「こんの田舎いなか娘むすめがっ、儂わしに刃向かう気かよ!?」

「偉い力りよくを放てないアマテラスさんなんて恐くありませんもん！」

　カグツチも負けじとアマテラスを突き飛ばし、キーッと感情剥むき出しで幼よう稚ちな喧けん嘩かをおっ始めた。やんやと野や次じを飛ばす周囲の神様を見るにつけ、人永は言葉を失うばかりである。

　小町に肩かたを叩たたかれた。

「きっと大だい丈じよう夫ぶよ。続木も今さら真曜さんに危害を加えるとは思えないわ。撤てつ退たいするための人ひと質じちでしょうから、追ったところで結果は変わらないわ」

　むしろ神様を盾たてに取られる方が問題である、と言げん外がいに語っている。それはわかっているのだが、だからと言って真曜をこのまま放っておくことなんて、

「それに、お姫ひめ様を救出するのは騎き士しの役目よ」

　その一言で、人じん永えいもようやく理解した。
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　続つづ木きは内心で舌した打うちした。

　やはり追ってこない。続木の目的は神々の殲せん滅めつであって真ま曜ようの命ではない。必要とあらば殺人も厭いとわないが、真曜を殺すことに利はないのだ。それに、八つ当たりで真曜を傷つけることは続木の矜きよう持じに反するし、そこまで見破られていることがまた癪しやくであった。

　人永だけでも追ってくるのではないかと期待した。真曜に執しゆう心しんしていた彼が放っておくとは思えない。誰も追って来ない事実は真曜にとって何よりも深い傷になるはずだからだ。

　案あんの定じよう、真曜は傷ついた表情で別べつ邸ていを振り返っている。情けをかける義理などないが、自然と言こと葉ば遣づかいは優しいものになった。

「ご迷めい惑わくをおかけしました。ここまでのようです」

　真曜を降ろし、屋や敷しきを見上げる。一年という時間をこの場所で、この少女とともに過ごしたのだ。惜おしくはないが思うところは確かにあった。

「お世話になりました。皆様にはよろしくお伝えください」

　頭を下げる続木に、真曜は複雑な表情を浮かべた。

　最後まで捉とらえ所のない人間だった。たくさん傷つけられたはずなのに、真曜はどうしても続木を憎にくみきることができなかったのだ。

「……もう会うこともありませんわよね？」

「わかりません。私とお嬢じよう様の家いえ柄がらは敵てき対たい関係にありますので、機会があればまたお会いすることもあるかもしれません」

　やはり、もう元の関係には戻れない。胸の痛みは使用人として気に入っていたことを自覚させた。どこまで行っても上うわっ面つらな態度を取り続けた続木。素すの表情をいつか拝おがんでやりたいと今さらになって思ってしまった。何もかも遅すぎた。

「お嬢さんを放しなさい」

　第三者の接近に二人とも気づけなかった。肩かたに手をかけられて、続木から引き離されたのも一いつ瞬しゆんの出来事だった。庇かばうようにして前に立つその背中は人永のものではなかった。誰？

　対たい峙じする続木の顔が驚きよう愕がくに歪ゆがんだのを第三者の背中越しに見つけた。

「貴様、……まさか、オモイカネ」

「え？」と声を上げた。図らずも探していた神様の名を聞いて思わず耳を疑ってしまう。続木の口からその名が出たことも信じられなかった。

「ふむ。どうやら続木さんの目的は最初から私だったみたいですねえ。ま、当然ですね。貴方あなた方の思想において最も邪じや魔まな存在は私でしょうから。知っていたんでしょう？　嵐あらしノ宮みや家に知恵を与えていた神様が私だってこと」

「──少し考えればわかります。神話において知恵の神と言えば貴方あなただ。そして、『神じん権けん』などと言う大それたものを生み出すとすれば名の通った神が代表になるはず。当てはまるのは思兼神オモイカネしかいません。それに、のっぺらぼうのことも有名ですよ」

　背中が笑う。それは肯こう定ていを意味しているのだとわかった。

　顔が、……顔が見たい。けれど、回り込んで見られる状況ではなかった。

　続つづ木きの顔に明確な意志が現れる。昏くらく淀よどんだ瞳ひとみが殺意を映す。対照的に、口元は残ざん酷こくなまでに歪ゆがんでいた。

　動けるはずがなかった。続木の素すの表情を前にして、真ま曜ようはようやくかつて使用人だった者との正確な距離を把は握あくした。自分とはあまりにもかけ離れた世界に彼はいる。

　永遠に理解し得ないものなのだ、と突き離された気がした。

「今後を思えば貴方の知恵は必ず邪魔になります。覚かく悟ごしてください」

　弓を構える。見えない矢や尻じりがオモイカネに照準を定めた。

「……なぜ私の前に現われたのですか？　襲おそわれるとは思わなかったのですか？　結けつ界かいが無くとも貴方の霊れい力りよくを奪うばう力があることはご存じのはずでしょう？」

「存じておりますよ。ですが、これだけ大掛かりな演出をしてくれたのに私だけが蚊か帳やの外では詰まらないではないですか。ちょっとしたご褒ほう美びです。誘ゆう拐かい事件で私を誘おびき出し、あわよくば他ほかの神々も殺そうとした貴方の根性に敬意を表したくなっちゃいました」

「大した余よ裕ゆうですね」

「神様ですしね、一応。そして、心に余裕がないのはむしろ貴方の方じゃないんですか。壮そう絶ぜつな過去をお持ちのようですしね」

「────っ！」

　続木の肩かたが震ふるえた。その顔は変わらず殺気を帯びているが、どこか怯おびえた色さえも浮かんで見えた。構えを解くことなくオモイカネを凝ぎよう視しする。

「……何を知っている？」

「色々と。私はオモイカネですよ？　どんなにうまく隠かくしても無む駄だですよ。お辛つらかったでしょう。神々が現げん界かいしたことで一家は離散、幼い頃から随ずい分ぶん苦労なさったようですね。その責任の一いつ端たんは間違いなく私にあります」

　過去の暴ばく露ろに、真曜は一人混乱し、続木を窺うかがうと目が合った。

「ご安心を。貴方のことは他の誰にも言いませんから」

「真曜お嬢じよう様が聞いていますが？」

　オモイカネは「しまった！」とわざとらしく声を出し、続木も苦笑すると緩ゆるんだ空気の中で不意打ち気味に『矢』を放つ。突風が吹き抜けると、オモイカネの体から蒸気のような煙けむりが立ちこめた。膝ひざが着きそうになるのを必死に堪こらえる。

「おお、こ、これはすごい……っ！　偉い力りよくが使えなくなってしまいました」

　肩かた幅はばの広かった背中が若じやつ干かん縮まり、背が伸びる。声も、低音のものから若返って高くなっていた。姿が変わったオモイカネを見て、続つづ木きは唖あ然ぜんとした。

「特別サービスです。素顔を晒さらすなんて十年ぶりでしょうかね。ま、そんなわけでして」

　オモイカネの手には黒光りする物が握にぎられていた。いつの間に取り出したのか、拳けん銃じゆうが続木に向けられていた。

「霊れい力りよくは使えませんが武器なら使えます。貴方あなたに対抗するにはこの手しかありませんからね」

「…………驚きました。神様が人間に拳銃を突きつけるなんて前ぜん代だい未み聞もんです」

　オモイカネは高らかに笑い、「もっと褒ほめてください」と嘯うそぶいた。

「ここらで痛み分けとしませんか？　できれば貴方を殺したくありません。私の素顔を見られたんですから、これ以上は高望みですよ？」

　負け試合だったはずなのに、最後には標的としていた神様の真の素顔を見られたのだ。同情されたとわかり、気勢を削そがれた続木は踵きびすを返す。

「撃うたなかったこと、いつか後悔しますよ。またお会いしましょう。今度こそ貴方の命を取ってみせます」

「恐いですなあ。できれば再会したくないものです」

　続木は振り返ることなく立ち去った。

　あとには真ま曜ようとオモイカネだけが残された。











　こうして神かみ隠がくれ誘ゆう拐かい事件は幕を閉じたのでございます。

　めでたしめでたし、とは言えませぬが、誰一人欠くことなく終わったのですから良しと致しましょう。

　わたくし品しな部べ人じん永えいと、続木と名乗る男との長い長い闘いはこの日から始まったのでございました。再戦の日は近く、その模様は別の機会に語ることに致します。

　長らくお付き合い下さりありがとうございました。

　小こ噺ばなし『入じゆ破は』──これにて閉幕にござります。
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　同じ方向を向いたまま、オモイカネと真曜は佇たたずんでいた。

　真曜は目の前の背中をじっと見つめ、オモイカネは嵐あらしノ宮みや家のお屋や敷しきを感かん慨がい深ぶかそうに眺ながめている。収しゆう束そくしたとは言え破は壊かいと混乱があった別べつ邸ていから音楽が聞こえだした。神々は家主を抜きにして勝手気ままに宴えん会かいを始めたらしい。連れ去られた真ま曜ようを探しに来る気はないようだ。それは、オモイカネへの信頼とアマテラスの面めん倒どう臭くさがりによるところが大きく、しかしその背後には「過去に何かしらあったらしい二人」に気を利かせている節ふしも感じられた。

　大きなお世話です。

　現在ここにいる嵐あらしノ宮みや家の関係者は真曜だけだ。続つづ木き以外の使用人は変更された別のパーティー会場に出で払はらっており、別邸で使用人のフリをしていたのはすべて神様である。遠く響ひびく音楽と喧けん噪そうが屋や敷しきの静せい寂じやくを際立たせた。風が吹けば風の音が耳に届くし、自分の呼吸が一番耳にうるさい。一歩踏み出せば、大きな足音が嫌いやでも響く。音を出すことで止まった時間が動き出すような気がして、オモイカネは何もできなかった。振り返るにしろ立ち去るにしろ、もう真曜からは逃れられないと思う。

「こちらをお向きになって」

　ひどい。振り返るなら自分の意志で。そう思っていたのに。命令口く調ちようは明らかにオモイカネを責めたもので、それ以外の行動は許さないとその後の沈ちん黙もくが訴えている。いつまで経たっても振り返らないオモイカネに痺しびれを切らし、真曜は嘆たん息そくするように口を開いた。

「お久しぶりですわね。いえ、それとも初めましてと言った方がよろしいかしら？」

「……ええ、はい。いや、まあ、その、…………初めまして」

　いたたまれない。

「お顔を拝はい見けんしたら駄だ目めかしら？　もしかしたら、貴方あなたの顔知っているかもしれませんわ」

　続木が立ち去ってから、おそらく五分近く経たったはずだ。オモイカネは一度だけすうと息を吸い込み、

「いいでしょう。では、お見せしましょう。私の顔を」

　ばあ、とおどけるようにのっぺらぼうが振り返る。真曜は冷さめた表情で睨にらみつけた。

「……寂さびしいですなあ。驚いてくれませんとのっぺらぼうの立つ瀬がありません」

「お話に聞いていたとおりの神様ですわね。ええ、お顔を見ずともわかります。わざと茶ちや化かして話をはぐらかすその癖くせ。貴方に間違いありませんわ」

　ぴしゃりと額ひたいを打って高笑い。しかし、オモイカネの背中は汗あせを掻かきっぱなしだった。

「いやあ、真曜お嬢じようさんには敵かないませんなあ。ここではなんですから一度向こうに戻りません？　品しな部べさんたち心配しているでしょうから。あ！　会場にはお酒もありましたな。アマテラス様が飲み干さぬうちに急いで戻らないと！」

「どうして会いに来てくださらなかったの？　十年待ちましたわ。わたくしだけでなく、お祖じ父い様とも連絡を取られなかったようですわね。こっちは貴方のことなんてすっかり忘れてしまって、神様が一いつ斉せい雲くも隠がくれしたときオモイカネの存在を思い出しましたのよ」

　誤ご魔ま化かせない。真曜の視線は厳きびしかった。こうなることを予測できたから会いたくなかったというのが本音である。のっぺらぼうは目が無いくせに視線を泳がすように顔を背そむけた。

「お母様の遺ゆい言ごんです。聞いてくださいますわよね？」

「………」

　逃げ場はなかった。

「──小お父じ様のバカ。唐とう変へん木ぼく。分からず屋。格好つけたがり。甲か斐い性しようなし。……初めにこのような罵ば詈り雑ぞう言ごんが並びますけれど、全部聞きますか？」

「いえ、結構。大体わかりました。そこは省略してください」

　十年前の遺言であろうとも、真ま曜ようのことだから一いち言ごん一いつ句く暗記していることだろう。母娘おやこ揃そろってそういうところはそっくりである。

　真曜は背せ筋すじを伸ばして、改めて『母の遺言』を口にした。

「小父様のおかげで真ま夜やは寂さびしくありませんでした。だから今度は小父様の番。素直に生きて。辛つらいかもしれないけれど、ひとりぼっちは寂しいから」

　それで終わり。短い言葉だった。それでも深く深く心に染しみ渡る。

「わたくしやお父様にも遺言をお残しになられましたけど、そちらも聞きます？」

「いえ、それには及びません。看み取とることができなかったのは私の不徳の致すところです」

　どうして家族に残した言葉まで拝はい聴ちようできようか。自分に宛あてた言葉を遺のこしてくれただけでも身に余るのだ。

　約束を破ったのに。最後まで傍そばにいてやれなかったのに。初めの罵詈雑言はそれを指してのものだ。恨うらまれるのが筋すじであり、これ以上嵐あらしノの宮みや家の私事に関わる権利はない。

　なぜか真曜は面白くない表情を浮かべていて、「まあいいですわ」ふて腐くされたように呟つぶやいた。

「遺言を聞いてどうお感じになったのかわかりませんけれど、お母様がわたくしに託たくした言葉ですわ。伝え切らないとお母様も浮かばれませんもの」

「感謝しております。ありがとう」

「嘘うそ。絶対迷めい惑わくと思っているでしょう？」

　首を傾かしげる。真曜が何をもってそう断じているのかわからなかった。

「オモイカネが嵐ノ宮家を避さけていたことは薄うす々うすわかってましてよ。今日お会いして確信しましたわ。貴方あなた、お母様に対して罪悪感をお持ちなのでしょう？」

　図ず星ぼしだった。動揺が走って背筋が伸びた。

「どうしてです？」

「お母様が仰おつしやっていたことですわ。きっとすぐには現れないから辛しん抱ぼうして、と。オモイカネは一いつ旦たん思い込むとそれ以外の考えが浮かばない神様だからって。知恵の神様が聞いて呆あきれますわね。お母様は最後まで貴方ことを心配していましたのに」

「───」

　のっぺらぼうは空を見上げた。その顔に目があれば、きっと涙なみだを零こぼしていたに違いない。

　捨てたはずの過去だった。嵐あらしノ宮みや真ま夜やと過ごした日々は幸福な記き憶おくであり、今後決して得ることのない奇き跡せきだ。

　真ま曜ようの成長を遠くから眺ながめていた。そこに在りし日の真夜の面おも影かげを重ねてしまい、真夜に贈おくったはずのカチューシャをつけられたのがトドメだった。二度と屋や敷しきに近づくまいと、その日誓ちかったのだ。烙らく印いんを見続けているようで辛つらかったから。

　目の前にいる真曜は、実は真夜の幽ゆう霊れいなのではないかと思う。

　責めるでもなく、最後まで自分を慕したい続けてくれた。それが心に痛い。

「事情は知りませんが、お母様は貴方あなたを恨うらんでいませんでしたわ」

「そうでしょうとも。真夜さんはお優しい方でしたから」

　真曜は、ふん、と鼻を鳴らす。果たすべきお使いを終えて一安心、という感じではない。他ひ人と事ごとに巻き込まれて甚はなはだ迷めい惑わくといった様子だ。

「見返りが欲しいですわ。ねえ、オモイカネ。貴方の素顔を見せてくださらない？　お母様はその顔を見られたなら必ず幸せになるとおっしゃっていましたわ」

「いや、それは……っ。それだけは勘かん弁べんしてもらえません？」

「続つづ木きには見せられてわたくしには駄だ目めですの？」

　そこを突かれると勝てない。義理があるとすれば真曜の方だが、続木には素顔を見られてもさほど痛くなかった。続木もオモイカネの素顔に関して興味を示さなかった。

　いつまでも固まっていると、真曜はやがて小さく笑い、

「心配なさらないで。わたくし、こう見えて顔覚えは悪いんですのよ。一晩も経たたないうちに貴方の顔なんて忘れてしまいますわ」

　それは知っている。真曜の人見知りはそれが要因の一つだ。オモイカネは「一本取られましたな」と高らかに笑い、

　──素直に生きて。

　──そうしましょう。

　変身を解いて、素顔を晒さらした。






　　　　　幕間　　其の肆










　のっぺらぼうがパーティー会場に戻ったとき、ある騒そう動どうが起こっていた。

　中年の男性が品しな部べ人じん永えいの胸ぐらを掴つかんで殴なぐりつけており、周りの連中がそれを必死に取り押さえていた。アマテラスを窺うかがうと陽気に笑っていたので深刻な状況ではないと判断できた。

「きっさまが続つづ木きかぁ!?　うちの娘むすめを誑たぶらかしおってこのドチンピラがぁ────っ！」

「ああ、どこかで見た顔だと思ったら陽よう介すけ君ではないですか」

「お、お父様────っ!?」

　真ま曜ようが悲鳴を上げて駆かけていき、男性を引き留とめて何やら説教を始めた。品部人永は気を失ったみたいで仰あお向むけに倒れており、介かい抱ほうしようとするカグツチにアマテラスが怒り狂って取っ組み合いの喧けん嘩かが始まる。

「騒そう々ぞうしいですな」

　巻き込まれては敵かなわん、と手近にあるワイングラスを持って距離を取る。酒さえ手に入ればここに用はない。立ち去ろうとしたとき、不意に腕うでを掴つかまれた。

「小お父じ様もこちらにいらして！　早く！」

「……は？」

「は？　ではありませんわ！　この人の誤解を解くのを手伝ってくださる!?」

　怒る真曜と困こん惑わくする父親の構図は何やら微ほほ笑えましい。しかし、さっきのは一体──。

　オモイカネが驚いたのはその呼び方。そして、その声、その姿だった。まるで嵐あらしノ宮みや真ま夜やが乗り移ったかのようだった。




　二十三年前、『神じん権けん』を作る目的で大だい富ふ豪ごう・嵐ノ宮家を訪れ、そこで真夜と出会った。可か憐れんで美しい少女はしかし、頑かたくなで人間嫌ぎらいで、うまく立ち回っているように見えて不器用で、寂さびしがり屋のくせに意地を張って、それから──。

　芯しんの強い人だった。一切ぶれることなく『嵐ノ宮』の名に相応ふさわしい人間たろうとしていた。この娘の成長を見守ってみたいと、愚おろかにも、思ってしまった。

　千年を生きるオモイカネにとって人間との交流は辛つらいものでしかない。特に神しん徳とくの特性上人間と関わることが多かったので、傷つかない手段として距離を置くことを心こころ懸がけていた。のっぺらぼうに個性は要いらず、覚えられない代わりに忘れられることもない。一いち期ご一いち会えを繰り返し、仮面の下に素顔を隠かくして世間を渡る。誰かを特別に思うことなく、誰かの特別でありたいと願うこともなし。

　真ま夜やに惹ひかれた理由はきっと、同じ弱さを持っていたからだ。

　頑かたくなに人間不信を貫くのは、誰かを好きになることが怖かったから。

　意地を張り通したのは、挫くじけぬ心を育てるためだ。

　鳥とり籠かごに入った小鳥に餌えさを与える真ま似ねをした。十六歳さいの誕たん生じよう日びに贈おくったカチューシャを、真夜は宝物のように大切に抱だきしめてくれた。情が移った。取り返しのつかないことをしてしまったと後悔した。『特別』を作れば必ず傷つくことを知っていたはずなのに、涙なみだを浮かべて喜ぶ真夜を見つめながら満たされていく心に気づかされる。

　互いが互いを『特別』だと意識し、それを許し合った。

　始まりはこの日から。真夜は誕生日を迎えるごとに前向きに強く、凛り々りしい女性へと成長していく。自惚うぬぼれではなく、オモイカネと出会ったことで彼女は変われたのである。

　やがて真夜は陽よう介すけ氏とお見合いをし、結婚・妊にん娠しんを経て、そして子を授さずかった。

「わたくしの名前から一文字、主人の名前から響ひびきを取って『真ま曜よう』。いい名前でしょ？」

「ええ、とても素す晴ばらしいと思います。太陽の女神も祝福をお与えになることでしょう」

「あら、気がつきました？『曜』は輝きを意味する字。わたくしが夜で、この子は昼なの。病弱にならず、健すこやかに育ってくれたらと思って名付けましたの」

　真夜は昔から丈じよう夫ぶではなかった。出産が祟たたったのか体調を崩くずし、療りよう養よう生活を余よ儀ぎなくされていた。日々やつれていく姿は見るに堪たえず、オモイカネの胸に焦しよう燥そう感かんが募つのった。

　死期を悟さとった。そんなことにだけ聡さとい自分の在り方が呪のろわしい。果てんとする命を前にして救う術すべすら思いつかずして何が知恵の神か。

　それでも真夜は病びよう床しように臥ふしたまま七年保もった。真夜を支えていたものがなんであったのか、オモイカネは今でも推おし量はかれずにいる。

　けれど、終わりは確実に近づいていた。

「……聞いてもいいかしら？」

　お忍しのびで見舞ったある日のこと、ベッドの脇わきで椅い子すに座るオモイカネに真夜は尋ねた。

「どうして神様は現げん界かいしたの？」

　今さらな質問に、オモイカネは茶ちや化かすことなく「んー、そうですねえ」と言葉を探す。

「……きっと、ここにいる、と人間たちに伝えたかったんじゃないでしょうか。誰だって本当の自分を見つけてほしいと願うものです。神様も人間と同じなんですよ」

『神じん権けん』などというものは飯まま事ごとでしかない。神々はその存在をきちんと見てほしかったのだ。照れくさそうに白状すると、真夜は小さく微ほほ笑えんだ。

「なら、……小お父じ様、最後に一つお願いしてもいい？」

「最後とは縁えん起ぎでもない。弱気になってはいけませんよ。この病気はきっと治なおります。今、私も方々を巡めぐって薬を調達しています。それまで頑がん張ばって、」

「お願い。……最後のワガママを聞いて」

　潤うるむ瞳ひとみは同時に力強さを含んでいた。こうなった真ま夜やは誰にも止められない。強情を貫いては困らせて最後には折らせるのだ。

「なんでしょう？　薬でしたら必ずお持ちしますよ。私、現在スクナビコナという薬の神様と交渉しておりまして、貴き重ちような神しん薬やくを手に入れられるかもしれないんです。それさえあれば貴女あなたのご病気も治なおることでしょう。しばしお待ちください」

　おどけるように言ってみせても、真夜の表情は変わらない。もはやはぐらかすこともままならず、オモイカネは観念した。

　真夜は、若じやつ干かんの躊躇ためらいの後、力強く口にした。

「小お父じ様の素顔を見せて？　本当のオモイカネの顔を見せてください」

「………」

　──やはり。

　いつかこんな日が来ると思っていた。真夜は己の未み練れんをこの世に残すことなく回収したいのだ。オモイカネの素顔を見る。それは真夜本人が死期を悟さとった証あかしでもあった。

　叶かなえれば、最後の糸が切れてしまうような気がした。

　逡しゆん巡じゆんの最中、真夜はずっとオモイカネの手を握にぎっていた。弱々しい握あく力りよくに泣きそうになる。どうして振り払はらうことができようか。握り返し、こんなことでも生きる気力を与えられるのならばと己に言い聞かせる。

「いいでしょう。特別ですよ？　他ほかの人に言ったら嫌いやですよ。その代わり、絶対諦あきらめないと約束してください。お願いですから」

　頷うなずく真夜を確認し、オモイカネはのっぺらぼうの仮面を外した。肥満気味の体は若く細く伸び上がり、艶つやのある黒くろ髪かみがさらさらと腰こしまで流れた。くっきりとした目鼻立ちが美しい造ぞう作さくを生み出す。真夜は眩まぶしそうに目を細めた。

「綺き麗れいな顔。予想外で吃驚びつくりしましたわ」

「なかなかハンサムでしょう？」

　真夜の手が頬ほおを撫なでた。その手つきは弱々しく、今にも崩くずれ落ちてしまいそうなほどに。
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　真夜は涙なみだを零こぼしていた。

「ごめんなさい」

「……どうして謝るのです？　言ったでしょう、特別サービスなんです。これで貴女も元気になりますよ。神様の言うことですから間違いありません」

　震ふるえる声で、何度も何度も謝り続ける。

「ごめんなさい。……ごめんなさいっ」

　耐えきれず、真夜の手を両手で握り、顔を俯うつむかせた。

「小父様をまた、独りぼっちに、しちゃうね」

「───────っ」

　言葉がない。彼女はこの期ごに及んでもオモイカネのこれからを案じていた。

　お互いを認め合ったあの日から、真ま夜やは自らの弱さを自覚することで前向きになれた。そして、母親になったことで強さも得た。何も成長していないのは自分だけ。

　真夜はきっとそんなオモイカネを見続けて思い悩んだに違いない。自分の死以上に、取り残される愚おろかな神を憐あわれんだ。眩まぶしくて、真夜の顔を直視できない。

「小お父じ様に会えて、真夜、幸せでしたわ」

「ッッッ」

　泣くな馬鹿者。わかりきっていたはずだろう。遅いか早いかの違いがあるだけで、死別は必ずやって来るのだ。覚かく悟ごをしていたくせに、その悲ひ哀あいさえも彼女に押しつける気か。

「最後の瞬しゆん間かんまでわたくしの傍そばにいてください。小父様がいてくれるだけで、真夜は真夜のまま逝いくことができますから。──約束ね」

　頷うなずけない。そんな約束はしたくない。

　涙なみだを堪こらえて俯うつむいたまま、冷たい手の感かん触しよくを心に刻む。

「いつか本当の小父様を見つけてくれる人にまた出会えるといいですわね」

　それが、この世で聞いた真夜の最後の言葉であった。

　一ヶ月後、神しん薬やくを調達して駆かけつけたときにはすでに真夜は亡くなっていた。

　のっぺらぼうは涙の置き場を永遠に無くしてしまった。




　　　　＊




　わたくしの誕たん生じよう日びに倒れられたお母様は、観念したように寂さびしげな笑みを浮かべてわたくしとお父様を病室へ招き入れた。

「──真ま曜ようちゃん、いつかね、いつかオモイカネ様にお会いしたら『小お父じ様』って呼んであげて？　あの人、きっと喜ぶから」

　わたくしに宛あてた遺ゆい言ごんはオモイカネを慮おもんぱかるものであった。

　お父様にも似たようなことを口にしていた。ほんと、最後まで勝手な人だ。残される家族なんかよりもその神様のことばかり心配して。娘むすめの気持ちなんてまるで考えてくれてない。

「オモイカネって、あのコロコロ顔が変わるお人のことでしょう？」

「知っていたのね」

　当然ですわ。オモイカネは顔を変えてくるけれど、お母様はいつも子供のような顔をしていましたもの。だから、それが同一人物だって気がつきましたの。

「小父様のこと、よろしくね」

　ほら、今も子供みたいな顔して。

　泣くに泣けないじゃない。涙なみだを堪こらえたまま、わたくしが黙だまってしっかり頷うなずくと、お母様は穏おだやかに息を引き取った。

　最後の瞬しゆん間かんまで、お母様はお嬢じよう様のまま笑っていました。

　最近、お母様がどうしてオモイカネを特別に想っていたのかがわかりました。

　わたくしにも『特別』な人ができましたの。気き負おうことのない等身大の自分を受け入れてくれる、そんな人が。

　オモイカネに負けず劣らず変な人ですわ。皆が言うように、わたくしもやっぱり貴女あなたに似ているみたいですわね。性格だけじゃなく、嗜し好こうなんかもそっくりみたい。

　オモイカネのことなら心配なさらないで。誕たん生じよう日び以来、頻ひん繁ぱんにお屋や敷しきに顔を出しに来ますの。お母様の面おも影かげを探している様子は、なんだか忠犬みたいでちょっと可か愛わいいかも。

　それで、傑けつ作さくですのよ？「小父様」って呼んだときのオモイカネの顔ときたら。

　のっぺらぼうのくせに目元を押さえて、泣きそうになっているんですもの。「何が悲しいんですの？」って訊きいたら、

「─────嬉うれし泣きですよ、お嬢さん」

　そんなことを言って、おどけるように笑っていました。






　　　　　エピローグ











　長らくお付き合い項き、誠に有り難うございます。これより、その後にあった顛てん末まつをもって締めとさせて頂きまする。




　嵐あらしノ宮みや家での騒そう動どうから三日が経たち申した。この三日間は捕とらえられていた神々を鎮ちん座ざなされていた場所にお連れすることに費やし、先ほどようやく一段落着いたところでございます。

　わたくし品しな部べ人じん永えいは、只ただ今いま事務所にて小こ町まち殿どのとくつろいでおりまする。



「ご苦労様でした。今回のことで『上うえ』も人事に大幅な手を加えるそうよ。どこに反神じん権けん思想が蔓延はびこっているかわからないですからね。内通者に関しては内々で処理したみたい」

　みたい、と仰おつしやる口く調ちようから、下部組織には詳くわしい情報が下りてこないことを示しておりました。内々で処理と言えど、どこまで手を尽くしたことやら疑問でございます。

「神様の現げん界かいに関してずっと疑問に思っていました。どうして優先順位があるのかなって。俺おれ、組織のことはよくわかりませんから、このままでいいのか心配ですよ」

「…………………………。じんえい君、顔つきが変わったわね」

　驚いたようにこちらを眺ながめる小町殿。わたくしも首を傾かしげます。

「なんか変ですか？」

「いいえ。──そうね。頼もしくなったわね。それというのも真ま曜ようさんのおかげかしら」

　どうしてここで真曜お嬢じよう様の名前が出てくるのかさらに疑問ではございますが。

「どうですかね。けど、いい経験だったと思います。真曜のことは妹みたいに思ってましたし」

「また会いに行ってあげてください。きっと喜ぶわ」

　小町殿の表情は慈じ愛あいに満ちて候そうろう。嗚あ呼あ、久ひさ方かたぶりに女神に出会えた心境にございます。気がつけばわたくしの両手は小町殿の手を握にぎっておりました。

「デートしてください。できれば、恋人になってください」

「……そういうところは変わらないのね」

　あっさりと手を振り払はらわれて意気消沈。追い打ちをかけるように頭の上では「ガジガジ」と擬ぎ音おんが聞こえて参まいります。──居たのかヘッポコ様。

「だれだ!?」

　突然、ヘッポコ様が扉とびらに向かってお叫びになり、わたくしと小町殿は咄とつ嗟さに腰こしを浮かします。扉が開くと、長身の中年男性が厳げん然ぜんたる面おも持もちで入って参まいりました。

「品部人永…………ッ」

　顔を見るなり不快そうに舌した打うちをするは嵐あらしノ宮みや陽よう介すけ殿どのでございます。足早にこちらに近づき、おもむろに拳こぶしを上げて、────殴なぐりかかってきやがりました!?

「こんな奴やつに、────うちの真ま曜ようちゃんを渡してなるものかァアア！」

　何言ってんでしょうかこのオッサンはぁ─────!?

「何をしてますの、お父様っ!?」


　背後に控えていた真曜お嬢じよう様が間かん一いつ髪ぱつのところで止とどめに入ってくださいました。

　いと恐ろし。陽介殿の殺意は続つづ木きに負けずとも劣おとらぬものでございました。ヘッポコ様はこれに反応したのでしょう。わたくしが一体何をしたと言うのでしょうか。



「先生！　やっと見つけましたわ！　三日間ずっと探してましたのよ！」

　真曜お嬢様の来訪でございました。陽介殿は傍かたわらに立ちながら不服そうにわたくしを睨にらんでございます。小こ町まち殿が間に入ってくださるおかげで襲おそわれずに済んでおりまする。

「どうなさったんですか？　陽介さんまで。海外に戻っていたんじゃ……」

「聞いておくれよ、小町くん！　真曜ちゃんが、うちの真曜ちゃんが！」

「お父様は黙だまっていてくださるかしら！？　お仕事を放って勝手について来てっ。呆あきれて物も言えませんわ！」

　学校をサボってやって来たお嬢様が何を仰おつしやいますやら。

「どうしたんだ？　オモイカネのオッサンならここにはいないぞ？」

「べ、別に小お父じ様を捜さがしに来たわけではありませんわ。小父様でしたら屋や敷しきにいらっしゃいます。今日伺うかがったのは先生にお話があるからです！」

　真曜お嬢様は、こほん、と咳せき払ばらいをし、上うわ目め遣づかいに唇くちびるを尖とがらせて、

「わたくし、先生を解かい雇こした覚えはありませんわよ。どうして屋や敷しきに戻って来なかったんですの？」

「え、だって、俺おれは元々使用人になったつもりないし」

「嫌いやですわ、そんなの！」

　怒ど鳴なってから、顔を真まっ赤かにしたお嬢様は固まるわたくしに一息に近づき、爆ばく弾だんを放ったのでございます。

「先生に来て頂けないのでしたら、わたくしがここに通います！　このビルはすでに嵐あらしノ宮みや家が購こう入にゆう致しましたわ！　先生、今後もわたくしにいろいろご教授お願い致しますわね！」

　吃驚びつくり。ワガママでビルを一棟とう購入するとはなんたる金持ちでございましょう。

「パパからの誕たん生じよう日びプレゼントだ！」

　なんたる親馬鹿でございましょう!?

「だが、貴様との交際は認めん！　真曜ちゃんは渡さんぞ！」

「お、お父様、誤解を招くような発言はやめてください！　何をしに来ましたの!?」

「若い男から真曜ちゃんを守るために決まっているだろう！」

　頭上のヘッポコ様が「がるる」と唸うなり、頭を抱かかえる小こ町まち殿どのを見るにつけ、どういうわけかわたくしが責められているように感ずるのは気のせいでありましょうか。嗚あ呼あ、嘆なげかわし。悩みの種たねがまた増えた。もうどうしたらよいのかわかりませんので、

「次の案件片付けて来ます！　小町さん、真ま曜ようのこと頼みます！」

「ちょっと、じんえい君!?」

　諸もろ々もろのことを小町殿にお任せし、わたくし外回りに出発進行。逃げるが勝ちでございます。

「話はまだ終わってませんわ！　先生、お待ちなさい！」

「きっさまぁ！　真曜ちゃんを振るつもりかぁッッッ!?」


　どないせいっちゅーんじゃ！　この父娘おやこにはつき合いきれませぬ。

　ようやく取り戻した日常は、こうして賑にぎやかさを増していくのでございました。



「やだ！」


　ヘッポコ様の心の叫びが虚むなしく響ひびき渡ります。

　はてさて、お次はどのような『語り部べ紀行』が待っているのでありましょうか。






　　　　＊




「────え？」

　事務所を出て案件にある住所を目指して歩いていたときのこと。商店街を抜けて大通りと接する十字路の真ん中で突然声を掛けられた。──気がした。振り返り周囲を見渡すが、こちらに気を配る人は見当たらず、歩行者は人じん永えいを障しよう害がい物ぶつのように避さけて横断歩道を行き交った。

　信号が点滅する。慌あわてることなく踵きびすを返す。元来た道を戻り、横断歩道の始まりにある歩行者信号の前に立つ。ヘッポコがペシペシと額ひたいを叩たたいた。

「ぼけた？」

「いや。これは幻聴なんかじゃなかったんだな」

　片かた膝ひざをついて手を差し出した。周囲にいる歩行者も何事かと立ち止まり、あるいは早足で通り過ぎたところで人永を不ふ審しんそうに眺ながめている。きっと変質者と思われているに違いない。

　前方で息を呑のむ気配を感じた。目に見えない何かが怯おびえるように、しかし若じやつ干かんの期待を含んだ声で再度人永に呼びかけた。

『──あの、』

「わかってます。見えないけど、そこにいるんでしょ？　出てきてください」

　優しく語りかける。歩行者のざわめきが一層増して、ヘッポコが居づらそうにジタバタする。差し出す手は下ろさない。そして、中空に小さな掌てのひらが浮かび上がったところでこちらから掴つかんで引っ張った。

　着物を着たおかっぱ頭の少女が何も無い空間から突とつ如じよ現れた。周囲が俄にわかにどよめく。

「岐ちまたの神様ですね。この辻つじで交通事故が起きないように見守ってくださっている。遅くなりました。品しな部べ人じん永えいです。ずっと呼び掛けてくださったんですよね？」

　岐の神は人永を見上げてこくこくと頷うなずく。よかった。ようやく見つけ出せた。

「お願いがあります。これからもこの道を見守り続けてください。どうか現げん界かいしてください」

　大きく頷うなずいた。すると、大通りは命が通ったかのように光りが灯ともり、数すう瞬しゆん後ごに消えた。

　神しん徳とくが生まれたのだ。これでこの交差点では滅めつ多たに事故は起きないはずだ。

『ありがと』

　岐の神は信号をよじ登り、辻を見渡せる位置で立ち上がると再び姿を消した。小さな女の子が信号機の上にいたらドライバーも驚くだろう。事故を起こさないためにも姿を消す必要があったのだ。けれど、この道の守り神は確かにそこで見守ってくれている。

　信号が再び青に変わり、人永は今度こそ通りを横断する。

「なあ、ヘッポコ。これでいいんだよな？」

「…」

「『上うえ』からの命令だけじゃなくて、できるだけいろんな神様を見つけだしてやりたい。それが、俺おれにしかできないことならなおさら」

　ヘッポコはすごい勢いで足をばたつかせている。喜んでいるのか怒っているのかよくわからないが、興奮の度合いは半はん端ぱない。奮ふん然ぜんと声を上げた。

「ふぁいと！」

「ああ」

「いっぱつ！」

「おう！」

　この道を行こうと決めた。

　それは他ほかの誰でもない、品部人永が決意した生き方だ。




　岐の神はいつまでもいつまでも人永の背中に手を振り続けた。





（了）
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　わたくし、姓せいは品しな部べ、名は人じん永えい。

　人呼んで『語り部べじんえい』と申します。

　これより語る小こ噺ばなしは、わたくしがヘッポコ様と共に神探しを始めたばかりの頃に記した、手しゆ記きの一ひと幕まくにございます。

　御ご笑しよう覧らんくださいませ。

『神しん怒ど記き』が一幕、「天てん啓けい」のはじまりはじまり。












　それは、品部人永が『神に愛されている男』という触ふれ込みで前の会社を辞めさせられ、怪しげな組織に引き抜かれて一週間が過ぎたときのことである。

　慣れない仕事の合間にナンパで気を紛まぎらわせていたお昼過ぎ。ヘッポコに額ひたいを叩たたかれながら事務所に戻っているところで背後から声をかけられた。

「おにーいさん♪」

　女の子の声とわかり、すかさず振り返った人永とヘッポコは目を丸くした。

　そこにいたのは女子高生だった。深い緑色にチェック柄がらが入ったミニスカート、上は紺こん色いろのコートに隠かくれて見えないが、手には黒い鞄かばんを持っている。人永の活動圏内では見たことのない制服だ。顔は結構可か愛わいい部類に入る。十六歳さいくらいか。目元パッチリで活発的な雰ふん囲い気きは印象にも残りやすい。

　誰だ、この子？　少女を窺うかがいながら考えていると、

「ね、ね、あたし、お兄さんの仕事見学しててもいい？」

　おかしなことを頼まれた。

　平日の昼日ひ中なか、制服姿の女子高生は駅前ではかなり異質で、声を掛けられた人永は慌あわてて周囲を警けい戒かいし出す。『援助交際』とか『未成年者売春』というフレーズが脳のう裏りを過よぎり、人違いじゃないのかと縋すがるように少女を見た。

　少女はにこりと微ほほ笑えんだ。人永の狼ろう狽ばいを楽しむかのように、

「やだなー、別にお小こ遣づかいせがんでるわけじゃないよー。お兄さんのすけべ」

　思っていることを見事的中させられる。「すけべ！」ヘッポコにも叩たたかれる。

「──こほん。君、学生だろ？　学校に行ってこい」

　にべもなく立ち去ろうとすると、少女は慌あわてて追い縋すがった。

「ちょっと待ってよー！　いいじゃん、減るもんじゃないんだから！」

　ぶーっと膨ふくれた顔は愛あい嬌きようがあって可愛いが、そんな手には乗らない。

　女性全般には優しい人永だが、このくらいの年代の娘むすめは扱いが面めん倒どう臭くさいので好きではない。五年後に街中で見掛けたらナンパしてやらなくもないけど。

　通せんぼして立ち尽くす少女に、人じん永えいは肩かたを竦すくめた。

「俺おれに何の用だよ？」

「さっき言ったでしょ。お兄さんの仕事について行きたいの。ね？　いいでしょ？」

　スーツの裾すそを掴つかんで鼻を鳴らすと、少女は人永とヘッポコを見比べながら笑みを溢こぼした。

　溜ため息いきを吐つく。どうせヘッポコの物もの珍めずらしさに誘さそわれたのだろう。社会科見学したい気持ちもわかるが、あいにく人永は普通のサラリーマンではない。

「……冷やかしなら別のおっさんにしろ。俺より金持ってるぞ」

「もー、どうしてそんなこと言うかなぁ。あたしはお兄さんの仕事が見たいって言ってるだけなのにー」

　なおも付いてくる少女に人永の足も速くなる。

「ついてくんなよ！」

「いいじゃん、ケチっ！」

「俺の仕事見たってつまんねえぞ！　なんでそんなことに興味持つのか理解できねえ！」

「だーってさぁ、なーんか頼りないんだもん。神様探しの途と中ちゆうでナンパとかしてるしー」

　足が止まる。『神様探し』のフレーズがあまりにも不自然だったからだ。どうして知っているんだ、と少女を振り返る。

　少女は一いつ瞬しゆんキョトンとしたが、人永の心を読んだのか「にひひ」と悪戯いたずらっぽく笑った。人永の興味を中ちゆう途と半はん端ぱに引っ張り込む。

「あたし、ヤマト！　よろしくね、お兄さん！」

　それ以上は語らず、少女は人永の腕うでに絡からみついてきた。振り払はらっても離れようとしない。




　こうして、人永の『神探し』は思わぬ出会いから始まるのだった────。
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　一月下旬、今から一週間前に『やおよろず神しん議ぎ会かい』は発はつ足そくした。都内オフィス街の一角、雑居ビルの八階フロアにその事務所はある。

　文部科学省直属の特別法人事業所で、その存在は世間にあまり浸透していない。主な業務内容は神探しと布ふ教きよう活動。神々の雲くも隠がくれを受けて対策室の役割を持って設置された、人永の所属する組織である。

　広いフロアにたった二人だけの職員。話し声は喧けん騒そうではなく無音によってかき消される寒々しい空間だ。所長である高たか峰みね小こ町まちのヒールの音がやけに響ひびいた。

「お疲れ様。寒かったでしょ？」

　湯ゆ気げの立つマグカップを応接セットのテーブルの上、人永の前に置く。

「ありがとうございますっ。小こ町まちさんの淹いれたコーヒーが飲めるなんて、それだけで身も心も温まりますっ」

「まあ。インスタントコーヒーよ？　味は期待しないでね」

「まずい」

「いやいや、美お味いしいっすよ！　ほんと！　こら、ヘッポコ！　失礼なことを言うな！」

　ヘッポコを窘たしなめていると小町がくすりと微ほほ笑えんだ。ああ、今日もお美しい。

「午前中に回った二箇所はどちらとも『済さい世せい』完了と見ていいでしょう。次に現げん界かいして頂く神様は、──あら、割と近くね。女子高のすぐ傍そばにある祠ほこらの神様です」

　はあ、と気の無い返事をしながらコーヒーを啜すすった。

　神探しと言っても、やっていることは神様のご機き嫌げん取りに神社を巡めぐって回ること。さして楽しいこともなく、やりがいは未だに見出せない。

　やる気が起きない大きな要因の一つが、探し出す神様のほとんどがあっさり現界してくれることだ。境けい内だいでじっと身を潜ひそめ、待ってました、とばかりに出てくる神様は、なぜ雲くも隠がくれしたのかと訊ききたくなる。人間を見放す気など端はなからなかったのだ。ただ構ってほしくて拗すねたフリをしているだけ。

　ふて腐くされる人じん永えいの心を読んだように、小町が口を開いた。

「今まで気にしていなかったけど、神様って可か愛わいいものが多いのね。素直で純粋で、気に入らなければ姿を隠すところなんかも子供みたい」

　人永は複雑な顔をする。言っていることはその通りなのだが、布教する立場からするとやりにくい。神様に威い厳げんが無いと信仰する側の人間は不安になる。そこら辺もうちょっと弁わきまえてほしい、とヘッポコを眺ながめてつくづく思う。

　ヘッポコは人永が物心付く頃にはすでに頭にへばり憑ついていた。

　こいつの正体を、人永は実は知らない。ヘッポコ教のヘッポコ神。頭に乗っているだけの役立たずなので「ヘッポコ」と名付けたが、真ま名なが明かされる機会に恵まれないまま現在に至る。二十年以上共に過ごしてきたが、神様らしい威厳を感じたことなど一度も無い。

「あい？」

　人永の視線に気付いたヘッポコが首を傾かしげた。

　こんなやつでも神様なのだ。雲隠れしたことで本当に日本経済に危機が訪れるのか甚はなはだ疑問である。前の会社をヘッポコのせいで辞めさせられたこともあって、神様関連の仕事に就ついている現状は嬉うれしいものではない。

　やる気のない人永を気き遣づかうように、小町がご褒ほう美びをぶら下げた。

「あと数件、切りのいいところまで片付いたら休きゆう暇かを差し上げます。それまで頑がん張ばってね」

「じゃあお休みの日はデートしましょう！」

「……わたしはしばらく休めそうにないわ。じんえい君だけで休暇を満まん喫きつしてね」

　そんなぁ、と萎しおれる人じん永えいに小こ町まちは苦笑する。

「誠実そうに見えたのに、意外だったわ。女性には見境ないのね。じんえい君って」

　この数日間で人永に口く説どかれた回数は数え切れない。「その情熱を仕事に打ち込んでくれたら」と小町は残念そうな顔をする。

「誤解です！　僕は心に決めた人しか口説きません！」

　力説する人永に、小町は軽く溜ため息いきを吐ついた。呆あきれた眼まな差ざしは人永から外れて隣となりのソファに移る。

「わたしが口出しすることじゃないけれど、……未成年者はどうかと思うわ」

　その発言は隣のソファでヘッポコと戯たわむれている女子高生──ヤマトを見てのものだ。視線に気がついたヤマトは顔を上げて「ん？　難しい話は終わった？」と訊きいてきた。

「あれは違うんです！」

「仕事場に子供を連れ込むのは感心しません。今日は大目に見ますけど、次回からは追い返しますからそのつもりでいてね」

「聞いてください！　あれは職場が見たいとか何とか言って勝手についてきただけで！　俺おれはガキになんか興味ありません！」

「なになに～？　好きな教科は体育だけど？」

「聞いてねえし！　んなもん知るかっ！」

　素すで返してしまったことに顔を苦くする。小町の手前では常に好青年を気取っていたつもりなのだ。ちくしょう、ヤマトめ。

「ねえねえ、お茶菓子とか無いのー？」

「すこんぶ！」

　小町に茶菓子まで要求するヤマト。ヘッポコも追つい従じゆうし、小町への居た堪たまれなさが強く立った。

　神であるヘッポコにどこか甘あまい小町は、お茶ちや請うけを用意しに奥の給湯室へと引っ込んだ。その隙すきを見計らってヤマトがつまらなそうに口を開く。

「あの人、な～んか感じ悪ぅ～」

「どの口が言ってんだ、ああん!?」

　両手でヤマトの頬ほおを引っ張った。「ひはい、ひはい！　ひっはらはいへ!?」涙なみだ目めになりながらその手を振り解ほどく。

「なによーっ、あの女の肩かた持つつもり!?」

「おまえに肩入れする理由も無ぇ。それより、いつまでここにいるつもりだ!?　さっさと帰れっ！」

「職場くらいじっくり見ておきたいじゃない？　ねー、ヘッポコ様？」

「はらへった」

　目を線にしてうな垂れるヘッポコを高い高いして遊び始める。駄だ目めだ、会話が成立しない。

　神探しのことを知っていたヤマトに不ふ審しん感かんを覚えたからとはいえ、部外者を事務所に入れたのは失敗だった。小こ町まちが呆あきれるのも当然だ。一刻も早く追い出したい。

「事務所は、まあ及きゆう第だい点ってところかなあ。ヘッポコ様も居心地良さそうだし」

「あい」

　ヤマトとヘッポコが何やら意味ありげな会話をして打ち解とけたみたいにはしゃいでいる。

　思えば不思議な光景である。ヘッポコはどういうわけか人じん永えいに近づく女性を毛け嫌ぎらいする。ちょっとでも人永に好意を寄せていることがわかると嫌いやがらせまでする程だ。お菓子をくれる女性に懐なつくことはあるが、何の前まえ触ぶれも無しに意気投合するヘッポコは珍めずらしい。

　それを少しばかり不審に思いながらも、人永はヤマトの襟えり首くびを掴つかんで引き上げた。その際、ヤマトは「にゃー」と鳴く。

「学校に引き渡されたくなかったら出て行け。あんまりお兄さんをからかうなよ」

「そんなこと言ってぇ、本当は嬉うれしいくせにい。女子高生にまとわりつかれるなんてレアなんだぜぇ、あやややややっ!?」

　拳こぶしでこめかみをぐりぐりと押しつぶす。容よう赦しやしていたら図に乗るだけだ。少しくらいは痛い目見させないとヤマトは出て行きそうにない。

　そこへ、盆ぼんの上に煎せん餅べいを盛った器を載のせた小こ町まちが帰ってきた。コーヒーにそのお茶請けチョイスは如何いかがなものか。

「随ずい分ぶん賑にぎやかね。事務所内とは思えないわ」

「嫌いや味みだねー。お兄さんは被害者なんだよー。もうちょっと優しく言ってやらないと」

　加お害ま者えが言うな。

「事情がどうあれ公私の線引きをするのが社会人の常なの。じんえい君の意識が足りないのなら気付かせるのも上司の役目よ」

　自じ嘲ちよう気味にそう語る。大人おとなとして未熟であることを自覚させられて、へこむ。

「所長。次の仕事の資料をください」

　逃げ出したい気持ちと挽ばん回かいしたい気持ちが合わさって口が動いた。「所長」にアクセントを置いたところがわざとらしくてかっこ悪い。言ってから、俺おれこんなに幼よう稚ちだったっけ、と人永は顔をしかめた。

　小町は目をしばたかせたが、人永の胸中を悟さとったようにくすりと笑う。

「急ぐこともないのだけど、それじゃお願いしようかしら」

　その言葉に即そく座ざに反応したのはヘッポコとヤマトだ。煎餅を齧かじっていたヘッポコが「いきたくねえ」という顔をし、小町に対して仏ぶつ頂ちよう面づらを向けていたヤマトの瞳ひとみがキラキラと輝き出す。

　ヘッポコは連れて行くがヤマトは要いらん。

　受け取った書類は道中に確認するとして、目的地のみ告げられた人永はヘッポコを摘つまみ上げると足早に扉とびらへ向かう。

「あーっ、ちょっと待ってちょっと待って!?」

「おまえはもう家に帰れ」

　人じん永えいはヤマトを振り切るように事務所を出るが、慌あわてて追いかけてくるヤマトの気配を感じ取っていた。どこまでもついて来るつもりのようだ。
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　駅に向かう途と中ちゆうで、ようやく追いついたヤマトに不満をぶつけられた。

「ちょっとくらい待っててくれてもいいのに！」

　事務所を出てからすぐに追ってくると思っていたのだが、数分経たっても降りてこなかったのでさっさと移動したのだ。

「うるせえな。勝手について来ておいて文もん句く垂たれるな。おまえの長いトイレ待っていられるほど暇ひまじゃねえんだよ」

　背中を蹴けられた。

「信じらんない！　乙おと女めに向かって言う!?　デリカシーの無い男って最っ低！」

「ガキがキャンキャン吼ほえるな。そういう科白せりふはもっと大人おとなになってから言え」

「大人って何よ!?　大人ならいいわけ!?　あたし、こう見えても体は大人むぐ、」

「そういうことは小声で言え！　勘かん違ちがいされたらどうする!?」

　慌あわててヤマトの口を押さえ、周囲を歩く通行人に愛あい想そ笑いを振りまいて誤ご魔ま化かした。

　電車に揺られている間に書類を流し見た。ヤマトが隣となりから覗のぞき込もうとしていたので肩かたで押し退のけると、ぶー、と頬ほおを膨ふくらませる。

「一体何が目的なんだ？」

　絡からまれることにもいい加減疲れたので、素直に話を聞いてやることにした。

「何なん遍べんも言わせないでよ。お兄さんの仕事が見たいだけって言ったじゃん」

「ったく。ガキのお遊びに付き合ってらんねえんだよ、こっちは」

　ヤマトがわかりやすく唇くちびるを尖とがらせた。

「ガキガキってそればっか。せっかく制服姿で来てあげたのになー。喜ぶと思ったのにー」

　ぶつぶつとよくわからない文句を呟つぶやく。

　電車を降りてもヤマトの口は止まらない。

「お兄さんはさあ、どうしてこんな仕事してんの？　楽しいの？」

「楽しそうに見えんなら眼科に行け。生活の為ためだ。誰が好き好んでこんな仕事するかよ」

「ふーん、そうなんだ。結構似合ってると思うけどね。お兄さんの為にあるような仕事じゃない？　よっ！　日本の救きゆう世せい主しゆっ！　神様が君を待っている！」

「おっしゃ、喧けん嘩か売ってんだな。とりあえずその制服売りに行ってやるから脱ぬげこのやろう」

「きゃー、やめてよ、ばか変態！」

　それまで一言も発していなかったヘッポコが食いついた。

「へんたい？」

「そこは流せよ、てめえ」

「あはははっ、もっと言ってやってよヘッポコ様。このわからず屋のお兄さんに！」

「すき！」

「ありゃー、変態が好きなんですかヘッポコ様は。うまく躾しつけたね、お兄さん　あ痛っ!?」

「殴なぐるぞこのやろう」

「殴ってから言うし！」

　お約束だ、ばかやろう。




　目的地は事務所から二駅離れた町の、住宅街から少し外れた小高い丘にあった。児童公園くらいの広さはあるが、遊具が無いから子供もいない。小さな祠ほこらが隅すみっこに建てられてあるだけの空あき地だった。高校の校舎の真ま裏うらに位置していて若者の喧けん騒そうも聞こえてくるが、それがかえって物もの寂さびしさを際きわ立だたせている。

　こんな神社とも呼べない場所に祀まつられている神様はさぞ知名度も低かろう。

　仕事を始めてまだ日が浅い為ためか、これまでの出しゆつ向こう先さきはすべて都内にあり、現げん界かいさせる神様も有名どころがいなかった。小こ町まちのことだ、トレーニングも兼ねているのだろう。知名度があればそれだけ信仰する人間の数も多くなる。もしそんな神様に失礼を働いてしまうことがあれば、地域に与える影響も大きくなるはずだ。小さなところから慣らしていくつもりらしい。

　今はまだ研修期間。されど、失敗しないように気を引き締める。

「こんなとこに神様なんているのかなー？　あ、でも、ちょっとだけ気配を感じる」

「分かるのか？」

「え？　やー、はは、なんとなくー」

　苦しそうに言葉を濁にごす。人じん永えいはそれ以上追及しない。

　ヤマトは何気なく辺りを歩いて回っているが、人永はその様子をつぶさに観察していた。

　ヤマトは何者なのだろうか。神様の気配を感じ取れるということは、巫み女こか何かなのだろうか。人永の事情を知っている以上、少なくともただの女子高生ではないはずだ。

「じんえい」

　ペシペシと額ひたいを叩たたかれた。神探しをしなくてもいいのか、と急せかされる。ヘッポコは面めん倒どう臭くさいことはさっさと片付けたい性しよう分ぶんなのだ。人永とて寒い中立ち尽くす趣味はない。

「どこにいるか分かるか？」

「あい」

　指差す方向へ歩き出す。祠の脇わきを通り過ぎるとき、そこに刻まれた祭神の名前を確認する。

『祭神　力リキ動ドウ武タケルノ神カミ』

　記き紀きに登場しない、おそらくこの地域でしか信仰されていないマイナーな神だ。小こ町まちから渡された資料によればこの神様は土地神であり、大昔にこの地域の山や川を築いたとされる伝説を持つ力の神。武ぶ運うん長ちよう久きゆうの神しん徳とくがあるとされている。

　祠ほこらから少し離れた枯かれ木きの下。ヘッポコは「そこ」と指差すが、もちろん神様の姿は確認できない。雲くも隠がくれした神様を現げん界かいさせるには、最後は人じん永えいの説得に懸かかっている。

「おすわり」

　ヘッポコの号令で膝ひざをつく。土ど下げ座ざの格好から入らないとどんな神様であっても応じてくれないらしく、供く物もつで誘おびき出されるくせにこういうところはプライドが高い。小町が子供みたいと揶や揄ゆしたのも分かる気がする。自らの行為は棚たなに上げて、崇あがめ奉たてまつることを要求する傲ごう慢まんさ。

　ヘッポコと付き合いの長い人永だから許容する。神様なんてこんなものだ。偏かたよった幻想を抱かかえていない分、やりやすい仕事であることを不本意にも自覚した。

「俺おれの為ためにあるような仕事、か」

　ヤマトがどんな意図で口にしたのか知らないが、他人からそう評されると逃げ場を失なくしたみたいで困る。確認しておくが、やりたくてやっている仕事ではない。

「じんえい？」

　土下座の姿勢のまま考え込んでいた。小さく頭を振る。悩むのは嫌きらいだ。

「えーっと、──力動武神様、わたくしの声が聞こえましたなら何なに卒とぞ現げん界かいしてくださいませ」

　棒ぼう読よみでそれらしいことを口にする。

「………」

　反応なし。頭を上げて周囲を見渡しても神様が現れた気配はなかった。遠くの方でヤマトがポケットに手を突っ込んで詰まらなそうにこちらを眺ながめている。

「どうだヘッポコ、見込みはありそうか？」

「むり」

　ヘッポコの目には神様の姿が見えているはずで、それでも「無理」と断じるのは力動武神に現界する気がないのが様子から窺うかがえたためだろう。

　ゆっくりとした足取りで近づいてきたヤマトが、間延びした声で尋ねた。

「どうするのー？　諦あきらめるー？」

　なんとも魅み力りよく的てきな言葉である。元々やる気がないのだから、投げ出したい気持ちも顔を出す。が、勢いで飛び出した手前、手ぶらで事務所に戻るわけにはいかない。

「なんか呼び出すヒントとか落ちてねえかな？」

　とは言え、障しよう害がい物ぶつの無い開けた空間だ。祠以外には敷しき地ちを囲む枯木くらいしかない。見渡しは抜群でこれ以上のヒントが落ちているとは思えな、………。

「お？　これはもしや……っ！」

　祠ほこらの陰に曰いわくありげな代しろ物ものを発見した。しゃがみ込んで物色開始。

「……ちっ、なんだよ、単なるファッション誌かよ。しかもティーンズ向け」

　風雨に晒さらされた為ために皺しわで折り曲がってしまっている。一応中身を確認して、最後までページを捲めくってからガッカリした調子で投げ捨てる。

「おっ、まだ何冊かあるじゃん。どれどれ」

　祠の下、覗のぞき込んで手を伸ばす。さっきのはフェイクのつもりか？　小こ癪しやくな真ま似ねを。

「な、に、を、期待しているのかなー？」

　背後から声。頭上からペシペシペシペシと額ひたいを連打。ああもう、これだから女子供は。

「分かってねえなあ。こういう空あき地ちに捨てられた皺くちゃな雑誌ってのは少年心をくすぐるもんなんだぜ？」

「あーっ、やっぱりいかがわしい本なんだ！　不潔っ！　変態！」

「へんたい！」

「そんな俺おれが好きなら黙だまって見てろよ、ヘッポコ。残念ながらいかがわしい本じゃなさそうだ」

　全部取り出して地面に並べる。ファッション関連の雑誌が二冊さつ、音楽関連の雑誌が一冊、少女向けコミック雑誌が二冊、ＴＶドラマ特集の雑誌が一冊。いずれも随ずい分ぶん古く、一年くらい前の話題が載のっている。

「そこに女子高があるだろ？　きっと、授業をサボった生徒がここで暇ひま潰つぶしに読んだんだろう。で、仲間内で回し読みしてそのままこの場に放ほう棄きした。どれも年頃の女の子の興味ありそうなものばっかだしな。まず間違いない」

　そして、これが力リキ動ドウ武タケルノ神カミを現げん界かいさせるヒントにならないことも間違いない。

「案外、ここの神様の供く物もつだったりしてー」

　ヤマトが「にひひ」と笑い、一冊を拾ってページを捲る。

「あっ、このワンピ可か愛わいい～っ！　春を先取りだって！」

「一年前のな。……武神がこんなもんに興味持ってたらそれこそ問題だ。ん？　もしかして、力動武神様って女神か!?」

　これまで女神に出会ったことは一度もない（ヘッポコを除のぞく）。女神、というフレーズは美の象徴のようなもの。絶世の美女が現れるかもしれないと思うと俄が然ぜんやる気が湧わいてくる。

　しかし、ヘッポコはその可能性をばっさり切る。

「ちがう」

「だよねー。武っていうくらいだし、男お神がみじゃん普通？」

「だよねー。……あーあ、つまんねえの」

　男神とわかればこれら雑誌に意味は無い。振り出しに戻ってしまった。

　これ以上の収穫は望めないだろう。必要なのは力動武神に捧ささげる供物に関する情報だ。市役所や市立図書館に行けば郷きよう土ど史しの資料もあるだろうし、この辺あたりの老人会を当たれば伝説を知っている物知りに会えるかもしれない。一いつ旦たん引き上げてそれらを探さぐり、後日出直すことにする。

「なんかさー、こんなんでいいの？　これだとお兄さんがこの仕事やる意味なくない？　誰でもできることだよ、こんなの」

　引き上げると決めてから、ヤマトは仏ぶつ頂ちよう面づらで文もん句くを言う。言いたいことはわかるし、人じん永えいだってそう思う。

　神探しは人永でなくてもできるはずなのだ。品しな部べ人永に拘こだわる理由はどこにもない。ヘッポコがいなけりゃ普通の一般人なんだし。

「代わりがいればいつでも代わってやるさ」

　腰こしを屈かがめて放り出していた雑誌を拾い上げると、ヤマトが怪け訝げんな顔をした。

「何してるの？」

「このままにしておけないだろ。雲くも隠がくれしているとは言え、ここは神様が祀まつられている場所なんだぞ。散らかしたままにしておけるか」

　そう言って、泥どろで汚よごれた雑誌を鞄かばんの中に詰め込んだ。些いささかの躊ちゆう躇ちよもない。「鞄は後で洗えばいい」と頓とん着ちやくすらしなかった。

「───」

　ヤマトは黙だまってその行為を眺ながめていた。少しくらいは手伝えと思う。

　雑誌を片付けて、目立つゴミも拾い集めて鞄に詰め込む。気持ち程度だが、来たときよりも綺き麗れいにはなった。

「よし。行くか。───って、おい!?」

「にひひひ」

　ヤマトがこれでもかと体を密着させてきた。先ほどまでとは打って変わって上じよう機き嫌げんだ。

「……気持ち悪いやつだな。頭打ったか？」

「照れるなってー、お兄さん♪」

「さん！」

「離れろ、迷めい惑わくだ」

「ひどっ」

「ヘッポコ、おまえもついでにどっかに行ってくれ」

「やだ！」

　けれどヤマトは笑い、ヘッポコも鼻歌なんぞ歌っている。わからない。こいつらのテンションの上げ下げのツボが理解できねえ。

　人永が首を傾かしげながら、空あき地ちを出て行くそのときだった。

『我の物を持ち去るとは不ふ届とどき千せん万ばんッ』

　風が唸うなるような声を背中で聞いた。振り返る瞬しゆん間かん、肩かたに掛けていた鞄を無理やり奪うばわれる。

「な、──」

　驚きに言葉を失なくした。三メートルはあろうかという巨人が目の前にいたのだ。晒さらし出された上半身は筋肉の鎧よろいで覆おおわれており、厳いかつい顔には怒りが灯ともっている。モヒカンヘアに渋しぶく蓄たくわえたアゴヒゲ、それだけで道を譲ゆずりたくなる迫力がある。

　脂あぶらギッシュな胸むな筋すじがピクピクと脈動した。

「うぇ、気持ちわるっ！」

「りきどう」

　ヘッポコがそう指し摘てきした。こいつが力リキ動ドウ武タケルノ神カミか。想像すらしていなかった巨体と暑苦しさに眩暈めまいがしそうだ。

『この書物は我の物だ』

　その一言に、人じん永えいたちは呼吸を止めた。

　力動武神は鞄かばんを大事そうに抱かかえ込み、人永たちに強力な偉い力りよくを放つ。風が巻き起こり、人永はその勢いに圧倒された。ヤマトはスカートを押さえながらくつくつと笑い出す。

　人永が制する前に、ヤマトは完全に吹き出した。

「あははははっ、だ、駄だ目めっ！　その顔で女子高生に興味持ったら犯罪です！」

「ばっかやろう！　思っても言うんじゃねえ!?」

　せっかく堪こらえていたのにっ。オッサン顔の巨体がティーンズ誌を読んでいる図は想像するだに面白い。いや、気持ち悪い。そんなこと、思っても口にしちゃいけない！

『我を愚ぐ弄ろうするかッ！』

　案あんの定じよう、力動武神は額ひたいに青筋を浮かべて問もん答どう無む用ようで襲おそい掛かってきた。豪ごう腕わんが人永の頬ほおを掠かすめる。鉄球が飛んできたかのような感かん触しよくに全身の血が凍りつく。

「ちょ、これ喰らったら死ぬって!?」

「あははははっ、こわーいっ！」

「こえぇ！」

「いい加減にしろ！　これ以上怒らすな！　ヘッポコも笑うんじゃねえ!?」

『貴様らッ！　もろ共成せい敗ばいする！』

　言いつつ、狙ねらわれるのは人永だけ。「笑ったのあいつですよ!?」とヤマトを売っても力動武神の目は人永だけを捉とらえて離さない。その巨体に似合わぬ速さで人永に肉にく薄はくする。迫りくる拳こぶしを既すんででかわし、地面に這はいつくばってなんとか逃げる。

「退たい却きやくーっ！」

　いろんな理由で息も切れ切れに、人永たちは空あき地ちから逃げ出すのだった。







　　　　＊




　女子高の校門前に移動した。目の前にあるバス停のベンチに並んで腰こしを下ろす。

「あー、びっくりした」

「まさかあの本が供く物もつだったなんてねー。本当にびっくりだよ！　あのオッサン顔じゃ似合わないって！」

　思い出してまた笑う。そんなヤマトを恨うらめしげに横目で睨にらみ、人じん永えいはがっくりと肩かたを落とす。

　力リキ動ドウ武タケルノ神カミの現げん界かいがいよいよ難しくなった。情報を集め、説得の準備を万ばん全ぜんにしたところで、神様が聞く耳を持ってくれなくては話にならない。殴なぐりかかるくらい怒っていたのだ。時間を置かなければ冷静になってくれないだろう。

　ちくしょう。今日中に『済さい世せい』させてやろうと思っていたのに。

「笑ったら喉のど渇かわいちゃった。何か買ってくるね！」

　そう言い残して遠ざかるヤマトの背中を見つめながら、力動武神について考えを巡めぐらす。あの神様は何を望んでいるのか。何を供物にすれば受け入れてもらえるのか。現界させる決め手とは何か。

　人永は女子高の校門に視線を移す。下校する生徒たちの波を眺ながめながら、どこからか音楽が流れていることに気付いた。視線を校門脇わきの狭い空間へ向けるとダンスの練習に励はげむ女子高生たちの姿を見つけた。黄色い声と弾はじけ飛ぶ汗あせ、純潔を体現する少女たち。

　──頭の中で、パチン、と何かが閃ひらめいた。

　人永はにやりと口元を歪ゆがめるのだった。




　自動販売機の前で缶かんジュースを抱かかえて、ヤマトはしばし立ち尽くす。

　品しな部べ人永という男について考える。

　ヘッポコ様が人永を気に入っている理由がわからなかった。彼が神探しを始めた当初からずっと観察していたが、面白い奴やつだということは認めてもそれ以上の魅み力りよくがあるとは思えなかった。神を疎うとんじ、自分本位で行動する、この上なく人間だった。彼が神探しに適任だと言うのであれば、適任とされる人間は他ほかに山程いるだろう。彼が特別だとは到とう底てい思えない。

　──期待し過ぎてたのかな。

　心に落らく胆たんが広がる。このまま不ふ甲が斐いなく終わるのならば、そのときは──。

　校門前に戻ってくると、女子高生の集団を捕つかまえて立ち話で談笑している人永を見つけた。その楽しそうな表情にヤマトはムッとする。ゆらり、とその輪に近づいていく。

「大だい丈じよう夫ぶ、大丈夫。怖くないって。人っ子一人いないからさ」

「えー、それって逆に怪しくない？」

「おいおい、俺おれってそんなに怪しそうに見える？」

「見えるーっ！　あ、でも、頭の神様は可か愛わいいから許せるかも！」

「ねーっ！　姿見せてる神様って超レアだし！　いーなーっ！」

　キャイキャイと楽しげに話が弾はずんでいる。女子高生の数は十人以上もいて、話の内容からしてもナンパしているようにしか聞こえない。頭上のヘッポコ様だけは「しっしっ」と迷めい惑わくそうに手を振っているが。

　──こんなことしてる場合じゃないのにぃ。

「何やってんのよ、あんたは」

　女子高生の輪から引っ張り出して睨にらみつける。凄すごみを利かせたつもりだったが、人じん永えいは悪びれた様子もなく、「まあ見てろ」よくわからないことを口にした。

「それじゃ行ってみようか。みんな、ついてきて」

　人永の後ろに付いてぞろぞろと歩き出す女子高生たち。この道の先には力リキ動ドウ武タケルノ神カミの空あき地ちがある。ヤマトは表情を強こわ張ばらせて人永を見た。

「……まさか、この子たちを供く物もつとして捧ささげる気!?」

　人永はにやりと笑った。

「そのまさかだ」











　べべべん

　小こ噺ばなしも佳か境きように入いりて候そうろう。

　わたくし品しな部べ人じん永えい、お供ともにヘッポコ神様、ヤマト姫ひめに遭あいて後、力動武神様を現げん界かいさせる命めいを賜たまわり申した。これより後は解決編。お相手願いたく存じ上げまする。

　空き地に向かう途と中ちゆう、わたくしが女子おなごたちから聞いた話は次のうち。

　一つ、祠ほこらのある空き地にて、力動武神様を見た者は皆かい無むなり。

　一つ、昨さく年ねんより空き地を訪れた者は皆無なり。

　一つ、舞芸ダンスを極めんとする女子たち、修練場を確保できず困こん窮きゆうす。

　これらを頼りとするところの、解決策を閃ひらめき候。品部人永、大おお博ばく打ちへと打って出ん。

　小噺『天てん啓けい』──その終幕をご覧らんじあれ。












　誰もいなくなった空き地を眺ながめて、力動武神は一人佇たたずんでいた。

　視線の先に映し出されたのは過去の情景。この地域に山川を築き、人々を守護してきたかつての自分を思い起こす。

　時は戦国、合かつ戦せん吹き荒れる情勢の中、兵役に就ついて武ぶ勲くんを上げることが何よりも誉ほまれ高いと称されたあの頃。男子に武ぶ運うん長ちよう久きゆうの神しん徳とくを授さずけ、自らも戦場を駆かけた武ぶ神しんがいた。

　しかし、いつしか人々は武具を捨て去り、平和を享きよう受じゆするに従い、彼かの神の存在意義も廃すたれていく。時代の波に打ち寄せられるように信仰は薄うすれていき、現在では人も近寄らぬ忘れ去られた場所に縛しばられていた。

　数年前、この場所を必要とする女子おなごがやって来た。彼女たちは一時の間ここに留とどまり、彼の神を話し相手に選んだ。ただそれだけのことで神は満たされた。

　今はもう誰も来ない。

　力リキ動ドウ武タケルノ神カミはひとりこの場所で、女子たちが再びやってくる日を待ち続けていた。

『────？』

　人の気配が近づいてくる。それも大おお勢ぜい。力動は姿を消したまま、訝いぶかしげに道の向こうを凝ぎよう視しした。

「そこの空あき地ちって、勝手に使っちゃっていいんですか？」

「ああ。俺おれから学校側に言っておくよ。こう見えても、文部科学省の人間なんだぜ。嫌いやとは言わないはずだよ」

　すごーい、と黄色い声で盛り上がる。よくわからないが、この場所のことを言っているらしい。不ふ審しん感かんが募つのる。力動は徐じよ々じよに近づいてくるそれら気配に固唾かたずを呑のむ。

　そして、角を曲がって登場した集団に力動は目を丸くした。人じん永えいが大勢の女子高生に囲まれてやって来たからだ。

　女子高生たちは、制服姿の子もいれば運動着を着ている子もいる。一人は手にラジカセを抱かかえており、値踏みするかのように空き地を見渡している。うん、と頷うなずき、

「広くて使いやすそう。民家も無いから音出せるし、学校の裏手だから来やすいね」

「ほんと、穴場だよねー。先せん輩ぱいたちが卒業してから誰も使ってなかったんだ。勿もつ体たい無ーい」

　少女たちはダンス同好会なるサークルに参加していた。同好会は正式な部とは違い、予算が下りず練習場所も満足に与えられない。生徒会に申しん請せいしても週に数回、数時間だけしか場所を都合してもらえないので、少女たちにとって練習場所は喉のどから手が出るほど欲しかった。

　そんな事情があったことは、力動はもちろん知らない。

　人永たちの様子をさらに窺うかがう。

「それじゃ、約束どおり──」

「ちょおっと待ったあっ！」

　ヤマトが人永の言葉を遮さえぎって、詰め寄った。

「本気なの？　いくら力動が、その、……女好きだからって」

　それとも、同じ女好きの人永ならばこその打開策なのだろうか。いやいや、それにしても女子高生を供く物もつにするなんて聞いたことないし、そんなこと許されるの!?

　混乱するヤマトに「しっ！」と指を立てる人じん永えい。片目を瞑つむって嫌いやらしく口元を歪ゆがませる。

「任せておけ」

　そう呟つぶやくと、少女たちに向き直った。

「さて、一つみんなにプレゼントがあるんだ。俺おれが本当にお願いしたいことはこっちでね、みんなにもきっと喜んでもらえると思う」

　そして、ヘッポコが指差す方向に体を向けて、やおら膝ひざをついて深々と頭を下げた。

「力リキ動ドウ武タケルノ神カミ様！　ご覧らんになっておいででしょうか！　ここに供物をご用意いたしました！」

「ちょ、ちょっとちょっとちょっと!?　お兄さん、何言ってんのよ!?」

　ヤマトが咄とつ嗟さに飛びついてきたが、頭に手を置いて押さえつける。

　人じん永えいは言葉を続けた。

「力動武神様！　お願いにございます！　何なに卒とぞ現げん界かいを果たし、この者たちに『舞』の神しん徳とくをお授さずけくださいませ！」

　その言葉に面喰ったのは、力動とヤマトだった。

「……舞の神徳？　武ぶ神しんなのに？」

「力動武神様ならばそれも適かなうはずです！『武』は『舞』に通ずるとも言います。どうかお姿をお見せください！」

「───」

　応こたえるように、虚こ空くうから力動の姿が現れた。突とつ如じよ現れた巨人に少女たちが悲鳴を上げたが、人永は「大だい丈じよう夫ぶ」と笑いかける。

「このお方はここに祀まつられている神様だよ。俺の仕事はこの神様のことをたくさんの人に伝えることなんだ。ここでダンスの練習をすればすぐに上達すること請うけ合あいさ」

「えー、でも、そんな話聞いたことありませんよ」

「それにちょっと、怖いよね？」

　少女たちが恐る恐る口にする。

「君たちは初めてここに来たんでしょ？　知らなくて当然だ。それに、安心していいよ。力動武神様はこんな姿してるけどすごく優しいし、なにかあればすぐに助けてくれるはずだよ」

　神徳によりダンスは上達するし、力動の体格と面つら構がまえはボディガードにうってつけ。なにより神様というだけで心強い。練習場所も確保できるのだから、少女たちにすればこれ以上ない好条件だった。少女たちが躊躇ためらいがちに顔を見合わせる中、リーダー格の子が決意を固めたように「よろしくお願いします」と頭を下げた。つられて他ほかの子たちも力動に頭を下げる。

「………」

　力動はしかし、目を見開いたまま固まってしまった。

　答えはすでに決まっていたはずなのに、いざ口に出そうとすると途と方ほうも無い勇気が要いった。

　望んでいた光景が今目の前にあるのだ。力リキ動ドウを求める者、力動を必要とする声。それが、ただ一言頷うなずくだけで露つゆとなって消えてしまうのではないかと怖おじ気けづく。縋すがるように視線を動かすと、視界の隅すみで人じん永えいが大きく頷うなずいた。

「力動武タケルノ神カミ様、どうか」

　少女たちは顔を上げて懇こん願がんするように力動を見る。その一つ一つの表情の中に、力動が抱かかえている不安とよく似た怯おびえを見つけた気がした。

　深く息を吸い込む。意を決して口にした。

『ま、任せるがよい。我はおぬしらの味方だ』

　一いつ瞬しゆん、言葉に詰まった。しかし、少女たちはぱあっと表情を明るくし、手に手を取ってはしゃいで見せた。

「力動様、ありがとうございます！　じゃあ、早速練習始めよっか！」

　ダンスの練習を始める少女たちを遠目に見つつ、力動は夢を見ているかのような錯さつ覚かくに陥おちいる。

　一時は諦あきらめていた。神々の雲くも隠がくれに乗じて、力動も姿を隠かくすことに決めたのだ。

　けれど、今はこの場所に人の子がいる。自分を求める声がある。それが、途と方ほうもないほどに現実味を薄うすめていた。消滅するしかないと覚かく悟ごを決めていたのだからなおさら。

　人永は力動の隣となりに並んで立ち、少女たちの練習を一緒になって眺ながめた。

「良かったですね。これで大好きな女子高生が毎日ここに押し寄せてきますよ。へへへ、好きですねえ旦だん那なっ。けど、手ぇ出しちゃいけませんぜ？」

　からかうように言葉を掛ける人永だったが、すぐに言葉を飲み込んだ。

　力動武神の目から涙なみだがこぼれていた。

　一年前まではこの場所にやって来る者がいた。ただの暇ひま潰つぶしとわかっていても、それでも話し相手として力動を必要とする誰かがいてくれたのだ。その少女たちはすでに卒業していない。この場所を訪れる者はいなくなってしまった。

　雑誌はいつか持ち主が取りに来ることを期待して大切に保管しておいた。無む駄だなことだとわかっていたが、それでも一いち縷るの望みをそこに懸かけた。持ち主がやって来て雑誌を拾って帰る、それだけでよかった。人のために何かを為なしたかったのだ。最後の最後まで。

　神は人に生み出されし幻想なれど、生み出されたからにはその意義を全まつとうしたい。意義を失えば、信仰が止まれば、後には消滅するしか道は残されない。それが世の理ことわりであったとしても、力動武神は無ぶ様ざまに抗あらがい続けてきたのだ。

　消滅することが怖いのではない。必要とされなくなった事実が怖かった。

　とめどなく溢あふれる涙は心が満たされた証あかし。力動は堪たまらずに笑みを浮かべていた。

『舞ぶ運うん長ちよう久きゆう。我にそれを望むなら応こたえよう。我は「舞」の神としてこの地に鎮ちん座ざしよう』

　ここに力動武神は現げん界かいを約束された。

　ダンスに励はげむ少女たちに練習場所を提供する代わりに、力動武神をお祀まつりさせる。それが人永の作戦だった。信仰さえあれば力リキ動ドウ武タケルノ神カミも現げん界かいしてくれるはずだと踏んだのだ。双そう方ほうの利害が一致したナイスアイディア。『武』と『舞』を掛ける辺り、俺おれって頭いいーっ、と心の中で自じ画が自じ賛さんする。安あん堵どの溜ため息いきが口から溢あふれ出た。

　済さい世せい完了。

『すまなかった、人の子よ。神を二人も引き連れたおぬしを、我を愚ぐ弄ろうしに来たものと誤解した』

「神を、……二人？」

　違和感を覚えた人じん永えいだったが、そこへヤマトが割って入ってきた。

「はぁ。お兄さんってば、びっくりさせないでよ。本当にあの子たちを供く物もつにするのかと思ったじゃない。まったくぅ。後あと先さき考えないんだから。力動もちょっとくらい頭を使ってよね」

　そして、人永と力動をじろりと睨にらみつけると、

「もう、バカっ！　何二人して達成感に浸ひたってんのよ!?　それどころじゃないでしょう！　武ぶ神しんがどうやって舞の神になるって言うのッ!?　そんなの無理に決まってるでしょうが！」

　耳にキンと響ひびく。人永も力動も両目をぱちくりさせた。

「『武』は『舞』に通ずる？　すっごい屁へ理り屈くつ！　……まあ、そんなに的まと外れじゃないけど、でも！　信仰の中身を変えて、それを神しん徳とくとするには長い年月が必要なの！　それくらい考えなさい！」

　ビシィ、と指差され、人永は思わず尻しり込ごみする。

「う、……むう」

『た、確かに』

　ヤマトの言っていることはその通りで、力動は安やす請うけ合いしたことに焦あせり始めた。

『ど、どうすればよいのだ!?』

「ま、待てっ！　すぐに考えるから！　ええっと、信仰を広げるのが手っ取り早いから、となると力動の由ゆ来らいを書き換えてそれを布教して、──ああっくそっ、どうやってもすげえ時間が掛かっちまう！　テレビ中継でもするか!?　んなこと出来るか！」

　バリバリと頭を掻かく人永と、頭を抱かかえる力動武神。ヤマトはそんな二人を眺ながめながら、「しょうがないなぁ」と息を吐はく。

「特別サービスだよ。この地に活力を与えるから、あとは力動がうまく調節して」

　ヘッポコが人永の頭の上から跳ちよう躍やくして、ヤマトの足元まで駆かけ寄る。

「ヘッポコ様、協力してくれるの？」

「あい」

「ありがとう。久しぶりだからすっごく嬉うれしい！」

　ヤマトはヘッポコを拾い上げて頭に乗せると、「にひひ」と笑った。

　ラジカセから流れる音楽がフェードアウトする。その瞬しゆん間かんを見計らって、ヤマトは空あき地ちの中央に移動した。

「おい、ヤマト？」

「お兄さんもよく見てて。神様に仕つかえることがどれほど気け高だかく尊いものであるかをちゃんと感じ取って。──みんな、ごめん。ちょっと中断させてもらえる？」

　何事か、と目を丸くする少女たち。ヤマトはスペースを確保すると、両手を前に突き出して振るような動作をした。──チリン。いつの間にか手には鈴。ヤマトの身体からだは淡い光に包み込まれ、光はたちまち彩りを帯び、着ている制服が別の形へと変化していく。白い着物に赤い袴はかま。巫み女こ装しよう束ぞくだ。人じん永えいだけでなく少女たちも驚きに目を見張った。

「──この地に活力を。倭ヤマト姫ヒメノ命ミコトが名において与えん」

　どこからか雅が楽がくが鳴り響ひびく。蛍ほたる火びのような灯あかりが周囲を飛び交い、その中心で祝詞のりとを口ずさみながらヤマトが舞う。

　──見み惚とれた。流りゆう麗れい。荘そう厳ごん。優ゆう雅が。神秘。どの言葉を用いても足りない。人永はこれほどまでに神かみ懸がかった舞を見るのは初めてだった。

　倭姫命──全国を旅して神に奉ほう納のうを捧ささげた稀き代たいの巫女。人間にも関わらず高次元の存在にまで昇しよう華かされ祀まつられた、歴れつきとした神である。

　人永はそのことを知らない。倭姫の逸いつ話わも由来も。しかし、ヤマトの舞に心奪うばわれていた。

　ヤマトの頭上にいるヘッポコが光り輝いた。その光はヤマトの体を滑すべり落ち、地に沈み、底の方から輝きを放つ。光は波は紋もんとなって空あき地ち全体に行き渡る。地面に活力が宿り、息を吹くように脈動する。大地の鼓こ動どうが聞こえる。足元から生命力が上ってくる感覚。

　人永は呆ぼう然ぜんとヤマトを見つめるほかなかった。

　やがて舞は終わり、我に返ったヤマトは照れ笑いを浮かべた。

「おそまつさまでした」

　わっ、と歓声が湧わいた。感動した女子高生たちがヤマトを囲んで称しよう賛さんし、ヤマトはそれらの声に「どうもどうも」と応こたえながら人永の前にやってくる。

「おまえ、神様だったのか？」

「うん。騙だますつもりじゃなかったんだけど、ごめんね。普段どおりのお兄さんを観察したかったからさー。それに、女子高生のフリした方がお兄さんも喜ぶかなーと思って。驚いた？」

「……すっごく」

　やりぃ、とガッツポーズを決める。勝ち負けはないが、どこか悔くやしい。

「どう？　力リキ動ドウ。祝詞のりとを唱となえたから霊れい力りよくは上がってると思うけど」

『礼を申す。これほど霊れい気きが満ちておれば「舞」の神しん徳とくも生み出せよう』

　力動だけじゃない。人永も少女たちも土地に温ぬくもりが宿ったことを実感していた。ここでなら、ダンスだけに留とどまらず他ほかにもご利り益やくがあるような気がする。

　ヘッポコはヤマトの腕うでの中ですやすやと眠ねむっていた。

「ヘッポコ様を通して霊れい力りよくを放出したから、たぶん疲れちゃったんだと思う。別状はないはずだから安心していいよ」

「……ヘッポコはヤマトのこと知ってたのか？」

「うん。あたしとヘッポコ様、会うのは初めてだけど知らない仲じゃないから」

　ヤマトは眠ねむるヘッポコを愛いとおしむように眺ながめた。どうしてヘッポコがヤマトに気を許していたのか。ようやく合が点てんがいった。

　──てことは、ヤマトはヘッポコの正体を知っている？

「なあ、ヘッポコの真ま名なって──」

　言い掛けて、言葉を飲み込んだ。

「……やっぱりいい。なんでもねえ」

　気にならないと言えば嘘うそになる。倭ヤマト姫ヒメノ命ミコトなら真名を知っているだろうし、訊きけば素直に答えてくれるような気もする。けれど、ヘッポコの正体がわかったとして何かが変わるとは思えなかった。ヘッポコがヘッポコのまま人じん永えいにくっ憑ついているのが一番自然なのだから。

　知らないままの方がいい。

「合格」

　突然、ヤマトの口からそう呟つぶやかれた。

　聞き返そうとしたが、そのときにはもうヤマトは女子高生に手を引かれて再び囲まれていた。

　記念に少女たちのデジカメで写真を撮とる。ヘッポコを抱かかえたヤマトを中心にしての集合写真。

「じゃあ、撮るぞ。ハイ、チーズ！」

　人永の号令でフラッシュが焚たかれる。もう一枚、ヤマトの希望で、制服姿のヤマトも写真に写した。

　モニターの中、ヤマトは外見相応の、女子高生のような顔で笑っている。




　　　　＊




　女子高生たちと別れて、空あき地ちを後にする。

　ヘッポコはヤマトの腕うでの中で眠ったまま。人永はヤマトと肩かたを並べて駅に向かう。

「ヤマトはどうして雲くも隠がくれしなかったんだ？　神様なのに」

「えーっ、だって一箇所に留とどまらないんだし、雲隠れしても意味ないじゃん。それにあたしは元人間だから。神様の事情なんて正直理解できないし」

「なんだよ、一箇所に留まらないって」

「あ、そうか。実はあたしもねー、大昔、今のお兄さんと同じように神様を祀まつるために全国を旅して回ってたんだー。そのときの功績が称たたえられて祀られたんだよ。神社はちゃんとあるんだけど、そのときからの癖くせでついつい放ほう浪ろうしちゃうんだなー、これが」

　それは迷めい惑わくな話だ。せっかく神社に参さん拝ぱいしても肝かん心じんの神様がいなけりゃ意味がない。まあ、すべての神様が雲隠れした現状では同じことかもしれないが。

「あん？　てことは、俺おれもこの仕事続けてたらいつか神様になっちまうのか？　勘かん弁べんしてくれ」

「あはは。そうなれるように頑がん張ばれ、救きゆう世せい主しゆ！」

　ヤマトは背筋を伸ばし、ふう、と溜ため息いきを吐ついた。

「あたしもそろそろあたしを祀ってる神社に戻ろうかなー」

「もう行くのか？」

　それが別れの言葉であることに気付いた。今日一日だけの付き合いだが、もっと長い時間を共に過ごした気がする。別れを惜おしんでいる自分に気付き、人じん永えいは苦い顔をした。

　それに気付いたヤマトが嬉うれしそうな笑みを溢こぼした。

「お兄さんの仕事はすべての神様を現げん界かいさせること。なら、あたしも現界しないとまずいっしょ？　役目も果たせたしねー」

「そういや、おまえ何しに来たんだ？」

　人永の仕事ぶりをずっと気にしていた。実は神様でした、という少女が一人の人間を観察していたのだ。今いま更さら取り繕つくろうつもりはないが、何かまずいことしてやしないかとドキドキである。

　ヤマトが「にひひ」と悪戯いたずらっぽく笑う。

「神様探しに相応ふさわしいかどうか見極めてたの。……うーん、ちょっと違うか。正直に言うと、ヘッポコ様が気に入った人間ってのがどんな人なのか気になったんだ」

「……それで、採点は？」

「合格！　お兄さんにならヘッポコ様を任せられる、……気がする。不合格だったら問もん答どう無む用ようでヘッポコ様を連れていくところだけど。ま、ヘッポコ様に見限られないように頑張ってね」

「連れて行ってもいいぞ？　俺はすぐにでもそいつと離れてえしよ」

　ぶっきらぼうなその物言いに、ヤマトは見み透すかしたような笑みを浮かべる。なんかむかつく。ヘッポコに人生を台無しにされた気持ちなんてわかるまい、と心の中でそう言っておく。

　駅に到着し、ヤマトはヘッポコを人永に差し出した。

「バトンタッチ」

　ヘッポコを受け取る。すぴー、と鼻風船を膨ふくらませる憎にくたらしい顔。

「ヘッポコ様は大事にした方がいいよ。いつかきっとお兄さんを救ってくれる。すっごい神しん徳とく持ってるんだから」

「こいつがねー。いまいち信じられねえな」

「信じなさいよー。神様が言ってるんだから間違いない！」

　なるほど。そりゃ確かに心強い。

　神様であるヤマトが言うのだ。それはまさしく『天てん啓けい』だった。

「じゃあね。お兄さん。────またね！」

　ヤマトが人込みに消えていく。あっさりした別れに拍ひよう子し抜ぬけする。神様にとっての「またね」は一体何百年後のことなのか。そんなことを馬鹿馬鹿しくも思った。

　腕うでの中でヘッポコが目を覚ます。キョロキョロと辺りを窺うかがい、ヤマトがいないことがわかると「まあいいか」というような腑ふ抜ぬけた顔をする。次いで、真ん丸眼まなこを線にした。

「はらへった」

「ああ。飯食いに行くか。っと、その前に事務所に帰んなきゃな」

「あい！」

　この珍ちん妙みような神様との付き合いはまだまだ続きそうである。











　そう。もうしばらくのお付き合い。

　倭ヤマト姫ヒメノ命ミコト様から賜たまわった天啓は、わたくし『語り部べじんえい』の未来を暗示していたのでございます。これより先の物語は、機会があればいずれまた。

　小こ噺ばなし『天てん啓けい』──最後までお付き合い下さり真まことにありがとうございます。

　べべべん♪






　　　　＊




　二月中旬。やおよろず神しん議ぎ会かい事務所。

　高たか峰みね小こ町まちは民間からの問い合わせに応じていた。小町の業務は内部事務だけでなく相談窓口も兼ねており、一般に開設された窓口を経由して緊急性が高いと上層部が判断した案件にのみ対応する。

　今応じているのは、温泉を名物とする『那な雲ぐも』という地域の観光協会および町内会からの申しん告こくで、早期解決を求めるといった内容の連絡だった。近日中に職員を派は遣けんする旨むねを伝え、最後に相手の名前を確認した。

『──カグツチと申します。よろしくお願いします』

　電話を切る。

　小町は机の引き出しから一通の手紙を取り出した。差出人、不明。便びん箋せんと写真が一枚ずつ入っている。宛あて名なは、高峰小町さまへ、だ。

　写真には、筋肉質の神様を取り囲んだ女子高生たちが写っており、その中に一人だけ制服の違う少女がいた。ヤマトだ。一度だけ事務所にやって来た元気一杯の女の子。人じん永えいとどこか馬が合っていて、一見すれば兄妹のようにも見えた。

　そして、手紙にはこう記してあった。

『品しな部べ人じん永えいは貴女あなたにとっても、日本にとっても重要な意味を持つ。絶対に離しては駄だ目め。いつかすごいことしでかすかも？　──倭ヤマト姫ヒメノ命ミコト』

　倭姫命。確か、かつて最高神を祀まつるために全国を旅したという、あの──。

　写真を元に戻して机つくえに仕し舞まう。人永の机をじっと眺ながめた。

　──品部人永を離すな、か。

　くすりと笑う。ヤマトからの助言は、すなわち天てん啓けいである。間違いはないのだろう。

　しかし、

「言われるまでもないわ。わたしだって、離す気ないんだから」

　今頃、彼は寒空の下で神様探しに駆かけずり回っていることだろう。せめてもの労ねぎらいとして、小こ町まちはコーヒーメーカーの電源を入れた。





（了）








　　あとがき







　お久しぶりでございます。山やま口ぐち幸こう三ざぶ郎ろうでございます。本文で「ございます」を乱用していると普段から畏かしこまった言い回しを使いがちになっちゃうんでございます。うん。無理やりですね。




　というわけで、三巻でした。何やら巻を追うごとに登場キャラクターの男女比率に差が生じてきているようです。頂いたラフの半分以上が野や郎ろうのイラストでした。今回はなんというイケメンパラダイスですか。オッサン色も濃こいなあ。

　そもそも、洋館が舞台のお話でどうしてメイドがメインではないのか。執しつ事じをメインにした理由とはなんなのか。うーん、なぜでしょうね。夢でも見たか。

　担当様には喜んで頂いているので「まあいいか」とか思っていたり、ごめんなさいメイドスキーの方は石を投げないで。私もこんなつもりじゃなかったんですホントだよ？

　お口直しと言ってはなんですが、巻末には『電撃文庫ＭＡＧＡＺＩＮＥ』に掲けい載さいした短編に修正を加えたものを収録しております。女子高生がわんさか出てきますので女子不足分の補給にご利用頂けたらと思います。……あ、こっちにもオッサンがいるわ。まあいいか。

　今巻を書くにあたって、いや正確には書き終わった後なんですけど、人じん永えいが訪問した神社に参さん拝ぱいしに行ってきました。一応フィクションなので名前は伏せますが、都内にあるその神社から見える景色はそりゃもう絶景でして、カメラと滞在時間が無かったことが悔くやまれました。

　もう一度行きたいなあ。てか、全国の神社という神社を巡めぐってみたいなあ。

　標高何千メートルに建こん立りゆうされたお社やしろとか、海底にあるというお社とか、機会があれば参拝しに行きたいものです。……時間とお金に余よ裕ゆうがあっても体力的にどうなのよ問題はさておいて。

　仕事として行ける人永が羨うらやましい。本人は嫌いや々いやなんでしょうけれど。

　以上、何のまとまりもないあとがきでした。




　以下、謝辞です。

　イラストの天あま草くさ帳とばり先生。今回も素晴らしいイラストを描いてくださってありがとうございます。担当の荒あら木きさん。毎度のことながら色々と助けられました。ありがとうございます。

　そして、この本を手にとってくださった貴方あなたへ。本当にありがとうございます。

　感謝の気持ちと替えさせて頂いて。

　この物語を差し上げます。受け取ってください。








２０１０年　冬　山口幸三郎
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山やま口ぐち幸こう三ざぶ郎ろう

１９８３年５月創業。現在、福岡にて店舗を構える。

営業時間：午前８時～翌午前２時（平日）。定休日：不定休。現在屋号を『山口幸三郎』と称し、稚拙な文章で作家業を営んでおります（ライトノベル始めました）。お客様のご来店を心よりお待ちしております。

[image: ]




天あま草くさ帳とばり

しがない絵描き天草帳と申します。萌とエロが大好物です。

密かに一人悶々とするのが大好きです。今一番したい事は、家族とウィンタースポーツを楽しみつつ温泉に浸かりながら身体を癒す事です。
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神かみのまにまに！③




～真ま曜ようお嬢じよう様さまと神かみ芝し居ばい～








山やま口ぐち幸こう三ざぶ郎ろう
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